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序

「神戸大学経済研究経営叢書（金融研究シリーズ）第4冊」をここに刊行する。

本書は「神戸大学経済経営研究所国際資金專門委員会」のメンバーが、昭和48

年よりつづけてきた国際金融政策の理論的・実証的研究の成果の一部を発表し，

さきに発行した「金融研究I」，「金融研究Ⅱ」，「経済経営研究叢書（金融研

究シリーズ）第3冊」につづく共同研究の一環として世に送ろうとするもので

ある。

今回はとくに国際準備の研究を藤田、宮田教授の「国際資金」部門における

プロジェクトの一部として公刊するが，今後，引きつづき国際金融政策の計量

金融学的接近による研究を進める予定であり，その果実は本叢書第5冊にまと

めることを企画している。

本書の刊行にあたり，格別の便宜を与えられた神戸大学経済経営研究所当局

に対し深く感謝の意を表したい。

1 976年6月

神戸大学経済経営研究所

国際資金專門委員会主査

教 授

矢 尾 次 郎
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国際準備政策の変遷とIMF金

－ そ の 1 －

藤 田 正 寛

1． は じ め に

国際流動性が世界貿易と関数関係にあることは既に各方面で論じられてきた

が11'国際流動性を構成するものとして，われわれは金,アメリカ．ドル,SD

R,有力通貨の一部および公私のクレジット・フアシリテイをあげるIMF当
（2）

局の見解を重視するのである。しかし，この場合，国際流動性として信認の高

いものがもっとも重視さるべきであり, IMFの見解は国際流動性をもっとも

現実的，広義的に規定したものと理解すべきである。

われわれは国際流動性を構成する決定的要素としては金およびアメリカ・ド

ルの機能を評価し，しかも，その論拠として，いわゆる国際準備資産としての

適格性，あるいは国際通貨としての十分な条件を備えていることを挙げること

ができたのである。

このことは公的な短期の国際流動性供給機関としてのIMFの基本的機能に

もっとも端的にかかわることであったことは多言を要しないところである。

IMF体制は基軸通貨であるドルが金交換性をもつことで支えられて過去30

(1)この詳細については拙著「Ifl際流動性と低開発IEI｣(新版）

第2，第4章．参照。

(2) IMF, 1964, A"〃"u/ Repo7i, July 1964, pp. 25～30.

火洋経済, 1975
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年，世界経済の発展と国際通貨安定を促進してきた。

しかるに1960年以降,アメリカの国際収支の不均衡が加速的に拡大するととも

にIMFの国際流動性供給機能は変動せざるをえなくなり, 1971年8月のアメ

リカの新経済政策(NEP )によりアメリカ・ドルの金交換性停止がIMFの

基軸通貨による流動性供給方式を崩壊させたことはわれわれの記憶の新しいと

ころである。

その後の国際金融環境は1971年12月に実施されたスミソニアンの合意による

多国間通貨調整という平価変更につづく, 1973年2月のIMF加盟国の為替の

総フロートという形式の管理された変動相場制(managed floating )によって

各国の通貨当局の頻繁な為替平衡操作の結果，過剰流動性が国際的に波及し，

いわゆる世界インフレーションが発生した。

このようなIMF体制の崩壊による世界経済のインパクトに加えて1972年秋

の産油国による石油価格の引き上げは非産油国あるいは石油消費国に対して国

際競争力を一挙に変動させるインパクトを与えて，この国際的波及が世界的不

況へと世界経済を急迫したのこそ，世界的スタグフレーションへのプロセスで

もあった。

このような局面に際会して国際流動性政策，とくにIMFの流動性供給機能

は激動と危機に直面したことも否定できない事実であり, IMF改革の重要な

一環として10か国蔵相会議( Group of Ten ) ,あるいは20か国委員会( C20

: Committee of twenty )の論議を経て，去る1月8日よりジャマイカで開

催されたIMF暫定委員会( Intrerim Committee ) において新しい流動性

政策の方向が決定され, IMF資金( quotas ) の増大とSDRの供給量の増

大に加えてIMF保有金の一部自由化が主たる内容となり，国際流動性政策は

新段階を迎えたともいえる。

さらに，このようなIMFの流動性政策の変更と呼応して本年1月1日より

実施されたアメリカにおける金政策の転換に加えて西欧諸国，とくにフランス，
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西ドイツの金政策の変更も，また国際流動性政策の新しい方向を示すものにほ

かならない。

本稿ではIMFの流動性政策としての準備政策の変更とくに金政策転換とア

メリカの金自由化政策の意義について一考察を試みようとする。

2．1MFの金政策の転換の意義

(1)現行IMF協定における金

1 944年7月22日に締結されたIMF協定においては各国通貨の平価は「1 944

年7月1日現在の量目および純分を有する合衆国ドル」あるいは「共通尺度た

る金」により表示することが第4条第1項(a)により規定されており，さら

に同条第1JA (b)において「加盟国通貨に関するすべての計算はその平価を
（3）

基礎として行う」こととされて，いわゆるIMF平価の設定が明示されていた‘

このように金の地位を重要視するIMFは当然，金取引について一定の限度
（4）

を設けており，それは第4条第2項に規定したのである。

すなわち, IMFは加盟国による金取引のために，平価の上下のマージンを

を定め，各加盟国は平価に所定のマージンを加えた額以上の価格で金を購入し

たり，平価から所定のマージンを差し引いた額以下の価格で金を売却すること

を禁じて､,るのである.このﾏｰｼﾝは(ｲ}平価の：%に諸経費を加えた範悶
にかぎられ，（ロ)諸経費を含めて平価の1％以内の範囲とされていた。

さらに，加盟国通貨当局が国際決済に当って第4条第2項のマージンの範囲

内で金を自由に売買していれば，為替相場のマージンについての義務は果され

ているものとIMFは認めたのである。

(3) IMF, T" I"/er"α〃0卯α/ MO71e/αγyF別"d, 1945～1965, TM､GmJY" J･s

0/ /'z/er"α〃0"/ Mo"em"Z/ COOpPrα〃0", Vol. m, 1969, p.189.

(4)ノ耐(ﾉ.,pP. 189 -190 .
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このことは各国の通貨当局が金市場との取引も通貨当局間の金の売買もごく

制限された範囲内で可能ではあるが，現実に過去，加盟国の通貨当局は金の市

場価格が金の公定価格を大幅に上回った場合にも，自由市場価格によって民間

市場から金を大量に購入できたことはなかった。また，通貨当局間において相

互に金売買をすることも不可能であった。このようなことから各国が保有する

金準備は，ジャマイカの暫定委員会の合意まで実際には凍結されてきたのである。
（5）

そして，このことは第4条第8項に示されているようにIMF資産の金評価

額は，加盟国のうち，ある国の通貨の平価または為替相場が変動しても何ら，

変動せず，厳重に維持さるべきことという規定が雄弁に物語っている。

したがって，平価を切り下げた国はIMFが切り下げ国の領域内で著しく為

替相場が下落したと判断すれば，切り下げ国はIMFが保有している切り下げ

国通貨の金による減価分を切り下げ国の自国通貨で速やかに補充支払をIMF

に対して行うことが必要であった。同様に平価切り下げ国の場合はIMFが保

有している切り上げ国通貨の金による騰貴分をIMFから返還をうけることが

できることとなっていた。そして，この原則はIMFが特に規定を設けないか

ぎり，平価の一律変更についても同様に適用されるのである。

このようにIMFの保有資産は金価値を基準として維持されることが現行I

MF協定によるIMF金政策の特質ともいうべき金凍結政策を形成してきたの

である。

（2）金ブールよりナイロビ総会までのIMF金政策

1 960年，アメリカのドル危機が叫ばれるとともに民間市場における金価格の

変動と，金に対する投機の増大を防衛するために金の売買操作によって民間市

場の金価格をも公定価格である1オンス＝35ドルのラインで維持しようとする

対策が先進国間で国際金融協力の結果，成立した。これが1961年10月の先進8

か国による金プール協定であった。

(5) Ibid., p. 191
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しかしながら，ドルの不安が解消されず，アメリカの国際収支の悪化は却っ

て増大の一途を辿る一方，戦後のイギリスの国際収支の慢性的赤字の増大はポ

ンド危機を破局化の局面にまで至らせたため，遂にポンドが1967年11月に大幅

に切り下げられるという国際通貨環境の激動を契機として大規模な金投機が発

生したのであった。このために金プール参加諸国の打撃は大きく，その公的保

有金は大量に喪失する結果となり，この影響はIMFに対しても深刻なものが

あった。すなわち，先進8か国はIMF資金の70%を占め，運営上の投票権の85

％を保有している状況からも，先進国のこのような損失は同時にIMFの弱体

化とならざるをえないのである。

このような情勢に対して，先進国は1968年3月，ワシントンにおいて金プー

ル協定を廃止する協定に合意をしたがその内容は参加通貨当局が1968年3月以

降，民間市場との間の金の売買は一切，実施せぬこととするものであったため

に，結果的に金について公定価格と自由市場価格は一致せず二重価格が現実に

存在することを認めることになり金二重価格制( two tier system of gold

price )が成立した。この制度は金価格の自由化へと前進して非常に注目を集

め，その意義は大きかったが，既に述べたように1971年8月15日のニクソン声

明による新経済政策により，アメリカのドルの金交換性の停止は金の準備資産と

しての機能の限界を事実上，明らかにしたものともいえる。したがって，論者

は，この措置をもって国際通貨制度は金・ドル為替本位制よりドル本位制へ移

行したものと指摘し，金廃貨( demonitization ) の一形態と評価する事態と

なったためにワシントン協定参加7か国は1973年11月，金二重価格制について

の合意を廃止したのである。

このことにより通貨当局と民間市場との金売買に対する制約が消滅したので

あるがIMF協定第4条第2項の規定が厳存していることが，ワシントン協定

の破棄による国際通貨環境の目まぐるしい激動に対して，とくに金投機を抑制

したことは看過すべきではない。
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しかし，国際通貨の不安定はスミソニアンの為替調整と変動相場制への移行

にも不拘，実現する方途を開拓することが容易でないために1960年代後半より

つづけられたIMF改革論議を深めねばならない事態となり, IMFのなかに設

置された20か国委員会が1973年9月のIMFのナイロビ総会までに作業を終え
（6）

て発表したIMF改革要綱のなかで金の通貨準備としての機能を縮小すること

が明らかにされ金問題は大きな転機を迎えた。この結果, SDRが主要準備資

産となることが合意され金の取り扱いは，つぎの4つのプランにまとめられた

のである。

その第1は金の公定価格を維持し，自由市場への金売り出しを認める一方，

金の買い入れを認めず，通貨当局相互の金の取引は公定価格で行う方式である。

つぎに第2は金の公定価格を廃止して，自由金市場への金の売り出しを認め

るが，金の買い入れは認めず，通貨当局間の金取引は第1方式のように公定価

格による方式である。

さらに第3は公定価格は第2方式のように廃止し，しかも金の自由金市場へ

の売り出しも認めるうえに金の買い入れも認め，そして通貨当局相互の取引も

市場価格で行うという方式であり，全面的金自由化方式ともいえるものである。

最後に第4としてはIMFが通貨当局から市場価格と公定価格の中間の価格

で金をSDRと交換に買い入れることができることとし，また，市場において

も漸次，金の売り出しができるようにする方式が考えられる。

この第4の方式により各国通貨当局が保有する金をIMFに全面的に集中管

理することが可能となることが，もっとも望ましい方式と考えられるとして高

(6) First Out"'me o/ Reんγm o/me伽teγ"α〃071u/ Mo""αγy System,

R叩oTied to Got)eγ”γs byA" WW"d加仰α, IMF Sur"ll-A7加呪“

Mをe"ng IssMe, 0ct, 8, 1973, pp. 315 -8.

1MF．伽tewm"07za/ Mofzetary Reんrm, Docume"is o/ i九G Commi"ee

｡ノTMPn/y, 1974, pp. 15-17.
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い評価をうけたのである。

しかし，この方式としてはSDRを全面的な準備資産として通貨の座につけ

るためにSDRの価il間の問題がキー・ポイントとなるのは理の当然である。

IMF改革についての20か国委員会のこのような金政策から1 974年に入って

作業を開始したIMF暫定委員会は金価il尚保証のつけられている現行SDRよ

り一歩前進したSDRの価値の決定方式を公表したのである。

いわゆる標準価値方式'7'( standard basket technique ) がそれである。こ

こでは，この方式の詳細に立ち入らないことにするが, SDRの対通貨取引価

値を，主要通貨すなわち，世界貿易に1％以上のシェアをもつ16か国通貨を標

準バスケットとして決定する方式である。SDRの1単位をバスケットとして

アメリカ・ドル33％，西ドイツ・マルク12.5%,イギリス・ポンド9%,フラ

ンス・フランおよび日本円7．5％，カナダ・ドル6％，イタリア・リラ6％，

以下オランダ・ギルダー，ベルギー・フラン,スウェ･一デン・クローネ，オース

トラリア・ドル，スペイン・ペセタ，ノルウェー・クローネ，デンマーク・ク

ローネ，オーストリア・シリング，南アフリカ・ランドが含まれ，この加重平

均がとられるのである。

この方式によるSDR l単位の価値計算には上記16か国通貨の一定額の基準時

における相対的比率，すなわち，ウエイトが重要な意義をもっている。SDR

が国際取引の計算単位として各主要通貨の平均的価値となるには貿易のシェア

だけを利用すれば,アメリカ・ドルの国際通貨としての機能を正当に評価できぬ

ことになる可能性があるため, 1974年6月のアメリカの世界貿易のシェアが事

(7)これについてはIMF, Inter"α〃o"α/Mo"etαγyReんγ加，

Doc2""e'zis o/ ihe Commi"ee o/ TIM)ewil/, 1974, pp. 7-48.

Polak, J. J., Vα〃α〃O脚α"d Raie 0/ I''ieresi o/オノie SDR, 1974, pp. 1-24

などのほか，田中金司, SDR新評価方式の意義一価値基準の名目化，名

古屋学院大学論集, VoI､11, No.2 (1974) pp.83-98
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実上，22％であるのに対して50%増しとすることが適当として33%のウエイト

を決定し，これを基礎として他の15か国通貨のシェアは0．5％刻みに計算され

たのである。

さらに，このウエイトは1968～1972年間の5か年間の平均貿易額を基準とし

たことにより暫定的安全性をもつものとして適当と考えられたのである。

つぎに標準バスケット方式のSDRと同一の各通貨とウエイトをもつ「計算

単位アメリカ・ドル」に含まれる各通貨の一定額を計算する。これは基準期間

(base period ) ,すなわち, 1974年6月27日に終る3か月間の各通貨の対米為

替相場の平均で計算する。これはSDRが1970年に創出されたときにlアメリ

カ・ドル=1SDRであったものが，アメリカのドルの2回にわたる切り下げ

により, 1974年6月28日の1SDR= 1.20635アメリ力・ドルとなる':'

さらに上述の「計算単位アメリカ・ドル」を1974年6月28日の為替相場で計

算した 噺計算単位アメリカ・ドル」を構成する各通貨の一定額の合計が1974

年6月28日の実際のアメリカ・ドルl単位にひとしいようにしたうえ,この新

計算単位アメリカ・ドル」1単位に含まれる各通貨の一定額に1.20635をかけ

た数値がlSDRの構成を示すことになる。

この数値の2桁でラウンドしたものが1 SDRバスケットを構成する各通貨

である。

そこで，いまWiをi国通貨のウエイト, BEXiを基準期間( 1974年4月

から6月）の/国通貨の対米為替相場, TEXiを1974年6月28日のi国通貨

の対米為替相場とし,Ciを平均為替相場を基礎として構成されるSDRバス

ケットにおける7国通貨の単位数とすると，

Ci =1.20635(W//BEXi)

となる。

(8) 1SDR=1アメリカ・ドルの関係は1 SDR=純金0 .8886719であるから

1 SDR=1.20635アメリ力・ドル,1ドル＝純金0 . 73662gとなる。
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そして,C/から構成されるSDRバスケットの価値は1974年6月28日のバ

スケットの価値が調整されるから，これをC'iとすると．

C'7 =C/，1 . 20635
16

Z (Cj･ TEXj)
i＝1

となり2桁の数値に縮小されて出現する。

しかし, 1974年6月28日の為替相場を使用して計算されるlSDRのバスケ

ットのC/の範囲は1 . 2063451ドルから1 . 2063549ドルにわたるが，このうち

の最低値がとられるのである。これはラウンド通貨のコンポーネントのプロポ

ーショナルな誤差の絶対値(RCCi)の範囲内で変動するから，その最小値

力適当となるからである。すなわち，この選択式はつぎのようになる。
l6

E I (RCCi/C'i)-11
J＝1

16

このようにしてSDRの価値は金との関係を離れて暫定的に決められて，毎

日，この変動が公表されているが問題はなお残らないとはいえない。

（3）ジャマイカのIMF暫定委員会の金政策

IMFが現実に金凍結政策をとってきているにも不拘, 1974年のユーロ・ダ

ラー市場の混乱は国際金融不安へと発展し，金価格は投機を反映して乱高下し

た。そしてIMFの保有金は他の国際機関の保有金と同様の変動を経験したの

である。

（4）キングストンの合意と金

1976年1月9日，ジャマイカのキングストンにおいてIMF暫定委員会が合

意したのはIMF協定の改正を通じ金の取扱いを修正することであった。
（9）

IMF協定第4条の第2項は①「加盟国は協定の改正が発効後30日以内にI

MFに対し自国が実施しようとする為替取りきめを通知をする」ことになり，
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第1表 IMFを含む公的国際機関の金保有の変動

（単位: 100万ドル）
、

年 次

1 968 1969 1 970 1 973 1 9741971 1 9721 966 1967

項 目

各国保有高 43,67538,935 39, 120
旬局 1局声

JイサLj0 39, 150 38, 815 43, 13040, 900 39, 500

6,574I M F 2, 310 4,3392,682 2,288 5, 138 6,4782,652 5,380

EPUおよび

欧)'|､|基金(EMA )
52 4530 60 4551 42

国際決済銀行
(BIS)

254- 480－349 －282
旬旬司

00／ 218 9q月
日 UJ－624－424

41,005 141,275 144,685糸公 計叩"じ、 50, 50541, 005 49,84540, 900 41, 275 44,685 44,90543, 180 41, 600

出所:IMF, IFS, 1976年1月号より作成。

②この為替取りきめには第1にSDRまたは当該加盟国が選んだ金以外の他の

表示による通貨価値の維持（すなわち平価),第2に加盟国が他の加盟国の通貨

価値に関連して自国の通貨価値を維持する協力的取りきめ（すなわちECの共

同変動幅),第3に加盟国の選択による他の為替取りきめ（すなわち，フロート）

が含まれる」のである。そして，③「IMFは総投票権の85%の多数決により

各国が選択する為替取りきめの権利を制限しない一般的為替取りきめを準備す

ることができる」こととしたのである。

この結果，第3項ではIMFが各国の監視( surveillance )することを明示

しているが，これは第4条第1項で各加盟国は各国経済の安定により為替相場

の安定をはかるべきであるとし，さらに当分の間，固定平価制をとるか，変動

相場制をとるかは自由に選択できるとしたから, IMFの監視が必要となるの

である。

(9) IMF, SMγのe", Jan. 19, 1976, pp l8-21
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第2表 アメリカの国際収支，金準備量，対外流動債務の推移

（単位：億ドル）

年 次 国際収支残高 金 準 備 量 対外流動債務

1948 8 242
行 局

／／

1 949 1 244 76

1 950 － 35 227 86

1951 0 ワワワ
ー ー 0 93

1 952 -12 232 105

1 953 － 22 220 116

1 954 － 15 217 129

1955 -12 217 136

1 956 -10 219 149

1 957 6 228 151

1958 － 34 205 162

1959 － 38 195 194

1 960 － 39 178 210

1961 － 24 169 229

1 962 － ワワ
ー ~ 160 241

2631 963 － クワ
~ 0 155

1 964 －28 154 290

1 965 -13 137 291

1966 － 14 132 298

1 967 － 36 121 333

1968 － 16 109 338

1969 -61 119 417

1 970 － 30 lll

102

433

1971 －220 678

8291 972 -138 105

1 973 924－76 116

1 974 189 118 119

’1261 975 ＋33 112

出所:IMF, IFSより作成。
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第3表 世 界 の 金 生 産

(単位E1000kg )
|■■■｜‐－ ’

二

lffイド

ーー－－～
．～～、

|fl "
1 929 1 940 1 946 1 953 1 970 1971 1 972 1 973 1 974

南アフリカ 323.9 ]71. 0436.9 371.4 1000. 4 976.3 908.7 852.3 758.5

カ ナ ダ 60.0 165.9 126. 188.5 74.9 70. 3

岬
一
知

59.9 52.2

ア メ リ カ 64. 0 60.9151.4 19.0 54.2 46.5 36.2 qE 1
JJoL

ガ ー ＋ノ ワワ 7
台と■ 16.4 9ワ 侭

ムj･U 18. 2 22.0 21. 7 ワリ 反
台しり』 22.7 34.9

フ ィ リ ピ ン 5.1 14. 934.9 18. 7 19.9 18.9 18. 6 18.7

オーストラリア 13. 3 25.6 33.451. 1 19. 3 20‘9 23.5 17. 2 16. 8

ロ ー デ シ ア 17.4 9月7
日 ua 0 16. 9 15. 6 15. 6 15. 6 1目 供

人J･U
1頁 役
人J・U 15. 6

．ゴ ロ ン ボ 19. 74.3 13．6 13. 6 R 9
UoJ

月q
J■ V 5.8 β 反

Uo J 8.7

本日 Q q
J◆ 』 1.3 ワ 1

ID上12. 6 7.9 70
0. J

ワ R
joU

供 ワ
UD I 6.2

メ キ シ コ 20.4 27.4 15. 0
1， 1

10．1
侭 9
Uoム 4.7 4.5 4.0 4.7

－

ザ イ － ル 4.9 17. 4 10. 3 11.5 5.6 5.4 イ則
五■ 』 4.2 1.4

↓
’

二
二
口

、

ｌ
ノ

529.0 970.6 607. 5 692.2 1231. 1 1195. 1 1121. 2 10 43. 9 945.8

その他諸国 11. 5 194. 4 62・0

０
５

●

９
６

５
６６

36.4 34. 1
4戸 F

AO･ひ

郡
一
岬

４
｜
Ⅲ

39.2

全世 界合計
（推定）

570.5 1165. 0 754.2 1267. 5
11／､庁 弓

uOイ．／1229. 2 985.0

｜

’ |!"全上ドル換算 640 1, 310 750 850 1,450 1,405 1,400 1,450 1,400

注， ソ連，東欧，北朝鮮および中国は除く。

1972年までは,1フアイン・オンス35ドル, 1934年以降はlフアイン・オンス

42．22ドル換算。

出所: B I S, Fort"- Fz//h A測伽uQI Repo7Z, June l975,

p. 103より作成。
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第4表 金の供給源と使途の推定

（単位：メートルトン）

年 次
1970 1971 1 972 1 973 1974

項 目

生 産 高

共産圏諸国の金売却（推定）
△も

計口

1 265

50

1315

1 230

90

1320

1170

200

1 370

1085

33(）

1415

985

150

1135

-125西側諸国の公的金保有量

の変化

自由金市場売却

285 90 －35 －45

旧2§Ⅱ’1"‘’
1 030 1445 1280 1 450 1180

出所: B I S , Fort"- F"Zh A"""J Report, June 1975,

P、104．

第4項は平価について述べている。すなわち, ｢IMFは総投票権の85%の

多数決により，安定的かつ調整可能な平価による広範な為替取りきめ制度の採

用を決定する。IMFはこれらの決定を世界経済の安定を目標として実行する

ため加盟国の物価変動，経済成長率を考慮する。これらの決定にあたってIM

Fは，加盟国に対して‘､スケジュールK''の規定を実施するように通告する」

としている。

「スケジュールK」とは，つぎのとおりである。

1. 1MFは加盟国に対し，平価が第4条第1,第3,第4,第5項および

本スケジュールにしたがい,S DR(I MF特別引き出し権)ないし他の共通

尺度によって表示されることを通告する。この共通尺度は金でも通貨でも

ない（注：ユニット・オブ・アカウントなど)。

2．平価の採用を望む加盟国は，前記lに基づく通告後,適当な期間内にIM

Fに平価を申請する。

3．前記lに基づく平価の採用を望まない加盟国は, IMFと協議し，自国
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の為替取り決めがIMFの目的に合致し第4条第1項の義務を果すのに十

分であることを保証する。

4. 1MFはこの申請受理後，適当な期間内に申請された平価を認めるか，反対

することができる。申請された平価はIMFが拒否した場合,実施されない

当該加盟国は前記3の条件にしたがう。IMFは平価を申請した加盟国の

国内社会，政治政策を理由に反対することはできない。

5．平価を採用した加盟国は直物取引の最高，最低レートが平価から4．5％

以上変動しないよう本協定に合致した適切な措置をとる。

6．加盟国は基礎的不均衡を是正するかそれを食い止める場合以外，平価の

変更を申請できない｡変更は当該加盟国の申請に基づきIMFとの協議後に

のみ行なわれる。

7．変更が申請された場合, IMFは申請受理後，適当な期間内に申請され

た平価を認めるか拒否することができる。

8．加盟国が平価取りやめの意向をIMFに申請した場合は取りやめること

ができる。IMFは総投票権の85%の決定により，平価の取りやめに反対

できる。加盟国がIMFの反対にもかかわらず平価を取りやめる場合は協

定15条第2項にしたがう。

9．前記8に基づき加盟国の平価が取りやめられた場合，当該国はIMFと

協議し，自国の為替取り決めがIMFの目的に合致し，第4条第1項の義

務を果すのに十分であることを保証する。

10．平価を取りやめた加盟国はいつでも新しい平価を申請できる。

11. 1MFは総投票権の85%の多数決により，すべての平価を均等に変更す

ることができる。
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3．最適準備論の意義

現代国際通貨理論のうちで，もっとも現実的な計測の問題として，とりあげ

られるのは適正準備水準の問題と適正通貨地域の問題であろう。

しかし，この方面に関する計量的分析についての成果を疑問視するのがマハ
（l’

ループ教授の有名な「衣裳箪笥」論である。マハループ説に代表される計量的

分析への批判は主観的・窓意的な計量をいましめたものであり，最適流動性の

計測そのものの否定論とは異なっている。
（11）

さて，わたくしは最適流動性の計測が一国の外貨政策の策定にとり，きわめ

て有益であることに着目し，すでにブラウン，ケネンとユージンの計測をとり

あげたが,こんにちのわが国の国際流動性政策がいわゆる外貨152億ﾄﾙiいう
（13）

事態に対する外貨減らし効果の限界に苦しまねばならなくなったとき改めて適

正準備問題をとりあげる必要を感ずる。アメリカのドル危機は1973年の1か年

間，小康を保ったかに見えたものの, 1974年下期から昨年にかけての6度の公定

歩合の引き下げは，事態が再び容易ならぬ危機にあることを示している。

このようなドル危機の再燃は西ドイツ・マルクの切り上げが一昨秋，プラント

政権により実施され，いわゆる国際通貨調整が一巡して，一段落したとする

見解の不適当であることを実証した。事態は，しかし，そのような，いわばS

DRをもって国際通貨制度の救世主とする論者の皮相的見解をあげつらうこと以

上の深刻さをもってわれわれに迫っているといわねばならないo

(10)F. Machulp, "The Cloakroom Rule of lnternational Reserves: Reserve Crea-

tion and Resources Transfer, '' QUaγterly Jou7･7zaJ oJ Eco71077zjcs, No.

79, Au9. 1965, pp. 353-56.

(11朏著「国際流動性と低開発国」東洋経済新報社, 1975年，第5章，第3節，参照。

(12)本年5月末の外貨準備は152億ドルとなった。

(13)外貨減らし効果としては貿易決済における円使用（円シフト）をはじめとするド

ル累積の防止があり，円借款の増大，国際機関への出資の積極化，開発途上国投資

（とくに東南アジア諸国）の増大，国内的には社会資本への投資増大などがあげら

れる。
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国際通貨の強さが破綻しつつあるとき，大量の金・外貨を保有する通貨への

国際通貨調整圧力は増大するのが理の当然である。アメリカ・ドルの金平価の

切り下げはIMF協定4条による一律変更という根本的な平価調整に進まざる
1141

をえないのが国際通貨均衡論の論理の教えるところではある。

しかし，アメリカ・ドルそのものの平価変更は問題があまりに質的にも，量

的にも重大であり，勢いアメリカ・ドルのコストは他の主要通貨国に転嫁され

てくる。そして事態収拾の時間を国際金融協力によって稼いできたのが1965年
1151

以降の国際通貨危機回避措置の常道であった。

国際通貨危機の事態については，われわれはすでに数度の体験をしてきた。

そこでこの危機をいかに認識するかは論者によって見解が異なるが，ここでは

国際通貨危機とはIMF体制の固定性(fixed point)が脅威をうけることであ

ると考えたい。いいかえれば国際通貨不均衡(disequilibrium)を意味して

いるわけである。
’161

マンデルは国際通貨の危機を次のように考えている。

すなわち，国際金為替本位制は統制制度(system of control)であるから，

このcontrolが崩れることは，いわば秩序の崩壊(break down of order )で

あり，また国際通貨制度上のパラメータ間の転覆関係である。したがって，こ

んにちの国際通貨制度が崩壊(collapse )するのは国際金為替本位制の核心が

消滅することであり, IMF体制にとってはアメリカ・ドル中心のIMF平価の均

衡が破壊してしまうことである。

マンデルの危機(crisis )というのは瓦壊あるいは，崩壊(collapse )の差し迫

(14)Robert A･Mundell, I7Zteγれa〃07ZaJ ECo7ZOm,ICS, New York, 1968,

Part U, Chapt 8. 拙稿 国際通貨調整の理論的考察，国民経済雑誌, 121-22

ページ（昭和45年6月)。

(15)Eric Chalmers, Mo71e taγ〃 Po "c〃 伽 tﾉLe Sj蛇〃e8, -UK, U. S. A.

& W G e rma 7z", London, 1968, pp. 75-98.

(16)Mundell, Tんe C"sjs PTo6Jem, in Mundell and Swoboda ed., "Monetary Prob-

lems of the lnternational Economy," Chicago, 1969, p, 343.
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つた事態であると考える。

このような考え方によれば崩壊は一定の限界状態に達すると起るとか，ある

いは国際金為替本位制のもっている統制機構(control mechanism),いいか

えれば国際金為替本位制という国際通貨均衡制度が安定性を失った場合に起る

のである。

このような崩壊過程論にしたがうと，第1の範曙の崩壊の脅威が迫っている

状態が構造的危機(structural crisis)といわれるものであり，第2の範濤

の崩壊への脅威の状態が統制的危機(control crisis)ということになる。

この議論からは，危機の問題とは体制の崩壊を予防することを意味している。

それゆえ，危機を克服する諸政策や諸措置には改革の性格しかなく，金為替本

位制そのものを他の体制に全面的に変えてしまうことではないから保守的な改

善策あるいは保守的収拾策であるといえる。

このことから現行IMFの固定為替制を変動為替相場にかえる政策（フリー

ドマンやミード教授が主ﾛ昌者であるが，こんにち学界，実際界ともに賛成論が

増加し，現実的な修正策が多く提出されるとともにIMF局が公式にそのガイ

ド・ラインの検討をはじめた)，金本位制復帰案（リュエフ),超世界中央銀行設

立案（トリフイン案）は厳格な意味の危機問題の解決ではなく，他のデイメン

ジョンに立っているものである。

これに対して，上述以外のすべての現行制度を基礎とするGAB増強案(ヤコ

ブソン前IMF專務理事案）はじめとする数多のIMF強化案（主要国通貨案とい

われるルツツ案など）はSDR創造案をも含めて危機対処案であり，国際通貨

調整も国際通貨均衡回復のためのものであるから，もちろん同様に危機対症的
（1列

性格である。

(11H. G. Grubel,, World Mo7ze iary Re/b777z,, N. Y. , 1963．1MF., T九e

肋jeγ"α〃o"α/ Mo"eiury FI"2d 1 945 -1965, -t we7zjy yeαγsQ/加jeγ"α〃ofza/γ"｡"e‐
tαγy coopeγα〃o", Washington, 1969. Vols. 1 , U

鈴木浩次編，国際流動性論集，東洋経済新報社. 1964．前掲拙著，第6章，第8章
参照。
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国際通貨危機は1957年以降,6回以上くり返しているから，予想される危機

のひとつをとりあげて、番目の通貨危機とする。

(1) (m-2)番目の通貨危機は、番目の通貨危機の克服策,そのままでは不十

分である。

(2)m番目の通貨危機克服策の限界は(m-1)番目の通貨危機の反動( re-

action )対策いかんにある。

(3)m番目の通貨危機はこの危機が起きたために直接，公式にしる非公式にし

ろ，危機救済の一連の措置が結果としては根本的改革案の形で提案されること

を前提としている。

(4)m番目と(m+1)番目の通貨危機が起る間の危機の深化過程に対する応

急策を策定実行するのは公的金融当局かこれと関連のある機関である。
●

(5)以上の担当機関以外では対策は提案されもしないし，したがって対策が実

施される筈がない。

(6)上述の当局機関の考える対策の内容はつぎの4つである。

（ｲ)正規の準備の増強策（国際流動性増強策）

㈲非公式な政策グループの提案する普通一般に認められている準備資産の減

少策。

レサ短期資金の流通対策としての提案，すなわち各国中央銀行間の貸付協紬

(credit facilities)の増大策。

（二)過去、個の通貨危機のたびにまたm/3 .5年間にもっとも有効であった通貨

対策を公表する策。

これらの(1ト(6)の諸対策はIMFが発足した時点で予想された通貨投機業者

の行動や投機業者の期待などを折り込んだ上で策定されたダイナミックなブレ

トン・ウッズ協定から当然，当局が考え出すものといえる。

すでに，われわれが他の機会に検討したように現行IMF体制は国際的金・ド

ル為替本位制であり，こんにち現象的にはドルの不安とともに主要基軸通貨体
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制(multiple-key-currency system)は動揺しはじめている。この通貨体制

では，（ｲ)必要準備の不足(reserve inadequency), (D)過度に大量化し，激化

した，ホット・マネーの動き(superheated hot money),レウ国際的為替安定

装置であるIMFの貿易決済金融センターの矛盾の顕在化,(=)固定為替制度のも

っている投機抑制の安定作用がIMFの不安定化によって再調整すべき矛盾が正

しく為替対策としてとり上げられぬこと，いいかえれば調整可能釘づけ相場

(adjustable peg)の誤った調整幅拡大の存在, (JJIMFの監視（多角的共同監

視への拡大を含む)機能の低下,㈲国内経済政策への広範な制限政策の推進，（ﾄ）

国際間の債権国と債務国の責任の負担が不均衡であり，黒字国の過重化傾

向などの現行体制の不安が濃くなるとともに問題化してきている。

そこで諸提案のうち，現行体制強化をS,ケインズ・トリフインのIMF改革

案，すなわち体制改革案をKとし，変動為替相場案をF,金価格変更案をG,

為替管理強化案をEとすると，いままでにわれわれが知ることのできた諸提案

の関係はつぎのようにいい直せる。

すなわち K>F>S (3.1)

F>K>S (3.2)

しかし，この重要度ランクをつける(ranking )場合にSがもっとも選好度

が小さく,K,Fが選好度が高いことが，過去の論議であきらかとなっている。

しかしKはFの支持者が反対し,FはKの支持者が評価をしていないために

(1)のような政策選択と(2)の選択とのギャップの打開が問題となる。

[U(F)-U(K)]<0 (3.3)

[U'(F)-U(K)]< 0 (3.4)

（3.3)，（3.4）からU(K)>U(F), U'(F)<U'(K)という具合に両案の乖離は

増大する一方というのが現状である。

このことから，いくつかの次善策を組合せとして考えることができる。すな

わち，
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(a)このような国際通貨制度改革論議から基本的にK,F,G,Eをモデルとし

ながら，これの合成案あるいは類似案としてM案(multiplicity plan)を提案

することができる。

(b )M案の諸種の変形案

(i)X案 KとFの混合案

(ii)γ案 K案を手直したもの（わずかの修正）金融主権を各国がもちなが

らの国際中央銀行センターを考えようとする。

6i)Z案 FとKの要素を修正し現行体制を改良しようとする案

(c)国際通貨論争の激化による混乱

各種の学会や国際機関の会議などの議論が激化し,KはFを,FはKを論議

の対象とし,KもFもSを共通の改革対象とする混乱がつづく結果,Sの欠

点がもっとも現実的問題となり，正しいSの理解が行なわれていないともいえ

る面がある。

(a現行国際通貨体制の動揺の鎮静化

現在の国際通貨体制に不安があるといっても，いわばSの内容の検討による

S'を( S=S')定着させるべく，策定することが重要課題である。

国際通貨体制の現状を考えるに当って現行の機能そのものの不備がIMF体制

をして病めるドルとともに苦悩させていると見るか，あるいはIMF協定の内容

が硬直的に運用されているためにIMF機能が低下していると見るかについては

論の岐れるところである

究極的なIMF改革案に対しては現実の危機に対症的療法で対応してゆく間に，

根本的なプランを練るべしという慎重論には傾聴すべきものがあろう。しかし，

IMF体制そのものの国際通貨理論的接近からはさらにドラスティックな改革が

プランとして出されるといわねばならない。

このような方向を理解するために再びマンデルの現行IMF体制に対する分析

を援用するならば，さらにIMF体制の実態は明白となる。
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第1図に示すように横軸にヨーロッパの金保有量(G)をとり，縦軸にアメ

リカのドル債務(D)をとる。

世界全体の金の保有量を一定とすると,GとDの関係はRIR2ラインとなる。ま

た, RIR2はアメリカの金準備率の望ましい状態を示している。そこで，もし

ヨーロッパの金保有量がo"4

R2であれば，アメリカへの支

第 1 図 パの金保有量とドル債務の相

関関係はPIP2線であらわされる。この場合，物価水準にも所得水準にも遅れ

は起らない。

OP2量のドル資金の供給はヨーロッパの物価水準を一定水準に維持するに

十分な量であり，ヨーロッパの金保有も，したがってゼロとなるべきである。

同様にして，もしドル供給がゼロであれば，ヨーロッパの金保有量はOP!とな

るべきである。この意味からPIP2の傾斜は金のドル価格(1オンス=35ドル

L
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Q

１
１
１
０
日
１
０

』 ９
０
１
１
０
０
０

勺
、
、

勺



金 融 研 究22

が基準）を示すものであるが，この場合，このスロープ．（金準備をも同時に示

す）はlである。

P1P2, RIR2は国際通貨政策の目標を示すものであり，アメリカの準備率が

予想準備率を下回るときはDはRIR2を上回る。反対の場合は下回る。このよ

うな場合はつねにアメリカの金融当局はDを減少（増大）させる。

つぎに世界全体の通貨（資金）供給が物価水準PIP2を上回るときGはPIP2

の右側に示される保有量となり, PIP2を下回るときはP1P2の左側の範囲が保

有量を示すことになる。前者の場合はヨーロッパでは金購入策，アメリカでは

金買上げ制限策，ヨーロッパが金売却の場合はアメリカは反対となる。このこ

とが図lの各象眼の動き（矢印の方向）で説明されている。

さて，αをアメリカの超過金準備の内容をあらわすドル貨幣の拡大率とする。

つぎにβをヨーロッパの金購入率とする。しかも，これは均衡水準以上に世界

の超過供給があるときのその内容をあらわしているものとする。また，狸はア

メリカにおける金．ドル均衡準備を示すものとすると，α，β，江を一定と仮定

すれば，通貨制度の安定，不安定はつぎのようになる。

些乏上（3.5）
β 〃

境界線の場合は始発点がzで均衡点Qの周辺を動く。
（13

もし狸が25％の場合（金準備法による法定準備率),アメリカの金融引き締め

政策はヨーロッパの金買い上げ政策の4倍もの頻度で実施されねばならない。

もし,狸が25％でないならば,高物価水準のときは世界の通貨供給は増大し，反

対に低物価のときは通貨供給は減少する。この場合はドル貨幣の供給は同じ方向

に動き超積極策がとられたり，逆に消極策となったりする。

金為替本位制が破滅するか，安定化するかの境界線はR1からの垂直線で示

される。いわゆる構造的危機というのはアメリカの金支払（金流出）が停止す

ることである。これを，いいかえると国際的に不均衡が大幅になっており，金

(18)1935年制定の金準備法は1968年に撤廃されている。
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為替本位制の停止はアメリカの金が大量に流出しつくした事態を示すZ'のとき

である。

このような危機をもっとも簡単に脱出する方策はアメリカの準備率を引き上

げることとヨーロッパのβを低下さすことか，またはアメリカのαを増大させ

て〃を増大させることである。

しかし，金価格を引き上げると金流出の抑制は有効性を失い,R!から右へ動

き, RIR2, PIP2とも垂直化してしまう。

このことを別の表現を使うと，つぎのようになる。いま,Gを世界の金保有総

量,Gをヨーロッパの金保有量とするとE-G=G*がアメリカの金保有量と

なる。そこでアメリカの超過金準備量は厄一G－四となる。Dをドル債，〃D

を準備割合（内容を分数で示したもの）とし,Mを均衡価格水準に対応する世

界の通貨量（ストック）とすればG+D-Mは均衡の量を超過する通貨量とな

る。この場合，パラメーターとしてα，β,7',a を考えるとつぎの関係から，

D= q[E-G－狸D]一γ[G+D-M] (3.6)

G=6[E -G－〃D]+6[G+D-M] (3.7)

となる（ここではγ=6=0, D, Gは均衡値からの乖離度とする)。

そして方程式を書き直すと，

AF+("α－β)八十αβ(1－浬)=0 (3.8)

("<1)であり，もし“α一β>0ならば,[声β=0となるとすると，

ズ＋(汁γ)八十γⅨ1－")＝0 （3.9）

となり，体制は安定的となる。

しかし，（）長け)2＋4γ6ヌシ0 （3．10)
（19）

であって循環的な解決は不可能である。現行の危機克服策はアメリカの金準備

の撤廃により，アメリカからの輸入インフレーションの影響を予防しようとす

るのがヨーロッパ側の方策となっている。これに対してアメリカ側の危機克服

(19)Mundell, 0P. C it. , pp、348-49.



金 融 研 究24

策は金流出を防止し，金融政策の弾力化（金利政策による引締め，または緩和

の政策を緩急よろしく実施する）である。

国際金為替本位制を維持するにはアメリカのドル不安克服政策に対し，国際

金融協力による厳しい監視以上にアメリカのドル支援態勢をつくりあげること

かも知れない。

このためにはアメリカの国益のみに窓意的なアメリカの自発的な厳格な金融

政策の節度の遵守が条件となる。しかも，善隣的国際金融政策は一方的である

べきではないことはいうまでもない。

4．適正準備の測定と問題点

上述のような現行体制の危機に対処する方策は厳しいものがある。その認識

のなかで，最適あるいは適正準備水準を測定することの意義があるわけである。
､01 （21） 22) （231 C4）

適正準備水準接近には，ブラウン,ケネン,ヘラー，イーガー，ハロー，チェン
u5l 26） （27） （28)

グ，クラーク，マハループ，ユーゼルフのすぐれた労作があり，これをすべて

CO)W・M Brown, The E妬ｵgγ"α/ LjqMid"y oノα犯AdUQ"ced CowD"y, .Pγ加一

ceto7z Studjes j7z I71,te7.natjo7zaJ F"ancel No．14, Princeton, 1964.

Ul)P. B. Kenen and Yudin, {6The for Demand lnternational ReservemRelﾉjeu)

o/ Pcq"owzZcs and Statistics, Au9. 1965, pp. 242-50.

@2)H. R. Heller, "Optimal lnternational Reserves;' EcoFIo77I,jc Jo〃γ〃a l,

June・1966, pp. 296-311.

(23)L. B. Yeager, :CThe Misconceived Problem of lnternational Liquidity;'

Jo似γ"a J o/ F"an,Ce, Sept. 1959, pp. 347-6().

24)T. Balogh, $GInternational Reserves and Liquidity;'Eco7zo771,jc JoMγ〃aj,

June. 1960, pp. 357-77.

25)H. S. Cheng, A TﾉLeO7･y O/ t/'e Optj77ZaJ AmOU7Zt O/ FO7･ejg" Re-
seγ'1ﾉes ofa Ce〃tγaj Ba〃ん, Princeton, 1963.

@6)P. B. Clark, 0p "771,"77L I71 teγ〃a〃o"aJ Reseγリes a7zd t/Le Speed
o/ Adj"s t77I,e7z t, mimeo, 1967.

(27)F.Machlup, @$The Need for Monetary Reserves, Banca Nazionale del Lavoro'',

Q皿a 7･te rly Rel/ jef", 1966, pp. 175-222.

(28)G.M. Youssef and J. ConrChene, "The Demand for lnternational Re-

serve~, Jo〃γ刀al O/ Po""caZ ECo7zOmy, Au9. 1967, pp､404-13.
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検討することは紙幅の許すところではない。

われわれはすでにバロー，ブラウン，ケネンとユージン，ヘラーのモデルを

考察する機会があった'W
（30

適正準備については, 1960年,トリフイン教授がその著, Gold and the Dollar

Crisis, 1960, revised ed., 1961 (邦訳「金とドルの危機｣1963年）のなかで40

％と計算し，貿易や為替の管理態勢がとられる危機ラインを30-33％，緊急準

備または中・短期債務の交渉に備えるためにも準備として死守すべき最低線は

20%としている。

トリフインはさらに貿易量，具体的には輸入数量に国際流動性は関数関係を

もっと考えたから，輸入数量説の立場に立ち，準備量としては輸入量が3倍に

なる。あるいは3カ月分の準備に相当するように輸入政策を策定すればよいと

いうのである。

わが経済企画庁は1957年に適正準備量の算出式を公開した。それによると

適正準備量＝（季節変動準備十異常的危機準備十信用保証準備十景気変動

準備）－季節変動準備＝異常準備十信用準備十景気変動準備

となっており，当時の計算は18億ドル～20億ドルといわれ，輸入の規模も50ig

ドルにすぎなかった。当時の日本の国際的環境に占める地位からも，この算出

式では外国からの借款期待額を除外していた。

ハロー，ブラウン，ヘラーと進んだ最適流動性の計量では融資コストと対外

不均衡調整費用を最小にする準備量とし，この場合，国際収支の赤字幅，輸入

性向，国際準備保有機会費用をパラメーターとしてIMFの国際金融統計月報

を基礎として計量をし，ブラウンはとくに1953年～63年までを先進国について

だけ観察している。

ケネンとユージンのモデルは1958～62年の毎月の準備変動をEEC諸国に日

(2W前掲拙著，第5章，第2節以下参照, 100-121ページ。
(30)R. Triffin, 0p．C ". , pp. 45-50.
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本を含む14か国について単純回帰方式から算出しようとしたのである。

すなわち，

4Rt=p4Rt_,+Et, 0</9<1 (4.1)

ここで4Rtはi月における国際収支が赤字または黒字によって起る準備量を

あらわし7Etは正規分布をしており，その平均と分散をそれぞれび柔とすると

4Rt - E+pJR t-! (4 .1a)

となる。

一国の国際収支の変化は純攪乱要素の平均で,その分散ぴ2および攪乱伝播をあ

らわす係数pの3つのパラメーターにより記述されている。

0＜β＜1の場合は純攪乱要因が累積する結果の影響は減衰する。

この仮説を検討するために最小自乗法推定により，えられたのが(4 .1a)式

である。

なお,eはEを近似しており,pはβの推定値，ぴ‘は推定標準誤差であり，

ぴ の推定値である。

そしてケネンとユージンは，つぎの3つの統計的仮説の検証を行なっている。

(J) 0>p<1

(D)Etが正規分布かどうかo

しり(4 .1)式の推定経路が現実の国際収支を表現しているかが問題となる。

この推計の結果，第5表がえられる。

各国政府は為替の安定を維持するために外貨準備（対外準備）を保有する。

そこで対外準備の需要は国際収支の赤字，あるいは黒字の変動幅とその継続

期間についての予想の関教である。

このことは中央銀行が予想をする変動の平均E9変動の分散ぴ：いかんにか

かっている。これはクロス．セクション分析をするために前提が必要である。

(1)各国中央銀行，政府は希望する通貨で準備をもてるものとする。

（2P|乎来の国際収支の変動幅の予測は，過去の変動中から推定できる。この推
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定値を百,p,ぴ・としてE, p, 0eの代理とみなす。

準備変動政策の主眼は国際収支と準備保有量のコントロールである。国際収

支の逆調がつづき，準備不足国となる場合はぴ‘を収縮させ'pを削減eを拡
大させる。

第5表ではE'pの値は政府の政策に左右されるものと考えたが, "E,p

という真正のパラメーターは中央銀行が将来のために必要なパラメーターと同

一視したものである。

いま, Ritをi番目の国の1番目の月の最初の準備量とし，これらの関係のク

ロス・セクション最小自乗推計をするために第1表のパラメーターを採用してβ

が優位でなく，あるいは優位であっても負のときはゼロとする。

eを準備変化の平均値ぴeの毎月の標準偏差であらわすと，このデーターより

最小自乗推計方法をとって準備の計量をすると（1957年12月31日と1962年12月

31日)，つぎのようになる。

すなわち，

R"=68. 11+5.77､77. 17p +19. 34de, FI=. 95 (4.2a)
(177 .81)(15. 96)(378 .12) (2 .16)*

R62 --159 .80+95. 89r+1136. 62p +16. 69 oe, FI=6 .9 (4 .2b )

(206 .91 ) (18. 57)* (440 .00)* (2 .51 )*

これらの方程式は国際流動性準備需要が国際収支の変動中の規模と継続期間に

依存するという仮説を支持している。しかも，ここでは調整値ぴeが説得力をも

っている。

つぎに，β,の符合が逆（プラス）のためeを2つの方程式から消去すると，

R57-89. 80+70.23p+19.95"e
(4 .2a')

(160 .61 ) (362 .40) (1 .26)*

R 62=200.96 +1021.19p +26. 98oe
(4 .2b')

(355 .51 ) (802.14) (2 .78)*

ここでR2の相関関係をみると, 1962年の準備の推定の相関係数は1957年のそ
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第5表 1958-62年の準備の毎月の変化

パラメーター(標準誤差）
推定標準誤差

or (100万ドル）
正規分布国 名

5 (100万ドル） p

４
１

６
１

４
〕

６
１

５
１

２
１

ｌ
ｊ

７
１

３
１

１
１

６
１

７
〕

１
１

２
１

６
８

１
５

１
９

７
６

８
０

２
４

６
９

５
１

５
４

３
７

９
３

０
７

３
４

０
４

妬
岨

蛇
略

鞘
皿

皿
鋤

釘
調

鋤
認

妬
過

“
帥

鵬
羽

娼
町

Ⅳ
鋤

謁
認

帖
娚

謁
型

■毛■ⅡＬ
。勺０１人

■
１Ⅱ＆

④
ＴＩユ

Ｇ
１ⅡＬ

申毛■Ⅱユ
■

→０１人
■『■Ⅱユ

由
１Ⅱ４

Ｄ
ＴＩ▲

●
１Ⅱ▲

Ｇ令■Ⅱ４
■

勺■Ⅱ４
ｂ

Ｔ０ユ
ハ叩叩〉

●
ｎ叩〕
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●
ハⅡ〉

■
八Ⅱ〉

。
（川叩）
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○32.4678ベ ル ギ ー

66.3340 ×カ ナ ダ

○16.4670デ ン マ ー ク

○8.3367フ ィ ン ラ ン ド

256.4864 ×西 ド イ ッ

○61.5243イ タ リ ア

○33.2173本日

×49.3806オ ラ ン ダ

○15 .2923ニュージーラント

○10.2767ノ ル ウ ェ 一

○16.4466ス ウ ェ ー デ ン

○66.6481ス イ ス

127 .4753 ×イ ギ リ ス

※正規分布のyesは○，noは×であらわしている。
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れを下回っている｡このことから，アメリカの国際収支の大幅の赤字がつづくか

ぎり，国際流動性準備総量が増大すると考えられるのに他の諸国に十分，配分

されていないという推定ができるのである。

さらに，このケネンとユージンの計量の場合には国際収支の赤字幅とその継

続期間のほかにふたつの要因があげられる。それはつぎのように，（'腺有準備

の機会費用と(2流動債務（これは政府が準備量の請求権と考えている）在り高

を考えたが成功しなかった。そこで機会費用の計測の代用として，準備蓄積の

ために公的，私的（民間）国内・対外資本形成をぎせいとせねばならなくなる。

その上，資本の社会的限界生産力は1人当り所得とは逆の変化をするものと

も仮定をし,1人当り国民所得は直接，準備合計と相関関係があるものとすれ

If, 1人当り国民所得の高い国では1人当り国民所得が低い国よりも大量の準

備が必要となる。スイスやイギリスではこの意味から他の国々とは異った統計

操作が必要となる。

つぎに国際準備の変化を計測するためにリニアによると，

R"＝β0+62pi +β諭"+ 64(Y/P)i+f5Li! (4 .3)

ここで(Y/P) ,はj番目の国における1人当り国民所得をあらわし,L砿はそ

の国の債務の状態を示している。

この計算の結果によれば，1人当り国民所得と債務（負債）の状況は改善さ

れていない。

R 57=-371 .78+305 .95 p +20. 6"e+0 .39(Y/P )-0 .02L 57

(275 .32) (336 .44) (1 .19)* (0 .21) (0 .01)

R2= 96 (4 .4a )

R 62=715 .40+977 .98p +28.060e-0 .51(Y/P)-0 .03L62
R=､88

(4 .4b)

ここでは債務は2つの方程式ともにマイナスの値をとっているから,1人当

り国民所得も1962年の方程式ではマイナスとなっている。
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つぎに負債を国内通貨供給におきかえれば(M") ,過剰国内流動性は対外準

備に対する潜在請求権を示すことになり，以下の計算がえられる。

R57=-320 .31 +351 .11 P +20. 92 Oc+0 .35(Y/P)-0 .02M57,

(290 .16) (383 .28) (1 .55)* M0 .22) (0 .02)

R2=.96 (4.5c)

R62=757 .13+576 .12 p+25. 44O直+0.47(Y/P)+0 .02M62,
（72().22）（980.99）（4.25)＊ （0.57）

F2=.87 (4.5d)

さて，ケネンは大国が多量の準備を保有し，準備量が変化するとともに計測

値の変化も著しいという。この可能性をなくするために，一国の実力をあらわ

すものとして代表的に国民所得を導入してクロス・セクションで計量したが，

これは説得力に乏しいうらみがある。

このようなケネンとユージンのモデルは準備の絶対的過剰，絶対的不足の判

断には不十分である。しかしながら，各国が平均的な行動をとった場合の準備量を

推定したり，平均的行動と比較して，一国の準備量の相対的過不足を推定する

にはケネン・ユージンのモデルは有効である。

つぎの表は，いままで採用した回帰方程式により計測された2組の結果を示

している。

この表においては過剰額は（＋）表示，不足額は（－）表示，第1欄から第

3欄までは1957年の計測値と実際値，第4欄から第6欄までは1962年の計測結

果が出されている。

この表ではeは0，あるいは一pの調整値,計測準備量はR繩とびeとつぎの回

帰方程式からえられている。

R57=113.74+19.88"e, F2-.96
(98. 47) (1 .15)* (4 .6a)

R62=548 .99+25.950e ,

(233 .07) (2 .73)* (4 .6b)
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1957年と1962年の配分については上の計量では相当の差がある。第3欄と第

6欄の相関関係数は0.49にすぎない。

われわれがケネンとユージンの作業を通じて知ったことは，つぎのようであ

る。すなわち，計算した準備量（計測値）と実際の準備量（実際値）を比較す

ると，この時期としては準備が各国に公平に配分されているとはいえず，いわ

ゆる準備の平準化は空論にすぎないことになる。

また，1957年当時，準備不足国であった国は1962年においても依然として準

備が大量に不足しつづけていることにかわりはない。したがってeの値も大で

ある。

第6表（回帰方式計算の)粗準備の過剰額(＋)と不足額(－）

期 間 期 日日
1日」

1 957年 1 962年

国 名 ｜（2）｜(3)’（4）’（5）｜

鳴算蕊臓躍|土憧際"隠算準備際
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算準備

（3）

過剰(＋）

不足(－）

(4)

際準備

（5）

算準備

（6）

剰(＋）

足(－）

ｎ
－
ｅ

ｌ

オーストリァ

ベ ル ギ 一

力 ナ ダ

デ ン マ ー ク

フィンランド

西 ド イ ッ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

ニュージランド

ノ ル ゥ ェ ー

スウェーデン

ス イ ス

イギリス’

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

●
●
●
■
■
●
①
■
。
●
■
●
■
巳

８
８

６
２

０
７

４
４

９
２

７
１

８
４

２
４

２
７

８
９

５
２

０
５

９
０

９
７

５
１

９
１

１
１

３
５

０
１

１
５

８
３

１
１

５
１

１
１

２

７
１

９
９

７
０

３
７

２
６

３
８

７
９

６
１

３
９

３
１

０
０

８
７

５
３

３
２

●
●
■
●
■
■
●
①
■
■
凸
■
申
①

１
７

３
３

９
０

７
０

１
５

２
０

８
４

３
７

９
７

９
８

１
５

８
６

２
６

６
７

３
４

２
２

２
１

４
２

３
９

１
９

７
０

７
７

２
６

３
２

３
９

３
８

６
９

３
１

９
０

８
７

５
６

６
２

■
④
。
④
由
●
早
●
●
Ｇ
Ｃ
Ｄ
●
。

１
０

２
５

９
７

６
４

０
７

９
０

９
８

９
７

３
４

７
７

３
７

９
１

１
４

２
４

４
７

４
４

２
６

３
７

０
４

３
４

４
０

５
１

１
１

２
１

１
６

６
３

６
０

５
８

７
８

３
７

３
５

９
４

８
３

８
０

９
７

６
２

３
７

３
６

９
４

８
８

１
５

１
５

１
２

８
５

３
８

３
８

９
４

３
４

３
１

６
２

７
３

２
６

①
■
●
凸
④
申
■
●
■
●
■
●
■
■

５
７

２
１

１
９

２
９

５
１

３
６

４
２

２
１

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

■
ｅ
●
“
■
合
■
■
申

■
■
Ｇ
■

１
３

７
１

４
４

２
６

１
４

１
２

１
８

５
４

６
６

４
２

４
７

０
０

７
１

０
７

５
２

９
６

０
９

１
３

８
８

３
１

１
２

６
３

２
１

２
３



金 融 研 究32

しかも，第3欄と第4欄との相関関係数は負（マイナス）の値をとり，第7

についても同様の値がみられ，相関度の低いことがわかる。

ケネンとユージンは国際流動性量の計量に当って輸入数量説に立脚せず，国

際収支説に立って国際収支の赤字の変動幅とその継続期間による回帰分析とク

ロス・セクションによる計量を行った。

しかし，国際流動性の量は輸入量の変化に対応する必要はないとしても貿易

量の増大に伴って国際収支赤字の変動幅は拡大しやすい。

このような関係を現実の事態から認めるならば，国際流動性量の計測推定に

ついても国際収支説に基礎をおくケネンとユージンのモデルは完全ではない。

完全に近い計量のためには輸入数量説より導かれたヘラー・モデルとの総合

によって適正あるいは最適流動性水準を算出推定するのが妥当といわねばなら

ない。

5．最適準備と効用関数

前節では最適外貨水準計量方式のうち現段階において有効性の高いものとし

て1957-1962年の5カ年間のケネンとユージンのモデルを検討した。そこで，

われわれはケネンとユージンの作業に傲い，1953年より1965年までの計量をし
01）

ているケリーの場合を考察する。

ケネンとユージンと同じ方法と仮説を用いるケリーはRを準備量（ストック）

したがってこれは過去，一国が国際収支の黒字の場合に累積され，国際収支を

安定させるために保有する額である。つぎにXを輸出とする。この場合，所得

水準の変動の唯一の源泉として輸出を考えている。そしてMは商品とサービス

の輸入とすると，

(31)M. G. Kelly, "The Demand for lnternational ReserveJ, U7zpUb / jS/led

docio7･jal desse7･ta"07z, Univ. Chicago 1968. Kelly, "The Demand

forlnternational ReserveJ, Am,e7-jcafz Eco71,077zZc Re'We", Vol. n. No'

4, Sept. 1970, pp. 655-67.
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(5 .1)ARt=AXt－△Mt

輸入係数ノー窯’は変化量

所得係数g-f -"は予想
限界輸入性向=m,R'は最低準備水準

とすれば, /=mgとなり，このことからつぎの関係がえられる。

4R=4X(1 -ﾌソ (5.2)

V(R) =E(JR2) =V(X) (1－ ル' (5.3)

V(Y) =E(4Y') =92V(X) (5.4)

政策当局は平均的準備水準(E)を維持しようとして種々の措置を行なう。

しかし，実際の準備量が一定水準以下に落ちこむという蓋然性(e)はきわて

小さい。

P[R<R'|E(R),v(R)]=e (5.5)

この場合, "E(R)/dV(R) >0

cを限界消費性向,Sを誤差とすると，

e=Cv(R)/E(R)' C>0 (5.6)

ここではae/aE(R)<0, 3e/ aE(R)2>0, ae/ aV(R)>0, dE(R)/aV(R) >0

であり，（4.3）（4.6）式から平均準備水準はつぎのようになる。

E(R)=( c/ e)'/2S(R)

=(c/e)'/2S(X) (1-/) (5.7)

（4.4）式でg=S(Y)/S(X), ./=mg代りに(5.7)式を考えると，

E(R)=(c/ e)ン2[S(X)-wmS(Y)] (5.8)

ここへ，効用関数を導入し（一国の低所得選好と所得不安定度の低下選好を

示す関数）最適準備水準量を決定しようと試みる。

所得の低下と準備の変化は対応するから．

Y'一Y=R @ (5.9）
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この場合,Y'は準備がなかった国の準備量,Yは機会費用(j)を考えて準備

した準備量から生じた産出物の量とすると，

U=－α[E(Y')-E(Y)]2-b[(Y)-E(Y)]' q,6>0 (5.10)

所得の変化を考慮に入れると（5.9）式から期待効用は，

E(U) =－α犯(R)2-6V(Y) (5･11)

ここで（5.11）式を最小にするためE(R),S(Y), (5.8)式の関係から最適

準備を求める方程式は，

S(X) /E,。、
(5.12）E (R)=

(e/ c)'/2+(c/ e)'/2(771)2 jz(a/ b)

この場合，所得変化の限界不効用を一a,準備費用をj,771を限界輸入性向と

する。（5.3）（5.4）（5.6）（5.8）方程式から

鶚<0のとき'よ淵く，と葱る。
同様に

，弊く，‘/<‘であるから' \'<'
。諾,>側のと雷ばag), <・
鶚'<0…は謡>，とな‘

E(R)= 0のとき所得偏差は極大となり, V(Y)=0のとき平均準備量は極

大となる。

このようなモデル設定によりケリーの統計操作は1953-65年間の動きを46か

国について行なった。

Rを準備水準, S(X)を輸出の標準誤差, M/yを平均輸入性向, Y/Pを1人当

り国民所得,Aを対外資産,Lを対外負債として，リニアと対数値で計量した

結果はダミー係数で46か国についてテストしたときの，対数値はfitであった。

IogR *=.11710gS(X)+.777109M/Y+.90410gY/P.
（3.9） （7.6） （13.0）
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R2=.968 (5.13)

IogR *=. 19410gS(X)+.306109M/Y+.112 10gA+0 .62 10gL
（6.4） （2.8） （7.6） （3.3）

R2=.964 (5.14)

つぎのケリーの計量は調整可能釘づけ為替相場(adjustable peg)のもとでダミ

ー係数をD,, IMF8条国宣言により交換可能通貨となった通貨国の国際収支改

善のため貿易政策によるものを"2,国際収支改善のための金融政策による係数

をD3とすれば，

logR *=.10010gS(X)+.682109M/Y+.762 1ogX/P+. 352D,+. 143D2+0 .41D3

（3.3） （6.6） （9.5） （5.4） （2.3） （､4）

R'=.970 (5.15)

IogR *=・14410gS(X)+.271109M/Y+.085109A+.04510gL +. 324Df+. 347D@
（4.8） （2.6） （5.8） （2.6） （3.7）（6.0）

+. 112D31

(1 .0)

R2=､968 (5.16)

10gR *=. 537D,+. 584D2+0.65D, R2=. 961 (5.17)
（7.5） （9.8） （､6）

このようにケリー．モデルにおいては対数値によるクロス・セクション計量

であったが，相関係数はかなり高い。やはり，準備水準は所得成長度，輸出，輸

入性向，物価，産出高に関連度が高いことが推定された。

しかし，ケネンとユージンのモデルを対数値とリニアでつないでみても，そ

の間の継続性には今後，検討さるべき点の多いものを含んでいよう。

戦後の13カ年の統計により国際流動性準備に対する需要が世界経済の規模

の拡大，とくに新興国の開発需要，先進工業国の景気上昇が1965年までは
つづいたことなどから輸出，輸入水準は急速に増大している。これに対して

くり返し指摘したように国際流動性の供給量はつねに不足していたが，ヨーロ

ッパ大陸諸国の通貨の強度の成長によって流動性は増大し，ドル過剰の状態と

なり，戦後予想されなかったドル不安を中心とする国際通貨の調整を必要とす
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る段階へ入り，先進諸国とくに10カ国グループの国々では適正外貨準備水準

の計測が外貨政策ひいては経済政策のもっとも重要な目標のひとつとなってい

る。

6．むすびにかえて

これを要するに現行国際通貨体制，すなわちIMF体制は危機の様相を濃く

しているが，それは崩壊の前段階と考えるべきではない。

現行国際通貨体制は金・ドル為替本位制の形態にその本質的機能があるわけ

であるから，これを改革する方向でIMF体制は補強されることが望ましい。

そのかぎりでSDRは新しい準備資産的性格を強めながらも借入手段として

発動されても，なお国際流動性あるいは国際金融資産として定着するには籍す

に時日が必要である。

一国の国際流動性の単純合計を国際流動性の総量とする方式は地域流動性量

を求めるものであり，国際流動性総量の計測にはウエイト効果を諸量間に考慮

すべきことは論をまたないであろう。
（3Z

ここで国際流動性効果分析について注目すべきことは輸出偏(誤)差と対外資

産負債の関係である。

もし，この両者が同じ率で成長する(5 .8, 10. 4, 9 .8% )し，同じ率の輸入

増大が維持されるならば，そのときは国際流動性準備の需要の平均増大率は5．
63）

9％というケリーの計量の結果が公表されていることである。

SDRは3カ年に90億ドルが創出され，キー・カレンシー諸国の国際収支赤

字をふまえた外貨保有とIMF出資割当の増資とで国際流動性準備の供給の増

旧氏経済雑誌, "122巻4>ナ( 1971(32拙稿,「国際流動性政策への効果的・弩察」

ｲ|ﾐ4月）

(33)Kelly, 0p. c". ,p.666.
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加率は5％である。

このような状態を予想する根拠は成長率が景気に中立的となり，国際的負担

（責務）の配分調整が進行し，貿易は保護貿易色が各国ともつよまる反面，ブ

ロック化も始動して，為替平価の変更（小幅）が現実化するという要素がある

からである。

国際流動性準備需要，いいかえれば国際資金の需要は世界貿易の拡大規模の

速度を鈍化させぬかぎりは，資金的側面のりパーカッションは抑制すべくもな

い。最近の世界の輸出，輸入の年増大率はそれぞれ7.9％と7.6％であるから，

資金需要を5.8～10．8%とすることは過大では決してないといえる。

しかし, 1970年代はアメリカの景気の停滞にはじまる世界経済の成長率の鈍

化が考えられ, 120カ国をこえる国連加盟国の過半をこえる開発途上国の急成

長を考えるとき，成長の過熱を抑制すべき理由さえ出てくるのは，また，当然

でもある。

われわれは国際流動性準備の需要の所得弾力性を増大することを，むしろ目

標としGNPの平均成長率を6 .3%とし，弾力性はlをわずかに下廻るところ

に国際経済政策と国際通貨政策の実効化への国際協力を傾注すべきである。

わが国にとっては国際収支の黒字定着の回復とともに資本収支の再検討,すな

わち金融勘定の本格的研究が必要であり，この意味においてもIMF金への接近

が必要であり, IMF改革論の重要な一環ととして，国際金融学徒の理論的課

題となるのである。それとともにわが国の国際準備政策とくに金政策も日程に

のぼるべきである。(1976年6月10日記）



国際通貨の需要に関する研究

宮 田 亘 朗

(A)国際通貨の需要の理論的考察

’

ある国の一定期間に国境を通過するすべての取引はIMFの「国際収支表作
（1）

成提要」第3版に定義されているようにr (a)その国の国内経済と外国との間の

本源的生産要素のサービスを含む実物資源の流れ（財およびサービスの勘定)，

(b煕償で外国に供与しまたは外国から受領した実物資源あるいは金融的債権に

対応する移転収支,(c経済取引から生じるその国の対外資産および負債の変動

（長期および短期の資本勘定と貨幣用金の勘定）からなり，国際収支表を形成

する。そして通常(a)を貿易および貿易外収支と呼び，それに移転収支の(b)を加

えたものを経常収支( the balance of current account)と呼ぶ。さらにそ

の経常収支に(c)のうち長期資本移動の勘定を加えたものを基礎的収支 ( the

basic balance)と言う。それらはともに一国の国際収支の赤字黒字の動向を

みる重要な指標とされる。一国の対外収支の動向をみる指標として使用される

収支概念にはこのほか次のようなものがある。例えばIMFが「提要」第2版

まで使用してきた調整的公的金融による概念(compensatory official

financing) ,アメリカでしばしば用いられる流動資産・負債の変動による純流

(1) IME Balance o/ Payme"is MamJa1, 3 rd. ed.

および斉藤武雄「国際収支の研究」昭和42年，拙槁

経済諭叢第43巻第1．2．3}j･,昭和45年8月。

1961, p、1,

｢国際収支の均衡」香川大学
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動性収支(the net li(luid balance) ,またわが国などで使用されている総合

収支(the overall balance)などである。調整的公的金融による収支均衡の
（2）

概念とは，国際収支表を構成する各勘定のそれぞれの項目の中から公的になさ

れた調整的決済的な性格をもっている金融取引を画線下にとり除き，それ以外

の項目の収支差額によって国際収支の赤字黒字を規定しようとするものである。

したがって長期資本であろうと短期資本であろうとそれが調整的公的に移動さ

れたものである限り決済的性格をもつものとして画線下に置かれる。これに対
（3）

し純流動性収支は，国際収支を構成する各勘定項目の中から流動性が高くかつ

公的に利用可能であるものを画線下にとり除き，他の項目の収支差額をもって

赤字黒字を規定しようとするものである。したがってこのばあい公的に利用可

能な流動資産・負債の変動額はすべて画線下に置かれることとなる。最後にわ

が国の使用する総合収支は，民間部門の行った短期資本移動の項目を上記の基

礎的収支に加えたものの収支差額によって国際収支の赤字黒字を規定しようと

(2) IMF, Balance o/ Paymenis Manual, 1 st and 2 nd ed., 1948 and l950 .

Balance o/ Paymenis, Cor,cePis and De/miZjo"s, IMF Pamphlei Series,

No. 10, 1968．Balance o/ Paymenis Year BOok, Vol. 17, 1960-64.

Badger, D.G､, &6Balance of Payments : A Tool of Economic Analysis ::

IMF S ja" Papers, Vol、2 , Sep. 1951.

(3) Frish, R., " On the Need for Forcasting a Multilateral Balance of

Payments,'' A. E. R., Vol、37, SeP, 1947. Lederer, W., ｡6The Balance of

U.S. Payments :A Statement of Prob lems, the Dollar in Crisig (ed・by

S. E. Harris) 1961, pp，114-36. Gardner, W，R., "An Exchange-hhrket
Analysis of the U．S，Balanceof Payments,”IMF Sja〃Papeγs，Vol、8,

ハhy l961. Lary, H.B., Pro61ems O/ jﾉte UWied Sjaies as Wbγ〃T rade7･ and

Ba”んer, 1963, Appendix A.. Repori o/ jﾉie Re"iew Commitiee /07･ Balance

Q/ Pal/ ",ents Sja"s"cs io ille BureaM o/ t/ie Badger, APril l965, TAe

Bala"ce o/ Paymenis SJa"s"cs Q/ tﾉie U7zjied Siaies: A RG"e" a71d

Appraisal. Kindleberger, C. P., $｡Measuring Equilibrium in the Balance of

Pay ments," J・P. E., Vol. 77, Nov. -Dec. 1969.
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するものである。したがって国際収支表で，総合収支に含まれず画線下に移さ

れる勘定項目は，金融勘定 (the balance of monetary movements)と

してまとめられ，公的機関の保有する貨幣用金の変動ならびに公的短期資本の

移動額からなるものとなる。

どのような項目を画線下に置き国際収支の赤字黒字を規定するかという問題

は，どのような資産が国際市場において国際通貨として取扱われているかとい

うことに関わっている。国際市場は各国の国内市場の超過需要あるいは超過供

給から構成される。そしてそれは，上記国際収支表の(a)財・サービス勘定に記

載される結果を生むところの国際的財・サービス市場と，国際収支表の(c漬本

および貨幣用金の勘定に記載される結果を生むところの国際的資本市場および

国際的貨幣用金の市場の三市場からなるものとみることができる。たざしこの

うち後者の二市場は当期間国際的貸借の変動が生じたときのみ国際収支表に計

上記載される。例えば国際投資の収益をそのまま投資国で再投資するようなば

あいには全く国際収支表に計上されてこないのであるW}したがってこの点を考

慮すると，対外資産・負債のストックをそのまま記載する国際貸借 ( the

balance of international indebtedness)の方が国際収支表よりもより良く

国際的資本市場および国際的貨幣用金の市場を反映するということができるよ

うである。さて国際的資本市場は，その取引される対象が1ケ年未満であるか

否かによって窓意的に，長期資本市場と短期資本市場に分離しうる。そしてさ

らに短期資本市場はその対象が流動資産であるか非流動資産であるかによって

二分しうる。このうち最後の市場分離は，その取引されるものが国際通貨とし

て保有されるものか否かに依存している。通常短期資本は，各国の通貨，商業

銀行への要求払預金並びに定期預金，財務省証券，商業手形および類似の金融

(4) Hdst-Madsen, P., Balance o/ Payme"ts, IIs Mean/ng and Uses, IMF Pamp_
PamPh/ei SerieS, No. 9 1967,斉藤武雄「国際収支の研究」昭和42年。
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的債権の1ヶ年未満のもの等の保有からなっている§}このうち通貨および商業

銀行への要求払預金は通常貨幣（マネー）といわれ，特に交換可能通貨とその

要求払預金は国際通貨として貨幣・金に代替しうるものとされる。これに対し

これ以外の短期資本は準貨幣(ニヤ．マネー）といわれるW'前者のマネーとい

われるものの保有からなる国際的短期資本の移動は，各国の国内通貨のストッ

クに直接影響を与える点で，他のもの特に長期資本の国際的移動と大きく異っ

ている｡すなわち例えばわが国のドル預金の減少はわ力掴の貨幣的基礎(mone tary

base )の縮少とそれに伴う国内通貨の乗数的収縮を引起し，ひいては国内の物

価および雇用に重大な影響をもたらす。またそれは，わが国の対外準備の減少

を意味する関係上，わが国に国際収支均衡維持を目的とする諸政策を発動させ

ることになるのである。他方わが国からドル預金を獲得した国では，丁度これ

と逆の現象がもたらされる。すなわち国内通貨の増大と雇用および物価の上昇

傾向を生じ，また国際収支の対応策を特にとらぬ限り，対外準備の増大を余裕

資金として使用しうることとなるのである。このように短期資本市場が長期資

本市場と区別され，さらに短期資本のうち流動性の高いものの市場が貨幣金融

的性格をもつものとすれば，この市場を他の諸市場と分離して理解するのがよ

いこととなるであろう。そしてこの市場で取引される諸結果は国際収支表の画

線下に記載されてくる｡したがってどのような資産が国際市場において国際通貨と

して取扱われているかということが国際収支の赤字黒字の規定に関わってくる

のである。

しかしながら画線下に置く短期資本の内容は，国際通貨としての役割を果す

ものが短期資本のうちどれであるかという明確な境界線が見出しえないために，

取扱う人によって異ってくる。しかも短期資本市場で決済的性格をもって取引

されたものか否かを個々の経済主体の決意にまで遡って究明しえないという困

(5) Heller, H. R., Inteγ〃a"07za/ MoTzeia7･y Economics, 1974, pp、1 75-87

(6) Ijid., pp. 161-65.
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（7）

難が加味されるならば，上記のような取り扱いの差異は当然のこと、いわなけ

ればならない。そこでわれわれは，公的機関の保有する金，その国のIMFレ

ザーブ・ポジション, SDRの保有額および公的機関の保有する交換可能通貨

をマネーとい、, IMFのクレジット・ポジション，貴金属保有額，交換不能

の外貨および相互借入協定による借入可能額等をニヤ・マネーという通常の対

外流動準備の区分にしたがって，短期資本市場のうち公的機関の関与する部分

を，あるいはより広義に解するときはニヤ・マネーをも含めて短期資本市場の

全体を，国際的貨幣用金の市場と共に国際通貨市場として一括し，他の市場と

区別して取扱うこと、しよう。かくしてわれわれは国際市場として，国際的財

・サービスの市場，国際的長期資本市場，国際通貨市場（狭義に解するときは

民間短期資本の国際市場をつけ加えねばならない）の三市場を設定することと

なるのである。なおこの三市場以外に国際収支表の構成要素であるとの理由で

(b)の移転収支に対応する国際市場を想定しつけ加えることは誤りである。それ

は，移転収支なるものが実物資源あるいは金融的債権の一方的移転を複式簿記

形式によって記帳する際に仮りの勘定項目として生じたものであるにすぎず，

既に上記三市場のどれかの市場に含まれているという性格をもつものであるか

らである。

上記三つの国際市場はその性格からして各国の国内市場の超過需要あるいは

超過供給として形成されてくるものである。したがってそれら三市場はそれぞ

れの国内市場と深く結びついていることは言うに及ばないであろう。しかしな
ー

がら他方でこの国際的三市場は相互に密接に結びついていることが判る。すな

わち国際的財市場での超過需要の発生は国際的長期資本市場が均衡のままであ

るとすれば国際的通貨市場の超過供給として現われてくる。そしてこのことは

世界全体として妥当するだけでなく一国にとっても妥当する。すなわち国際通

(7) Machlup, F., "Three Concepts of the Balance of Payments and the

So-called Dollar Shortage," E. JI Nhr. 1950. Badger, D. G､，沁湿.．
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貨市場に国際通貨を供給しえない国は財の国際市場においても財を超過需要し

えないのである。これはあたかも国内経済において各経済主体が予算制約にし

ばられて行動せざるをえないのと同じである。また同様に国際的長期資本市場

への一国の超過需要は国際通貨市場あるいは財の国際市場でのその国の超過供

給をもたらす。長期資本の国際市場から財の国際市場への作用は周知のトラン

スファー理論の示すところである。長期債券の購入から生じた二国間の貨幣的

購買力の移転は各国国内の物価水準あるいは所得水準の変化を通じて財の輸出

入に作用すること、なる。すなわち一つの国際市場での変化は価格メカニズム

あるいは所得メカニズムによる国内市場の変化を通じて他の国際市場に影響を

与えるのである。

予算制約(budget restraint)の下に行動する各個別経済主体と同じように，

各国が各国際的三市場の需給の合計の相等しくするようにそれぞれの国際市場

と関係せねばならぬものとすれば，その国のある国際市場での行動から他の国

際市場での行動を切り離して考えることはできないこと、なる。しかしながら

この点がしばしば不明確に取り扱われている。国際的三市場のうち国際的財・

サービス市場と国際的長期資本市場とをまとめて国際通貨市場と対立的に把え

ること、しよう。このばあい外国為替市場がその役割を果すこと、なる。外国

為替市場は国際間の取引の決済手段としての外国為替手形の需給市場である。

したがって国際的な財・サービスの市場ならびに長期資本の市場の需給は，そ

れが決済を意図される限り外国為替市場の需給としてひとまとめにされて出現

してくる。そしてその外国為替市場は上記の国際的二市場の反映にすぎず，そ

れらの単なる写像として考えられてくるのである。さらにそのような性格をも

つ外国為替市場において決定されるものが外国為替相場である。したがっても

し外国為替市場が不均衡であるならば，それは外国為替相場の変動を引起し，

写像としての外国為替の需給を作り出したもとの二つの国際市場の需給に是正

的な影響を与えて， 均衡に達するものと考えられること、なる。そしてこのよ
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うな調整が不可能な場合，はじめて忘却されていた国際通貨市場が登場し考慮

されてくるのである。このぱあい当然のこと、して国際通貨市場は，外国為替

市場がそうであったように，財・サービスおよび長期資本の国際的二市場の需

給の不均衡を決済する手段としての国際通貨の需給の動きのみからなるものと

されてくることになる。すなわち国際通貨市場も他の二つの国際市場の反映あ

るいは写像にすぎないものと暗に仮定されてくる。そしてこのばあい国際通貨

市場の需給は他の二市場の需給の成立と切り離されて存在することになる。す

なわち財・サービスの国際市場および長期資本の国際市場の需給の成立に国際

通貨市場の需給が直接関係しているということがしばしば忘却されるのである。

2

三つの国際市場のうち長期資本市場を後にゆずり，財・サービスの市場に焦

点をあてて国際通貨市場との関係を考察してみよう。長期資本の国際市場は存

在しないとみるかあるいは存在したとしても均衡が維持され他の二市場に何の

影響も与えないものとする。前提として完全競争市場を想定する。そして各国

の社会的無差別曲線が矛盾なく描きうるものとしP'各国は最大満足の得られる

ように各財を需要すると考える。各国は期首に通貨残高"を所有し期未にLc

だけを需要するものと仮定する。さてその期間の通貨表示の所得をZc,通貨表

示の支出を、 とすれば，ある一国の社会全体としての消費者の貨幣的収支均

等式は, Mc+J｡= 771c+ Lcによって示されるW'ただしこれらMc, 77zc, / c, L およ

び諸価格はいずれも国内通貨単位で表示されている。そしてこのうちLc, 771c

の中には国際市場における今期のその国の取引結果が含まれているとみなけれ

(8) Heller, H、R･,Inteγ犯a "07za I T7･ade, Theory and E mp"ica J E"jdence,
1968, chap、4.

(9)金森恒利「交換の貨幣的均衡への一考察」香川大学経済学部研究年報l1 (1971)
及び拙槁「金森恒利教授「交換の貨幣的均衡への一考察」について」香川大学経
済諭叢 第45巻1号。
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ぱならない。

貨幣的収支均等式はl c/Mc= q, 77Zc/Mc=8, Lc/Mc=γとすれば1=β－α＋γ

で示される。簡単化のために生産要素の賦存量(K, N)の一定の下で，完全競

争および完全雇用の仮定よりして，今期の所得jcあるいはα,貸金”および

資本のレンタル料γが与えられているものとして行動する経済主体を考える

ことにする。ただし資本からの収入γKは企業に内部留保される。したがって

消費者としての家計の収入は”Nのみからなり一定と仮定される( J c= I"N)。

そこで貨幣的収支均等式1＝β－α十γの成立においてβ，γは互に独立でなく，
（10）

両者を別々に任意に決定しえないことが判ってくる。γを規定しβを放置する

のがいわゆる期未の通貨残高需要L の効用函数への導入であり，βを規定し
Ill)

γを放置するのが流通速度またはその逆数であるマーシャルのAである。γの

規定はいわばストック( Lc= 7Mc)の決意であり，βの規定はいわば フロー

( 771c= 8 Mc)の決意である。さてこのようにストックとフローの一方の決意を

規定し他方を放置するのではなく，両者を同時に規定しかつ上記収支均等式が

成立するようにならないであろうか。しかも既述したように77Uc, Lcの中には

国際通貨市場での取引をも考慮しているのであるから，その決意には国際通貨

への需給の決意を含んでいるとみることができる。

そこで国際通貨に対するその国の消費者の決意を加味した形で社会的効用函

数を設定することにしよう。すなわち方程式(2.1)がそれである。(2.1 )式

のLc/Pおよびmc/PはA,Bの2財とは別の効用を消費者に与えるものとし

て導入されている。そしてこのようにLc/Pおよびmc/Pを効用函数に導入す

ることによって消費財に対する決意とは区別された通貨に対する決意を消費行

動に入れることが可能となるのである。この決意は（2.3）（2.4）にあるよう

な偏微係数によって示されてくる。通貨市場における消費者は社会的効用函数

(10)不完全腱用を考える所得理論のばあいにはα，β，γの三つの決意がなされる

(11）金森i'i利 上掲論文。
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U=U (A, B,幾台） (2 .1)

を制約条件 Mc=77Zc-Jc+L (2.2)

のもとに極大にすること、なる。効用函数(2.1)においてlc/Pはjcが一定

であるため除外されている｡ ｡=U一入(77zc- jc+L｡－Mc)の偏微係数をゼロと

しゞ舌弗1-A=0 （2.3）

’－且LL－入=0 （2.4）

P a(5)
が得られる。この両式と（2.2）式とから消費者のLcおよび77Dcに関する均衡

解が決定されてくる。この均衡解は,(2.2）式と両立する以上,上記ストックγ

とフローβの決意を貨幣的収支均等式と矛盾しない形で規定したことになって

‘,…扇『ゞ…，ゞ'"'か愚;鳶′a( f)
上一旦LL=入すな二＝＝

（12）

わちラグランジュ乗数が貨幣の限界効用を表わしているという結果を導出する。

この入は後に示すように，財市場で各財の加重限界効用に等しくなってくる。

したがって財市場から得られる限界効用と通貨市場から得られる限界効用とは

均等になり，消費者は財と通貨をともに選択の対象とすること、なってくるの

である。

上記のようにJ・は”Ⅳに等しく一定とせられ他方当期間の通貨表示の支出

771cは二財A,Bへの支出でありRA+R Bに等しいものとせられる。た式し

Pq, Pbは二財の価格,Pは一般物価である。したがって貨幣的収支均等式(2.

2）は財の市場でみれば

Mc= PQA + PbB一切Ⅳ十L (2.5)

となる。社会的効用函数(2.1)をこの(2 .5)の制約の下で極大にしたばあい

の（2.4）に対応する財市場の状況は

:H -P｡A=0 （2.6）

(12) Hicks, J. R., Value a" CaPjia1, 2 nd ed., p. 305
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:; -"=0 （2.7）

となる。前述の通貨市場（2.2）～（2.4）で決せられる77Jcは，全体としての

PqA + PbBを決定するが，二財A,Bそれぞれの需要を個別的に決定するも

のではない。それは財市場を現わす（2.5）～（2.7）によって決定せられるこ

ととなる。そして（2.6）（2.7）から

器/:;= P"/P' （2.8）

という通常の均衡条件式と同じものが得られる。

財市場の均衡式（2．6）(2.7）から導出される（2.8）は通常の均衡式に類似

しているが，次の点でそれと異っている。通常の通貨市場を考慮しないときの

均衡条件式は計器=-藷=暑の膿で表現され,二の等式の緬半で無差
別曲線の接線の勾配を示し，後半の等式でそれが予算線の勾配に等しいことを

示している。ところが通貨市場を考慮するわれわれのばあいは（2．8）あるい
’13

は（2.6)(2.7）は通貨市場の（2.3)(2.4）と両立しなければならない。したが

って無差別曲線と予算線が接するという通常の財市場の均衡条件が実現するの

は，期未の通貨需要Lcがゼロであるかあるいは一定であるぱあいに限ること

となる。すなわちMc+ lc- Lc= Eと置けばわれわれの分析ではLcがゼロあ

るいは一定であることは財市場への支出77Zcが一定なることでありE= P@A

+ PbBというヒックスの分析と同じことになるからである。

方程式（2.1）をUおよびLcの一定のもとに全微分し無差別曲線の勾配を

導出し，他方で（2.5）を変形すると

。且一旦LZZ坐一坐="(") (29)dA -aI"aB－〃｡

(13)われわれの通貨市場と財市場とを同時に満足する均衡全体系は(2 .2)～(2 .7)

の6万稗式からなるものとみうる。このばあい未知数はA, B, Lc, mc, 入の

5ヶである。しかしながら6ヶの方礎式のうち収支均等式の（2.2）と（2.5）は

全く同じものであるので，このように考えたときは（2.2）と（2.5）のいずれか

1つを省いて考えなければならない。かくして方梶式と未知数は一致し均衡解を

得ることができるのである。
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B=-影+; (2'0)
を得る。第1図の無差別曲線I[はLc= 0のときのものである。その接線の勾

配は(2.9）によって与えられる。また直線6‘α‘はLc= 0のとき予算線(2 .10)

を示している。したがって接点Q｣はLc= 0すなわち期未の通貨需要のない

ときの均衡点である。そしてこの点は上記（2.2）～（2．7）のうち財市場

を示す（2.5）～（2．7）のみを満している。そこでLc> 0とし通貨市場

を考慮し（2.2）～（2.7）を同時に満足するばあいを考えよう｡ Lc>0 とな

るようなLcの増大は(2 .10)からして予算線を内側にシフトさせて62 a2とする。

他方このL､の増大は無差別曲線を次のように変形せしめる。 すなわち（2.9）

を二財A,Bの不変のもとでL、で偏微分し無差別曲線1!のQ,点上の接線の

勾配の変化を求めると

｜聟-聟IF分 (2. 11)
となる。たぎし秘｡↓，肌b‘は剛αと

似bのL｡/ Pに関する偏微係数で

ある。したがってLcの増加によ

る無差別曲線の変化はLc/PのA

財とB財の限界効用に与える影

響の大小によって異ってくること

がわかるWいま無差別曲線がQ!

点で点線のように勾配を変えるも

のとしよう。そのときの無差別曲線

3

１
１

１
１

１

１
１

１

b,

bヮ

1
1

～

～－11'

（ α2－、Pα/u! A

第 1 図 Pb は原点に凸でなめらかな形をして
0

いる限りI;のように変形せねばならない。 かくしてシフトした予算線62 (J2

と変形した無差別曲線12との接点Q&においてLc> 0すなわち通貨市場を考

慮したときの均衡が得られることになる。このばあい変形する前の無差別曲線

(14）通常卿｡！，“b‘は正価であると思われる。
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と予算線62 (M2との接点Q,はもはやQ!と同様に均衡解を与えない。したがっ

てQ&点は期末の通貨需要LcによってA財志向型の消費パターンに変化した

ことを示すことになる。A財志向型となるかB財志向型となるかは上の(2.11)

の正負に依存する。

次に消費者から生産者の行動に目を移し供給の側を考察してみよう。一

国の生産者を二財それぞれの生産者に分け，その生産函数をA=F｡( K",Ⅳ｡),

B=Fb( K｡, Nb)とする。生産要素の賦存量をK,Ⅳとすれば生産要素の市

場均衡はⅣ＝Ⅳα＋Ⅳ｡, K=K､Kbで与えられる。生産要素Ⅳは消費者とし

ての家計が所有し企業にその用役を売却する。他方生産要素Kは企業が所有

し生産に投入すると共にそれから得られるレンタル料γKを企業内に留保する。

完全競争の仮定から二財および生産要素の用役の貨幣価格はすべて所与とみら

れる。

二財を供給する各企業は期首に通貨表示の純資産（資産一負債) M｡, M｡を

保有し，期末にはL@, Lbを需要しようとする。そして当期間に生産要素のⅣα，

Nb, KQ, K･を需要しれPQ, 77ZPbの通貨支出を行い，財市場に二財A,Bを供
（13

給しんα’4bの通貨収入を獲得する。したがって当期の通貨表示の利潤 は

JPa－77zPc, JPb-771Pbあるいは貸借対照表上ではLa－M｡, Lb-Mbである。そ

こで二企業のネット・ウアースは，昨a－77z,Pq= La－Mq, JPb-MPb=Lb-Mb

よりして L｡=んa－77IP､ M｡ (2. 12)

Lb= JPb-77DP｡+ Mb (2. 13)

(15）家計は生産要素Ⅳを所有し，企業は生産要素Kを所有するものとする。企業は
家計に労働用役の価絡汕Ⅳを支払い，他方で資本用役の収入rKを内部留保す

る。したがってもし次期以降を考えるなら新規投資はrKの中からなされること

となる。なお拙柚「企業のf用諭について」金融研究 神戸大学経済経営研究所

1974になされたような企業の拡張および製造(manufacturing)に伴う費用の配
慮はここではなされていない。｜司様に企業の管理部門と生産部門との一体性(in-

tegration)へのPenrose的な配慮もなされていない。Penrose, E. T., The

TV,eory Q/ the Groicth o/ Firm, 1966, pp. 15-19.
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となる。企業の利潤(JPa－77IP@, IPb-77zPb)極大化行動は初期値Mq, M･が

所与である以上，企業のネット・ウアースLq, Lbの極大化をもたらす。その

その結果は(2.12) (2. 13)をA,Bで微分して

旦』上g－am"
(2. 1 4)aA - aA

且』些一amPb
aB - aB （2.15）

である。すなわちこれらは通貨市場における企業の均衡条件を示し，限界収入

が限界費用と等しくなるところで解が得られることを表わしている｡ JP"= PGA,

JPb= PbBであるから, (2. 14 ) (2. 15)の左辺の限界収入は実際上それぞれ二

財の価格に等しいことになる。ゆえに上記均衡条件は

P｡=\ (216)
P｡- \ (z'7)

で表わされる。これは価格と限界費用の均等点で利潤の極大が得られるという

通常の均衡条件を示している。もし通貨の支出曲線77ZPQ, 77ZPbがf"Ⅳα＋γKαお

よび”Ⅳ｡+ rKbのように全く両財の生産における支出に等しく生産物の単位

当りに割当てられるような管理部門の費用が存在しないものとすれば，（2.16）

(2.17)は二企業の通貨支出曲線にしたがって当期間の企業の通貨支出額と通貨

市場から得られる二財の供給量を（ゆえに当期間の通貨の需要額も併せて）決

定することになる。そして後に示すようにこの両式は当然のこと、して財市場

の均衡条件（2.28）と同じものであり，単なる財市場の反映にすぎないのであ

る。

簡単化のため通貨支出曲線77ZPQ , 77DPbの管理部門に関するコストを省いて考

えて行こう。このばあい通貨表示のネット・ウアース(2.12) (2.13)は財・要

素市場でみれば

L｡=P｡A- ( 7K･+ "lVh) +Mh (2. 18)

L｡=P｡B- ( rK.+f"lV･) +M｡ （2.19）

となる。但し
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A=F｡ (K｡,Ⅳ｡) (2. 20)

B=F｡ (K｡,Ⅳ｡) (2. 21)

Ⅳ＝Ⅳ｡＋Ⅳ． （2.22）

K= K､ Kb (2. 23)

である。（2.18）および（2.19）を（2.20)(2.21)を考慮して極大化し, (2.16)

(2.17）と同様のものを要素市場でみると

P｡:M- " （2.24）

P器=『 （2.25）

P':ff= " （2.26）

P %= ｢ （2.27）

が得られ，他方（2.22)(2.23）を考慮して財市場でみると

dB－ 且 （2.28）
dA- Pb

が得られる｡(2 24)~(2")は論/美=誰/語=ｿという等生産量
曲線の勾配が要素価格比率に等しくなることを現わし，（2.22）（2.23）を加え

て考えるときボックス・ダイヤグラムで示される周知の要素市場の均衡解を与

えることになる。他方（2.28）は生産可能曲線の接線の勾配と財の価格比率と

が相等しくなる点で財市場の均衡解が与えられることを示している｡なお(2 .16)

(2. 17)の通貨市場の均衡条件式は,財市場で限界生産力説の第2命題が妥当す

るものとすれば，（2.24)～(2.27）の関係よりして各企業が利潤ゼロで操業す

ることを意味することとなるリまた（2.16)(2.17）と（2.28）とは互に他方の

反映であるにすぎない。したがってそのどちらか一方のみですべて均衡解が得

られることは言うまでもない。

(16）利潤がゼロとなる点で操業するので企業の内部留保γKを除けば企業の貯蓄は

ゼロである。したがってこのばあい期末の通貨需要の変動は，企業の側から生じ

ず家計の側にすべてその原因を求められることとなる。
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通貨市場で利潤として示される通貨に対する超過需要はJPa－77UP@, JPb-

77ZPbである。各企業の期首および期末の純資産のうち通貨の部分をMPQ , MPb

およびLP@, LPbとすればIPa－77DP@== LPa－MPaおよびjPb-77UPb==LPb- MPb

となり，利潤として示される通貨に対する超過需要は通貨のストックに対する

超過需要に等しくなる。したがってIP@+JPb=JP, 77zP@+77zPb=77zP, MPq+MPb

=MP, LP"+LPb=LPと置けば，生産企業全体としての通貨市場の超過需要は

ルー77zP== LP-MPとして示される。なお資産構成の変化は無視されている。

以上われわれはある一国の財市場および通貨市場の需要と供給の成立過程を

分析した。そこで次にこの国の超過需要，超過供給として表わされる国際市場

の需要，供給の分析に移ることにしよう。国際通貨市場へのこの国の需要は，

基軸通貨国を想定すれば，国内通貨市場の超過需要LP－必と消費者の超過需

要を示す（2.2）式から，この和としてjc+ルー('7Ze+'7IP) =Lc+LP- (Mc+

MP)となる。消費者の収入4は家計の労働の売却から生じ”Ⅳに等しい。他

方生産者の支出恥は，企業の資本用役への支出γKが企業の内部留保として

相殺されるので，実際的には労働用役への支出抑Ⅳに等しい。したがってZc

==77ZPである。そこでM=Mc+MP, L=Lc+LPと置けば，その国の国際通貨

市場への需要は

IP-77Zc=L-M （2.29）

となる。

他方その国の財の国際市場への供給は，その国の財の国内市場の超過供給と

して示されかつそれが国内の通貨市場の通貨ストックに対する超過需要に等し

いので，

(As-Ad) P｡+ (B｡-Bd) P｡= (A｡P｡+B｡P｡) - (A｡P｡+B｡Pb) =L-M (2.30)

となる。これは（2.29）式を財の市場で表現したものであるにすぎない。さて

(2.29）と（2.30）から次式が得られる。

(As-Ad) P｡- (Bd－Bs) Pb=L_M= (んa－f71c｡) - (77Zc.－ん｡) (2.31)
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但し77ZcをA財への支出f72caとB財への支出77Zcbに分け，ルールα+ JPbを用

いてJP-77zcを変形している。この(2 .31)の最初の等式は財の国際市場での

輸出超過が国際通貨市場での国際通貨の需要となってくることを示している。

他方第2の等式は，それが国内市場におけるA財からの通貨の超過受取（んa

- 77zcQ)とB財への通貨の超過支払( 77Zcb－んb)の差として生じることを示し

ている。国内市場での通貨の超過受取と超過支払は,AおよびB財の超過供

給と超過需要が国際市場での輸出入となるのと同じように，国際通貨市場にお

ける国際通貨へのフローの需要と供給になって表われてくる。国際市場での受

取と支払の大部分は事実上外国為替手形によってなされる。したがってこの国

際通貨へのフローの需要と供給は外国為替手形の需給として表現されてくる。

ゆえに(2 .31)の等式のうち最後の項（んa－77zc｡) - (77zc｡－んb)は国際通貨

への需要(L-M)が外国為替市場での供給と需要の差に等しいことを示して

いることとなる。

なお(2 .31)式は，その導出過程にみる如く消費者の予算制約式と生産者の

通貨に関する恒等式から得られたものである。ゆえにこの(2 .31)はこの国に

課せられた恒等関係式であると言うことが出来る。そしてもしこの国の対外需

要が外国のこの国に対する供給と一致しまたこの国の対外供給が外国のこの国

に対する需要と一致して各市場において取引が行われたとすれば，上記の（2．

31）の関係は，等式の最初の項( As-A")Pα－(Ba－Bs) Pbで貿易収支を，

等式の第2項L－Mでその国の国際通貨の流出入を表わすこととなる。した

がってこの両者の均等関係を示す恒等制約式(2 .31)の初めの等式は，国際収

支そのものを示している。たぷし仮定により国際資本市場は省かれている。

第2図は第1国の財の国内市場と，その超過需要，超過供給として導出され

る財の国際市場におけるオッフアー・カーブとを描いたものである。国内の通

貨市場を無視したときの無差別曲線をI,1｣で表わし，それに対応する第1国の

オッファー．カーブをJ!Oで表わす（貿易無差別曲線は省略)。第1国の通貨 ’
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需要L｣> 0が生じるものとしよう。すでに述べたようにこの通貨の需要は無

差別曲線をI, 11からII1(あるいはII'II'のように変形せしめる。この変形は貿

易無差別曲線を同様に変形させ（図では省略）その結果仮りに原点をOにとっ

て描くものとすれば，第1国のオ

ッフアー・カーブをJ,0からJIOB

P

あるいはJWOへ移動させること

となる。オッフアー・カー ブの

J10への移動は第1国の消費パタ

ーンを自国の輸出品志向型に変え

ることを意味し，他方そのJI10/､

の移動は第1国の消費パターンを

自国の輸入品志向型に変えること

を意味する。前者は財の国際市場

I

〃・Ｌ
１１

ｐＢ
Ｉ

'0』

A

'。
第 2 図 を意味する。前者は財の国際市場

において取引量を減じ貿易抑制的傾向をもち，後者は逆に取引量を増加し貿易

促進的傾向をもつ。

以上われわれのモデルでは新しい国内通貨の発行は対外取引から獲得するも

ののほか行なわれないものと仮定されている。したがって各国の経済主体は国

内通貨の超過需要を満たすために国際市場で外貨を獲得しそれを国内通貨に交

換しなければならない。財と通貨の二市場モデルではそれは自国の輸出超過に

よって得た外貨を政府に売却することである。さて上例でもし第1国を非基軸

通貨国であるとしてみると，財の売却で得るその第1国の国内通貨の手取り額

はA財の国際市場価格と外国為替相場とに依存してくることとなる。したがっ

て国際市場で獲得し充たされるべき第1国通貨L, -M｣に相当する基軸通貨の

需要額とそれを獲得するに要する財の出超量を知るためには，予めその財の国

際市場価格と外国為替相場とが知られていなければならないという循環論のよ

うな矛盾に遭遇する。そこでこれらの困難を避けるためB財の貨幣価格は変
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動するがA財の貨幣価格は変動しないものと仮定し，しかも第1国を基軸通貨

国であると考え，第1国の国内市場が国際市場と同じようにドルで評価されて

いるものと仮定して作図することとする。このばあい第1国の超過需要L’一

M!を充足するに必要なA財の量は一定となってくるので取扱が多少簡単にな

るのである（より一般的なぱあいの分析は後述の数式を参照されたい)。

第3図で距離00'は』､第1国の通貨の超過需要L'-M｣をみたすに必要な

A財の輸出超過量を示している。上記諸仮定よりして00'は一定である。第

1国の消費無差別曲線および生産可能曲線は原点をOとし第1象限に描かれ

ているものとする。そしてその両者から第1国の貿易無差別曲線が引かれ，そ

の貿易無差別曲線と国際市場にお

いて原点を0’にとって描かれた

二財の価格比率（例えばP' O'の

ような半直線）との接点として，

第1国のオッファー・カーブ

JIq' O'あるいはJWq" 0′が導出

される。この二つのオッファー・

カーブはともにA財で表した第

P

1 B- B

1

I
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、
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１
１
１
』
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0

1国の輸出超過00′を考慮に入α a 0

第 3 図 れたオッフアー・カーブである。

このうちJIq' 0'は第1国が貿易抑制型の消費パターンをもつぱあいを示し，

(11 第1国に比較して第2国の通貨需要が強く，したがってより多くの国際通貨を

保有したいとするばあいは，0'点が縦軸BO上にくることになる。またわれわれ

のグラフは0’を固定し0点を左方に引伸ばして描かれたと解するのが便宜であ

る。そして0点が0'点の左方にどのようにとられるかに関係なく貿易無差別線

は都合よく描かれ，そのオッファー・カーブの形状を変えないと仮定されている。

これは図示するための便法にすぎない。より一般のばあいは後述の数式を参照の

こと。
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J1'q" O'は第1国が貿易促進型の消費パターンをもつぱあいを示している。以

下の考察は前者の貿易抑制型の消費パターンをもつばあいを中心に進められる。

曲線U;q' O'は第2国のオッフアー．カーブである。この曲線は次のようにし

て描かれる。第2国の国内通貨に対する需要L2が決まれば第2国の国際通貨

市場への供給必要額M2- L2が決まる。この国際通貨の供給M2-L,が第1国

の需要L!-M!と一致するところに均衡為替相場(V)が決定される｡A財の

第1国の貨幣価格P;が不変であると仮定されているので，この均衡為替相場

に応じて第1国のA財の超過供給0O'を丁度需要するに値する第2国の価格

P;が決定される。かくして国際通貨市場およびA財の国際市場が均衡にある

ものとして，残されたB財の国際市場に関してあらゆる貨幣価格を想定しそ

れに応ずるA,B二財の相対価格を導出する。この相対価格は，第1国のA財

の超過供給fb'を超過輸入する値である筈であるから，原点0′から引かれ例

えば直線P' O'と示されねばならない。この相対価格と第2国の貿易無差別曲

線（図では省略）との接点を結ぶことによって，第2国のオッフアー．カーブ

Uiq' 01が得られるのである。

第1国のオツフアー・カーブJIq｣ 0'と第2国のオツフアー．カーブU;q'O1

との交点q'によって国際的財市場の均衡解が得られる。第1国はA財をq,' b'

輸出し価格P' 0'でB財を9' q'輸入する。第2国は輸入するA財9' 6'のう

ち9'／の部分をB財で支払い残る/b'を外貨で支払う。このばあい第2国は

/b!に相当する外貨を手放し，より多くのA財を輸入して極大満足に達するも

のと仮定されている。第2国の手放した外貨は第1国のL】として蓄積される。

なおこのばあい交易条件は直線T' 0'である。また均衡点q"は第1国の消費

が貿易促進型のときのものである。このとき貿易量は第3図に示すように増大

する。

以上の分析を数式で示しより一般的に考察すれば次の如くである。既に使用

したように添字dは需要を添字sは供給を示す。また添字1,2は第1国および



金 融 研 究58

第2国をあらわす。各市場における需要供給は（2.2)～(2.7)，（2.16)(2.17)，

(2.20)～(2.28)からP&, P;, P;, P:, M1/ P', "2/ P,, vの函数として導

出される。

Af-Af= A’－A: (2. 32)

Bf－Bf＝B:－B' （2.33)

L､-M=;(M,-L") (234)
(Af-A?)P;-(B?-BW)P;=L,-M! (2.35)

（B:－B’)P:－(A’一A:)P:＝L,－M” （2.36）

P;=+P: (237)
P;=+P: (238)
p! - "; p; + cu; pI (2. 39)

p, - ": p: + ": p: (2. 40)

（2.32)(2.33）は財の国際市場の均衡を示し，（2.34)は国際通貨市場の均衡を

示している。また（2.35)(2.36）は第1国と第2国のそれぞれの国際収支を表

わしている。現在われわれが取扱っているような二国モデルでは第1国の国際

収支は均衡で第2国の国際収支と同じものとなる。すなわち（2.35）は他の方

程式を代入することによって（2.36）にそのまま変形しうるのである。したが

って（2.35）と（2.36）のどちらか一方は除かなければならない。他方財の国

際市場の総需要と総供給の差は通貨の国際市場の総供給と総需要の差に恒等的

に等しい。

｜(Af+A:)-(Af+A，)IPA+|(Bf+B:)-(Bf+B，)|P;=(L,++L｡ ) -
(M++M,)

したがって（2.35）か（2.36）のいずれかを除いた残る8方程式のうちさらに

1つは，このワルラスの法則よりして独立でないことになる。かくして独立の方

方程式は7となる。未知数は上記のように7である。ゆえにわれわれはこの7
（1m

方程式によりその未知数の均衡解を見出すことができる。
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以上われわれは，通常の分析すなわち原点0から描かれる二国のオッファ

ー・カーブの交点で財の国際市場の均衡が得られるとする分析が，各国の国内

通貨に対する超過需要として導かれた国際通貨市場の需要の財市場に全く影響

を与えないような世界において，成立する特殊なものであるにすぎないことを

示してきた。これに対し各国の国内通貨に対する需要(L1およびL,)が存在

するような実際の貨幣交換経済においては，第3図に示したように各国のオッ

フアー・カーブは原点Oから離れた別の点O'を中心に描かれることとなる。

その結果二国間の貿易量のみならず価格比率P'0'は大きく変化する｡価格PO'

あるいはP"01は通貨需要の消費に与える作用が貿易抑制的であるか貿易促進

的であるかによって異なり，前者の場合その国にとり有利に後者の場合その国

にとり不利に変化することとなるのである。

われわれは以上の分析において国際通貨に対する需要を国内通貨に対する需

要と分離せず取扱ってきた。したがって各国の社会的効用函数の中には国内通

貨に対する需要L のみ導入されてきた。しかし国際通貨が国内通貨とは異な

る資産として保有の対象とされるものとすれば，その国際通貨に対する需要を

国内通貨に対する需要と区別して函数に導入することで，効用函数を修正する

必要が生ずるであろう。その例にマイニッヒがある。しかしこのことが上記の

われわれの分析を大きく修正するものではないW'

またわれわれの分析では通貨の需要は次期へ繰越す期末保有額Lcである。

このLcの大きさは,期首に存在するMcを一定とすれば,各経済主体の当期諸取

(18）マイニッヒによればこのばあい貨幣価格は決定されるが，計算価格は決定され

ない。Meinich, P., A Mo"eiary Ge''eraI Eq""brium Theory /or a" Inter-

“〃0"a/ Economy, 1971, pp. 141 -43.

(19) Meinich, P., i6id.では期末の外貨需要を国内通貨滞要Lとともに効用函数に

導入し，他方で家計の予算制約式を修正した後，分析が行われている。われわれ

がこれを特に区分しなかったのは，問題を簡哨化するためではなく，各国の経済

主体が自国の通貨で利益を求めて行動しその結果外貨保有に至るものと考えたか

ったからである。
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引に使用される通貨のフロー771cに対する態度と次期以降に対する配慮とによ

って決定されるものと考えることができる。事実われわれは効用函数のなかに

L、と、ｾをともに入れて考えて来たのである。したがってL．は取引的動機に

加うるに予備的動機 投機的動機の三つの動機から合成される需要であると言

いうる。このうち次期以降に対する配慮から生じるL の部分はマイニッヒに

よって特に価値の貯蔵(store of value)と呼ばれているものである。

3

国際通貨の需要はケインズ「一般理論」における通貨需要の動機による分類

にしたがって，取引的動機，予備的動機 投機的動機の各々によるものとなし

得る。ただし国際通貨については国内と異なり制度上の遅れがあるのでその需

要についても若干修正を要することとなる:01 (a)取引的動機による国際通貨の需

要は経常的対外取引における支払と受取をつなぐ需要である。その大きさを決定

するものは先ず収支差額の大きさでありそれに加えて受取と支払の時差である。

後者は，たとえある期間の全体をみれば収支均等であるとしても，その期間内

で受取が支払に大きくおくれるならば支払不能に陥入る可能性があることより

して理解し得るところである｡ (b)予備的動機による国際通貨の需要は国内のぱ

あいと同様に凶作震災など緊急輸入に備える必要から生じるものである。これ

は人口や経済力のみならず外国や国際金融機関からの借入能力によって支配さ

れる。(c股機的動機による国際通貨の需要は，金利変動に関わるものと考えら

れた国内通貨の需要と同様にして，自発的資本移動による需要であるといえる。

すでに述べたようにこれは長期短期ならびに公私の区分がある。このうちホッ

20) "IH正寛「国際流動性の最適水準への一考察」バンキング226巻および土屋六

郎「国際通貨の蝿,浦的体系的研究」中央大学経済論慕 第3．4巻 昭和37．8

年, Clower, R. and R. Lipsey, "International Liquidity : The Present

State of lnternational Liquidity Theory," A. E, R., Pape7-s af,d P7･ocee-

dmgs, Vol. 58, May 1968.
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卜・マネーに関するものは政治経済上の不安によるものであるからここでは一

応除外してよいであろう。

われわれは前節の分析で通常の設例にしたがい取引契約が月曜の朝になされ

その履行すなわち実際の支払と受取が残る一週間内になされるものと仮定して

きた。したがってM=77z- I+LはM=\ (wz,-Ji)+Lということになる。さ

て取引的動機による通貨の需要の決定因は上記のように収支差額の大きさと受

取と支払の時差である。ここにいう収支差額の大きさとは，月曜を除く残る一

週間の日々の受取と支払がどれほどであるかということを意味する。例えば契

約の履行される第1日目の支払が非常に多く，そのため”一ﾉ‘が期首のMを

越えるに至るならば，わずか1日で支払不能に陥入る。したがって日々どれだ

けの収支差額が生起し履行されるかという日々の受取と支払の絶体的高さ、＃

-J‘が問題となる。他方もう一つの要因である受取と支払の時差の問題とは次

のようなものである。たとえ日々の受取と支払の差額の絶対的高さが小さいと

しても，支払に対し受取の生じる時が非常におくれるならば，その受取の生じ
T

るまでに収支差額の総計Z (77zt- Ji)がMをこえてしまい支払不能になるこ

とが考えられる。したがって日々の受取と支払の高さ以外に支払に対する受取

の時差が重要になってくる。

すでに前節において示したように各経済主体の予算制約式は1＝β一α＋γに

よって表わし得る。したがってα，β，γの三つは，互に独立でなくそれぞれ

任意に決定しえないことが分る。前節の分析はこのうちαを完全雇用の仮定と

簡単化のために一定とみて，β，γの二つに問題を限定して考え，それらを77I,c

", Lc/Pの形で効用函数に導入し考察したものであった。その結果は期末の

保有Lc /Pおよびその期の取引される通貨支出77zc /Pが(2 .2)～(2.7)の連立

方程式の解として与えられるということであった。ゆえに（2.3）で示される

γすなわちLcに関する決意と(2 .4)で示されるβすなわち77Zcに関する決意

とは，（2.2）の1＝β－α＋γをみたす範囲で同時的になされ，したがってその
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解としての通貨の保有額Lcは次期以降への配慮だけではなく今期間への配慮を

も含んでいるとみられねばならないのである。ここに言う次期以降への配慮と

は771,cを一定としそれと関係なく行う主に通貨ストックL に関する決意であ

り，今期への配慮とはLcを一定としそれと関係なく行う主に通貨のプロ－，℃

関する決意である。（なおこの二種の決意に関する詳細な説明は後に安全性汀

をのべるところで与えられる｡)ところで前者は既述のようにマイニッヒの価値

の貯蔵に関係し，後者はのちにのべるように収支差額の大きさと受取と支払の
21）

時差に関係する。したがって取引的動機による通貨の需要はおもに通貨のフロ

-77Zcに関する決意からなるものであるといいうる。そして前節の最後にのべ

たように，期末の通貨保有額Lcは，今期への配慮である取引的動機のみなら

ず，次期以降への配慮である投機的動機と予備的動機の三動機から生じるもの

であると結論しうることになるのである。なおわれわれのモデルでは国際通貨

に対する需要は国内通貨に対する超過需要L－Mから直接導出される。ゆえに

以上の国内通貨に関する考察はそのまま国際通貨に関する考察でもあるといっ

てよいことになる。

取引的動機による通貨の需要は上掲のマイニッヒのモデルを修正することに

よって取扱うことができる:'いまある週のある日に丁度満期になる受取と支払

の差として示される支払超過額と，その時点までに満期になりかつ未払である
T－1

支払超過額Z (77zi-J!)との合計額を，その日における純支払必要額と呼ぼう。

そしてその期間内に生じるこの純支払額の最高値をルとし，このルを確率変

数と考えよう。もしこのルが初期のMを越えたならば(A>M) ,支払不能に

陥入る。そこでk<Mとなる確率を安全性(the Level of Security)を示

す指標とし，汀によって表わすものとする。この安全性〃=P6(h <M)は期首

岨''正しくは後にのべるように告a器の部分が価値の貯蔵に関係し,去鶉壼冷
からなる部分が今期への門[濾に関係する。なお今後Lc, Mc, /cなど添字のCの記入

は省略する。

(22) Meinich, P., Zbid. pp . 60-68.
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の通貨保有額Mならびに収支差額の大きさと受取と支払の時差によって変化す

る。すなわち期首の通貨保有額Mが小であればそれだけ応じうる支払要求額

も小さくなり支払不能となる危険性を高めるであろうし，他方Mを一定とすれ

ば日々生起する収支差額”－ノ＃が大であれば，また逆にたとえ日々生起する

収支差額が小であっても支払に対する受取の生じる時点がおくれれば(j (,"!

- Jr)を引上げる,T≦6)ともにkの値を大となし(k >M) ,支払不能にな

る危険性を高めるであろうからである。

ところで月曜日に各経済主体の締結する取引契約はその週の残る6日間の毎

日の受取に関する期待と毎日の自己の支出計画に基づいてなされるものである

といえる。したがって日々生起する収支差額に関して各経済主体はある期待と

計画を行って契約をなしていることとなる。期待はしばしば裏切られるであろ

うし，計画は何とか実現されるものと考えるであろう。そこで日々生起する収

支差額を統計的独立に生起する部分と取引計画が反映したかのようにみえる前

日の収支差額に影響される部分とから成り立ってくるものとしよう。いま単純

に考えて，前日の収支差額に影響される部分が前日の収支差額の一定率である

と考えよう。この一定率は，それだけ前日の収支差額の傾向（例えば赤字）を

今日以降に存続せしめ，それだけ日々の収支差額が逆転（例えば黒字）するの

を遅らせることとなる。したがってこの一定率は，上記の受取と支払の時差を，

完全ではないが一部表現するものであるということができよう。そこでわれわ

れは，その国の安全性〃を，日々独立に生起する収支差額の大きさと，日々の収

支差額が前日の収支差額に影響される割合，さらに期首に所有しているMの三

つによって決定されるものと言い換えることができる。次の図は連続量として

描いた日々生起する収支差額のパターンの一例である。日々生起する収支差額

（太い線）は，日々独立に生起する収支差額（横軸と細い曲線との距離）と日

々生起する収支差額のうち前日の収支差額に影響される部分（斜線で示される

部分の距離）の和として示されている。収支差額が赤字から黒字に逆転するの
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は時点Tにおいてである。Aの値

H々生起する収支差額のパターン
はOからTまでの太線の面積によ

日々生起する収支差額 ▲ って現わされる。その額は期首に

存在するMによって支払わなけれ

ばならない。

t 日々独立に生起する収支差額の

大きさは，その期待値と分散に分

けて考えることができる。分散を

一定とし，独立に生起する収支差

赤字心

の収支に影響さ
部分

一日
月

曜

Ⅶ「－「
0

l冒蝿…需皐黒字
。
』
凸

額の期待値に注目する。月 曜日

に経済主体の動かしうるものは，その週の取引総額mであると考えうる。

その週の受取総額Iおよびその週の間日々生起する受取のうち独立の部分は一

応通常の輸出の取扱いと同じように所与とする。そこで日々独立に生起する収

支差額の期待値は，その週の取引総額mの期待値Emをmを動かすことで左右し

うるものとしよう。すなわちその週になされるであろう総取引額、の引下げは

その期待値Emを引下げ，その結果日々生起する取引額の期待値Emzを減じ、さ

らに日々の収支差額の期待値E (m,一/t)を減じ，引いてはそのうち日々独立に生

起する収支差額の期待値をも，その独立に生起する支払の期待値を減じること

で、減少に導くであろうと考えることができるからである。ゆえにその週の取
T

引総額mの引下げはZ (m'-/t)の最高値Aを，日々独立に生起する収支差額の期

待値を減ずることで、小さくさせ支払不能に陥入る危険を低めうるということ

ができる。次に日々生起する収支差額のうち前日の収支差額に影響される部分

を考えよう。月曜日においてその週の取引総額、の変化は，日々独立に生起す

る収支差額が変化しないものとすれば，前日に影響される収支差額の割合を変

えることによって，その週の収支総額m－Iの変化と一致することとなるであろう。

そして上述のようにその割合の変化は受取と支払の時差を変化せしめる。例え

ば上図でもしこの割合がゼロとなったとすれば赤字が黒字に転換する時点はT
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からT'へと早められることとなる。このばあい前日の収支差額の影響の部分は

なくなるからである。かくしてその週の取引総額、の減少は、日々独立に生起

する支払の期待値を通じて，あるいは受取と支払の時差の変化を通じて，とも

に安全性汀に作用しそれを高めることとなる。そこで安全性汀は
ノM

〃=狐戸, ｡I" f) (3J)
と規定しうることとなる。

安全性の高いほどその社会のうる効用も高いであろうから、この汀を社会的

効用函数に導入することができる。すなわち

"､{A, B' ",f) (a 2)
である。これを予算制約M=m- / +Lの下に極大化すれば，

l aU
－－一 一八＝0 （3．3）

Par台’

laU生一一入=0 （3．4）

戸ちうF曙）
M=m_/+L (2. 2)

が得られる。これらを（2.6）（2.7)の財に関する式とともに用いて，消費者の

通貨保有額Lを見出しうる。《3.3)はマイニッヒの価値の貯蔵に関わるもので

あり，（3.4)は今期の通貨フローに関するものである。そして後者の通貨フロ

ーの部分は取引的動機による通貨の保有に関わっていることが，上記の考察よ

り判明する。

かくして総受取額I所与のもとで，取引的動機による通貨の需要は，日々独

立に生起する収支差額の分散｡:一定のもとでL=L(P",P., "4, : )によって
示されることとなる。また日々生起する収支差額のうち前日の収支差額に影響

をうける部分の前日の収支差額に対する割合γを一定とすれば、通貨の需要は

L=L(Rz,P｡, ", 7, :)となる。
問題を国際取引に限定してこの取引的動機による通貨の需要を国際面から推
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、3

定したと解釈しうる試みは,ケネンの国際通貨準備の需要の測定にみられる。ケネ

ンは過去のデータから各国の対外準備の変動(4Rt)が一階の自己相関△R&=

F+p4R"! + Mzとするような正規分布にしたがって生起していることを検定
“

する。似‘の分散ぴ；は対外準備の変動の分散oiRとある一定の関係にあり，その

分散の大きいほど危険性を増し準備の必要性を増大するものと解しうる。した

がってケネンの分折は上記われわれの安全性を逆の危険性という形で推計しそ

れを需要函数に入れたものである。ofは統計的に独立な残差項肌,の分散であ

るから，われわれの日々に独立生起する収支差額の分散と同じものであるとみ

てよいであろう。また計測値では同様にして，残差項の平均値であるから，わ

れわれの日々独立に生起する収支差額の期待値に相当するといいうるであろう。

しかしながらpに関しては異なる。ケネンは0≦p≦1の条件をつけている。そ

れはケネンによれば,pが前期の未払部分の今期において支払われる前期収支

差額に対する割合であり，負となりえないからである。ところが上記われわれ

のγは単なる影響を受ける割合であるにすぎず，負ということもあり得るもの

である。γは月曜日に予測する反応係数にすぎない。ところで，ケネンと同様
G5）

の取扱いをして対外準備の問題を理論構成したものにクラークがある。 クラ

ークは収支不均衡の調整速度としてγをとりあげている。対外準備の枯渇する

確率P,望ましい対外準備（最適準備）ストック額をR*,国際収支の分散（対

外準備変動額の分散）をα:，所得Y'の分散をof,R* =0のとき到達可能であ

る完全雇用産出高をY伽αェ，対外資産の収益と国内投資の報酬率との差で示され

る対外準備保有の機会費用をγ，限界輸入性向をmとし, R*-Rt_]の対外準備

" Kenen, P. B. and E. B. Yudin, "The Demand for lnternational

Reservesj' R. E. S ta t. , A u屑．1965.

@4)伊太知良太郎「経済統計講義」1971年120 -22頁 および馬塲正雄編｢~計量経

済学入門」昭和45年57-58頁。

25) Clark, P. B，, "Optimal lnternational Reserves and the Speed of Adiust-

mentj' J. P. E., Mar./Apr，1970.
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の不足（または過剰）をγの率で改善してゆくものとする。したがってγは収

支差額の調整速度である。クラークのモデルは，対外準備枯渇の確率Pの一定

の下で，所得の期待値E(Y)と所得の分散（あるいは標準偏差α,)とに依存す

るところの社会的効用函数

E(U) -"(E (Y),グン,P) (3.5)

を有効フロンティア

E( Y) =Y…-蒜I論ﾅ錘) (3.6)
のもとで極犬にすることとして現わしうる｡ (3.5)はU = q +6Y-cY2の二次の

26）

効用函数を仮定すれば,P一定のもとで

E(U)=｡+6E(Y)+c(E(Y))2-gd; (3.5')

として現わされる。この函数はE( Y)とqyの一定水準のUを維持する組合せを示

す無差別曲線群によって描かれる。そしてこの無差別曲線群は通常原点から遠

ざかるほど高い社会的効用を与えるものとなる（第4図）。さらに第4図の形

状にみるように，この無差別曲線はその国が危険回避者の立場に立っているこ

とを示している。国際取引において各国が危険回避的で保守的立場をとると仮

定することは別に問題とならないであろう。他方（3.6)は第4図でCC'線とし

て描かれている。このCC'曲線は，所有するポートフォリオの内容を変えるこ

とによって得られるo3,(危険）とE( Y)(収益の期待値）の組合せのうち到達し

得る極限すなわち有効フロンティア(efficient frontier)を示すものである。

そこで曲線UU'と曲線CC'の接点において社会的効用を極大とするE( Y}と⑱

の組合せが得られ，それに応じてそのときのポートフォリオの内容が決まるこ
”

とになるのである。

@6)新庄博先生古稀記念論文集「現代金融論の新傾向」の91頁にある如く，危険回

避者のばあい効用函数の二次の項の係数は負でなければならない。

剛 三木谷良一「ポートフォリオ・セレクション」新庄博先生古稀記念論文集 第

5章、桐谷維「ポートフォリオ・セレクションー金融資産選択の理論｣。
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び
り

し

この（3.6)は次のようにして導出される。

U、 完全雇用の仮定をとり除き，すべての価格な

らびに為替相場を不変と仮定し、支出変更政

策( exPendimre-switChing policies) ,支出
E(Y）

F 〆

グー

I

（

U

切下げ政策( expenditure-changing policies)第 4 図

のうち後者のみによって収支調整を行うことを考える。対外流動準備の保有R*

は，それだけの収支赤字を金融し国内資本形成の減少を免がれるという利益が

あり，他方でその保有によって獲得しえたであろう対外資産の利益を失うこと

となる。ゆえにYh,α露から対外資産の利益§R*を差引き,国内資本形成の利益りR*

を加えると,Yma巽一(f－り)R* =y凧α燕一γR*をうるoすなわち

E ( Y)=Y卿｡斑一γR* (3.7)

他方実際の収支の不均衝S8は対外流動準備の変動額に等しい(St=R 2-Rt_ ,)。

今期にそのうちsｻだけ調整するものとすればs'=Sf +e,と表わしうる｡今期

調整されるsｻは対外準備の期待値R*(=E(R ))と期首に存在するRc_]との差の

γ倍であるとすると,sザーバR＊－R‘-,)となる。したがって〃‘はこれらを考慮

して

Rt-y R潅十(1一γ)Rt-'+e' (3. 8)

と示される。（3.8)を分散の形式で現わせば

‘;=(2塁γ） （3．9）

u8）

である。たぎしetは統計的に独立で正規分布するものと仮定される。 さてR@

は確率変数であり，きまった形の確率分布をもつものとされているから’対外

流動準備の枯渇してしまう確率Pはその確率分布のR≦0の範囲の面積P=ﾉf: ’
@8)さらにetがer=pet-[ +秒『の形で自己回帰するとき(0≦β≦1, E(06)=0 ),

o;(1+β－βγ）
X2－γ)（1－β2)（1－β十炉）

となる。(3.9)は媚＝
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29）

/(R) dRによって示すことができる。そこでチェビシェフの不等式 を用いて

変形薪ればP=p慨≦0)≦糸雫と霞る｡Rがｾﾛに霞り支払不能と護る二
とを出来る限り避ける保守的行動をとるとすれば、Pをできるだけ大きくとる

ことになる。かくして支払不能となる確率Pは

，

P=糸零丁辱‐ (3 .10)

となる。（3．9）を代入して

oi

P=2712－γ)(R *)2 (3 .11)

器く0｡券0,勇>o
Rの分布は平均値R*を中心に同じ形の正規分布をすると仮定されている。した

がってR=0より左方の面積Pは,oiを一定とすればR*の増大につれて小さくな

り(*< 01,また周*を一定とすれば(39)":< ｡よりして調整速度γの増
ウ

火につれて小さく種る(穿諄等<0)｡同様にしてRの分布は分散蕊が小
さくなるにつれてほとんどR*の近傍に落ちるので，それだけPを小さくする

( #01｡ゆえに侭=0よりと方の面積であるPI…'の葵>0を考慮す
れば｡対外流動準備変動額の分散．:の増大につれて増火する'芸＝:識
>0)。かくして(3 .10)あるいは(3 .11)から収支不均衡による対外流動準備

変動額の分散o:および支払不能の確率Pが与えられ、ば，対外流動準備の保有

R*は，収支調整速度γの大となるにしたがって小さくなるということになる。

S*=7(R*-Rc_,)で示される調整額は,それを支出切下げ政策で行うとすると

7(R*_Rz_,)=x_mYt (3.12)

となる。 ただしXは輸出であり所与とされる。 また外国の反作用( foreign

repercussions )は省かれている。そこで所得Ytは(3 .12)より

‘9',('､"-F'≧“'≦＃をﾁｪﾋｼｪﾌの不等式と‘,う‘渡部隆一｢罐率｣共
立出版 昭和47年 88-89頁。
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Y,=7'(Rt-!-1*) + X (3 .13)
、

分散形式で表示して

←祭 (3.14）

である。（3.9)を代入し

7bi
。;＝(2－γ)m2

(3．15)

となる。以上導出された三つの方程式(3.7) (3.11)(3.15)よりして，この経

済の有効フロンティア（3.6)が得られることになる。すなわち（3.7)で示され

る行動は，その経済において（3.15）および（3.11）の行動と両立せねばなら

ないからである。

以上の如くしてすでに述べたようにPおよび｡:の所与のもとで，その社会の

効用を極大にする第4図のA点が（3.5)と（3.6)の接点として求められる。そ

の解E(Y )とo3,を(3 .7)に代入しその社会の対外準備の最適額R*を見出し,(3.

15)によって収支調整速度γを見出すことができる。そしてこのR*およびγを

(3.15)によって収支調整速度γを見出すことができる。そしてこのR*およびγ

を（3.12）に代入してその時点の国民所得Ytをうるのである。

（3.12）～（3.15)はいずれも対外準備R*の財市場(X－mY)への影響を示

ている。すなわち国際通貨市場から国際的財市場への作用を示したものである。

他方（3.7)は国内投資の報酬率と対外資産保有の利益を比較検討の結果，対外

流動準備をR*だけ保有するとき，どの程度国民所得をY,wI"から引下げること

になるかを示している。ゆえに国際資本市場から財の市場への作用を表わした

ものであるとい、得る。したがって（3.7)と（3.15）が両立したとき有効フロ

ンティアが描けるとすることは，国際通貨市場から一定額R*の保有が与えられ

るならば，それに応じて資本の国際市場と財の国際市場とが両立する'ように調
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整されなければならないことを意味している。

残る（3.11）式は国際通貨市場を現わしている。すなわち確率P,対外流動

準備変動額の分散o:が与えられるならば，その経済が支払不能に陥入らないよ

うに国際通貨市場において対外流動準備の保有額R*と収支調整の速度γとは互

に逆関係にならなければならないことを示しているのである。

これら（3.7)(3.11)(3.15)で示される資本の国際市場 国際通貨市場 財の

国際市場は,前節でのべたように予算制約のもとで行動されるべきである。この

関係を各時点毎に表わしたものがS2=Rt_! -REであり，それを対外準備の期待

値R*を含んだ形で示したものがsi =sf+e,である。ゆえにR‘－R‘-Ⅱ＝Sｻ＋e，

すなわち（3.8)式は各時点での予算制約関係を示している。ちなみに収支調整

が完了し均衡の成立するまでの期間の合計をとると, Z(Rt-R6_[)は最後に到

達したR*と初めに存在したRoとの差となり61'他方Z(Sｻ+e‘)はその期間に流れ

るすべての純通貨額となってくる。これは，モデル設定上の差異を無視すれば，

われわれのL -M=1-mに相等するものと解釈しうる。この(3.8)およびその分

散形式（3.9)は，（3.11）(3.15)の中に組み込まれている。ゆえにクラークにお

いて(3.7) (3.11) (3.15)から成立つ有効フロンティア(3 .6)は，予算制約

を含んだ関係としてすでに表現されているとみなければならない。なお各時点

での予算制約式S'=R t-R t_』を含む(3 .8)は, R2-R'_,=7(R*-R6_,)+e#と

なり, 4R2=γ△琿, +etと書きかえうる。したがってそれは，期待値R*をもっ

て表示される点を除けば，ケネンの△Rt=β△Rt_,+e, (たぎしこのEZおよびク

ラークのeZの平均値はゼロではない）と同じものであることがわかる。

以上はクラーク・モデルの概要である。クラークのγおよびケネンのβは上記

ケネンのところでのべたように1階の自己相関△Rt=E+pARc_] +utのpとし

て計測される。これが正当であるならば,計測値pが負であってはならないとす

60）クラークでは有効フロンティアと社会効用曲線との接点でR*が均衡解として導

かれる。したがってその解が得られた時点ではRcはR*となっている。
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る理由はそれ自体からは出てこない。それはクラークおよびケネンが1－1時点

で支払わずにt時点で支払う未払の繰越し部分であると解釈を付してはじめて

生じたものである。われわれの取引的動機の分析では，火曜に未払があり水曜

に繰越されるとするならば，そこに信用を導入しなければならなくなる。した

がってわれわれは，火曜に生起したものすべてその日に支払われ，たぶ水曜日

に火曜の収支状況にγの率で反応が生じるだけであると仮定したのである。そし

てpはそのような反応係数の推定値であると解釈しても良い筈である。それはそ

の国の傾向を示すpにすぎないからである。このように解すればp<0もありう

るといわなければならない。

さてケネンは，各国について計測されたこれらぞ,p,"uを用いて国際通貨の

需要を計測する。すなわちR"="0 +B,Ei+B2p:十β4yi+'5Lj､Ej' (#は国別,t

は1957, 1962の年度を示す）によって各国別データを使用してクロス．セクシ

ョン分析を行う。た式し上記△Rt=E +pARt_ ｣ +fJtで得られるpが負であったり

そのiの値の悪い時はp=0として用いる。その結果，一人当り国民所得助およ

び流動負債額L#(これにかえて国内通貨供給M雄を用いることも行っている）は

すべての場合そのβ‘,β5のtの値が悪く回帰式から除去すべきであるということ

になる。そしてそれらを除いて再度計測を行う。これら除去した変数は，われ

われの解釈では，既述の（3.3)式に関わる部分である。したがってケネンは，

国際通貨の需要が次週以降に関する配慮からは変動しないものとみたこと、な

る。すなわちケネンの分析は， 国際通貨がすべて取引需要からなるとみ

るべきであると結論することになる。次にケネンは取引的動機に関わる百およ

びpについても除去する。それは，それらの係数β‘，β2およびそれらのiの値が

不合理な結果（β1＜0）またはきいていないことを示すからである。厄を省く

くことは，われわれの理論からも理解しうる。それは（3.3）（3.4）（2.2)で内

生的に決められてくるものであるからである。しかしpを省くことに関しては

上述の如くわれわれと解釈を異にする。クロス・セクション分析において，一

’
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部の国に関してp=0を入れたデータを含んだ結果であるからである。p=0と置

くことは，われわれの理解では受取と支払の時差を存在しないものと取扱った

ことになる。

さてクラークの理論にもどって考えてみよう。クラークの（3．11)式は，支

払不能の危険性Pを1 -P=瀝と置き､｡:をo;と凄し,またR*をfとしそれを
予算制約式に代入してわれわれの号で置きかえ､かつ普を陽表的に示さず他方
で一定であるγを表示すれば.汀=“,γ,‘筈)となり(た●しこ､でのPは一般
物価とする）われわれの安全性汀と同じものと解しうるであろう。クラークでは

われわれと同様に｡:が一定とされる。他方元も一定に固定される。したがって彼

の分析ではわれわれの召の変動はγで相殺されること､なる｡そこで一定である
汀を効用函数に導入しても，その兀によって社会的効用が動かされることはない。

効用は二財A,BすなわちクラークではYに関する変動によってのみ動かされる

こと、なる。すなわちγ(R*-R'_' )だけの輸出入を減じることで，またγR*だ

けの期待所得を引下げることで,oj,およびE(Y)の値を変え，社会的期待効用に

影響を与えるのである。前者は（3.15）の財市場の関係であり，後者は（3.7）

の資本市場の関係である。したがってクラークのモデルは，例えば資本市場で

生じる投機的動機による通貨の保有が，通貨市場を通して直接に社会的期待効

用に作用するのでなく，財市場および資本市場を通してのみ期待効用に作用す

る性格をもったものであると言うことになる。汀は一定でありそれ以外効用函

数に通貨ストックが変数として入っていないからである。そしてこの場合，期

末保有額R*は，それが取引的動機によるものか, (3.7)から推論されるような

投機的動機によるものか区別し難くなる。われわれはγを外生変数とし汀を内生

変数とみて（3.4）（3.3)を取引的動機によるものとそれ以外の価値の貯蔵に関

するものとに区別した。しかしながらクラークは，汀を外生変数とし一定となし，

γを内生的に決まるものとして,取引的動機とそれ以外の価値の貯蔵にか、わる

ものとの区分を不明確にすること、なったのである。
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このように両者の動機の区分が不明確である取扱いは，同じように通貨保有
（31）

の機会費用を考慮したヘラーのモデルについても妥当する。iドルの対外準備

R#を保有したとき対処しうるすべての収支赤字の発生する確率の合計を汀とし，

その収支赤字にRzで対処せず支出切下げ政策で対処したとき生じる国民所得の

損失を器RIW R'のの保有のために放棄した対外資産の利f収益をrRjとすれば，
対外準備Rjの保有純利益は施猯Rj-rR jで表わされる｡この純利益を極大にする
行動を仮定すれば9 "Z==rmとなる。 汀‘は第i番目の1ドルを使用するに到る

確率である。ヘラーはこの確率をある種の仮定のもとに0．5聡とした｡そこで第

祷目の｣ﾄﾙで示される最適対外準備額R…はh鵲譜となる｡ただしハ
は年当り平均対外準備必要額である。このヘラーのモデルは，クラークと同様

に対外準備保有と対外資産保有との選択から，対外流動準備をR optだけ保有

することになるとする考えに基礎をおいている。したがって彼のモデルには対

外資産の保有という資本の国際市場への考察が含まれているということができ

よう。しかしながらヘラーはこのようにして導出したRoptを予備的動機による

(31) Heller, H. R., " OPtimal lnternational Reserves,'' E. J ., Vol 76, June
1966．

(32) Heller, H. R., International Monetary Economics, 1974, pp、123- 9 .

外国の反作用を除いて考える。貿易収支の変動は対内攪乱の項と対外攪乱の項に

に分けて考えることができる｡すなわちdB=-すfmdA｡+了辛而( dEX･-d")

である。収支赤字解消のため支出切下政策をとれば,dB=0と置きdA=且±皿．
、

寺而( dEX"-d")だけのｱﾌソープシヨンの変化をもたらすことになる。そ

こでその時の所得の変化額を求めればdY=為猯(dEX"- dIM･)となる｡こ
の収支赤字解消政策から生じた所得の変化額に、対外部門の変化( dEXu- dIMu)

が自動的にもたらす所得の増加額dY= + (dExU-d ".)を加えるならば，
s+m

総額としての国民所得への影響が見出される｡す嬢わちdY:｡'- (為斗T鎬而7耐）
( dEX･一d M)=1(dEX･J")である。

伽
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ものであると規定したのである。それは彼によれば政府所有の公的対外流動準

備の保有動機が投機的動機ならびに取引的動機によるものと考え得ないからで

あると言う。かくしてヘラーのR｡p『はクラークのR*と同様に資本の国際市場

を配慮していながらそれを分離しえず不明確なものとなったのである。ヘラー

の汀はわれわれの安全性汀およびその逆数であるクラークのPと同じものである。

それが取引的動機にか、わるものであることは，すでにのべた通りである。

前節においてわれわれは企業の使用する資本Kが企業によって所有されてい

ることならびにその収益γKが企業の内部留保として所有されることを仮定して

きた。そして貸付資金の売買に関わる資本市場は存在しないものとして取扱わ

れた。したがってわれわれのモデルでは価値の貯蔵としての通貨の需要は予備

的動機によるもの以外存在しないということになる。そこで資本市場を導入す
133

るために，非常に簡単な修正をほどこし単純なモデルを設定してみよう。企業
“）

は通貨の不足を新規債券の発行によって補うものとする。

rK+ 2搬二2= D+K※－K (3.16)

その債券は同質で各期1ドルずつ支払う永久債券とする。未償還の名目債券の

数を、とし今期の債券発行数をD※－Dとする。利子率をiとすれば，新規債券

の価格は(D灘一D)半であり，今期の利子支払額はDである｡企業は,新規債

券を売却し(D~D)上の通貨不足を補い,生産から得る企業の内部留保の

見込収益rK兼によって利子の支払見込額D をまかなおうとする』3，企業のrK*

-D#<の極大化行動は,=併の結果を這出する｡この結果をk記企業の恒等
式(3J6)に代入すれば鵲=iとなる｡したがって企業"極大化行動はγ＝
iとなるように債券を発行し投資を行うこととしてあらわされる。利子率の上昇

は，限界生産力逓減の法則の支配する世界では，そのiにγを等しくするように

’
(33) Gurley, J. G. and E. S. Shaw, Mo"e〃伽αT/leoγ〃Q/F加α"ce, 1960,

Chap, 2 ,Chap. 3 and Maｵ月e、α〃cQJ A"e,zd" (by A. C. Enthoven)

(34）讃印は期末保有量を示し，※印のないものは期首の保有量とする。

(35）企業は債券を保有しないものと考える。
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投資を差し控え，それに応じて債券の新規発行を減ずることになる。そこで債

券の供給函数そして貸付資金の需要函数は，利子率iの減少函数として描かれ

てくる。他方消費者は期首に一定額の通貨Mおよび一定量の労働Ⅳと債券の一

定額D上を所有し，その期に(D※-D)上を購入し利子収入Dを得て,D※上の
Z

債券を次期に繰越すものとする｡そして単驚化…債券際有額"、士力梢費
者の効用に与える影響を無視すれば，消費者は債券の見込利子収入の効用を極

大にし，その結果（3．3）（3.4）および（2.6）（2.7)以外に(3.17)の関係の得

られるよう行動することとなる。

/ aU
(3. 17)P a(Df/P)=入

したがって利子率の上昇は，見込利子収入から得られる限界効用を減ずる必要

を感ぜしめ,､より多くの新規債券の需要をうながすこととなる。そこで債券の

需要函数そして貸付資金の供給函数は利子率の増加函数として描かれてくる。

かくして企業の右下りの需要函数と消費者の右上り供給函数の交点で貸付資

金の利子率が決定される。そして貸付資金の超過需要あるいは超過供給は国際

資本市場における需要あるいは供給として現われてくるのである。

このように債券市場を導入し貸付資金の需給を考慮したとき期末の通貨需要

額は，取引的動機によるもの以外に，投資から得るであろう次期以降の見込収

益を考えに入れた次期に繰越す需要額が加味されてくる。したがって期末の通
（3，

貨保有Lの中には投機的動機による通貨の需要が加わる。

資本の国際市場を導入し国際通貨の投機的需要を考慮したばあい，財の国際

市場に与える資本市場の影響は，周知のトランスファー理論によって解明され

ている。固定為替相場，完全雇用の下では次のようになる。対外資産の購入に

136)効用函数は修止されU=U(A, B,凡呂告,音)となる｡また､予算制約式は
実物で示すとM=lghA+R B+旦干旦- ("lV+D)+Lと唾る。

(3 1 ここでは今期成立している債券価格1/tは,次期も引続き成立するものと考えて

いる。その意味で予想が入っている。もしこれと異なる予想を入れるものとすれ

ば結果も異ってくることは当然である。
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よって生じた貨幣的購買力のトランスファー額Tが支払国で総支出をその額だ

け減じ受取国で同額増大するものとすれば，貿易収支はdB=dEX-dIM- T

=m,T+m2 T- T,すなわち

dB=(m｣+m2-1)T (3.18)

となる(EXを輸出,1Mを輸入,"Z1および、2を支払国および受取国の限界輸入
（38）

性向とする。それらはいずれも支払国通貨で測られている）。したがって初めに

なされた貨幣的購買力の移転Tは,m]+m2 ==1のとき同額の貿易収支の黒字

という財市場でのトランスファーによって，追随され完結されることが判る。

財市場でのトランスファーは, m1+m2< 1のときははじめのTに不足し，m1

+m2> 1のときはじめのTを越えることとなる。他方固定為替相場，価格不変，

不完全雇用の下では次のようになる。S19 S2を支払国および受取国の限界貯蓄

性向とし，a11a2ならびに閏，江2を両国のTに対するアブソープシヨンならび

に輸入の変化割合とする。外国の反作用を考慮し，支払国の貿易収支は△＝m】

s1+f7Z2s2+ sl s2として、

d"､s :｡-鯉‘手 "十塑器α|+"r: ｡.-'IT {319)
S1S2

△

（391

となる。したがって上のケースと同様に括弧内の符号がゼロ，正，負の如何に

よって貨幣的購買力の移転Tが財の市場でのトランスファーによって完結され

(38) Johnson, H. G. , "The Transfer Problem : A Note on Criteria for

Changes in the Terms of Trade," Eco7zo77zIcQ,、01. 12-13, 1955-56 and

"The Transfer Problem and Stability," J. P. E. ,101. 64, June 1956.

69)アブソープション分析にしたがいY! =A9+q] Y! +EX9－〃0-m1 Y!及びY2=

A1+a2Y2 +EX:一〃: -m2Y2ならびにEXI =IM2 =肌': +m2Y,とEX:= M1=

"+a,Y[と仮定する。lは支払国,2は受取国添字0は自発的変動をあら
’

(dAF +dlMW + dlM! +m2dY2 )及びdY2 =わす。変化をとりdY!= 1－α! +m!l
(dA: + dIM+ dIMI+m]dY,)となる。s｣== 1－α1, sF1－α,を代入

1－α2+m,

し両式からdY!とdY2を求め，それをdB1=dEXF dIM,-T=dIM: +m2dYh-加2d

Y2-dIMI-m,dY, -Tに代入すればよい。
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るか否かが決ってくることとなる。 最後に価格不変，完全雇用であるが伸縮

的為替相場の仮定の下では次のようになる。がEx, 61MならびにぴEX9 d1Mを輸出お

よび輸入の需要弾力性と供給弾力性とする。貨幣的購買力の移転から生じる為

替相場の変動を。γによって示せば,dγは貿易収支を，

dB- - [ Ex｡gW-LHIIM" ･欺励Ⅲ'] d, (3 .20)

（40

だけ変動させることとなる。完全に伸縮的な為替相場を仮定するならば，為替

相場の変動によって国際収支は必ず均衡する。したがってこの場合はじめの貨

幣的購買力の移転は必ず財の市場の変化によって追従され完結されるのである。

なお上掲式は初期の貿易収支が均衡(EXo=IMo)であり，供給の弾力性が無

限大(OEX= OIM=00 )であるときは，

dB=-EXo[Drx+ 6､1脚－1 ]dr （3.21）

となり，ラーナーの条件式として知られるものになる。

以上の資本の国際市場に関する考察は，企業の発行する同質の債券に限定し

てなされ，そのためその債券の収益にまつわる危険性を特に問題にしなかった。

しかしながら実際には社債以外に政府の発行する公債が重要な投資対象として

存在するし，他方で国内，外国を含めて各種資産保有に危険が伴っている。し

たがってこれまでのような二国間の利子差が国際資本の移動を引起すことによ

って均等化するとなす分析は，危険を考慮に入れることによって修正されねば

ならないことになる。以下グルーベルにしたがって二国（添字1,2で表わす

）の政府の発行する公債に限定し，その期待収益と危険性を考慮したモデルを
（41）

考察しよう。各国の人口，所得，富の総額は一定と考える。そして富は，実物

資産，公債および通貨の三形態の保有からなるものとする。失業の見込まれる

(40 RobinSOn, J. ,

(41) Grubel, H. G

Gains and Capital

Essα"smtﾉze T/leoγ〃o/ EmpJoZ/me7,t, chap. 9 , 1947

, "Internationally Diversified Portfolios : Welfare

FIows, "A. E. R. , Dec. 1968.
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ばあい，各国政府は完全雇用を維持せんがために公債を買いもどし通貨発行を

行い利子率を引下げて有効需要を刺激する政策をとると仮定される。公債の期

待収益および分散が実物資産ならびに通貨の保有状況の変化からうける影響を

無視し，問題を公債と消費財との保有の関係に限定して考察してゆくこととす

る。 i,, i2を公債利子率, 0f, d;, "1,2を公債収益の分散および共分散とすれば，

閉鎖体制で金融資産の二国間取引のなされないぱあい，各国富l単位当り収益

はE(i,)=j,, E(j2)=j2で示され，その分散V(i)=｡f, V(j2)=｡;で示される

こととなる。しかしながら二国間に金融資産の取引が行われるばあいは，第1

国の投資家について，平均的期待収益をみると，第2国の公債の保有を加え，

E(i,, ) =P,i! +P2i, （3.22）

となる。またその分散は，

v ( i｣,,) =P:‘:+2ﾉ'!I'2o 1,2 +P2｡ ; (3.23)

P,+P2 = 1 (3.24)
（43

となる。ただしこのばあいP,, P2は第1国の投資家の第1国公債と第2国公

債のそれぞれの保有割合である。また第2国の/2，o；は為替相場の変動で調整

されるものとする。（3.22)～(3.24)は前記のクラーク・モデルと同様に期待収

益とその分散の平面に資産選択理論のいう有効フロンテイアを描くことになる

（前掲第4図のCC曲線に相当するもの)。ゆえに社会的期待効用函数が与えら

れそれを示す曲線が描かれるならば（第4図のUU'曲線に相当するもの),その

社会的期待効用函数とこの有効フロンティアとの接点で最適な期待収益とその

(42）通常のように二種の資産X,, X2を考え，その収益の期待値と標準偏差をβ，ぴ

とすれば，

Ey=ﾇ4X! +"X2

f=砒珊+ 2 d1, 2X1X2+diX;

X! +X2 =Yo

で示されることとなる。ゆえに（3.22）～（3.24)は各式をYoで割り導出された

ものである。なおE(i1, 2)およびV(i,, 2)はともにYoで割った平均値としての収

益の期待値および分散であることに注意すべきである0
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分散が見出され，したがって最適な資産のポートフォリオが見出されることと

なるのである。かくして各国の対外資産の需要を決定する要因として挙げうる

ものは次の五つになる。(1)その社会の富の大きさ, (2)二国の利子率の差, (3)対

外資産の収益の分散(危険度)，(4)自国と外国の資産収益の相関(β=｡,, 2/o,o2),

(5)自国の効用函数である。このうち(1)～(4)は有効フロンティアに関するもので

あり，（5)は社会的期待効用に関するものである。(1)はその社会の富の総額が増

加しそのうち対外金融資産の保有に向う富が大きくなればそれだけ多くの対外

資産の保有がなされることからして，また(2)は危険回避者を考え危険の程度を

一定とすれば自国より外国の資産収益率が高くなり有利になればそれだけ多く

の対外資産の保有がなされることからして，また逆に(3)は利子率の差が一定で

あるとしても対外資産の危険性が減ずればそれだけ多くの対外資産の保有がな

されることからして、4)は(3.23)にみる如くβの値すなわち自国と外国との資

産の報酬率の間の相関係数が小なるほど分散で示される危険性が減じそれだけ

多くの対外資産の保有がなされてくることからして，それぞれ理解し得るとこ

ろである。最後に(5)は有効フロンティアと社会的期待効用函数の接点で得られ

る最適ポートフォリオが後者の効用函数の形如何により異ってくるであろうこ

とから自明である。すなわち接点は社会的期待効用函数が危険回避的であるか

否かある､いは対外資産選好的であるか否かによって大きく異ってくる。次に以

下グルーベルにしたがって第1国の対外資産需要が増大したばあいの影響を考

察することとしよう。固定為替相場のときは次のようになる。第2国公債に対

する第1国の需要増加は，為替相場の引下げ圧力となって現われ，それを回避

する限り，第1国政府に第2国通貨の公的売却を要求することとなる。この公

的売却に必要な第2国通貨は第2国の政府間短期融資でまかなわれるものとする。

第1国政府は，第2国政府からの短期借入れによって民間の外貨需要に応じ為

替相場を維持するとともに，自国公債を買いもどしてその値くずれを防ぎ，完

全雇用の維持を行う。他方第2国政府は，第1国政府へ短期貸付を行い，第1
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国の民間需要に応じるため新規公債を発行する。第1国では自国公債は売却さ

れ，第2国公債は買われる。仮定のように為替相場および完全雇用が維持され

るので，二国間の財・サービス市場は以前のまま残される。両国の実物でのト

ランスファーは生じない。両国で残された問題は政府間融資の利子支払と第2

国政府の支払う公債利子の増加のみである。次に為替相場が固定されず完全に

伸縮的であるぱあいにはこれと異なる。すなわち第2国公債への需要の増加は

為替相場の下落に反映してくる。そしてこの為替相場の下落は第，国の貿易収

支の黒字をもたらし，それが公債の超過需要に等しくなって止む。二国政府そ

れぞれの公債発行量は以前のままである。ゆえに民間保有の公債が両国で互に

交換されたこととなる。すなわち第2国公債の価格が上昇（利子率下落）する

ことによって，第2国で民間保有公債の売却を誘引するのである。なおこのと

き債券利子率ならびに資本の実質報酬率は第2国では下落し，第1国では上昇

する。この利子率および実質報酬率の変動は必ずしも両国の利子率の差を消滅

し均等化せしめる方向に動くものではない。例えば第2国公債の購入増加が上

記の対外資産需要の決定因の1つである対外資産保有の危険性の減じたために

起ったのであれば，たとえ第1国に較べて第2国公債の利子が不利であるとし

ても，それを購入し益々第2国の利子率を下落せしめ両国の利子差を拡大する

ことになるであろうからである。そしてこのようなときでも第2国公債を保有

しポートフォリオを多様化するのが，それを保有しないときよりも優れている

ことは容易に証明しうるのである。すなわち公債の国際取引の起る前の利子率

をj!=j2= 5%としその公債収益の分散を㎡= o;=10とすれば，両国の期待収

および分散はE(il)=E(j2) = 5およびV(i,) = V(j2) =10である。これに対し

両国が互いに相手国の公債を保有しポートフォリオの多様化するぱあいには，

P1 =P2=0 .5, "=0.3と仮定すれば期待収益および分散はE(i1, 2) =E(i2, [) =

5およびV (i1, 2) =6.5となる。かくしてポートフオリオの多様化はその分散

(危険性）を減じ，より有利であるということになるのである。この多様化が
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有利であるという結論は，たとえP,, P2,βの値を種々に変えても変らない。

以上グルーベルの資産選択理論による国際資本取引の概要である。グルーベ

ルはこの理論にもとずいて先進国l1カ国及び大西洋8カ国の平均収益と標準偏

差をそれぞれの対米為替相場と株価および配当のデータから推計した｡そして各

国資産の保有割合を8つに分類しその各々について導出された各国の平均収益

及び標準偏差とアメリカ及び各国の資本収益の相関係数とを使用してアメリカ

のポートフォリオの期待収益Eその分散Vを計算しアメリカの有効フロンティ

アを描くことを試みたのである。既にのべたようにこのようにして描かれる有

効フロンティアと社会的期待効用函数との接点はその国の最適ポートフォリオ

を与える。そしてそのポートフォリオは上掲の五つの要因によって変化するこ

ととなるのである。対外資産を売却することは国際通貨を需要することである《

したがってわれわれは対外資産の保有を放棄し国際通貨を需要する要因をこの

五つのポートフォリオの決定要因に求めることができる。このような通貨の需

要は本節の始めに分類した投機的動機による国際通貨の需要そのものであるこ

とはいう迄もないであろう。そしてこの需要はクラークのモデルにあるような

対外流動準備枯渇の確率P及びそれを決めるR楽，塊などで表現されるもので

はない。また国際資本市場を表わすものがクラークのようなE(Y) =Y,m｡" -

γR楽の直線あるいはαyで示されるものでもないのである。かくしてわれわれは

取引的動機による国際通貨の需要と投機的動機による国際通貨の需要とを区別

して別々に取扱わねばならない。本節初頭でわれわれは予算制約の下で行動す

る経済主体が，期末の通貨ストックLとその期の通貨フロー、について意志決

定を行うことを論じた。そして国際通貨の取引的動機による需要が主に、に

関する決意から生じ，他方国際通貨の投機的動機による需要がマイニッヒの価

値の貯蔵すなわちLに関する決意の部分;釜から生ずることを考察した｡し
たが罰でｸﾙｰﾍﾙの分析はこのﾏｲﾆｯﾋ玲睾を上記五つの霞因によ”
決定されるものとして解明したものであるといいうる。そしてこの五要因は，
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取引的動機によるものとは区別して取扱われねばならない。この点に関して，
（43）

ヘラー，クラーク，さらにグルーベルにおいてさえもこの両者の分離が不明確

であり，結果して彼等は，ケネン，クラーク，ヘラー等の分析を予備的動機に

よる国際通貨の需要の分析として分類するに至ったのである。

最後に残された予備的動機による国際通貨の需要とは，本節初頭にのべた如

く国内と同様に凶作・震災など緊急輸入に備える必要から生じるものであり，

その国の人口，経済力のみならず外国や国際金融機関からの借入能力により支

配されるものである。これに関する推計の試みは，トリフィン，ブラウン，マ
（49

クラップ,フランダース，さらにIMFの統計資料等々数多く見出される。それら

はいずれも各国の国際取引に対する対外流動準備の割合によって各国の対外支
（45）

払能力または借入能力を示す指標とみる考えに基礎をおいている。芦矢栄之助

氏によると「最低金・外貨準備は……外国の態度からも規制されてくる。，国

の金・外貨準備高がある一定水準を割るとその国の政策が国際収支回復の手段

として強硬な措置をとることを恐れて私的融資はゼロもしくはマイナスに減少

する可能性がある。また公的機関もその国の経済政策を不健全とみなし信用の

(43) Grubel, H G. , "The Demand for lnternational Reserves : A Crit-

ical Review of the LiteratUre," Jo"γ仰αノO/ ECO"077ZjC LZteraZuγe, Dec.

1971 .

(44) Triffin, R., Go/dα仰d the Do〃αγCγjsis，1960. Brown， W、 M，，

Pγ"cetO7z Studies j7zT/ie E"eγ〃αJ Ljqujd"" o/α仰A duQ7zced Cowztγ"，

1964. Machlup, F., " The Need forI"ieγ〃α向o冗αノFma刀ce, No. 14,

Monetary Reserves, "Ba"CaNα郭o〃αle deJ LqIJo7･o Q哩αγfeγjf/ Ref)ie", No.

78, Sep. 1966. Flanders, M. J., T" De77za刀dんγ肋ie7･"QtjO"αノ

Rese7･"es, Pγmcem〃 St"dies " I"feγ"αtjonqJ F伽α"ce, No. 27, 1971 .

1MF, Inteγ仰α伽0mノF”α"C"I Sm"CSZZS; 1972 S"Ple77zent, pp・xvi-
XVll.

(45）通常輸入額によってその国の国際取引額をあらわすものとせられる。この考え

方にしたがって前述にのべた日々の収支差額m,-/,をもmtで代替させ，そのm，

をさらにmに依存するものとして取扱ってきたのである。（3.1)式参照。
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供与するのをためらうようになる。この際信用供与者が最低限度として使う指
（40

標は金・外貨準備額の年間輸入額に対する比率である」。

4

以上われわれは国際通貨の需要を取引的動機，予備的動機 投機的動機のそ

れぞれにつき考察した。この場合の国際通貨とは第1節に記したように公的機

関の保有する金，その国のゴールド・トランシェ・ポジション, SDRの保有

額，公的機関の交換可能通貨保有額からなり，より広義にはこれに加えて通常

ニヤ・マネーといわれるIMFクレデット・トランシェ・ポジション，貴金属保

有額 支払不能外貨及び相互借入協定による借入可能額からなるものである。

この国際通貨は上記三動機によって保有対象とされ貨幣・金の国際的機能を代

替するものとして理解されている。

貨幣・金の国際的機能はリカァドォの比較生産費説の考察を通して見出される。

リカァドォの比較生産費説は周知のように，イギリス，ポルトガルの二国とラ

シャ，ブドウ酒の二財の貿易前の生産費を各国の平均的労働数で下表の如く示

し，イギリスはラシャをポルトガルはブドウ酒を生産し互いに交換するのが有
（4竹

利であることをのべるものである。この例では一見したところイギリスに較べ

ポルトガルが二財ともより少ない生産費で生産し得るようにみえる。すなわち

もし生産に必要な労働および資本が二国間を自由に移動しうるものならば二財

ともポルトガルで生産しイギリスでの生産を中止して生産要素をポルトガルに

移すのが有利であることは疑いないところである。しかしながら資本・労働の

国際的移動は各国の言語，習慣，法律制度，技術知識及び金融機構の異りのた

(46）芦矢栄之助「国際通貨論争」昭和39年

㈱ Ricardo, D. , T" Pγmcjp/es of

( Everyman' s Library, 1955 ), Chap,

16頁。

Pon〃cQJ Eco7Io加〃α刀dTα苑α〃o"，

､.ll,小泉訳 135 - 39頁
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、

ラシャ'単位 ブドウ酒1単位 めほとんど起り得ない。したがって二国の労

イギリス 100人 120人 働の質の差異はそのまま存続し，同質である

ポルトガル 90人 80人 国内取引と異なり，国際取引を異質経済間の

取引として特色づけることとなる。 すなわち二財の生産費は同一国内で比較

可能であるが二国にまたがって比較することは不可能であるとされるのである。

しかしながらリカァドォによればアダム・スミスの分業の利益はこの場合でも

国際的に成立し各国は二財のうち一財に待化するのが有利であるとする。イギ

リスがラシャの生産にポルトガルがブドウ酒の生産に特化するものとすれば一

定生産費の仮定の下でイギリスでは従来ブドウ酒生産に雇用されていた120人

がラシャの生産に移され220人に相当する2.2単位のラシャの生産をなすこと

となり，ポルトガルでは逆に従来ラシャの生産に雇用されていた90人がブドウ

酒の生産に移され170人の労働に相当する2 .125単位のブドウ酒の生産をなす

こととなる。かくして特化前に較べてラシャ0.2単位ブドウ酒0 .125単位の生

産増加を世界にもたらす。

財の生産費を二国間で直接比較できないとしても間接的に比較することは可

能である。それは比較生産費説が比較の比較であるという点から容易に理解し

得るところである。すなわちラシャl単位の生産費を二国で比較する場合，ラ

シャ以外の別の財（二財の例ではブドウ酒）を導入しその財に較べてラシャl

単位がどれ程安価であるかを考えその安価の程度を二国間で比較するのである。

ﾗｼｬ'単位はﾌﾄｳ酒に較べてｲｷﾘzでば器だけ安く生産可能でありﾎ
ﾙﾄがﾙでは::だけ高くつく｡したがってﾗｼｬ'単位はｲｷﾘｽで生産する
方がﾎﾙﾄｶﾙで生産するよりも安緬である(器く器)｡同微にしてブドウ
酒l単位の生産費を二国で比較する場合，ブドウ酒以外の別の財（二財の例で

はラシャ）を導入しその財に較べてブドウ酒l単位がどれ程安価であるかを考

えその安価の程度を二国間で比較する。ブドウ酒1単位はラシャに較べてイギ

リスでは器だけ安くﾎﾙﾄｶﾙで憾器だけ安く生産可能である｡したがって
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ブドウ酒1単位はポルトガルで生産する方がイギリスで生産するよりも安価で

ある(器>器)｡二国二財のこのような設例ではﾗｼﾔ'単位の生産費の間
接比較からうる結果とブドウ酒l単位の生産費の間接比較からうる結果とは互

に矛盾せず両立することとなる。

以上のリカァドォの比較生産費説は次のような特色をもっていると思われる 。

先ずある財の生産費を国際的に比較するばあいに比較しようとする財とは別の

財を導入することで比較可能になし得たと考えることに関してである。例えば

器く::の場合,ﾗｼｬ'単位の生産費がｲｷﾘｽでｲｷﾘｽのﾌﾄｳ酒生産
費の器に相当しﾎﾙﾄｶﾙでﾎﾙﾄｶﾙのﾌﾄｳ酒生産費の器に相当する‘
とからして，イギリスで安価に生産し得ると結論する。しかし既にのべたよう

に器器に棚当するとされたﾌﾄｳ酒のｲｷﾘｽ生産費(120人'とﾎﾙﾄｶﾙ
生産費(80人）とは，リカァドォの仮定をまもる限り異質である。したがって

それらの:および号であるﾗｼﾔ'蝋位の両国生産費も相変らず二国で異質
であり比較できよう筈がないのである。ところが上記のようにリカァドォはこ

れを器く器とし比較しうるものと考える｡したがってリカ識ﾄｫの比較生産
費説のなかにはブドウ酒のイギリス生産費120人とポルトガル生産費80人とを

等価とする仮定が暗に含まれているとみなければならない。すなわち比較生産

費説とは二国間である財の生産費を比較するに際してそれとは別の財をとり上

げその財の両国生産費を本来異質であり等価でないにも拘らず等価であるとみ

なし，目的とする財の生産費を比較しようとするメカニズムをもったものであ
（43

ると云い得る。このように暗に含まれる仮定はブドウ酒のイギリス生産費120

人＝ポルトガル生産費80人というものだけではない。すなわち両国でラシャで

なくブドウ酒l単位の生産費を比較しようとする場合には，ブドウ酒とは別の

財であるラシャを仲介として，ブドウ酒1単位の生産費がイギリスでイギリス

(48）栗村雄吉「経済学」昭41年 216頁に何らかの共通単位で測ることによって比

較するのが比較生産費説であると指摘されている。
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のﾗｼｬ生産費の器に相当しﾎﾙﾄｶﾙでﾎﾙﾄｶﾙのﾗｼｬ生産費の::,二
相当することからして,ﾎﾙﾄｶﾙでより安価に生産しうる(鶚>::)とさ
れる。したがってこの場合はイギリス生産費100人＝ポルトガル生産費90人とい

う仮定が暗になされているのである。かくしてリカァドォの比較生産費説は，

イギリスの生産費1人＝ポルトガルの生産費0．7人あるいは0．9人という二種の

仮定をもっていると言い得る。この異った二種の仮定は，財の生産費を比較す

るに際し導入する別の財がブドウ酒であるのかラシャであるのかによって生じ
（49）

たものである。換言すれば二国間で異質の生産費を比較可能にするときに仲介

した財の違いから生じた差異なのである。リカァドォの比較生産費説は二財の

みを仮定する。したがってこの仲介財の差異は出てくる結論の差に反映せずど

ちらの場合もラシャはイギリスで生産しブドウ酒はポルトガルで生産するのが

安価であると言う矛盾のない結論に達するのである。しかしながらもしひとた

び三財以上を仮定するならばこのように都合よくは行かない。例えば小麦を第

3の財として考え，その生産費をイギリス130人ポルトガル70人とする。この

場合,ﾗｼｬを仲介にすれば粥>::となり,'麦を仲介にすれば鶚<淵とな
ることからして，ブドウ酒はポルトガルで安価であるとともに高価であるとい

う矛盾した結論に達するのである。

ある財が仲介する財如何によって高価であったり安価であったりするのは多
（50

数財のケースを考えたならば一層複雑になる。いまヴアイナーのグラフを借用し

次図のように多数財の生産費を直線上に対数目盛で記入するものとする。例え

ば五種の財A～Eにつき第1国は原点をoにとりa～eとなし，第2国は原点｡′

にとりa'～e'とする。リカァドォと同様に生産費の一定を仮定すれば各財の目

(49 新庄博「貨幣論」1954年 71頁に生産物に具体化されずに労働のみを抽象的に

二国で比較することはできないとのべられている。

(50，~iner, J. , "The Doctrine of Comparative Costs:' We"wirisc伽〃‐

〃cﾉies AF･cﾉ"", Vol. 36, 1932,Ⅱ．S"(IZes 伽オノiGTﾉieory o/ Imer"α〃071αj

乃唾, 1955, chap. 459.
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ケース1ケース2ケース3 盛の位置関係は同一国でみる限り不変である。さて

卜:;←こ；。‐先…にB射を仲介財としよう｡．の場合『崖図e －

d- . d-,､, d-_d′ のケース1)二国でB財の生産費は等価とされ，ゆ
：ﾆﾆ:＃：二二;′；二，
X-:, X-_a, X-=:， えにb点とb'点は一致させられる。このとき両国の

二：
| _｡′ 原点の距離oo'は両国の生産費の換算比率(oo' =

'・質器,ただしw,は篇1国の労働数である｜を表わすこととなる｡そしてニ
の換算比率はB財の二国の生産費比率でもある。原点oからとられた第2国の

各財の距離Ca'～Ce'はこの換算比率によって第1国に換算された各財の第2国

生産費を示している。例えばoc'をみるとoc'== ot'一oo'=o'c ' + ob- 0'b'=log

(｡'c' 器)である｡したがって各国はこの原点｡からの距離の短い財を安価
に生産し得ることとなりそれをその国の輸出財とするのである。すなわちケー

スlでは第1国はDおよびEの財を，第2国はAおよびCの財を安価に生産し

輸出する。次に両国の換算のための仲介財としてC財あるいはE財を採用した

場合を考察してみよう。これらは上図のケース2およびケース3である。ケー

ス2ではcとc'が，ケース3ではeとe'が，第2国の目盛をスライドして一致さ

せられている。これらの場合両国の原点距離oo'はそれぞれのケースの生産費

換算比率である。そしてこの換算比率が異なればそれぞれの国の輸出財は違っ

てくる。ケース2では第1国はB, D,Eの財を第2国はA財を輸出する。ま

たケース3ではE財を除くすべての財が第2国から輸出される。

CO'の距離すなわち換算比率がどの様になるかは上例にみる如くどの財が換

算の仲介機能を果すかで決まってくる。このように国際間で異質の生産費を換

算し比較可能にする機能は通常価値尺度機能といわれ貨幣の基本的な機能の一

つである。ゆえに換算比率oo'がどうなるかはこの貨幣の機能をどの財が果す

かによって決まると言い換えることができる。二財のみのリカァドォの設例で

は，両国でラシャの生産費を比較しようとするときはブドウ酒が，ブドウ酒の

生産費を比較しようとするときはラシィ,がこの機能を果しているのである。し
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たがってリカァドォの比較生産費説の特色は，価値尺度機能を果す財が特定せ

ず二種の換算比率を許したまま放置している点にあると言いうるのである。こ

のように価値尺度機能を果す財を特定せず放置した結果 比較生産費説はこの
61）

二種の換算比率の間のどの比率でも同じ結論に導くことからして財の交易条件
62

の変動し得る枠を決めるのみで交易条件そのものを決定するものではないと説

明されることになった。そして比較不可能な二国の異質生産費を別の財の仲介

によって間接的に比較可能にしたという上記の考察過程は消去され，仲介の財

なしに異質生産費の交換比率（上記のCO'の距離）を対外超過需要の強さすな

わち相互需要の法則によって決めうると考えることとなった。かくして比較生

産費説は価値尺度機能をもつ貨幣とは無縁となり，貨幣を含まないリアルの理

論としてのみ存在価値を認められることになった。

現実の経済は貨幣交換経済である。したがってもともとリカァドォの比較生
63

産費説は貨幣交換経済の説明原理である。リカァドォはこの点次のように言う。

貿易上の取引はどれもそれぞれ独立の取引である。ラシャがポルトガルに輸入

されるのはそれがポルトガルで輸出国で購入した費用よりも多量の金に対して

売れ通常の利益がなければあり得ないことであり，またブドウ酒がイギリスに

輸入されるのもそれがイギリスでポルトガルで費されるよりも多量の金に対し

て売れ利益がなければあり得ないことである。したがって上記比較生産費説の

説明は金の生産費を通じて貨幣価格に換算されその上で再度説明されることと

なる。下表のようにラシャはイギリスでf45と安価であり，逆にブドウ酒はポ

ルトガルで妃45と安価である。ラシャはイギリスからブドウ酒はポルトガルか

らそれぞれ輸出され上述の比較生産費説と同じ結論となってくる。もしこの場

合イギリスのブドウ酒生産に改良がありイギリスのブドウ酒がf45に下落した

新庄博「リカアドオにおける『価値尺度｣」経済学研究1(創元社）昭和23年。

例えばHaberler, G. T/teoγ〃of加潅γ""07zQJ Tγαde, 1936, p. 145.

拙稿『Ricardo, D・における金の移動」龍谷大学経済学論集 1 962年。

１
１

１

１
２

３

６
６

６
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としてもこの結論に変りはないであろう。初めイギリスはE45でラシャを輸出

しその対価として金を受取る。このイギリスの片貿易で流入する金はイギリス

ラシャl単位ブドウ酒l単位 で蓄積されイギリスのすべての財の価

イギリス 100人(f45) 120A(f50) 格を引上げポルトガルのすべての財の

ポルトカル 90A(f50) 80人(f 45) 価格を引下げる。かくしてラシャの価

格は両国で均等化し，イギリスのラシャの輸出は止む。しかしブドウ酒はポル

トガルからイギリスへ輸出可能となる。そして比較生産費説の命ずる貿易は貨

幣交換経済においても両国の金の配分関係を変えることによって実現すること

となるのである。ただ先進諸国にみられるように生産技術上の改良はそれを行

った国の一般物価水準を引上げ他の諸国の一般物価水準を引下げそれを存続せ

しめることとなる。しかもこの場合貨幣価値の変化がありながら為替相場は平

価に維持される。リカァドォによればこれは生産技術の改良をした国がより多

くの金の配分をうけるという自然の理の結果であり，この理に反し金の配分の

流れを阻止し比較生産費説の命ずる貿易をみださない限り当然のことである。

したがって為替相場を論じ貨幣の比較的価値を論ずるときに決して各国の財で

測った貨幣価値を証拠にしてはならないということになる。

以上リカァドォの概要である。リカァドォの問題とした価値は相対価値(re-
㈱

lative value)で示される交換価値である。したがって財の相対価値が変動し

た場合，どの財の真実価値が下落しどの財の真実価値が騰貴したのかを確かめ

るためにはそれ自身他の財が蒙むるような変動を全く免れているような不変の

価値尺度となる財が必要となってくる。ところがリカァドォ自身のべるように他

の財と同じく貨幣・金もこのような変動を免れうるものではないのであり，不

変の価値尺度となる財はどこにも存在しないのである。したがって貨幣の価値

すなわち貨幣の他の財との相対価値が変動した場合に，貨幣の側にその原因が

ありその真実価値が変化したために起ったものかあるいは貨幣以外の財の側に

64）新庄博 上掲論文。
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その原因がありそれらの真実価値が変化したために起ったものか出来る限り区

別して行かねばならないこととなる。周知の如くリカァドォの各財の相対価値

は，貨幣の相対価値を含めてそれぞれの生産に投ぜられた労働量により支配さ

れ，固定・流動資本の割合または資本の耐久性等によって修正されるものであ

る。ところがその財および金が外国から輸入される場合は「1国内において諸

貨物の相対価値を支配する同じ規則は2国もしくはそれ以上の国々の間に交換
（53

せらるる諸貨物の相対価値を支配するものではない」「一切外国品の価値はこ
（50

れと交換せらるるわが国の土地及び労働の生産物の数量によって測定される」

ということになる。すなわちリカァドォでは輸入さるれ財および金の価値はそ

れを獲得するために提供した輸出品の価値によって測られるのである。この辺

の事情を，ブドウ酒を無視し問題をラシャと金に限定して上記比較生産費説の

設例を想起しながら考察してみよう。われわれはリカァドォの比較生産費説の

特色をどの財が価値尺度機能を果すか特定せず放置したことに見出した。した

がってこの設例においても金が常に両国の価値尺度として機能する財であると

特定する必要はない。比較生産費説の命ずる取引をラシャと金の二財で試みる

と次のようになる。先ずラシャl単位の生産費は金を価値尺度にとれば（イギ

（ｲ） ロ

ラシャl単位 金l単位 ラシャl単位 金l単位

イギリス 100人(f45) 100人(f45) イギリス 100人(f45) 100人(f45)

ポルトガル 90人(f50) 81人(f45) ポルトガル 90人(f45) 81人(f40. 5)

ヤリ

ラシャl単位

100人(f47)

90人(f47)

金l単位

95.74人(f45)

86.17人(245)

イギリス

ポルトガル

器く器でありイギリスにおいて安価であリスの100人＝ポルトガルの81人）

(55) Ricardo, j6id. , p. 81 小泉訳131頁。

(56)I仇d., p.77 小泉訳 125頁。
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る。次に金1単位の生産費はラシャを価値尺度にとれば（イギリスの100人＝

ﾎﾙﾄｶﾙの90人)淵>器でありﾎﾙﾄｶﾙにおいて安価である｡したが。
てラシャはイギリスから，金はポルトガルから輸出され互いに交換されること

となる。さて周知の如く貨幣の機能として価値尺度機能とは別に価格基準とし

ての機能がある。そこで先ず金を価格基準にとりその1単位を足45と設定して

両国のラシャの生産費を貨幣価格で表示すれば上表(ｲ)のようにイギリスではf

45，ポルトガルではf50が得られる。したがってラシャはイギリスで安く輸出

品となる。しかしながらもしラシャを価格基準にとりその1単位をf45と設定

して両国の各財の生産費を貨幣価格で表示するとすればどうなるであろうか。

上表(ﾛ)にみる如くラシヤは価格基準であるため両国で品45となり，他方金はイ

ギリスではE45，ポルトガルでは塁40.5となり異ってこなければならなくなる。

ところでリカァドォは不変の価値尺度を求めその存在を否定したが，金が常に

価格基準として機能することは認めていた。したがって上表(ﾛ)のようなケース

はリカァドォでは起り得ないものであると言えよう。すなわちリカァドォでは

ラシャを価値尺度にとり両国で金の生産費が比較される上表(ﾛ)の場合において

も，価格基準としては金が用いられていなければならないのである。そこで価

値尺度の特定化していないリカァドォの比較生産費説が貨幣交換経済において

成立するためには，価値尺度としてラシャをとる場合にも価格基準としては相

変らず金が用いられることが矛盾なく起らなければならない。ラシャは価値尺

度であり両国で等価とされる。他方金は価格基準であり両国で同じ貨幣価格で

ある。このようなことは上表ﾔﾘの場合にのみ起り得る。すなわち妃45と同じ価

格である金l単位の生産費がイギリスで95.74人，ポルトガルで86. 17人と変化

し，そのため価値尺度に使用されているラシャの生産費がともに同じ価格妃47

で表示される場合である。比較生産費説の命ずるところにしたがってラシャが

金と交換され，イギリスの金l単位の生産費100人が95. 74人に，ポルトガルの

金l単位の生産費81人が86. 17人に評価がえせられ，そのためにラシヤの価格
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はイギリスで足45から品47に引上げられ，ポルトガルでE50からf47に引下げ

られる。この場合価格基準としての金の生産費が評価がえしたのであるから金

の流入するイギリスの一般物価は騰貴し金の流出するポルトガルの一般物価は

下落するのは当然のことであり，両国で金の再配分が行われ価格基準として金

が維持され続けるのであるから両国為替の平価に変更の生じないのも自明のこ

とである。またイギリスの獲得する金1単位の生産費の上記評価がえはイギリ

スの輸出品ラシヤの生産費の貨幣価格f47にしたがってなされている。ゆえに

リカァドォの言う様に輸入される金の価値はそれを獲得するに要したラシャの

生産費によって測られることとなっているのである。

以上の様なリカァドォの比較生産費説の混乱は価値尺度と価格基準とを全く

別の財に認めうるものとした点から生じたものである。さらにその原因をさぐ

れば比較生産費説が価値尺度機能を果す財を特定せず放置したことに求めるこ

とができる。周知の如く価値尺度，価格基準の両機能はともに貨幣・金の機能

として統一されるものである。リカァドォの比較生産費説の考察から明かなよ

うに価値尺度機能をなす財は二国が交易するに際し異質生産費を比較する上で

不可欠のものである。したがって貨幣・金の存在は国際取引が成り立つための

必要条件であるといえる。以上の貨幣・金の機能から一般的交換手段および価

値保蔵手段としての貨幣の諸機能が生じてくる。そして国際通貨はこの貨幣・

金の諸機能を代替する限度において保有されることとなるのである。

(B) 国際通貨の需要の計測

以下国際通貨の需要に関する各種計測につき検討を行う。先ず取引的動機に

よる国際通貨の需要を中心に取扱ったケネンの計測を考察し，その後取引的動

機および投機的動機に関係すると思われるヘラーの対外準備の需要の計測を検

討することとする。そして第三にクールシェンおよびユーセフの対外準備需要
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の計測を検討し，国際通貨の保有を輸入額あるいは国内通貨供給額の函数とし

て取扱うときの意味を考察してみようと思う。最後に各国の国際通貨保有額と

輸入額の比率に関する約15カ年間の趨勢およびその平均保有額比率を算出し，

国際通貨の保有に関する判断に資そうと思う。これらすべての検討に必要なデ

ータはIMFのInternational Financial Statisticsからとられている。そし

て時系列の使用される期間は1959年前後から1972年頃までに延長されている。

ここで検討される計測のおのおのの理論的な考察はすでに本稿前半の「(A)国際

通貨の需要の理論的考察」のところでなされている。したがってわれわれの以

下の考察は，主に計測に関して見出された問題点を指摘し，導出される推計値

の限界を見出すことを中心に進められることとなる。

なお「この研究における情報処理の1部は神戸大学経済経営研究所HITAC

用BEICAシステムによってなされたものである｣。

(1) ケネンの国際通貨準備の検討

6，

ケネンの分析は次の如くである。ケネンは国際収支の攪乱の尺度として対外

準備の変化の平均値および分散等を使用するのが最も良いと考える。対外準備

の時系列データは1958年～1962年の5カ年間の月次データを使用する。対外準

備の月次時系列はそれ以前の対外準備保有額に依存する傾向がみられる。すな

わち1階の単純なマルコフ過程

ARt = β△R,_! + Ef （1）

を用いる。ただしどこはⅣ(省，碇）の分布をするものとする｡最小自乗法による

and E. Yudin, ､.The Demand for lnternational Reserves:' R. E

47, Aug. 1965.藤田正寛「最適準備測定への一考察」国民経済雑

第5号 昭和48年5月。
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E, !o, 0:の推定値をe, p,蝿とすれば, (1)は

AR2 = e+pARt_,+"t (la)

となる。このばあいutの分布はⅣ(0, of')である。

本稿前半の「(A)国際通貨の需要の理論的考察」において，われわれは取引的

動機による国際通貨の保有に関係する安全性兀を，日々独立に生起する収支差

額の大きさと受取と支払の時差に依存するものとした。そして両者は、日々独

立に生起する収支差額の分散その計測値ぴ＆を一定とすれば,その週の取引額総

額、によって動くものとされた。そして前日の収支差額に影響される割合γを

一定とすれば，汀を社会的効用函数に入れて極大化した結果は, L=L (PQ,Pb,

｡"γ,砦)となる凰際通貨の需要函数を得たのである。
ここに云うわれわれのび＆はケネンのび:の計測値ぴ＆に相当し，われわれの

γはケネンのβの計測値pに相当する。ケネンのび:および蝿がわれわれのびi

に相当することは本稿前半に述べた通りである（ただしわれわれは真の値o：

とその推定値ぴ＆とを厳密に区別して使用しなかった)。他方ケネンのβおよび

その推定値 p については多少異っている。すでにのべたようにケネンのβは

前期の△Rt_1が今期へもたらす未払の繰越し部分であり，前期の準備の変動力前

期以降に与える支払い義務の附加部分に関係したものである。したがってβの

値は理論的に0≦β≦Iでなければならない。βの値がlより小である以上，

収支差額はβの率で今期に作用し，さらにβ”がゼロになる〃期まで継続して

作用することとなる。このことは収支差額が〃期に亘って調整されて行くこと

を意味している。ゆえにケネンのβはクラークの収支調整速度と同じものとみ

うる。

さてわれわれの分析では通貨の需要Lは,PQ,Pbなどの価格および砦を除
けば，ぴ＆とγだけの函数である。ゆえにそこにはケネンの否に相当する日々独

立に生起する収支差額の平均値の推定値邑が説明変数として現われてこないの

である。それはケネンの分析でも最終的には同様である。この平均値は，われ
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われでは取引総額号の函数として規定され内生的に決定されるものとして取扱
われている｡すなわち冒は,取引総額響を調整する経済主体の意志によって，
常に動かされる性質をもつものとみられているのである。この点一応盲を一定

として説明変数に使用するケネンも，同様に言が変動する性質をもっているこ

とを認めている。すなわちケネンは，盲が対外準備保有額を調整しようとする

各国の各種政策の影響を最も受け易いと指摘した。そしてこのように変動しや

すいEを国際通貨保有の計測に使用するのは余り望ましくないと結論するので

ある。それは，過去の攪乱が将来も続き，したがって攪乱の分布をきめる係数

E, 0:およびβなどが各国の政策に関係なく一定に保たれることがないと,将来

の予測にも使用しえないからである。

ケネンは(la)によってE, ",ぴ唇の計測を行いe, p,α似を導出する。そ

のためその計測の前提となる誤差項似‘の正規性,統計的独立性，分散の均一性

をそれぞれ検定する。先ず似tの正規性の検定としてrテストが行なわれる。

その結果は下に再掲したTa6/e Iの最後の欄にみることができる。yeSとあ

るのは有意水準0 .05で（自由度不明）正規である国を示しており7noとあるの

はそのテストに合格しなかった国を示している。しかしnoであってもイギリ

スのように有意水準を0 .01にすればX2－テストに合格する国もある。したが

ってこれらのことからほぼ大部分の国の〃tが正規分布をしているということ

になる。次にケネンは(la)のような単純なマルコフ過程が妥当し，誤差項拠‘

がもはや自己相関をしていないことを検討する。すなわち"2の統計的独立性

の検定である。通常この検定にはダービン・ワトソン比が使用される。しかし

ながら(la)のように，説明変数として前期の被説明変数を使用するようなば

あいは，ダービン・ワトソン比によって〃tの自己相関を検定する方法は，た
㈱

とえその値が2であったとしても，疑問があるとされている。そこでケネンは，

(58) Durbin, J・and G.

Squares Regression:'

51.

S. Watson, "Testing for Serial Correlation in Least-

I and I, Bjometrjﾊα, Vol. 37 and Vo1. 38, 1950-
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Tabﾉel

A"07･egressif)G E9""ons: Mo"MIy Changes " Reserf)es, 1%8～I9m
Parame ters S tandard Error

(and Standard Errors ) of Estimate

(o") "@g

(millions of (millions of Normally
dollars) p dollars) DistributedbCountry

0.4664

(0 ･1198)a
0 .4216

(0 ･1165)a
0.4914

(0 ･1149)a
-0.2176

(0 .1306)
-0.3785

(0 .1280)a
0.2022

(0 .1284)
0 .4661

(0 ･1139)a
0 .6457

(0 .1001)a
-0.0853

(0 .1294)
0 .4331

(0 ･1177)a
－0．1 796

(0.1303)
0.3307

（0.1237 )a
-0.0631

(0 .1494)
0 .3302

(0 .1244)a

18.9958

32.4678

66.3340

16 .4670

8.3367

256.4864

61.5243

33.2173

49 .3806

15 .2923

10.2767

16 .4466

66.6481

127.4753

Austria 5．40

(2. 66)a

Belgium 7．65

（4.47）
Canada 2．99

（8.64）
Denmark 2. 70

（2.14）
Finland 1．32

（1.12）
Germanv 10．12

（33.14）

Italy 22．32

（9.05）

Japan 9．16

（5.02）
Ne therlands 20．17

（6.87)a
New Zealand O. 22

(1. 97)

Norway 1.91 -

（1.34）
S weden 3．36

（2.21）
Switzerland 17. 08

（8.78）

United Kingdom 14. 69
（16.77）

VeS
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Ｓ
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Ｓ
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a Significantly different from zero at the .05 1evel.

b Distributions listed as ..yes'' are those that satisfied the X2 test forb Distributionslisted as yes arethosethat satisfiedthe X2testfor

normality at the .05 1evel of significance.

c Would satisfy the X2 test for normality at the .01 1evel of significance
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このダービン．ワトソン比を計算する一方で, ARtが前期のみならず前々期の

4 Rt_2にも依存するものと仮定し，

』R&== Z+ p,AR8_1 + p2ARz_2+ "@ (lb)

の係数p2の値を考察する。すなわちp2の値がほとんどゼロに近いかあるいは

その係数の標準誤差が悪いならば, ARt_2の項を省き(la)で考えるべきであ

るとなし得るからである。しかしこのような間接的証明もそれほど完全なもの

とは言えない。なぜなら説明変数△Rr_1と△Rt_2の間に相関があるからであ

る。かくしてケネンは，ダービン．ワトソン比と(lb)のp2の値の両者を掛

酌しながら，大部分の国でダービン・ワトソン比が良く他方p2の標準誤差が

悪いことからみて; (la)の似‘が統計的に独立であるとなし得ると結論する。

以上でutの正規性と独立性が分った。最後にケネンはその正規分布の分散の

均一性について調べる。ケネンは1 958～1962年のデータをその中央(1960年6

月）で二等分し，それぞれにつき(1a)を用いて分散を求め，バートレットの
（59）

r－テストを行った。バートレットのX2－テストとは次の如くである。いま

〃ヶのデータをルヶのグループ°に分割し，その各々につき分散を求め，それを

，:｜,=,,…，蝿)とすれば,，．=鵠"‘‘1となる｡ただし"‘を各ｸﾙｰﾌの
庇

データ数, yz=="[-1をその自由度, "=Z(''@-1)="－ハとする。

§て-2''g ' " ="',:,.-2 ,,'':､:基びc-｣+病|弟-号｝
とおけば，

2 10g1*
Xg=- _ (1c)

C

を得る。ここに求められる(lc )のrの値が,X2分布表で自由度ルー1の値

以下であれば，分散の均一性が保たれているとみるのである。このバートレッ

(59) Kendall,

Vb1．2,

ciency and

Se"Es A,

M G. and A. Stuart, 7WG Ad""ced

1973, pp. 245-46. Bartlett, M. S.

Statistical Tests:' Proceedmgs q/ t/ie

Vo1. 160, 1937.

Theory Q/ Sjα〃s"cs,

, "Properties of Suffi-

Ro"αI SocieizI Q/ Lo7zd0n,
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（60）

卜のX2－テストの結果はケネンの Tα〃e2に掲げられている。それによれ
（61）

ば6カ国が余り良い値を出していない。しかしこのように悪い結果のでること

はある意味で当然であるとされる。すなわちそれは，最近対外準備が時の経過

につれて増大しているとの調査と歩を同じくするからである。そこで";をO3

の点推定値として取扱い

嘘＝鴫十八T (2)

によって回帰係数入の値を求めそれを検討することとする。入＞0ならばぴ＆

が時の経過につれて増大することを示すはずである。Tα〃e2にあるように14

ヵ国中9ヵ国が入＞0である。

以上の諸検定からして〃：の独立性，正規性，分散の均一性は，厳格な5％有

意水準でみるならベルギー，ニュージーランドの2カ国のみであるが，有意水

準を1%におろして考えるならば大部分の国において存在すると言うことがで
（62

きる。そこでケネンは( la)で得られる百,p,ぴ秘を用いてクロス・セクショ

ン分析を行い，対外準備の需要函数を見出すことを試みる。

R厳＝βo－β1Ej+62pj+63de' (3)

ただしRjEは第j年第j国の対外準備額とする。この(3)を用いて最小自乗法に

より回帰係数を求める。上掲Tqble lでpの値が負であるかあるいは有意で

ないときには，そのpにゼロを入れ，それに応じたeの値に単純な△Rfの平均

(60)この場合，自由度はlであり,5%有意水準でXgの値は3.84146, 1 %有意水

準で6.63490である。したがってケネンのTα〃e2のBartlett test ( X2 )の欄
に示された数値のα’6の添字は逆になっていると思われる。

(61）バートレットのX息検定は1%有意水準で考えるならオーストリア，カナダの2
カ国以外合格することになる。

㈹ ケネンによればで,p,ぴ腿の値は期間のとり方如何で変ってくる。しかしクロス

・セクションで各国相互を比較する限り，それらの値を使用することができる。

またケネンの誤差Etが正規性をもつことは理論上からも支持される。 すなわち

ARtが数ケの確率変数からなるものとみうるならば，中心極限定理によって正規
となるものと考えうるからであると。
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Tq61e 2

Tests /or SZ(M6〃〃〃Q/ the Sm"dαγdEγγ07･s ( ot)

Linear Trend Coefficients

and S tandard Errors

Bartlett Test

(X2) 入Country 0入

7. 908b

0.017

30. 603b

0．290

2．228

0．835

4. 275a

6.231a

1．405

0. 008

2．116

5.070a

5. 544a

0. 971

14.3987a

1.5601

305 .0469a

1.9199

-0.9648

-370.1011

87.3123

27 .6118a

-82.6399

-1.1795

1.4701

-2.2450

172.4060a

161.9592

4.4660

13.0310

86.5924

3.0062

0.7330

1141 .2093

53 .7158

13 .1164

58.6199

1.9708

1．1071

4.7838

69.6477

186.5336

Austria

Belgium
C anada

Denmark

Fi nland

Germany

Italy

Japan
Netherlands

New Zealand

Norway

S weden

Switzerland

United Kingdom

different from zero at the．05 and・Ol 1evels.

different from zero at the .05 1evel, but not at

Significantly

Significantly
the .01 1evel

ａ
ｂ

値を，またぴt‘の値に△Rcの単純な標準偏差を入れ使用するものとする。ケネ

ンの得た結果は

R57 =68. 11+5 .77e +77. 17p+19. 34o"
(177. 81) (15 .96) (378. 12) (2. 16) *

R62 = -159 .80+95. 89e+1136. 62p+16. 69o"
(206. 91) (18 .57F (440. 00) * (2.51)"

め
り

３
３

５
６

９
９

０
０

２
２

－
Ｒ
－
Ｒ

である。(3)のあてはまりは決定係数R2にみられるように非常に良い。しかし

どの係数β】の符号は負でなければならない。それは対外準備変動の期待値 自

体が正であるとき(E> 0 ),その期待値の大きな国はより小額の準備保有で取

引を充分まかない得ることになるであろうからである。しかるに(3a) (3b)

のeの係数は正である。ゆえに係数は予め得た情報と矛盾することになる。か
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<してケネンは，前述した如く対外準備の需要をどの函数として把えることが

疑問であるとした点が，ここに現われてきたとみるのである。そこで彼は(3)か

らEを除外して再度回帰係数を求める。その結果は

R57 =89.80+70.23p+19. 95ぴ池 R2 =0.95 (3a' )
(160. 61) (362 .40) (1 .26) *

R62 =200 .96+1021.19p+26.98 0" R2=0.88 (3b｣)
（355.51) (802.14) (2.78)*

である。R2は相変らず良い値を示している。しかしぴ"の係数を除いて他の係
㈱

数の標準誤差は好ましくなく，有意を示していない。そこでケネンは最後に別

の説明変数を追加することを試みる。それは一人当り国民所得ytおよび流動負

債Ljである。前者は対外準備Rtが一人当り国民所得に比例し,一人当り国民所

得が資本の社会的限界生産に逆比例することを仮定し,yrによって対外準備保

有の機会費用を表わすものと考えるのである。後者は説明するまでもなく一国

の負債の増加がその国の対外準備の必要性を増大させるとみるのである。

R "==60+62"j+63ぴどi+B4!/i+65Li# (4)

により最小自乗法によって各回帰係数を求める。その結果は

R57= -371 .78+305 .95p+20.630"+0.39Z/j-0.02L57 R2=0.96 (4a)
（275.32) (336.44) (1.19)* (0.21)(0.01)

R62=715 .40+977.98p+28. 06ぴ趣-0 .511/z-0.03L62 R2=0.88 (4b)
( 681.78) (836.39) (2.96)* (0.52) (0.02)

である。( 4a)のL57の係数および(4b)のり‘とL62の係数はともにその符

号が好ましくない。しかもそれらの標準誤差も良くない。そこでLjに代えて

国内通貨供給額Mjtを使用して同じことを試みる。その結果は

R57= -320．31 +351．11p+20. 92o"+0 .351/j-0.02M5 7
(290.16) (383.28) (1.55)* (0.22) (0. 02)

R62=757 .13+576.12p+25. 440"+0 .47I/z+0･ 02M62
(720. 22) (980 .99) (4 .25)* (0 r57) (0. 04)

リ
リ

ａ
ｂ

４
４１

６
７

９
８

■
●

０
０

２
２

｜
Ｒ
ｌ
Ｒ

である。U‘およびMzの係数の標準誤差は相変らず悪い。また(4a' )ではM57

63）叢印はその係数が有意であり,Riの説明変数として意味のあることを示してい

る。
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EZcess (+) ",zd S加γ鮠〃( - ) Q/ Gross Reseri)es Comp"ied/γom @4Best'' Equajjows

(m〃〃o泥sq／do〃αγs)

19621957

Excess (+ ) or

Shortfall (- )

、
。

Ｓ
ｅ

ｅ

‐
Ｉ

Ｖ
ｕ

ｒ
Ｄ
４

ｅ

ｍ
露

ｍ
Ｒ Actua l

Reserve s

Computed
Reserve s

Excess (+)or

Shortfall (- )

Actua l

Reserves

ｌ
ｅ

Countrv
‐

吟

７
１

９
９
７
０
３
７
２
６
３

８
７
９

６
１

３
９
３
１

０
０
８
７
５

３
３
２

９
■
●
■
●
申
ｂ
ｅ
■
■
●
●
由
●

１
７
３
３
９
０

７
０
１

５
２

０
８

４

３
訂
鞘
”
９
８
１
５
８
６
２
６
６
７

２
２

１
４
２

1,081.00

1 ,753 .00

2,547.00

261．00

317．00

6,964.00

3,644.00

2,022.00

1,946.00

171 .00

304．00

801．00

2,872.00

3 ,311．00

1 ,041 .72

1 ,406 .53

2,270.03

982．56

765．13

7,286.80

2,145.22

1 ,410 .68

1 ,824 .01

945．71

817．54

975．55

2,266.14

3,856.40

８
７

７
６
３
０
８
２
９

１
４

５
６
０

２
４

９
５
１
８

７
３
９
７
５

５
８
４

，
●
、
ｂ
ｅ
■
●
■
●
●
●
●
●
■

９
６

６
１
８
２
８
１
１
４
３
４
５
５

３
４

７
２

４
２
９
１
２
７
１

７
０
４

３
２

７
４
３
４
６
１
７

５
１
６
５

｜
｜
ｌ

Ｌ
’
’
一

5. 3991

7．8446

2．9886

1. 4833

1. 3186

29.4500

22.3195

9. 1578

15.6167

.2228

1．7833

3.3577

16.2333

14. 6865

Austria

Belgium
Canada

Denmark

Finland

Germany

Italy

Japan

Ne therlands

New Zealand

Norway

S weden

Switzerland

United Kingdom

523．00

1 ,148 .00

1 ,926.00

172 .00

180．00

5 ,197.00

1 ,354.00

524．00

1 ,009 .00

152 .00

197．00

501 .00

1,898.00

2,374.00

491．33

770．89

1,432.61

445．99

279．37

5,277.10

1 ,336.97

774．07

1 ,090.82

417 .76

319 .53

440．62

1 ,429.63

2,648.29

智

望

淵
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の係数の符号まで逆である。

以上各種の回帰式を用いて各説明変数の標準誤差とその符号を検討してきたっ

その結果はぴ“のみが常に有意であり， 計測に使用し得るということである。

したがって最終的にケネンは対外準備をα迦だけによって説明することとなる。

すなわち

R57=113.74+19.88 ou R2=0.96 (5a)
（98.47）（1.15)米

R62=548 .99+25.95 o" R2=0.87 (5b)
（233.07）（2.73)※

である。彼はこれを用いてTq6Je 3を作製し, 1957年と1 962年の対外準備保

有の理論値を算出する。そしてTq6/e 3の第3欄と第6欄の相関係数（γ＝
（64

0 .49)を求め，その相関の余り強くないことを指摘する。

2

以上われわれはケネンの国際準備の需要に関する分析を考察してきた。そこ

で以下期間を1957 Dec.～1972 Dec.に延長して，ケネンと同じ方法で取引的

動機による国際通貨の需要を計測するとともに，ケネンの分析をこの側面から

再考することにしよう。使用されるデータはすべてIMF, ITlieγ〃α〃07D(EI FM-

伽α伽cmI Sjα〃s "csからとられている。国際通貨保有額RtのデータはGold,

SDR, Reserve Position in the Fund, Foreign Exchangeの各項の合計，

すなわちInternational Reservesの項に記載されているものを使用した。ケ

ネンは，各国の対外流動準備保有額を算出するに当って，得られた各種項目の

数値をその内容にまで立入って調整したこと（例えば潜在的な双務信用などを

加味し配慮を行ったこと）を述べている。しかしながらわれわれの以下の分析

ではこのような調整は行なわれていない。それは近時上記のInternational Re-

servesが対外流動準備保有額を現わすに最適であるとする各国共通の認識が

仰

(64) 7=E ("#一万) ("$－す)/(〃－1) s"s@,である。なお正確なγの値は，
j＝1

7 =0 .494866である。
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成立してきたように思われるからである。また他方ケネンは，得られたデータ

を処理するにあたって，ダミー変数を使用して政治上通貨制度上の変革を配慮

する分析を行ったことを述べている。しかしこの点についてもわれわれは，そ

の配慮を行なうだけの情報が入手しえなかったこともあり，何の処理も行って

いない。その代りに国際流動準備の変動額△Rtのうち異常なものを機械的に

取り除く方法を使用した。その方法はアンスコムによって提唱された次のよう
65）

なものである。すなわち”をデータ数，ルを回帰方程式の説明変数の数，ぴ秘を

標準偏差とすれば，最小自乗残差似刷が

，"",≧Couただしc-3" |Ⅲ_觜| '6'
となるばあい，その第M番目の△RMを標本から取り除き△R,,…，△R卿_,，

ARM+ ,,…, ARMの標本で再び最小自乗残差拠伽と標準偏差ぴ泌を計算すると
（6O

いう方法で繰返し，｜似〃｜≦co"となるまでこの手続きを行うものである。

国際準備保有額の以下の分析は, 1957 Dec.から1972 Dec.までの181の月

別データを使用した全期間分析と，同じ期間について61の四半期別データを使

用した四半期別分析と，さらに同期間を三等分しそれぞれ61の月別データに分

け(1957 Dec.～1962 Dec., 1962 Dec.～1967 Dec., 1967 Dec.～1972 Dec.）

使用した短期間分析の合計五種類の分析からなっている。

さて第1表(1)～(5)は，上記各期間各種データについて回帰方程式(la)の最

小自乗法による回帰係数で,pとそのtの値および決定係数ならびにo勉を記し

たものである。そしてそれに附随してその最小自乗残差utの正規性に関する

検定(X2－テスト）とダービン・ワトソン比(Dw)の結果が掲げられている。

(65）佐和隆光「計量経済学の基礎」東洋経済新報 昭和45年 95-97頁。

AnsCombe, F. J., "The Rejection of Outliners:' TeCﾉz7zo77zei"cs, Vol. 2 ,
1960, pp. 123 -47.

(66）以下に掲げる各表は(6)式を使用した場合のものである。しかし実際には異常値

を除去しない場合についても計測した。この場合についてはその都度必要な程度
で脚注に記すこととする。



第1表（1）

1957Dec.～1972Dec. (月別データ）

X2
(し＝9）

e

(t－値）
X2

("＝19）
p

（オー値）
R2 D冊 ぴ狸

0.07030 2，11502 32.96990 9.70175

0.35655 1.86783 41.95734 14.39884

0.47448 2．16185 70.74265 50.23699

0．00875 2.00308 31,24738 25.80000

0.06285 2.07274 16. 07173 35. 85714

0.61190 2.18296 88. 10248 34. 43195

0. 09281 1. 80896 183. 07280 18. 98701

0.42931 1.84021 102.33703 25.26590

0.82836 1.69286 51.13308 22.97436

0.01214 1.93973 49.39032 43.15205

0.37955 2.02419 16.87762 11.36158

0.07256 1.63812 20.82276 32.71429

0.46596 2.29876 21.46902 31.95輿9

0. 11531 2. 54804 162.76618 116.23353

0.24363 1.76400 97.55070 30.80952

9.70175 5.08187

14.39884 11.21965

50.23699 44.28324

25.80000 12.14286

35.85714 22.54286

34.43195 21,00000

18.98701 25.00780

25.26590 15.72832

22.97436 15.15385

43.15205 20.28655

11.36158 5.31638

32.71429 17.47619

31.95輿9 18.00000

116.23353 91.02395

30.80952 20.80952

オ ー ス ト リ ア

ベ ル ギ －

力 ナ ダ

デ ン マ 一 ク

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ド イ ッ

イ タ リ ァ

日 本

オ ラ ン ダ

ニュージーランド

ノ ル ウ エ ー

ス ウ ェ ー デ ン

ス イ ス

イ ギ リ ス

8.97224

(3.46142）

7．91894

(2.39524）

7.50254

(1. 34674)

2.40251

(1. 01474)

2.00725

(1.65056）

19.63516

(2.79550）

50.69834

(3.42943）

19.75753

(2.49088）

15.16611

(3.66131 )

11.26659

(2.91229）

1.69591

(1.32908 )

5.95320

(3.66617）

2.74945

(1.64528）

15.46668

(1. 22595)

6.10998

(0. 80863 )

－0．05370

(- 0.91611)

0.28966

(5. 10398 )

0.44817

（7.13945)

0．00787

（0.1 1514)

0.08939

(1.30003 )

0.40249

（10.07723）

0．05“7

（1.52622）

0.38299

(6. 31378)

0.20713

（18.43698）

－0．00759

(- 0. 15778)
Q

0.35571

（5.53銘2）

－0．05086

( - 0. 93737)

0.38361

（6.95873）

－0．08450

(-1.79913）

0．11684

（3.39673）

画
覇
臨
鴎
Ｓ
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寺
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翠
路
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Ｃ
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第1表（2）

1957Dec.～1972Dec. (四半期別データ）

("当9）
X2

(〃＝9）
e

(t－値）
R2p

（t－値）
DⅥ ぴ秘

l

l
l

３
２

３
６

５
６

０
８

９
４

９
６

２
１

７
４

２
２

５
０

８
９

４
５

１
１

７
６

９
５

１
３

９
４

１
２

６
４

０
６

１
２

８
４

８
７

９
６

２
２

４
０

３
７

５
７

８
５

６
２

５
５

７
８

４
１

２
０

４
４

２
４

７
９

４
Ｇ

①
由
●

。
●

２
６

８
２

１
１

８
３

５
５

７
６

４
８

０
１

１
１

１
１

２
４

１
２

２
１

１
２

２
２

51.22457

102.26305

100.80634

56.13697

33.04479

205.81047

827.89520

237.89095

126.91478

98.60653

41.77332

37.17291

63.00026

239.18382

245.97099

６
５

２
２

３
９

２
９

ワ
］

５
８

６
１

３
０

８
２

９
８

９
２

６
５

１
６

９
８

４
９

０
２

５
６

９
１

４
８

７
４

９
８

５
２

１
０

４
１

７
２

７
１

５
２

９
５

３
７

７
７

０
６

９
０

９
７

７
７

８
２

８
３

２
１

７
５

由
Ｂ

Ｇ
甲
●

①
●

３
．
５

６
４

１
９

４
６

４
６

１
０
．

７
Ｌ

Ｌ
●

申
●

４
１

１
１

１
１

２
１

1.93588

1.96002

2.13997

1.98659

2.06969

2.58895

1.46841

2．00121

1．310銘

1．59111

1.76637

1．97819

1.68931

1.97057

2.26674

0.19060

0.16275

0.誕935

0．12132

0．21137

0.66631

0.33491

0.34179

0.90878

0.02661

0.22901

0．0別82

0.28262

0.61959

0.33514

23.07445

(3. 04553)

34.31622

（2.30927）

20.88944

(1. 39762)

8.58355

(1. 14733)

6.53081

(1. 43953)

71.84228

（2.42794）

322.89605

（2.86534）

33.24857

(1. 00951)

37.89330

(2. 08121 )

41.90470

（2.88564）

5.94387

(1.07765 )

17.44196

（3.24392）

17.82988

(2. 10102)

105.08042

(3. 24704 )

21.42356

（0.65029）

0.18271

(1. 75310)

0.21623

(1.60561 )

0.20049

（2.84425）

0.14689

(1. 35521 )

0.22614

（1.90234）

0.45114

（6.70181）

0.28474

（2.86374）

0.34773

（2.92225）

0,35258

（15.43281）

0.01966

（0.19741 )

0.26007

(2. 05182)

－0．05032

(-0.41082）

0.29763

（2.43889）

－0．62988

( - 5. 99109)

0.23913

(2. 82122)

オ ー ス ト リ ア

ベ ル ギ －

力 ナ ダ

デ ン マ 一 ク

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ド イ ツ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

ニュージーランド

ノ ル ウ エ ー

ス ウ ェ ー デ ン

ス イ ス

イ ギ リ ス

蹄

習
至

淵



第1表（3）

1957Dec.～1962Dec. (月別データ）

１値
一
ｅ
ｌ
ｔ

く X2
(し＝19）

X2
(ツー9）

汗p

(t一値）
恥 ぴ別

オ ー ス ト リ ア

ベ ル ギ －

力 ナ ダ

デ ン マ 一 ク

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ド イ ツ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

ニュージーランド

ノ ル ウ エ ー

ス ウ ェ ー デ ン

ス イ ス

イ ギ リ ス

１
１

１
１

１
１

１
１

ｊ
ｊ

１
１

１
１

ｌ

Ｏ
８
９
５
１
６
７
３
６
８
８
９
６
０
３
７
９
１
５
５
９
９
１
１
３
７
０
０
１
５

５
８
２
１
９
６
７
６
６
３
６
６
３
５
８
５
１
０
８
８
２
１
４
１
０
１
４
４
７
９

９
９
１
５
３
６
５
９
７
３
９
９
３
９
５
８
９
８
９
５
７
４
１
２
２
１
２
９
７
８

７
０
３
６
２
１
２
５
７
８
６
８
９
８
７
８
５
９
６
５
４
２
３
４
５
７
９
２
６
１

２
９
８
１
１
１
７
３
６
５
９
９
３
０
８
３
９
６
５
１
０
０
７
１
０
３
０
４
２
０

●
Ｇ
■
。
●
町
■
■
●
■
Ｇ
■
甲
●
①
④
④
●
■
ｅ
Ｇ
■
■
■
早
■
巳
■
■
■

５
１
２
３
７
１
０
０
０
０
５
３
３
３
２
２
６
２
２
２
０
０
２
２
６
３
０
１
０
０

く
ｌ
１

ｉ
４
ｉ
６
ｉ
２
１
１

１
１

く
１
く

Ｉ

0.47055

（3.90143）

0.32442

(3, 80171 )

0.52848

（6.23377）

－0，186別

(- 1.51120)

0.28064

(2. 25131 )

0.17465

(1. 55888)

0.14035

(1. 71259)

0.50427

（4.25680）

0.33643

（2.99313）

0.09829

(0. 75159)

0.40120

（3.70048）

－0．11338

(- 0. 93813)

0.29013

（3.06544）

0.00969

（0.08139 )

0.26937

（2.30002）

0.44375

0.44011

0.63852

0.14841

0.25811

0.15780

0.18266

0.47739

0．35㈹3

0.09906

0.42677

0.12439

0.36110

0.01097

0.26457

1.79698 19.67149

1.91030 30.01676

2.12258 47.16180

2.11593 15.33403

1.73966 8.49908

1.686別 69.62757

1.96820 1別.26269

2.06848 63.39325

1.92095 45.10822

1.94378 43.15037

1,66572 14.86866

2.21413 9.62094

1.71061 12.90287

1.96224 51.79931
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函第1表（4）

1962Dec.～1967Dec. (月別データ）

ｊ値

一
ｅ
ｌＩ X2

( "=19)
X2

(〃＝9）
屍p

(t－値） Dw ぴ也
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１
１

１
１

１
２

２
１

２
１

２
１

２
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Ｌ
●

④

オ ー ス ト リ ア

ベ ル ギ 一

力 ナ ダ

デ ン マ 一 ク

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ド イ ッ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

ニュージーランド

ノ ル ウ エ ー

ス ウ ェ ー デ ン

ス イ ス

イ ギ リ ス

7.55214

（1.83484）

10．95090

（2.80799）

2.20894

（0.36594）

5.55023

(1.38663 )

－2．30424

(- 1. 16034)

22.22081

（2.59339）

26.85933

（1.54917）

22.68864

(1. 87172)

－3．78398

(-1.1 0303 )

11.26806

(1. 91744)

－1．18019

(-0.62798）

7.48439

（2.21633）

2.57401

(1. 03524)
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(1. 04880)

-15,06550

(-1.26742）

－0．08040

(-0.59716）

0．18630

(1. 39518)

0,05466

（1.33690）
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( - 0. 39701 )

－0．07709

(-0.58553）
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（4.26508）

－0．18143

(-1.41346)
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（6.43863）
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（0.14447）
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(0. 16863)

0.38712

（3.40487）

－0．18別0

(- 1. 32173)
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(- 3. 16537)
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（0.30884）
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第1表（5）

1967Dec.～1972Dec. (月別データ）

１値

一ｅｌ
ｔ 汗 X2

( "=19)
p

（j－値） ("聖29）Dw ぴ皿
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ノ ル ウ エ ー

ス ウ ェ ー デ ン

ス イ ス

イ ギ リ ス
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（2.16417)
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（0.42636）
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（3.33579）
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同様に第2表(1)～(5)は回帰方程式(lb)による最小自乗回帰係数p2とそのt

の値および決定係数（いずれも(la)の最小自乗残差"tの独立性の検定のた

めのもの）ならびに秘‘の分散の均一性の検定に関するバートレットのr－テ

ストの結果と免の増加傾向をみるための入の値を記している。なおp2の値お

よびそれに関するtの値と決定係数は，(6)による異常値を除去していないとき

のものである。その点異常値を除去したときの〃‘の独立性検定に直接役立た

ないであろうが，(6)によって異常値を除いたとしても傾向として大きな変更を

見出しえないと考え，掲載したものである。

先ず第1表(1)～(5)の回帰方程式(la)の係数百,pに関して，そのtの値と
㈱

決定係数を考察してみよう。tの値について次のようになる。そのうち百につ

いて第1表(1)の8カ国（オーストリア，ベルギー，フランス，ドイツ，イタリ

ア，日本，オランダ，ノルウェー）第1表(2)の9カ国（オーストリア，ベルギ

ー，フランス，ドイツ，日本，オランダ，ノルウェー，スウェーデン，スイス）

第1表(3)の9カ国（オーストリアジベルギー，フランス，ドイツ，イタリ

ア，日本，オランダ，ノルウェー，スウェーデン）第1表(4)の6カ国（オ

ーストリアドベルギー，フランス，イタリアゲオランダザノルウエー）第1

表(5)の8カ国（オーストリア，カナダ，フィンランドザドイツザ日本，オラ
旧8）

ンダザノルウエー，イギリス兼）が有意である。他方pについて第1表(1)の

㈱ 一般に有意水準0.05で有意か否かを考えている。ただし議印を附した国は，水

準0.05で有意でないが，水準0．1で有意となることを示している。以下tの値に

関して同様である。

68）異常値を除去しないときは次の如くである。第1表(1)で11カ国（カナダ，スウ

ェーデンザスイス兼が加わる。うちドイツ，イタリアに窯印となる）第1表(2)で7

カ国（カナダザニュージーランドが加わり，フランス，日本，オランダ，スウェ

ーデンが除かれる）第1表(3)で6カ国（スイスが加わり，ベルギーゲドイツ，ノ

ルウェー，スウェーデンが除かれる。またオーストリアの素印はなくなる）第1
表(4)で5カ国（イタリアが除かれる）第1表(5)で9カ国（ベルギーザニュージー

ランド蕪が加わり，イギリスが除かれる。オランダの￥印が除かれる）が有意であ

る。なお傾向としてはほぼ同じとみてよいようである。
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8カ国（ベルギー，カナダ，イタリア，日本，ニュージーランド，スウェーデ

ン，スイスザイギリス）第1表(2)の11カ国（オーストリアザカナダ，フインラ

ンドザフランス，ドイツ，イタリア，日本，ニュージーランド，スウェーデン，

スイス，イギリス）第1表(3)の10カ国（オーストリア，ベルギー，カナダ，フ

ィンランド，ドイツザイタリア，日本，ニュージーランド，スウェーデン，イ

ギリス）第1表(4)の5カ国（フランス，イタリア，ニュージーランド，スウェ

ーデン，スイス）第1表(5)の10カ国（ベルギーゲカナダ，フィンランド，フラ

ンス，イタリアザ日本，ニュージーランド，スウェーデン，スイス，イギリス）
（69）

が有意である。ケネンのTα〃elではeについてただ2カ国のみ,pについ

て9カ国が有意であった。われわれの上記分析でほぼ各期に亘って言に関し約

8カ国,pに関し約10カ国が有意となった。ただ第1表(4)が取扱う1962 Dec.

~1967 Dec.の期間のみが他の期間に較べて多少悪い結果であるにすぎない。

したがってわれわれので,pに関する分析はおしなべてケネンより良い結果を

得ているといってよいであろう。さて次にZの値以外(l a)のあてはまりの良

さを示す決定係数R2をみてみねばならない。R2はどの期間についても全く

良くない。敢えていえば第1表(1)および(2)の日本についてのみ良いと言いうる

だけである。ケネンはTab雌I の作製に際して決定係数に言及していない。

それは，対外流動準備変動額△Rtの単純な平均値および標準偏差をそのまま

使用するよりは, 4Rtが自己相関しており(la)のように前期の△Rc_]に依存

する部分を含むものと考えられるならば，それを取り除き統計的に独立で分散

の均一な正規分布を示す〃tの分布によって△Rtの単純な平均値および標準偏

69）異常値を除去しないときは次の如くである。第1表(1)で12カ国（オーストリアジ
フインランド，フランス，ドイツヂノルウエーが加わり，カナダが除かれる。ス

イスの難印はなくなる）第1表(2)で8カ国（オーストリア，カナダ，ドイツが除

かれる）第1表(3)で8カ国（ドイツ，イギリスが除かれ，フインランドに兼印が

附される）第1表14)で6カ国（カナダが加わり，フランスに※印が附される）第
1表(5)で9カ国（カナダが除かれる）が有意である。
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差を置き換えて使用するのが，より望ましいと考えたからに外ならない。した

がってこのばあい(1a)式のあてはまりの良さは問題外であり，むしろ(la)

で導かれた拠tが統計的に独立で分散が均一な正規分布をしているか否かが重

要なこととなる。R2が問題にならないことは, p<0またはtの値が悪いと

きには，前期の対外準備変動額△Rt_】が今期に影響していない恐れが充分ある

(p= 0の可能性大）ことを考え，出発点までもどって△Rtの単純な平均値と

標準偏差によってeとCuを代替し，クロス・セクション分析を行うことから

も推測しうるところである。

そこで次のわれわれの課題は，ケネンと同様にutの正規性,統計的独立性，

分散の均一性をそれぞれ検定することである。第1表(1)～(5)のX2の二種の値

は雌の正規性の検定のためになされたものである。われわれは，正規分布を10

％あるいは5％の等区画に分割しそのおのおのに落ちる個数を測り，2通りの

X2の値を計算した。前者は自由度ツ=9であり有意水準0 .05で16. 9190以下(有

意水準0 .01では21. 6660以下）であれば，後者は自由度y =19であり有意水準

0.05で30.1435以下（有意水準0 .01では36. 1908以下）であれば, yesであり

秘tが正規分布をしていると言いうることになる。先ず自由度〃＝9で考えてみ

よう。有意水準0 .05でみると，第1表(1)でカナダ，フィンランド，フランス，

ドイツ，オランダ，ノルウェー，スウェーデン，スイス，イギリスを除く6カ

国，第1表(2)でドイツ，スウェーデン，スイスを除く12カ国，第1表(3)でカナ

ダ，日本を除く13カ国，第1表(4)で日本，スイスを除く13カ国，第1表(5)でイ

ギリスを除く14カ国の諸国がX2－テストに合格し正規分布をしているとみるこ

とができる。有意水準を0.01にさげるならば，第1表(1)でカナダ，ドイツ，ス

イスを除く12カ国，第1表(2)でドイツ，スイスを除く13カ国，第1表(3)ではす

べての国，第1表(4)でスイスを除く14カ国，第1表(5)でイギリスを除く14カ国
00）

の諸国が正規分布をしていることになる。この傾向は自由度し＝19で考えてみ

てもほぼ同じである。有意水準0.05でみると，第1表(1)でカナダ，フィンラン
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ド，フランス，オランダ，ノルウェー，スウェーデン，スイス，イギリスを除

く7カ国，第1表(2)でドイツを除く14カ国，第1表(3)でカナダを除く14カ国，

第1表(4)でスウェーデンを除く14カ国，第1表(5)でイギリスを除く14カ国が正

規分布をしているとみうる。有意水準を0 .01にさげると，第1表(1)でカナダ，

オランダ，スイスを除く12カ国，第1表(2)(3)および(5)はそのまま14カ国，第1
（71）

表(4)ですべての国が正規分布をすることになってくる｡有意水準を0 .01におろし，

ツー9とツー19のどちらでも正規分布と言いえない国を拾えば，第1表(1)でカ

ナダ，スイス，第1表(2)でドイツ，第1表(5)でイギリスのごく限られた国だけ

となり，他の諸国はすべてX2－テストに合格し正規分布をしていることとなる。

このようにほとんどの国がX2－テストに合格するという結果はケネンのTα‐

6Je lとほぼ類似している。ケネンのTq6/e lでX2－テストに合格しなかっ

た国はカナダ，ドイツ，オランダ，イギリスの3カ国である。これらの国はわ

れわれのばあいにもしばしば不合格となっていることが分る。カナダは第1表

(1)の〃＝9と〃＝19の両方で,また第1表(3)の〃=19のときに不合格である。ド

イツは第1表(1)の〃＝19のときまた第1表(2)の〃＝9と〃=19の両者で不合格

である。オランダは第1表(1)の〃＝19のときまた第1表(3)の〃=19のとき不合

” 〃＝9で異常値を除去しないときは次のようである。有意水準0.05のときは第

1表(1)でニュージーランド1国のみ，第1表(2)でベルギー，デンマーク，フィン

ランド，イタリア，ニュージーランド，ノルウェー，スウェーデンの7カ国，第

1表(3)でカナダ，ドイツ，日本，スイスを除く11カ国，第1表(4)でカナダ，スウェ

ーデン，スイス，イギリスを除く11カ国，第1表(5)でフランス，ドイツ，日本，

オランダ，イギリスを除く10カ国がそれぞれr－テストに合格し正規分布をして

いるとみうる。有意水準を0 .01におろすと，第1表(1)でイタリア1国のみが正規

分布となり，第1表(2)は0.05の場合と同様であり，第1表(3)では日本，スイス，

第1表(4)でスウェーデン，イギリス，第1表(5)でドイツが有意水準0.05の場合の

諸国に正規分布をする国として加わってくる。

『l) "=19で異常値を除去しないときは次のようである。有意水準0 .05のときは第

1表(1)でイタリア，ニュージーランド，第1表(2)でオーストリア，ベルギー，デン

マーク，フィンランド，イタリア，ニュージーランド，ノルウェー，第1表(3)で
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格である。最後にイギリスは第1表(5)の〃＝9と〃＝19の両方で不合格である。

これら以外に，われわれのばあいはスイスが第1表(1)の〃＝9と〃=19の両方

でまた第1表(4)の〃＝9のときに不合格である。この点ケネンのTq6/e lと

異なっている。なおわれわれのX2－テストでは,データ数が61から181とふえ

たときに不合格となる国がきわだって増大することが示されている。有意水準

が0 .05のとき，データ数61の第1表(2)～(5)のばあい，不合格となる国の数はl

あるいは2カ国程度である。しかしながらデータ数がふえる第1表(1)では不合

格となる国の数は，〃＝9のとき9カ国，〃＝19のとき8カ国の多くに達して

いるのである。このことは，有意水準が0 .01にゆるめてみても多少弱められる

けれども，同じである。

雌の統計的独立性の検定は第1表のダービン・ワトソン比( Dw)と第2表の

p2とそのZの値によって行うことができる。第1表(1)～(5)のダービン．ワトソ
（721

ン比はほとんど大部分の国で系列相関のないことを示している。しかしながら

ケネンも述べるようにこの比率は雌がもはや系列相関をしていないことを保証

するには不充分である。そこで第2表(1)～(5)の(lb)による回帰係数p2とその

tの値とを併せて考えてみねばならない。第2表(1)～(5)のp2とそのZの値は異

常値を除去しないときのものを掲げている。したがって異常値を除去したとき

の第1表吻の統計的独立性の検定には役立たないかもしれない。しかし異常値

カナダ，ドイツ，イギリスを除く12カ国，第1表(4)でカナダ，スイス，イギリス

を除く12カ国，第1表(5)でフランス，オランダ，イギリスを除く12カ国がそれぞ

れr－テストに合格する。有意水準を0 .01におろすと，第1表(1)(3)(5)は有意水準

0 .05の場合と同じであるが，第1表(2)ではカナダ，フランス，スウェーデン，ス

イスが，第1表(4)ではイギリスが有意水準0.05のときの諸国の上に正規分布をす

る国として加わってくる。

(72）データ数60,独立変数の数1の場合5％有意点d" =1 .51である。したがって第

1表(2)～(5)では1.51以上の値であれば系列相関のないことを示すことになる。デ

ータ数180程度のものについて示されていないが，データ数100ではd"=1 .56であ

る｡ Durbin, J and G．S. Watson, ･fTesting for Serial Correlation in

Least-Squares Regression. I :' Bjomeirjka, Vol. 38, 1951.



第2表（1）

1957Dec.～1972Dec. (月別データ）

Bartlett test

(X2, "=4)
入

（t－値）
R2(ォ2値） R2 恥 恥

オ ー ス ト リ ア

ベ ル ギ －

力 ナ ダ

デ ン マ － ク

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ド イ ツ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

ニュージーランド

ノ ル ウ エ ー

ス ウ ェ ー デ ン

ス イ ス

イ ギ リ ス

0.02904

(0.37328 )

－0．02484

(- 0. 23597)

0.04260

（0.56043）

－0．01795

(- 0.23211)

0.10706

(1.40752)

－0．02910

( - 0. 38503)

－0．00615

(- 0. 01819)

0．10703

(1. 40964)

0.25158

(3. 41199)

-0.11304

(- 1.50832)

0.10847

(1. 46783)

－0．09722

(- 1. 29333)

0.09212

(1. 19296)

－0．35005

(-4.76367）

0.03965

(0.52315 )

0.09749

0．10752

0.10039

0.0“94

0.25123

0．31912

0．10035

0.32038

0.40341

0.07340

0.36460

0．15786

0.40077

0.47788

0．19137

1.99785

1.99513

2.00565

1.97969

1.97867

1.99510

2．00009

1,98736

2．10481

1.95633

2.01112

1.99070

2.01280

1.87928

1.99269

40.94922

44.94836

60.91871

38.25488

60.40965

24.95130

25.00780

36.23989

38.67709

11．11383

2.78472

52,15086

27.78106

88.87491

7.33976

11．63957

(4. 61)

20.47824

（4.88）

36.97845

（2.86）

11．36010

（5.98）

3.20577

（5.66）

55.84945
／ワ 目ワ1
1とoJIノ

353.40758

（3.89）

105.65941

（4.26）

24.37720

（3.28）

14．37353

（2.31）

0.84660

(1.32)

5.99989

（5.56）

3.20726

(2. 70)

470,11557

（6.48）

28.88486
/1 1戸、

u、1bノ

0,32625

0,34198

0.20017

0.40784

0.38934

0.17986

0.29076

0.30104

0.24314

0.15783

0.06515

0,38999

0.18826

0.44520

0.04568

1,68485

1.59491

1.50118

2.17129

1.90241

1.67450

1.92355

1.58146

1.83025

1.94251

1,99479

2.34971

1．50072

1.93578

1．92850
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、ただしp2, R2, Dwの左半分は異常値を排除しないときのものである。第2表(1)～(5)すべて同様である。



冒
冒
②

第2表（2）

1957De c.～1972Dec. (四半期別データ）

Bartlett test

(X2, "=1)
入

（#一値）
肝p2

(t－値）
DwDM雁

0.10195

0.09121

0.31597

0.53317

0.32674

0.34輿’

0.35208

0.21216

0.29674

0.32誕4

0.08011

0.48899

0.39097

0.33765

0.00448

９
６

１
２

４
９

２
０

６
９

８
６

８
６

８
６

６
６

６
６

８
９

９
２

５
０

８
６

６
３

３
０

５
３

６
８

８
６

９
３

３
５

６
６

６
５

５
１

３
８

８
４

３
３

１
３

８
８

８
０

２
８

３
１

２
４

６
３

２
４

７
１

２
２

Ｏ
Ｇ

●
①

①
●

Ｄ
Ｃ

甲
。

２
１

２
２

２
１

１
２

１
１

１
２

２
２

２
33.12399

(1. 26)

144.18707
イ1クワ1
1L① ｰｰﾉ

358.47155

（2.58）

144.56102

（4.82）

輿.05889

（2.77）

1448.13642

（2.89）

28245.39480

（3.01)

883.29965

(1.92)

592.33357

(2. 41)

302.79068
イワワ医1
、竺e OJﾉ

20.61918

(1. 17)

59.03942

（4.35）

169.65402

（3.36）

2120.23960

（2.86）

27.10611

（0.03）

6,65669

1.24713

29.17799

9.89321

9.79218

36．6“53

33.66134

2.49897

4.51828

3.41080

0．11903

27.24932

16.27569

10.93168

5.31583

0.14598 1．75誕1

0．19175 1.92690

0,18082 1,97350

0.44948 1.95554

0.13791 1.81021

0. 46509 1. 99183

0.16961 1.95566

0.36018 1.81678

0.52308 1.94697

0.27979 1.92413

0.43426 1,64673

0.33517 1.97660

0.21387 1.90300

0.25507 1.99249

0.25643 1.98364

－0．21223

(-1.08845）

0.18372

(1. 29102)

0．03161

（0.23187)

－0．49776

( - 4. 01933)

－0．06817

(-0.46507）

0.03105

(0. 22531 )

－0．09238

(-0.67283）

－0．29197

(-2.21466）

－0．02402

(- 0. 17243)

0.37534

（2.56355）

－0．39019

(-3.1 8073)

0.38331

(3. 00657)

－0．01001

(-0.07084）

0.01574

(0. 11609)

0．M169

(0.26584 )

オ ー ス ト リ ア

ベ ル ギ －

力 ナ ダ

デ ン マ 一 ク

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ド イ ッ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

ニュージーランド

ノ ル ウ エ ー

ス ウ ェ ー デ ン

ス イ ス

イ ギ リ ス

蹄

雷

望

淵



第2表（3）

1957Dec.～1962Dec. (月別データ）

Bartletttest

(X2, "=1)
入

(t－値）
R2汗(t些値） DH Dw

オ ー ス ト リ ア

ベ ル ギ －

力 ナ ダ

デ ン マ － ク

フ イ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ド イ ッ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

ニュージーランド

ノ ル ウ エ ー

ス ウ エ ー デ ン

ス イ ス

イ ギ リ ス

１
１

１
１

ｊ
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４
９
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８
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０
１
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０
１
０
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１
９
１
８
２
９
０
５
０
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１
１
０
０
５
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凸
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■
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■
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Ｇ
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Ｇ
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①
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●
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０
０
１
０
２
０
０
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０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
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０
１
０
０
０
０
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0.43182

0.19287

0.51972

0.32592

0.06543

0.09374

0.12833

0.47174

0.34064

0.09483

●

0.34793

0.11464

0.32260

0.09389

0．11472

1.87312

2.00860

2.01831

1.63488

1.90209

1.91405

2．06“3

1,95426

2.08573

1.86686
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1.79669
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第2表（4）

1962Dec.～1967Dec (月別データ）

Bartlett test
(X2, "=1)

入

(j－値）(‘2値） 序 雁 DwD咄

5.43104

（0.49）

12.62952

(1. 74)

-37.19301

(- 1.53)

6.12788

（0.92）

－0．62581

(－0．22）

-17.95687

(－0．61)

-45.37687

(-0.23）

47.18809

(0. 50)

10.56別4

(2. 16)

－2．85779

(－0. 13)

0.90484

（0.38）

18．10717

（2.05)

0.19795

（0.04）

515.19091

（1.93）

168.50225

(1. 88)

0.06433

0.18391

0.15377

0，12106

0.02920

0.08242

0.03111

0,06709

0.24774

0.01722

0,05101

0.22871

0.00585

0,21150

0.21159

1,84595

1.65670

1.76686

2.31485

2.07931

1.99411

1.72880

2.04089

1.91468

2.24967

1.97劃9

1.80302

1.88831

1,60098

1.40225

1.93212

1.95278

2.05330

1.79091

2．00349

1.94686

1.95953

1,98373

1.92215

2.01976

1.99643

1.89808

2.01053

1.91525

1.9“63

0.61282

1.03559

3.31385

0.06779

1.46505

0.43960

1.43059

1.03912

0.47299

0.02335

0.66934

5.99068

2.42830

4.35448

5.09515

オ ー ス ト リ ア

ベ ル ギ －

力 ナ ダ

デ ン マ 一 ク

フ イ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ド イ ッ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ
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ノ ル ウ エ ー

ス ウ ェ ー デ ン

ス イ ス

イ ギ リ ス
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0.13287

0.42361

0.14739

0.08575

0.17281
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0.06456
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0.18588

0.27726
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第2表（5）

1967Dcc.～1972Dec. (月別データ）

|’
Bartletttest

(X2, "=1)
入

(t一値）
汗(t旦値） DM汗 DⅡ

0.30189 1.94289

0.15152 1.53088

0.24782 1．16932

0.04319 1.77390

0.31357 1.94008

0.14396 1.84693

0.02519 1.34717

0.17752 2.17008

0.49317 2.09061

0.12921 2.04005

0．10077 2.14588

0.06587 1.99840

0.01459 1.96630

0.18172 1.28644

0.43828 1.80187

0.30189

0.15152

0.24782

0.04319

0.31357

0.14396

0.02519

0.17752

0.49317

0.12921

0．10077

0.06587

0.01459

0.18172

0.43828

127.62578

（2.61）

81.63847

(1. 52)

-217.24940

(- 2.17)

10.02843

（0.33）

19．79732

（2.71）

-391.50309

（－1．45）

2586.60975

(0. 19)

583.50065

（1.70）

1950.12411

（4.32）

96.00222

(0.96)

－6．06610

（-1.26）

12.64055

（0.50）

1.90851

（0．11)

2845.68422

（1.72）

612.81294

（3.72）

0.15905 1.99599

0.10“9 1.98524

0.36467 1.95625

0.15381 1.98147

0.23249 1.96210

0.31000 1.99480
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を含むとはいえ△Rtが前前期の△R,_2に余り関係しないことを推定してみる

ことは間接的に(1a)の異常値を除去したときの晩の統計的独立性の検定に役

立つであろうと思われる。第2表(1)で日本，スイスの2カ国，第2表(2)でデン

マーク，イタリア，オランダ，ニュージーランド，ノルウェーの5カ国 第2

表(3)でデンマーク，日本の2カ国，第2表(4)でカナダ，スイス，第2表(5)でス

イスの回帰係数p2のtの値だけが良い値を示しており，その他の諸国はすべて

悪い値である。かくしてp2に関わる△R'_2は大部分の国がきいておらず，し

たがってそれを回帰方程式から取り除いて(la)によって考えて行くのがよい

こととなってくる。

最後に〃fの分散の均一性の検定を考察しよう。第2表(1)～(5)のバートレットの

r－テストがそれを示している。第2表(1)は自由度し＝4であり，第2表(2)～

(5)は自由度し==1である。r分布表の値は〃=4のばあい有意水準0.05におい

て9.48773であり有意水準0 .01で13. 2767である。 また 〃=1のぱあいは

有意水準0.05において3.84146であり有意水準0 .01において6 .63490である。し

たがって分散が均一であるためには，われわれの計算した第2表のバートレッ

トのrの値がこれらの値以下であることが必要である。第2表(1)では有意水準

0 .05で15カ国中ニュージーランド，イギリスのわずか2カ国が，有意水準0 .01

ではこれにオランダが加わりわずか3カ国が合格するだけである。また第2表

(2)では有意水準0.05で15カ国中ベルギー，イタリア，オランダ，ニュージーラ

ンドの4カ国が，有意水準0 .01ではこれにイギリスが加わりわずか5カ国が合

格するだけである。したがってこれら以外の諸国の分散はすべて均一性をもっ

ていないということになる。これに対し1957 Dec.～1972Dec.を三等分した短

期間分析の結果は第2表(3)～(5)に示すように全く逆になる。第2表(3)では有意

水準0.05でオーストリア，カナダ，イタリアを除く12カ国が，有意水準0 .01で

はオーストリア，イタリアを加えて14カ国が合格し，分散の均一なことを示す

こととなる。また第2表(4)では有意水準0.05でノルウェー，スイス，イギリス
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を除く12カ国が，有意水準0 .01では15カ国すべての国の分散が均一であるとい

う結果となってくる。第2表(5)の最新の期間では，多少減少するが，それでも

有意水準0 .05でオーストリア，フインランド，イタリア，日本，オランダ，ス

イス，イギリス以外の8カ国が，有意水準0 .01ではオーストリア，イタリア，

日本，オランダ，イギリス以外の10カ国が合格する。かくして1967Dec.～1972

Dec・の期間では分散の均一である条件の満たされない国が多少存在するが,中

間の1962Dec.～1967Dec.の期間では各国の分散は均一であり比較的安定して

いることが分る。

以上のバートレットのr－テストをケネンと同様に，各嘘をof｣の点推定

値とみて，前掲の式(2)によって入を計測し，その入とtの値を検討することに

よって補足してみよう。第2表(1)をみるとバートレットのr－テストに合格

した国の入のtの値はおしなべて悪く，それに対してそのテストに合格しなか

った国の入のtの値はおしなべて良いことが見出される。ただ有意水準0.01で

バートレットのr一テストに合格するオランダのみが例外であるにすぎない。

同様に第2表(2)をみると，有意水準0.05で合格するイタリア，オランダと有意

水準0.01で合格する日本とを除けば,r－テストに合格する国の入のtの値は

一般に悪く，これに対しXg－テストに合格しない国の入のtの値はオースト

リアを除いて大部分の国で良い。また第2表(3)でも有意水準0.05で合格する国

の入のtの値は一般に悪く，ただ例外は有意水準0 .01におろしたときのオース

トリア，イタリアのみである。さらに以下このような例外のみを挙げれば，第

2表(4)では有意水準0.05で合格する日本と有意水準0 .01で合格するノルウェー

のみが例外であり，第2表(5)では有意水準0.05で合格するカナダと有意水準

0 .01で合格するフィンランドのみが例外である。以上の考察からして一般にバ

ートレットのr－テストに合格する国の入のtの値は悪く，したがってその期

間その国のof4の変動しなかったことを示しており，他方逆に一般にバートレッ

トのr－テストに合格しなかった国の入のzの値は良く，したがってその期間
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その国のoiの変動したことを示していると言いうる。そしてZの値が良くof4

の変動するばあいには，一般に入＞0であることからして，ほとんどの国で対

外流動準備変動額の分散の増大する傾向をもっていることが判る。その傾向は

第2表(1)あるいはそれと同じ期間（全期間）を取扱った第2表(2)の入の値をみ

てみると明白にでている。そこではすべての入は正である。そしてそのうち特

に著しい増大をみた国は第2表(1)のドイツ，イタリア，スイスであり，第2表

(2)のフランス，ドイツ，イタリア，日本，スイス等である。1957Dec.～1 972

Dec.を三等分した短期間の分析ではこの傾向は多少趣きを異にしている。初め

の10カ年間の第2表(3)と第2表(4)とではoi｣は大部分の国で変動していない。

例外は第2表(3)のカナダの著しい増大であり，それに敢えて加えれば第2表(3)

のイタリア第2表(4)のスイスとイギリスの増大である。しかし最後の5カ年間

の第2表(5)では，カナダの入は負に転じており，これに対し日本，イタリアは

著しい増大を示し，また相変らずスイス，イギリスは増大を維持しているので
（73）

ある。

3

以上われわれは残差雌の正規性，統計的独立性および分散の均一性に関す

する各種検定を行ってきた。その結果は，分散の均一性に関する全期間分析と

四半期別分析のような長期間の分析を例外として，ほ蜜満足すべきものであっ

たとい、うるγそこで分散の均一性についてもほ､.どの期間も妥当すると言う

大担な仮定を行って，以上の分析から得られた第1表(1)～(5)の唇,p,o勉の各係

(73）ドイツの著しい増大，フランスの減少等がみられるが，それらの国の入のjの

値が悪いので除かれるのが正当であろう。

(7り この結果は，傾向的にはアンスコムの方法による異常値を除去しない場合にも

妥当する。なお分散の均一性が長期間の分析で存在せず短期間の分析にのみ存在

するという結果は，データ数の増大するとき存在しなくなるものと解するならば

問題である。
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第3表 クロス・セクション分析(A)
単位：百万ドル

Rit=& +β毎十β2ﾉﾉi+A""+ Ez･r
R2DM

凡仏β1β･

全期間分析

R57

(1)

R72

四半期別分析

R57

(2)

R72

短期間分析

R57

(3)

R62

－3，別3

(-0.51)

333,422

* (1.98)

－3．697

(-0. 65)

52，430

(1. 21)

－8．494

(-0.65）

27．998

＊(3.07）

l“､862

＊(2.88）

177．390

＊(4.38）

-24,706

(-1.32）

98．593

＊(2.78）

1, 215. 306

(1. 40)

6, 719. 201
(1. 07)

－470．199

（-0.51）

13,457.393

* (1.92)

637,017

（0.69）

1,589．752

＊(2.47）

342.432

(0. 22)

998.581

（0.57）

4,458.568

（1.54）

9, 168. 065
（1.68）

8．619

＊(2.27）
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(-0.64）

7．457

＊(3.35）
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（0.29）
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* (5.17)
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* (8.11)
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＊(3.68）

18．497

＊(3.27）

13．901

* (2.81)

－0．495

(-0. 05)

131，4別

(0. 51)

1, 195. 520
（0.64）

187，081

(0. 80)

79．183

(0. 04)

-338.881

（-0.97）

－272．103

(-1. 11)

67．510

(0. 13)

17．6“

（0.03）

435.971

（0.53）

827，417

(0. 53)
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15）

＊印はtの値の有意であることを示す（第3表～第6表)。

なお．第3表～第10表の各表の値はすべて異常値をアンスコムの方法で除いた後の

g, p, g"を使用したものである。

数値を使用し，ケネンと同様にクロス・セクション分析を行い，各期の期首お

よび期末の国際通貨の保有額の理論値を計測してみること、しよう。

先ずケネンと同様に，第1表(1)～(5)のpの値が負であるかあるいはそのiの

値が有義でないときには，そのpの値にゼロを入れ，それに応じた層の値に

ARtの単純な平均値を入れ，またそれに応じたぴ"の値に△Rtの単純な標準

偏差を入れて使用するものとしよう。これは既にのべたように△Rtが元来自己

相関していなかったとみ得るケースであるにすぎないのである。ケネンの回帰

方程式(3)による最小自乗法の計算結果は上に掲げる第3表の通りである。第3

表は前節にしたがって1957 Dec←1972Dec .の月別時系列データを使用した全期

間分析と同期間の四半期別時系列データを使用した四半期別分析，さらに同期

間の月別時系列データを三等分しその各々を使用した三つの短期間分析の五種
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類の分析からなっている。これらの各期間分析の共通した特色は，方程式のあ

てはまりの良さを示す重相関係数R2が一般に良いこと，またタービン・ワトソ

ン比が良いことの二点である。たぎ短期間の分析のうち(5)の初頭R67のR2の値

が0.74と多少悪いのみである。他方ケネンと同じように§の係数β,の符号をみ

ると，その値は第1表(1)のR57, (2)のR57, (3)のR57, (5)のR67の4カ年で負の値

を示しており，残る6カ年で正の値を示していることがわかる。さらにそれら

βのtの値は，β,＜0のときすべて有意とならず，逆にβ＞0のとき第3表(2)の
｜洞

R72を除いてすべて有義となってくるのである。tの値がβ,<0のとき有意を示

さずβ＞0のとき有意を示すと言うこの傾向は，各国の国内通貨供給量(Mj)

と一人当り国民所得( J'j)を加え, 5, p, ouと共に五変数を使用したあらゆる組

合せを考え，それらの回帰方程式を作るぱあいのeを含む回帰方程式の回帰係

数β,に関する符号並びにそのZの値についても，同様に言いうる。すなわちそ

のぱあい大部分β,>0であり，しかもかりにβ,<0となっていてもそのときの
（78

ほとんどのjの値は有意でないことを示しているのである。その一例としてで，

p,O勉のうち一変数のみを使用したクロス・セクション分析の結果を第4表の

最初の欄にみてみよう。このぱあいのβはすべて正であり且つ有意であること

が分るであろう。このように有意であるばあいβ,＞0となっていることは，ケ

ネンの理論によれば予め得られた情報に矛盾することとなる。すなわちeが正
（湖

である以上，での増大は国際通貨準備の保有(R:)を減じること(6,< 0)とな

らなければならないのである。そこでわれわれもケネンと同様に百を方程式か

ら取り除いて,pとび鯉からなる方程式の回帰係数を求めること、しよう｡”結果

は第5表に掲げる通りである。なお第3表の短期間分析のうち(3)に示された結

(75) "=14で有意水準0.1のi分布表の値は1.7613である。

(70 この傾向は，それほど顕著ではないが，異常値を除去しないぱあいにも，なお

妥当している。

(71百の符号に関しては第1表にみることができる。それによればほとんどのざは

正である。
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第5表 クロス・セクシヨン分析(c) 単位：百万ドル
R#t =β･+"2pd+&""j + EjI

R2D〃
＆ β3凡

全期間分析

R57

(1)

R72

四半期別分析

R57

（2）

R72

短期間分析

R57

（3）

R62
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０
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１
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（1.46）

7,599.862
(1. 09)

－357．753

（-0.41）

11, 862, 534
(1. 69)

841．ざ75

(1. 00)

914．519

(1. 16)

2, 414．905

（1.34）

4，5“9493
(1. 80)

4, 154. 705

(1. 40)

10,380.657

(1.52)

8，“2

＊(8.22）

34，896

＊(4.21）

6．075

* (9.17)

24，512

＊(4.62）

28．673

＊(7.07）

44，229

* (11.67)

20．457

＊(3.19）

21．3髄

* (2. 40)
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＊(4.13）

23．572

＊（5.40）
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１
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師
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Ｒ
Ｒ

Ｒ
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(4）

(5）

果はケネンの（3α）および(3b)式と全く同じ期間を取り扱ったもの

である。それをケネンのものと比較してみると, R57とR62の両年のAとR62の

β2のjの値のみが有意であり他のすべての係数のjの値は有意でないと言う点で，

全く類似の結果が得られていることが判明するであろう。したがってこのこと

からわれわれは，各係数の絶対的大きさに関してケネンのものと異なる結果を算

出しているけれども，その取扱う方法においてはケネンと同じであることを，

こ、に改めて確認することができるのである甲

さて第5表に示された結果は次の如くである。先ずケネンで良いとされた決

⑱ われわれの「(A)理論的考察」のところですでにのべたように，われわれの考え

によれば当然酉は方程式から除かるべきものである。

側 異常値を除去しないときの同期間のR57とR62の係数のiの値はケネンのそれと

異なっている。すなわちR57でβ!とβ3, R62でβ,, 4, 6,が有意となってくる。た
だし決定係数は両年とも0.97であるケネンにより近い値を出している。
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定係数R2に関して，ケネンと同じ期間1957Dec.～1962 Dec.の月別時系列デー

タを使用した第5表の短期間分析の(3)は確かに良い結果を得ていることが分か

る。また他方その他の期間を含めてみてもR2は一般に良い値を示すとみてもよい

であろう。しかしながら例えば同じ短期分析の(4)のR67および(5)のR62さらに

全期間分析(1)のR72のように余り好ましくないR2の値を出している期間もある。

このうちとりわけ悪いのは短期間分析(4W) R62とR67である。この1962 Dec．～

1967Dec .の期間は，既に前節の第1表で示したように,pの符号あるいはその

jの値が悪いために, p=0としてクロス・セクション分析に使用した国の数が，

15カ国中l1カ国に及んでいるという特殊な期間でもある（他の期間ではp=0

として処理した国はそれぞれ15カ国中約6カ国程度である)｡すなわちこの期間

(4)は,pの形で示されるクラークと類似の収支調整速度によって，ほとんど修正
CO）

されていない期間である。しかも系列相関の存否を示すダービン・ワトソン比

Dwは，ほざ良い結果を出しているが，この期間(4)ではR62で1 .43およびR67で

1 .52となり, "=15,ハ'=2の5%有意点dLi=1 .54をこえていないのである#,

次に第5表のlul帰係数A，β3のjの値を考察してみよう｡β3はすべての期間に

ついて有意である。これに対し＆はどの期間も有意とは言えない。このように

Aが有意であり＆が有意でないことは第5表以外のケースでもしばしば見い出

される。例えば前掲第4表のpとび"のうち各々一つだけに依存する回帰方程式

の二種の計測結果をみると，前者ではR2およびDw並びにすべての期間のβ2に

関するiの値の悪いことが，また後者ではR2およびDw並びにすべての期間の

剛 側どの正規性，独主性，分散の均一性，層のjの値と符号等々に関して，この期間

と他の期間を区分する特徴を見出しえなかった。なお異常値を除去しないときの

この期間のR2は, R62で0.61, R67で().46,またダービン ･ワトソン比はR62で1 .13,

R67で1 .20と極端に悪くなっている。ただしこのぱあい他にもダービン・ワトソン

比の悪い期間が存在しており，その上p=0として処理する国の数についてもこ

の期間が特に多いということもない。

61) 25%の有意点はdU=1.40である。
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第6表 クロス・セクシヨン分析(D)
単位：百万ドル

R@t = 60 + &p! + &oui+ 64"'t+ 65Mlt + E!t
汀DM

β0 ＆ ’ ＆ 風 ＆

全期間分析

R57

(1)

R72

四半期別分析

R57

(2)

R72

短期間分析

R57

(3)

R62
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別

β3の有意であることが見出されるのである。この傾向は何も第4表第5表に限

たものではない#2すなわち前述のような酉'p, oi",Mj,yjの五変数からなるあ

らゆる組合せのうち,pあるいは｡他を含む回帰方程式に関する計測結果につい

ても，同様にほとんど妥当しているのである。例えば国内通貨供給量Mzと対外

準備保有の機会費用を表わすものとしてとられる一人当り国民所得yjとが国際

通貨準備の需要Rzを説明する変数であるか否かを検討するために設けられた第

6表においても見られる。すなわち第6表の第2欄＆のfの値はすべて有意で

なく，これに対し第3欄β3のオの値はすべて有意なのである。

さて第6表において変数"j, Miに関する回帰係数をみること、しようo yjの

(82）第3表の四半期別分析のR72および短期間分析(3)のR62の第3欄に掲げたβ2のt

の値は有意である。しかしむしろこれらの方が例外的場合なのである。なお異常

値を除去しないぱあいのβ21β3のtの値の有意性についても同様に言いうる｡
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係数β‘のtの値はすべて有意を示していない’したがってケネンの指摘する如

く〃，を方程式から除いて考えるべきであろう。他方M"の係数β5のjの値は一般

には有意を示していないが，全期間分析と四半期別分析および短期間分析のい

ずれもR72においてのみ有意を示していることが分るOyiのjの値が有意でなく

M'のtの値がR72においてのみ有意であるという結果は，第6表の回帰方程式

からtの値の有意でなかった説明変数pを取り除き，ぴ"と〃,oi4と〃の二種の回

帰方程式を用いて得られる第7表に関しても見出されるところである。すなわ

ち第7表の左半分の"iの係数β4に関するtの値はすべて有意とは言えず，他方

右半分のM#の係数β5に関するiの値はR72においてのみ有意であることが示さ

れている。

以上の考察からしてケネンと同様にわれわれもさしあたり国際通貨の需要を

び"のみの函数としなければならないであろう。しかしながら1972年の需要額R72

に関してのみは，ぴ鯉とMの函数として考えるべきであろう。それは1967年以降

1972年にかけて国内通貨の供給量と国際通貨準備保有額とが密接に関係してい

ることをβ5のjの値によって知らされるからである。

4

以上第2節第3節の考察よりしてケネンと同じ1957Dec .～1962Dec .の61コ

のデータを使用して同じ方法でR57とR62の国際通貨準備保有額の理論値を計

測してみよう。その結果はケネンと同じ形で第8表にまとめられている｡ケネ

ンと異なりわれわれの分析ではフランス1カ国が余分に加わり合計15カ国が対

象とされている。したがってわれわれの分析を直接ケネンの分析結果と比較す

ることは出来ない。しかしながらもしフランスを除いて再度計測を行ったとし

ても，フランスを除く他の14カ国の観察値と計測値との差額の順位には何の変

63) y#はわれわれが行ったすべての回帰式でiの値が悪かった。勿論異常値を除去
しないときも同様である。
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化も生じないものと仮定し得るならば，第8表の差額(イ）とケネンのTQble 3

の第3欄，または第8表の差額(ロ）とTa6/e3の第6欄にそれぞれ順位を付しそ
（“

れら二つの組の順位相関係数を求めることができるであろう。かくして得られ

る順位相関係数は(イ）の1957年に関してはγ＝0.742,（ロ)のﾕ962年に関しては

r= 0.728である｡ n=14の5%有意水準は0.456, 1 %有意水準は0 .645である

から，上記のγの二つの値はともにこれら有意水準を越えている。したがって

ケネンの計測値とわれわれの計測値とが全く独立であるという仮設は棄却され

る。そこでわれわれの第8表の計測値はケネンのTabﾉe3と密接に関係してお

り，ほぼ類似のものであると結論しうるのである。

さてわれわれの分析がケネンと同じものであることが判明したので，次にわ

れわれはこの方法で1972年の国際通貨需要の計測を行うことにする。第9表は

国際通貨準備の保有額をぴ腿のみの函数としたときの結果である。第10表はそれ

をぴ泌と国内通貨供給量の二つの函数としたときの結果である。後者の第10表は

前節で考察した如く1972年に限ってこの二つの変数の函数として国際通貨準備

を把えるのがより望ましい計測結果を得るからである。第9表と第10表は，と

もに全期間分析，四半期別分析，短期間分析の三種の方法で1972年Dec.の国
（閑）

際通貨準備保有の理論値をそれぞれ計測している。

以上ケネンの国際通貨準備の需要の分析を考察してきた。第1節でみたよう

にケネンの分析は先ず国際通貨準備の需要を対外準備の変動の平均値否と標準

偏差oもならびに前期からの繰越し部分βの三変数の函数と規定し，それら三変

数の値を求めると共にそれらを使用して計測するために必要な前提が満されて

(84) Hoel, P. G. , E/emenmry Stα〃s"cs, 1967 pp. 255-57,浅井晃･村上正
康共訳 239- 41頁。

65）拙稿「国際通貨の需要とその計測」金融ジャーナル，1975年11月号におけるケ

ネンのモデルによる国際通貨の取引需要として掲げた第1表は，ここに掲げた第

9表の四半期別分析による計測の計測値からβ･すなわち1659,9567を差し引いた

純然とぴuにのみ依存する部分を計上した。

少
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第8表 短期間分析(1)によるR57およびR62
（ケネンのTable 3に相当する） 単位：百万ドル

聯？’(ﾛ)の

順位
ケネンの
Table3

による順
位

1962 (ｲ)の
順位

1957

による順
位観察値 計測値 差額(ﾛ）観察値 計測値 差額(ｲ）

７
４

５
３

０
１

１

６
３

２
３

０
１

１

149．72

375．03

435.62

-548.42

-136.56

273．02

166．33

1，236．00

－13．42

42．14

一別6．05

－225．75

169．59

8．45

－1，349．70

６
３

２
２

［
１

５
３

１
３

９
１

109．03

444．74

751．74

－161．37

80．64

-1 ,626 .06

1 ,007．31

－160．83

－298．74

15．94

－126．20

40．06

257．97

207．58

－541．80

８
７

８
２

６
８

７
０

２
６

５
５

１
５

０
２

９
８

０
５

９
６

０
４

８
０

６
４

５
７

●
■
●
◆
■
■
■
■
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■
●
◆
■
●
毎

７
７

４
４

０
１

０
２

５
０

８
９

２
０

７
２

７
２

０
４

１
９

３
３

０
１

２
３

１
５

９
３

１
８

４
８

７
８

０
９

７
５

６
９

６
リ
ァ

ゥ
９
９
１
１

■
串
？

１
２

３
６

２
２

１
２

４

1 ,077 .00

1 ,753 .00

2,560.50

255．60

304．00

4，M9．00

6,957.00

4 ,068 .00

2,022.00

1 ,943.00

172．00

303．00

802．00

2，919．00

3,308.00

412．97

703．26

1 ,184 .36

333．57

99．46

2 ,271．06

4，189．69

1，639．83

1 ,126．74

1 ,040 .06

270．20

156．84

223．03

1 ,690.43

2 ,815 .80

522．00

1 ,148．00

1 ,936.00

172．00

180．10

645．00

5，197．00

1 ,479 .00

828．00

1,056.00

152．00

196．90

481．00

1 ,898 .00

2，274．00

オー ス トリア

ベ ル ギ －

力 ナ ダ

デ ン マ ー ク

フ ィン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ド イ ツ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

ニュージーランド

ノ ル ウ エ ー

ス ウ ェ ー デン

ス イ ス

イ ギ リ ス
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習
翠
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９
１

２
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４
１

８
３

２
１

１
１

５
１

９
７

２
１
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８

４
１

１
１

１
１

３
９

０
８

４
５

４
１

１
１

１

７
６

１
８

２
０

４
２

４
１

１
１

１
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いるか否かを検定することから出発する。そしてこれら 秘‘の正規性，統計的独

立性，分散の均一性の各種の検定にほぼ合格することを調べてのち，国際通貨

準備の保有を画,p,恥とさらに一人当り国民所得vi，国内通貨供給量Mjの五

変数に関して，14カ国のクロス・セクション分析を行う。かくして結局国際通

貨準備はぴ勉のみの函数として規定するのが最良であると結論し，それにもとず

いて国際通貨準備の需要の理論値を算出するのである。

「(A)国際通貨の需要の理論的考察」において述べ上記第1節においてまとめ

たように，われわれは国際通貨の取引的需要を国際通貨保有の安全性万に関係

する日々生起する収支差額の大きさと受取と支払の時差に依存するものとした。

そして前者をケネンの表現を用いればぴeとき，後者をβの函数と考えることがで

きることを論じた。特にクラークの調整速度γはケネンでは次期への繰越し部

分pとして把握されていることを指摘した。そしてわれわれは，ケネンと共に

さしあたり国際通貨の取引的動機による需要を,ob,βに依存するものとせねば

ならないと結論するのである。たぎケネンと異なるところはこの需要函数に外

生変数として否を導入しない点とPの解釈だけである。しかし否の差異は本質

的なものではない。ケネンが計測過程で先ず最初に§を，主として予め得た情

報と予盾する値が得られるという理由によって取り除くので，結局この差異は

解消されてしまうからである。

われわれは以上のようなケネンの国際通貨準備の需要函数を，第2節第3節

に亘ってケネンに忠実にしたがい考察した。しかもそこではデータ数を181に

ふやすと共にそれら全体を使用する全期間分析とケネンと同じ61のデータで行

う短期間分析ならびに四半期別分析とのそれぞれについて詳細に考察がなされ

た。その結果は次のようである。伽tの正規性と統計的独立性についてはほぎ満

足しうることが得られた。しかし他方伽Zの分散の均一性については長期間の分

析（181データを使用する全期間分析と61データを使用する四半期別分析）に

関しては不満足であった。しかしながらそれらがすべて満たされているとの仮
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第9表 Rz=A+'3ぴ鰹j+E!による1972 Dec.の国際通貨準備保有額の計測
単位：百万ドル

短期間分析による計測四半期別分析による計測

R2＝().78

計測値 差 額

全期間分析による計測

R2＝0．79

計測値 差 額
R2＝0．72

観 察 値 差 額計測値

９
０

２
９
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２
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９
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９
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５
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７
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２

２
１

５
７
７
７
９

Ｌ
’

１
２

２
４

’
’

１
｜

’
｜
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3,973.69

3 ,991 .80

4,535.98

3，586．09

3，“7．48

5,428.35

23,699.18

6,066.38

6,731.02

5,336.69

2,928.47

3,467.71

3,286.74

12 ,959 .19

4，854．62

3 ,002．94

4,355.71

4 ,302.86

3 ,515 .21

2，526．31

7,055.82

23,365.42

7 ,896 ,90

4,987.36

5 ,126.90

2 ,755 .16

2,733.58

3 ,311 .68

10 ,848 .81
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-1 ,552 .67
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-3 ,086 .81
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4,396.99

1 ,371 .85

4．03

13,933.80

-750.97

-2,753.52

-2,462.91

- 1,903 .91

-4,998.11
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4,136.64

5,060.72

3，弧1．62

3 ,403 .69

5，618．01
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第10表 R戸A+Ao"j+βｮMj+E ;による1 972Dec .の国際通貨準備保有額の計測
単位：百万ドル

短期間分析による計測四半期別分析による計測全期間分析による計測

R2＝0．91

計測値

R2＝0．94

計測値 差 額
R2＝0．93

観 察 値 差 額計測値 差 額

1，953．24

2 ,911 .29

4,206.46

1 ,740．65

855．93
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10 ,600 .73
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－98．13
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定の下で得られた5, p,oi4を用いクロス・セクション分析を行った。その結果

は上述のように§は函数から取り除くべきこと，またp, "jに関してもjの値の一

般に悪いことが見出された。たぎ〃について1972年Dec.に関してのみ有効であ

った。

前節の考察においてわれわれは短期間分析の(4)1962 Dec .～1967Dec .の期間

に関する函数のあてはまりの程度を示すR2の悪いことと，説明変数pにゼロを

入れた国が15カ国中11カ国に及ぶということとがたまたまこの1962Dec.～1967

Dec・の期間であるという事実を指摘した。そしてこの期間はダービン・ワト

ソン比もとりわけ悪いことがみられる｡ p=0とする11カ国においてはこの場

合今期の赤字黒字は次期に全く影響せず，したがって受取と支払の時差は全く

考慮されなくなっている。すなわち各期の収支差額は全く独立の要因のみに依

存して生起してくる。しかもこの期間1962Dec.～1967Dec .のDwは特に悪いの

である。

他方一般に他のクロス・セクシヨン分析でも説明変数pに関するβ2のtの値

が悪いことは，すべての期間で15カ国中約6カ国以上に及ぶp=0を平均とし

て含んでいるという事実と無関係でないかも知れない。クラークの収支差額の

調整速度をケネンのようにpで把握するときには，第1表のβ2のiの値が悪い

ならばp=0として使用するのが当然の如くである。しかしこのぱあい百を△Rz

の単純な平均値で，恥を△REの単純な標準偏差で代替するのと同様に，受取と

支払の時差をもpとは別の何かで代替すべきではないだろうか。すなわち収支の

時差をケネンのような条件をつけたpで把えることに問題があると思われるのである。

pのみならず一般にyおよびMも函数から取り除くのが良いと結論されている。

このばあいケネンもわれわれも単純な直線回帰式のみを用いて考察してきた。

他に対数函数を用いて同じことを試みる必要はないであろうか。待にクラーク，

ヘラー等の設定する函数を考えるときそのように思われるのである｡Mが1972

Dec.にきいているということは，この頃特に対外準備と国内通貨量が関係し
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たことを示す以外のものではないであろう。この両者の間の関係は後にクール

シェンおよびユーセフの分析の考察において詳細にみることとなるであろう。

(Ⅱ）ヘラーの最適国際準備額の検討

’

本稿前半の「(A)国際通貨の需要の理論的考案」でわれわれは国際的資本市場

を配慮した国際通貨の分析の例としてヘラーの最適国際準備額の考察をあげた。

そしてそれをヘラーは予備的動機による国際準備の保有と規定するのであるカミ

国際収支赤字の危険と対外資産の保有利益という資本市場に関わって国際準備

を分析する以上，取引的動機ならびに投機的動機の両者に関する分析を部分的

とはいえなしているとせねばならぬことを指摘したのである。
（86｝

ヘラーのモデルは次の如くである。各国の対外流動準備の額（ストック量）

は確率論でいうランダム過程によって変化しているものと仮定する。そのスト

ックで表示した対外流動準備の年当りの変化量はその国の不安定性を示す指標

とみうるから，その変化量のある種の平均値をもってその国がその期間年当り

平均的に蒙むると思われる対外流動準備のフロー額であり，それが将来も引続

き生ずると考えられる外貨流出額であると把えて良いであろう。したがってそ

の量をhで示すならばその国は年当り平均hだけのフローに対して準備を必要

とすることになる。すなわちhは年当り平均対外準備必要額である。

このhは国際収支の赤字・黒字がランダムの上記仮定によってそれぞれ50％

の確率で生起するものとしその国の対外準備（ドル表示）を各1ドル毎に番号

をつけて並べた場合にその第i番目の1ドルを使用する確率（但し第1番目の

1ドルから順に使用して行く）を知る手掛りを与える。すなわちその国の国際

661 Heller, H. R. , "Optimal ln"rnational Reserves:' E. J. Vol. 66, June

1966. 藤田正寛「最適準備測定への一考察」国民経済雑誌 第127巻第5号。
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収支が”年間赤字を続け各年hドルだけ支払っていくものとすれば，その国は

剛年間に”・ハドルだけの対外流動準備を必要とすることになる。そしてこの

”年で丁度第j番目の1ドルが使用されるとすれば伽･/l =jということにな

る。ゆえに剛= i/hである。さて当該国の収支が赤字になる確率は第1年目も

第2年目もすべて50%である。したがって”年間引続いて赤字になり第j番目

の1ドルを使用する確率は0. 5 j/hである。この確率をPr (Rj)で示すならば

Pr (Ri) =0.5j/向は第／番目の1ドルを使用する確率ということになる。いま

”＝2年を例にとってみると図5(A)の如くである。初年次の国際流動準備のス

トックをRoとし毎年h額だけ変化するものとする。 Roから出発して準備が

増大するか減少するかは号の確率である｡例えば減少したとしよう｡第1年の
終りにはRO－hの水準に到る。第2年次はRo-hの水準から出発して増加

あるいは減少する｡もし再び減少するとすればそれももの確率で起り第2年の
末にはRo-2hの水準に到る。当概観察期間を4年とすれば残る2ヶ年は準

備の変化の方向は逆転して行かねばならないとするのがへラーの仮定である。

第3年次の末にはRo- h.第4年次の末にはRoの水準に再び復帰する。
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さて図5(A)から各年次の流動準備の変化量をとり出して描くと図5 (B)が得ら

れる。第1第2年次はhだけの負，第3第4年次は同額の正の値が描かれてく

る。4ヶ年の合計は正負半々である。そして図5 (B)では当然のことであるが，

注意すべきはそれら正負の変化量が変化量0点から測られて半々になっている
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ことである。なお上図ではj=2hである。

次に対外流動準備をRjだけ保有するとすればそれに伴って損益が発生する

筈である。その損益について考えよう。先ず損失からみると,Rjドルだけ準備

として保有すればそれだけの投資機会を放棄することになる。これは対外流動

準備保有の機会費用として考えられるものである。通常この機会費用として挙

げられるものは各国の長期政府公債利回りである。そこで対外流動準備を金融

中心地で短期で運用し利子収益を得ている場合を考慮し，上記長期公債利回り

からこの短期金利を差引いた値をγとして記せば，対外流動準備の機会費用は

TC/= 7･ Rjと表わしうることになる。

他方対外流動準備Rjを保有することから得る利益をみてみよう。上記損失

に対してこの利益は次のようにして導出される。いま国際価格を左右し得ない

小国のみに問題を限定する。したがって各国は価格を所与とし所得を動かすこ

とによって対外均衡を達成するのみである。各国の輸入はその国の所得に依存

し，各国の輸出は外国の所得に依存する。通常の所得理論の教えるところによ

れば所得の切下げはそれに限界輸入性向を乗じただけの輸入を減じることにな

る。したがって1単位の輸入を減ずるためには限界輸入性向の逆数だけの所得

の切下げを必要とすることになる。そこで国際収支の赤字が生じR#だけの支

払をせねばならなくなり，且つ何等の対外流動準備を持たず他に金融すべき方

策もないものとすれば，その国は自国の輸入を減じて対処せねばならない。こ

のぱあいR"だけの輸入減を生ずるに必要な所得の切下げ分は器R#と言うこ

とになる。この器R"は収支赤字から蒙むる犠牲であると表現しうるが,他方

逆にみればRjだけの流動準備を保有していれば回避しうる犠牲であるのでR#

を準備の保有利益であると言っても良いであろう。ところでRjの対外流動準

備を保有するときの利益はRjに等しい国際収支赤字の金融から生じる所得切

下げ回避ただそれだけではない。それはR#より小さい国際収支赤字をすべて

金融しうるのであるからRjより小さな収支赤字からの予想されるすべての所
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得切下げの回避という利益を加味しておかなければならない。そこでRjに等

しい国際収支の赤字の発生する確率にRjより小さな国際収支の赤字のそれぞ

れが発生する確率のすべてを加えた確率合計を考えそれを冗としよう。この確

率刀は1ドルからRjドルまでの対外流動準備を必要とする確率のそれぞれを

加えた累積値である。かくして対外流動準備R@は確率冗で生ずるすべての国

際収支の赤字にもとずく所得切下げを回避し得ると言うことになる。したがっ

てR@の保有から生じる利益総計は"* R#として示さるべきものであ3@:
以上対外流動準備R"の保有から得る利益が判明した。そこで次にRjの保

有から得る純利益冗器Rj－『R"を極大化する国を仮定し,その結果を考察し
（閉）

よう。その結果は極値条件 汀Z==｢WZで示される均衡解を与える。この時万‘

はRjだけの対外準備を保有した場合その最後の第j番目の1ドルを使用する

確率であるといいうる。したがってこれはさきにのべたPr (Rj)そのものであ

る。そこで上記の均衝式は0．5ｼルーγmとなる。 これをjにつき解きiを

R｡p1と書けば

R｡pi-A催(棚)
を得る。この式は次のことを意味している。各国が極大行動をとり所得切下げ

によって収支赤字の解消に努める限り，限界輸入性向m9機会費用T7年当り

平均準備必要額hが判れば第何番目までのドルが必要となるかが上式から与え

られるということである。この必要となる第j番目で示されるドルはその国が

対外準備の純利益を極大にする結果与えられてくるものであるから，その意味

で最適対外流動準備必要額であるといって良いであろう。かくしてヘラーは上

(8 1 収支赤字が生じ第j番目の1ドルを使用する確率Pr (Ri)を簡単にpiと害こう。

その時,確率の累積値はp'器十p, *2 +p,蒜十""…千p'*R# =hR, I#,, +か十
……+p, ) =*R, "で示されるものと思われる｡この点へﾗｰは明記していない。

1881ﾍﾗｰは恋,>0,蓋く0であるとしている。
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式を用いて各国の加, 7,/iを代入することによりそれぞれの最適国際準備額

を算出するのである。

2

上記へラーのモデルによって以下実際に R｡prを計算してみよう。先づヘラ

ーがどのような方法で計算したかを知るため彼と同じ期間1949-1963年を用い

て計測してみよう。

対外流動準備としてヘラーの掲げるものは，公的な金の保有額，交換可能外

国為替の公的保有額, IMFのゴールド・トランシェ・ポジションである。I

MFのクレジット・トランシェ・ポジションは除外されている。この対外流動
（鋤

準備に関してヘラーが実際に使用した数値は不明である。そこでわれわれはI

MFの1972年発行のIFSに関する附録( Supplement )に掲げている数値を

最も信頼しうるものと考え使用することにした。以下われわれはベルギー，カ

ナダ，フランス，ドイツ，イタリア，日本，オランダ，スウェーデン，スイス，

イギリス,アメリカの1lヶ国について年次時系列を"International Reserves
ｳｻ

として分類されている項目よりとった。この項目は上記へラーの対外流動準備

とほぼ一致する。先進11ヶ国をとりへラーがより妥当するとした後進諸国を除

いた理由は特にないがあえていえば前に考察したケネンのものと比較する意図

があるからである。

ヘラーによれば対外流動準備保有の機会費用(r)は資本の社会的報酬率と

(89）ヘラーはhlternational Financial Statistics (IM F )を使用したことをのべてい

る。しかし使用したと思われる1965年3月以前の各国のデータは発行された年月

が異なるたびにしばしばデータの修正が行なわれているためどの修正値を実際の

計算に用いたか分らないのである。

(90)資本の社会的報酬率は長期政府公債利回りあるいはそれに類する長期利回りに

よって代表させる。ヘラーによれば先進諸国は約5％，後進諸国は約10％である

という。他方保有準備の報酬率は各国が金融中心地で保有準備を短期に運用した

ときの利子である。先進諸国は保有準備の大部分が金あるいは外貨であるので利
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保有準備の報酬率の差として定義される。しかし彼は実際には先進国及び後進
（”

国とも約5％を使用したとのべている。この事実を確認するためへラーの掲げ

るm, /l, Rop'の数値を使用してγの値を計算してみた。その結果は表11であ

る。それによればほぼ5％に近い値を使用している国は60ヶ国中23ヶ国であり，

他の国はかなり違った値を使用していることが判る。レバノン及びパキスタン

などのrは約8％前後である。そこでどのような値をγに入れたら良いかとい

う問題が起る。大部分の国の長期政府公債利回り及びそれに代る長期資産の報

酬率のデータは入手し得ない。また保有流動準備の報酬率と保有準備の運用形

態も分らない。かくしてこれらの困難を克服しえないことを考慮し，主観を入

れないため1963年に関して5％，1972年に関して5％と約7％をそれぞれ入れ

Rop『を計算することに決定した。したがって以下の推定結果はヘラーとこの

点でも異ってくることは止むをえない。

輸入性向(m)に関してはヘラーが1965年3月のデータを使用したことを明

記している。そこで同月の輸入額とGNPをとり実際に計算してみた。その結

果はヘラーの掲げた値と比較しうる形で表12に纒めてある。

表12 ヘラーとわれわれの計算した〃の比較

ヘラーの掲

げた、の値

われわれ

の計算し
た､の値

われわれ
の計算し
たmの値

ヘラーの掲

げた、の値
国 名 国 名

ベ ル ギ ー

カ ナ ダ

フ ラ ン ス

ド イ ツ

イ ダ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

スウェーデン

ス イ ス

イ ギ リ ス

ア メ リ 力

６
６

０
１

５
１

３
１

１
１

１
ｌ

ｂ
●
。
④
●
●

０
０

０
０

０
０

８
３

２
８

７
３

６
５

０
３

６
１

３
１

１
１

１
１

●
●
●
●
ｃ
Ｇ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
０

１
１

８
６

３
４

２
２

１
０

●
①
●
Ｆ
①

０
０

０
０

０

４
８

７
０

９
１

１
７

７
２

４
２

２
１

０
●
。
。
。
①

０
０

０
０

０

最後にhの導出について考察してみよう。これにつきへラーは次のように言

う。すなわち1949-1963年の各国流動準備のストック額の年次時系列に関する

変化量の絶対値を単純に平均しそれをhとするのは各国の流動準備の変化量に
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トレンドを含めたまま使用することになり好ましくない。われわれは静的な最

適準備水準(static optimal reserve level )を求めるものであるからトレン

ドを除いて考えなければならない。そこで最小自乗法によってトレンドを出し

それによってhを修正せねばならない。

以上で分ることはヘラーが最小自乗法によってトレンドを出しそのトレンド

を年次時系列の変化量からぬいて残差を作りその絶対値の平均をhとしたこと

である。回帰線のあてはまりが良ければそれだけトレンドをぬいた残差は小さ

くなり，したがってその絶対値の平均たるhの値は小さくなってくる。そこで

どのような回帰線を使用すべきかが問題となってくる。前節図5 (B)を想起して

みよう。そこで注意をうながした如く各年次の流動準備の変化量をとり出して

描くとヘラーの理論は正負の変化量が変化量0点から測って半々になることを

仮定している。ところがそれと異って各国の実際の流動準備の観測値から得ら

れる変化量は通常正負半々にならないであろう。かくして正または負のどちら

かにかた寄る変化量を観測期間に亘って正負半々になるように修正しなければ

ならない。そこで変化量0点を基準にすることを止め別の基準をとってみるこ

とが考えられる。例えば図6の如く流動準備の変化量が第1第2年次はh，第

3第4年次は3hであるような場合には基準を2hにとり第1第2年次を－h,

第3第4年次を+Aとそれぞれ読みかえることで修正すれば，観測期間に亘っ

て正負半々の流動準備の変化量が生起したものとすることができる。ヘラーが

変化量の年次時系列からトレンドをぬいて修正

し年当り準備の平均必要額を導出するとした
＋

のはこの意味においてであったと思われる。＋

すなわち最小自乗法でトレンドをとるならばそ＋

の誤差は必ず正負半々であり，その誤差がすな

わち準備の変化量をトレンドを基準にして読み

かえたものであるからである。ではどのような

１

変
化
堂

3A, ＊ *

2h.-.--.-.-.---..-.-.--.-----._--.--.-.-基準値
（トレン

ハ ． ＊ ＊

0 学1

1 2 3 4

A ．

ド）

第 6 図
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ものをトレンドにとり基準にすべきであろうか。ヘラーは上記のように静的準

備の最適水準を求めるようなhの値を導出するとのべている。ここに言う静的

水準の意味が問題である。われわれは通常の解釈をとり時間に関係なく維持さ

れるかあるいは乖離したとしても復帰するような安定的水準を基準としてとる

こととする。したがって最小自乗法によるトレンドの導出には決定係数も標準

偏差も不必要であり，ただ必要なことは時間に関わりなく一定であるような横

軸に水平な回帰線かあるいは最終年次には初年次の値に再び帰,るような回帰線

をトレンドとして考えなければならないということである。ここに維持される

か復帰される水準はわれわれの図6で述べた基準値であることは言うまでもな

い○

そこでわれわれは各国の流動準備年次変化量を算出しそれに横軸に水平な直

線及び初年次と最終年次が同じ値をとる正弦曲線を回帰線としてあてはめるこ

とを試みた。なお念のために通常のような一次，二次，三次の回帰線をあては

めたものをも試みた。これらの結果はヘラーの淳IIIIしたhの価と比較しうるよ

うな形で表13に纒められている。普通のように一次，二次，三次の函激を回'l,1}

線として使用した場合でヘラーの掲げたhの値に近い値をILHした匡lは，カナダ

ドイツ,ll本，オランダ，スウェーデン，イギリスの6ケ国である。そのうち

ドイツ，オランダを除く4ケ国はいずれも二次の曲線によるものが良い結果を

与えている。ドイツについては一次l''1帰線の方が良く，オランダについては二
91）

次三次とも似た値を出している。これらに対し正弦曲線をあてはめた場合のh

(91）一次二次三次の回帰線をグラフに描いてみたとき興味ある結果を得た。二次の

回帰線でヘラーに近い値を出した6ケ国のうちドイツ以外の国はいずれも下方に

凸の二次グラフを描いている｡11ケ国で上記6ケ国以外でも下方に凸の二次の

グラフを描く国もあるけれども，その場合その二次のグラフは初年次と最終年次

の値が大きく異なっていることが判る。そして11ケ国すべてにつきこの異なりの

大きな国ほどへラーの値から乖離する傾向がみられる。他方オランダは二次三次

の回帰線のグラフをみてみるとともに近似しており且つ下方に凸の形を呈してい
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の値をみてみると，ヘラーに近い値を出した国は’ベルギー，カナダ，フラン

ス，日本，オランダ，スウェーデン，スイスの7ケ国である。そしてそれらの

値は大部分通常の一次二次三次の回帰線によるものよりもよりへラーの値に近

いことが判ろう。更に正弦曲線をあてはめたときへラーのhからかなり離れた

値を出したドイツ，アメリカも，横軸に水平な直線をあてはめたhの値を含め

て考えるとヘラーに近い値を出した国に含めることが出来る。ただイタリアと
（92）

イギリスの二国のみへラーと異なった値を出した。これら二国の結果はおそら
193）

<使用したデータがヘラーと大きく異ったために生じたものであろう。

次に正弦曲線と横軸に水平な直線とどちらによるhの値を使用するのが良い

であろうかという問題が残る。これに対する答えは上記までのようにヘラーの

理論から直接には出てこない。表14は正弦曲線並びに水平な直線によって導出

したhの値とヘラーの記すhの値との差を掲げると共に両回帰線を使用したと

きのそれぞれの基準値を併せ記載してある。表'4の左二欄に掲げたわれわれと

ヘラーのhとの差はその絶対値が小さいほどへラーの値に近いことを示してい

る。それによればベルギー，カナダ，イタリア，日本，オランダ，スウェーデ

ン，スイスが正弦曲線のhを，フランス，ドイツ，イギリス，アメリカが横軸

に水平な直線のhを使用するのが良いようにみえる。しかしながら両回帰線を

使用したときの基準値を示した同表の右半分をみてみよう。横軸に水平な直線

る。なおドイツは二次の回帰のグラフはほとんど横軸に水平となっており，一次

の回帰に近い形をしている。

(92）正弦曲線のhが良い結果を出した7ケ国はいづれも下方に凸のグラフを描いて

いる。他方正弦曲線では良い結果を出さなかった4ケ国のうちイギリスを除く3

ケ国は下方に凹のグラフを描く。したがって下方に凹の正弦回帰線を描くときは

横軸に水平な直線から得られるhを使用すべきことと結論されよう。なおイギリ

スは下方に凹の正弦回帰線を描いているが妥当しなかった。

(93）この二国のうちイタリアについてみると各種回帰線によるhのうちへラーによ

り近いのはやはり正弦あるいは横軸に水平な回帰線である。



表13 各種回帰線によるトレンドの導出とそれによる力の結果

ヘラーの計算

したﾉLの値

1次回帰線に

よる hの値

2次回帰線に

よるhの値

3次回帰線に

よるハの値

正弦曲線に

よるAの値

水平直線に

よるhの値

国 名

ベ ル ギ ー

カ ナ ダ

フ ラ ン ス

ド イ ツ

イ タ リ ァ

日 本

オ ラ ン ダ

スウェーデン

ス イ ス

イ ギ リ ス

ア メ リ 力

０
７

１
０

２
８

４
４

１
８

０
甲

。
ｂ

●
●

。
●

■

１
２

５
７

５
５

６
８

０
３

２
５

２
２

２
７

３
６

５
０

５
６

１
１

４
５

２
２

１
１

５
８

画
謂
臨
蹄
Ｓ
洲
咽
両
霊
‐
寺
か
竃
淵

｜

’

骨
《
「
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表14 二種の回帰線によるhの値のヘ

ラーとの差及びそれらの基準値

正 弦 曲 線正弦曲線に

よる場合

水平な直線

による場合

水平な直線

初年次＝最終年次
国 名

初 年 次 最終年次

ベ ル ギー

カ ナ ダ

フ ラ ン ス

ド イ ッ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

スウェーデン

ス イ ス

イ ギ リ ス

ア メ リ カ

７
５

２
１

０
２

０
１

８
７

７

３
５

９
７

２
２

１
５

９
６

２
８

０
６

０
２

９
１

６
７

０
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
申
固

１
２

５
０

５
８

３
４

１
５

７
１

３
１

４
５

７
３

２
１

６
１

５
２

１
７

７
５

５
６

７
９

１
０

０
０

１
８

２
８

１
９

９
１

４
６

５
■
色
■
●
Ｇ
■
■
①
④
●
●

２
８

９
７

６
４

８
０

３
３

８
９

９
８

９
８

５
６

８
２

０
６

２
５

１
２

１
１

２
０１

92．170

298.844

589.213

197．906

- 86.115

254.952

168.988

80．103

123.402

203.585

-1068.436
３

５
７

１
８

４
９

９
４

８
３

５
０

４
１

２
２

８
８

８
２

１
３

９
４

７
５

５
６

２
１

６
６

○
○
Ｂ
ａ
■
●
。
●
Ｇ
■
■

０
０

６
３

４
５

０
１

１
８

２
６

２
１

１

７
３

３
０

７
７

１
９

３
６

６

５
４

４
０

５
５

７
２

４
８

８
８

１
１

５
８

８
５

９
１

７
７

口
。
■
■
●
●
●
■
Ｇ
Ｇ
ｃ

０
１

９
２

６
０

２
４

２
９

５
７

０
０

３
０

３
２

３
０

９
５

１
３

５
２

１
１

１
６

を使用するときの基準値が大きい国はドイツ，イタリア，アメリカの三国のみ

であり，他はすべて正弦曲線を使用するときの基準値が大きい国である。基準

値が大きいということは，維持されるか復帰される流動準備の流入（負のとき

流出）の水準が高いこと（負のとき低い）を意味している。他方その基準値で

代表される回帰線は各国のトレンドを現わしている。そして年当り平均準備必

要額hはこのトレンドをぬいた残差から導出されている。したがってこのトレ

ンドはRoprの算出においても考慮の外に置かれているのである。このように

トレンドが除かれている以上R｡piの算出で考慮される対外準備保有の利益は，

トレンドよりの乖離誤差に対する最適準備額の算出という観点からみたものだ

けであると言うことになる。かくしてトレンドに関する保有利益あるいは損失

は考慮から省かれる。したがって流動準備変化量の基準値の高いことが良いか

否かという問題は，いいかえればそれはどのようなトレンドを選ぶかという問

題でもあろうから，ヘラーの純利益の極大化行動という理論で結論を出し得る

ような問題ではないのである。そこで通常そうであり且つヘラーが仮定したと
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思われるように流動準備が流入す

る傾向がありその程度が大きいほ

どその国にとり望ましいものであ

ると単純に考えて行こう。そうす

ると表15に示した如く，ドイツ，

アメリカ，イタリアの三国のみ横

軸に水平な直線によるんで他の国

は正弦曲線によるhで計算した

Rop2を得ることになる。

表151963年のRopt

国 名 ヘラーのR ｡pf われわれのR｡pi

ベ ル ギ ー

カ ナ ダ

フ ラ ン ス

ド イ ツ

イ ダ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

スウェーデン

ス イ ス

イ ギ リ ス

ア メ リ 力

９
６

２
３

３
０

３
９

６
０

５
６

６
９

７
９

７
３

７
１

１
８

８
８

１
７

８
７

９
３

６
８

０
３

３
１

１
３

８

６
８

５
５

５
９

５
３

５
８

９
●
■
凸
●
①
■
①
①
■
。
。

２
８

４
３

６
９

７
２

０
５

６
７

６
８

８
５

１
２

７
１

３
７

８
８

２
７

６
７

９
３

６
９

１
３

３
１

１
３

８

3

以上でヘラーの1963年の最適流

動準備額の考察を終え，以下同様の方

法を用いて1972年の各国の最適国際流

動準備額 R opt l972を計測することに

しよう。まず前節と同様期間15ケ年
（94）

(1958～1 972年）をとりIFSの@6 Inter-

national Reserve~ の項目よりデ

ータをとった。この項目は既に述べた

ようにIMFのクレジット・トランシ

エ・ポジションを含んでいない。国際

流動準備の中にこのポジションを含め

表161972年の限界輸入性向及び
保有準備の機会費用

長期政府
証券利回り

、

ベ ル ギ ー

カ ナ ダ

フ ラ ン ス

ド イ ッ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

スウエーデン

ス イ ス

イ ギ リ ス

ア メ リ 力

８
６

７
７

６
８

９
０

０
１

８
１

８
２

４
４

６
５

８
７

６
４

４
１

１
１

１
０

３
１

２
１

０
●
●
●
■
■
●
●
Ｇ
●
申
●

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

7.04

7.23

7.35

7.90

7.47

6.88

7.29

4.97

8．91

5．63

(94）ヘラーのモデルは観察期間の半分が赤字，残る半分が黒字となることを仮定す

る。そのため準備の変化量を偶数期間にとる以上準備のストックのデータは奇数

の期間でとらねばならない。
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るべきであるとする考え方があるが，われわれはヘラーの1妬3年の計測値と比較す

るためにはじめにこのクレジット・トランシエ・ポジションを含めず最適準備

額を計測する。そしてのちそのポジションを含めたデータを用いて改めて計測

しなおすことにしよう。

限界輸入性向(m)には1972年の輸入額とGNPの比を計算し使用した。他

方準備保有の機会費用（γ）にはヘラーにしたがって当該11ケ国の長期政府証

券利回り率を参考にしながら（表16参照）約7％を入れることを考えた。しか

し既に前節に指摘したような問題点があるので，われわれはγに5％と約7％

の二種を入れそのおのおのにつきR･〆を導出しておくことにしたo'rの値の
（95）

増大はR opiの値を引下げる傾向があることは言うまでもない。

先ずIMFの$､International Reserve3の項目でクレジット・トランシ

エ．ポジションを含まない場合について7 =0. 05として計算してみよう。その

結果は表17,表18に纒めた。表17の基準値をみるとアメリカを除くすべての国

について正弦曲線によるものが大きい。したがって前節の結論にしたがいアメ

リカのみ横軸に平行な直線によるhの値を使用し，他の諸国については正弦曲

線によるhの値を使用することにした。1972年の最適流動準備額とR I972/R｡p@

の値は表18に掲げたようなものとなった。

次にクレジット・トランシエ・ポジションを含む流動準備額について上記と

同じような計算を行った。その結果は表19,表20である。ともにγは0.05であ

る。表19において横軸に水平な直線の基準値が大きい国はこの場合アメリカと

イタリアの二国である。そこでこの二国についてのみ横軸に水平な回帰線のh

の値を使用することにした。

表18,表20の最適流動準備額の最後の欄に1972年の各国の実際の準備保有額

とわれわれの計測値との比を計算して記入した。この値は1に近いほど最適準

05）γ､7"が1より小である限りlog (r･m)は負値である。そしてγ･"'の増大はlog

（γ･汎)の絶対値の減少として出されてくる。そのためR ｡p2は減じてくる。



国際通貨の需要に関する研究 151

表17 二種の回帰線によるんの値とその基準値

（垢野ﾄ ﾄﾗﾝｼｴを含まぬ場合）
正 弦 曲 線 水平な直線

初年次＝最初年次

水平な直線

によるh

正弦曲線

によるん 初 年 次 最終年次

０
０

０
０

０
１

３
３

０
４

４
０

０
０

０
０

７
４

４
０

１
１

５
０

０
０

５
０

１
６

５
２

７
●
●
■
早
■
■
●
■
■
■
由

５
６

０
９

１
８

０
５

７
４

０
６

８
４

７
７

３
３

７
８

８
７

１
２

６
２

２
２

２
３

１
６

１
１

ベ ル ギ ー

カ ナ ダ

フ ラ ン ス

ド イ ツ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

スウェーデン

ス イ ス

イ ギ リ ス

ア メ リ カ

194.201

303.370

788.707

1644.004

427.663

2362.769

205.441

124．019

267.708

690.078

754.650

７
６

９
１

３
６

５
４

４
５

５
５

８
４

７
４

７
５

０
１

３
４

３
２

４
５

１
２

７
２

２
７

２
色
■
色
ゆ
ゅ
●
●
●
●
由
由

１
５

２
２

３
７

２
２

８
３

２
０

０
４

４
３

２
５

３
０

０
１

２
３

７
０

４
２

２
１

３
７

８
２

２

坊4.990

508.584

1613.680

3143.356

銘0.593

4砲9.195

印4.657

垂4.807

筋6.362

577．500

- 1"9. 688

跡4.974

釦8.549

1613.525

3143.059

記0．583

4艶8.672

釦4.613

理4.783

656.320

577．438

－1釦9.602

表181972年の最適流動準備額(鼎{ｻﾄ ﾄﾗﾝｼｴを含まぬ場合）

R j972/R opjR I972A Ropt7抑

１
５

８
５

１
８

６
８

４
６

１
７

５
３

３
０

４
１

６
０

７
６

５
９

７
０

０
９

０
８

５
１

８
■
■
●
●
④
■
●
●
Ｇ
●
申

３
２

１
２

２
０

４
１

４
１

１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
■
●
●
●
ｇ
甲
●
●
●
■
Ｇ

Ｏ
０

５
５

９
５

５
５

８
７

０
７

５
１

８
７

６
８

７
８

４
５

８
０

０
７

０
３

７
５

４
６

１
３

６
０

３
６

８
４

１
７

５
３

１
２

１
１

１
０

７
４

３
９

１
９

８
８

５
０

７
０

０
６

６
４

１
０

７
４

２
３

７
０

６
７

４
０

７
０

２
早
色
●
●
や
■
、
●
●
●
■

４
３

８
４

７
２

５
４

７
０

２
９

０
８

４
２

６
０

２
６

９
１

１
３

７
６

４
３

２
１

２
６

８
１

２

５
９

７
８

２
０

２
７

３
７

８
７

８
１

３
７

１
７

８
６

８
４

８
２

０
７

２
４

４
９

３
５

９
Ｇ
●
●
由
■
Ｇ
■
●
■
■
■

３
７

１
７

６
９

１
２

２
１

５
８

４
６

８
３

７
９

４
６

０
６

０
０

７
６

０
３

１
８

６
８

０
１

２
５

１
３

９
１

１
４

７
１

１

ベ ル ギ ー

カ ナ ダ

フ ラ ン ス

ド イ ッ

イ タ リ ァ

日 本

オ ラ ン ダ

スウェーデン

ス イ ス

イ ギ リ ス

ア メ リ カ

８
６

７
５

６
８

９
０

０
１

８
１

８
２

４
４

６
５

８
７

６
４

４
１

１
１

１
０

３
１

２
１

０
①
④
●
●
①
甲
●
●
白
白
①

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
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表19 二種の回帰線によるんの値とその基準値

（垢野ﾄﾄﾗﾝｼｴを含む場合）
正 弦 曲 線正弦曲線

によるん

水平な直線

によ るん

水平な直線

初年次＝最初年次初 年 次 最終年次

ベ ル ギ ー

カ ナ ダ

フ ラ ン ス

ド イ ッ

イ タ リ ア

日 本

オ ラ ン ダ

スウエーデン

ス イ ス

イ ギ リ ス

ア メ リ カ

５
２

１
０

４
４

７
５

４
９

１
５

１
７

０
８

０
３

４
１

２
７

７
６

０
５

１
２

８
２

２
９

５
●
●
●
●
●
●
④
■
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表21 最適値の比として表わされた準備保有状況(r=5%)
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備額に等しい準備を保有していたことを現わしている。これら1972年に関する

比率とヘラーが出している1963年に関する同様の比率とを纒めて表21とした。

この表21は1 963年と1972年の各国の準備保有状況を最適流動準備額の倍数とし

て表示したものになっている。この表によって1963年にヘラーの与えた保有状

況と1972年の保有状況を比較してみると興味ある結果が得られる。ベルギー，

オランダ，イギリスの三国は1963年当時より1972年における方が最適流動準備

を超える流動準備をより多く保有していることが判る。対外流動準備の過剰と

して問題となったドイツ，日本をみると，対外流動準備のストック額が両国と

も増大したが他方でその最適必要額も増大したために, 1963年当時と較べて流

動準備過剰の程度が拡大したとは言いえないことが示されている。相変らずか

なりの過剰流動準備を保有しているのが，カナダとスイスである。アメリカは，

ドルの流出と流動性不足で問題となったが，われわれの計測ではそのように出

て来ない。特にクレジット・トランシェ・ポジションを含めた場合アメリカは

約3倍の過剰流動準備を保有しているということになる。
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表221972年の最適流動準備額（γ＝0.07クレジット・トランシエを含まぬ場合）
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クレジット・トランシェ・ポジションが強く影響を与えている国は，アメリ

カ以外にベルギー，カナダ，イタリア等がある。そのうちイタリアの場合には

その影響はマイナスであり，流動準備の不足という結果を出している。

他方，世界の金融の中心地をなしている国，ベルギー，オランダ，スイス等

は，アメリカの例外を除いていずれも1963年に較べて流動準備過剰の程度を強

めている。これはヘラーのモデルが彼の言うところの予備的動機にもとづく国
（96）

際流動準備の保有のみを取扱っているという理論上の欠陥の現われであるが，

1 958年以降のヨーロッパ諸国の経済復興とそれに伴う金融中心地の役割の再開

が本格的になってきたことをも表わしているといい得る。その他諸国カナダ，

フランス，ドイツ，イタリア，日本，スウェーデン，イギリス等はほとんど19

63年当時の計測結果と1972年の計測結果とに差がなく同じような過剰流動準備

の程度を示していることは興味深いことである。

以上の結論は流動準備の機会費用（γ）を約7％にすることによってもそれ程

修正されない。それは rの値を増大させることが計測されるRopこの値を上記

5％の値より小さくし，そのためR1972 / R Oplの比率をより大きくするにすぎな

いからである。その結果は表22,表23に掲げた。表22はクレジット・トランシ

ェ・ポジションを含まない場合の計測結果であり，表23はそれを含めた場合の

ものである。γの値は日本のように長期政府証券利回りの入手し得なかった国

は7％を入れ，その他の国は保有流動準備の金利をゼロとみて長期政府証券利

回りをそのまま入れた。

4

以上二節に亘ってヘラーの最適準備額を計測して来た。先ず第2節ではヘラ

ー自身の計測結果のあとをフォローすることによってヘラーと同じ方法で1963

(96）次節にのべるヘラー・モデルの限界('ｳ参照されたい
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年の最適準備額を推定した。そして後第3節において1972年に時系列を改める

ことによって，ヘラー・モデルをそのまま使用して1972年の最適流動準備額を

計測し1963年との対比を行った。

そこで次にヘラーの理論上の限界をヘラー自身の述べるところにしたがって

纒めよう。そしてそれに引続いてわれわれの上記二節から出された結論を再考

してみよう。先ずヘラー自身の述べる彼の理論の欠陥は次の如くである。

（ｲ）外国からの反作用の無視

へラー・モデルでは対外流動準備保有の利益として考慮に入れたものは，問

題とする国に限ってみた場合の輸入の減少を作り出すに必要な所得の切り下げ

額であった。ところがこの輸入の減少は問題とする国以外の諸国の輸出の減退

を通じてその諸国の所得の減少したがってそれら諸国の輸入の減少と連鎖が

続き，問題とする国の輸出の減少を経てその所得の引下げにはねかえってくる

ことが考えられる。このはねかえりからの所得の減少は当然対外流動準備保有

利益の中に入れるべきものである。しかしながらこのような反作用の過程は全

く考慮されていない。それは問題とする国を小国とみて世界総取引量に占める

輸入の大きさが小さく，その輸入が減少したとしても他の諸国の所得に大した

影響を与えないと仮定しているからである。

（ﾛ）支出変更政策の無視

国際収支の赤字解消策には通常支出変更政策(expenditure-switching poli-

cies)と支出引下げ政策(expenditure-changing poliCies)とがある。このう

ちへラーは後者のみとりあげた。価格硬直性が強く為替相場の変更による収支

調整を好まない国々にはこの仮定が妥当するであろうが，物価や為替相場の伸

縮的な国には妥当しないであろう。

ヤサ 基軸通貨国の問題の無視

通常の国内通貨の取扱いと同様に国際通貨に関してもその保有の動機に，取

引的動機，予備的動機，投機的動機の三種が考えられる。ヘラーは彼の分析を
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このうち予備的動機によるもののみに限り他の動機を無視したと言う。それは

彼の取扱う対象が各国の政府並びに通貨当局の公的な国際通貨準備額の変化額

であることから出て来たものである。すなわち政府並びに通貨当局が投機を目

的として国際通貨を保有する筈がないし，また政府並びに通貨当局の直接行っ

た輸出入によって国際収支が構成されその目的のために国際通貨の保有がなさ

れているとは考え難いからであると言うのである。かくして彼は国際収支不均

衡が発生し所得切り下げ政策によって対処せねばならない危険に対する予備と

して国際通貨の保有に努力する各国政府並びに通貨当局を考えるのである。し

かしながら既に本稿前半の理論的考察でみた如く，ヘラーの分析は対外流動

準備が不足し支払不能になる確率元に関係しその意味で予備的動機と言うより

も取引的動機による国際通貨の保有の分析であるとするのが妥当であろう。し

かもクラークと同様に資本市場の分析が不充分である。したがって投機的動機

による国際通貨の保有を充分に考慮しているとすることは出来ない。予備的動

機による国際通貨保有の分析でもないということは，本来予備的動機による場

合に重要であるような事態に全く妥当しないこととして表われてくる。すなわ

最近生じた基軸通貨国の未払債務の償還に不安を感じたような場合にみられる

ように基軸通貨国の国際準備保有の最適額の算出には全く妥当しないj"このよ

うな国の準備は単に国際収支の赤字のために保有されるというよりも未払債務

の価値の維持のために保有される意味があるからである。これに類することは

基軸通貨国以外でも考えられる。各国は対外収支赤字に対処するものとして国

際通貨をもつのみでなく，自国の国際的信認を維持するためにも国際通貨を保

有する。なぜなら引続く収支赤字のために保有準備がある水準以下になるなら

ば，その国は諸外国の信認を失い赤字に融資を受けることすら出来なくなるか

らである。そしてこの水準こそ予備的動機による国際通貨の保有水準を決める

ものである。

㈱ 藤田正寛「国際流動性の最適水準への一考察」バンキング226号。
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（二）資本の調整的移動及び準流動準備の無視

へラーの上記モデルは対外不均衡をすべて所得の変動によって解決するもの

と考えている。しかし周知の如く対外不均衡は資本の調整的移動によっても解

消されうる。したがって資本の調整的移動が起るならばそれだけ所得切下げの

必要額は少なくて済むことになる。他方準流動準備が他に存在しそれを準備に

代るものとして保有する場合にはそれだけ正規の国際流動準備として計上され

るものが小さくなってくることになる。これら両者の存在は無視されている。

㈱ 資本の社会的報酬率(the social rate of return on capital)の問題点

流動準備保有の機会費用(r)の値は社会的資本の報酬率から保有準備の報酬

率を差引いた値である。既に第2節でのべたように資本の社会的報酬率のみな

らず保有流動準備の報酬率も各国の流動準備の運用状況が不明である限り正確

な客観的値が出し難い欠陥がある。そこでわれわれは前二節で思い切って5％

あるいは約7％と思われる長期政府公債利回りをrに代えて使用することにし

たのである。このγは国際資本市場に関係する。既に本稿前半の理論的考察に

おいてみたようにこの点に関するヘラーの分析は，クラークのモデルと同じよ

うに満足すべきものではない。

㈲ 年当り平均流動準備額ルの過少評価の問題

へラー・モデルのhの導出は対外流動準備の変化量のトレンドで修正された

平均値としてなされてくる。このとき使用する対外流動準備の変化量は，収支

不均衡の発生の都度手早く対抗策をとる神経質な場合と全く対抗策をとらない

場合とでは大きな差異が生ずるであろう。したがってその変化量を使用して導

出されるhの値は神経質な場合小さ目に気長な場合大き目に出てくる傾向があ

ると思われる。ヘラーはこのような傾向を直接否定はしないが逆にそのように

ならないこともあるとして反論する。即ち対抗策を全くとらない時には流動準

備の変化の方向は減少として現われてくるが神経質に対抗策をとる時には逆に

対抗策の結果流動準備の変化の方向は増大として現われてくる。したがって逆
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の変化としてデータに出てくるにすぎず変化量のデータに現われなくなるので

はない。故に変化の量が正であろうと負であろうとその絶対値を使用する九の

値にはそれほど大きな歪みを生じないであろう。むしろ逆にhを過大に評価す

る可能性もありうるのであると。

以上の(ｲ)～㈹の諸点はヘラー自身が挙げる彼のモデルの理論的限界である。

これらのうちあるものは既にわれわれの前二節の分析の中に現われてきている。

即ちアメリカならびにその他の金融中心地をもつ諸国はほとんど過剰流動準備

保有国として現わされた。それはヘラー自身指摘する基軸通貨国及び信認の問

題の無視，資本の調整的移動の無視，また資本市場の分析の不充分性等からく

るものであると言い得る。投機的動機についても重要であるが取引的動機と予

備的動機の分割の不明瞭さも問題である。ヘラーが自分の分析を予備的動機に

よる国際通貨保有の分析であるとする理由は，実際に輸出入を行わない政府並

びに通貨当局にはそのような準備の保有動機を数えあげることが出来ないとい

うことであった。しかしながら実際に輸出入を行う民間部門が取引的動機にも

とづく通貨の保有を行い，その民間部門の保有が政府並びに通貨当局の公的な

準備保有額に反映することを考えるならば，政府並びに通貨当局の流動準備額

の中に取引的動機による保有部分が入っていないと結論することは出来ない筈

であろう。かくしてわれわれはヘラーが除外したこれらの問題をどのように考

慮に入れてゆくかということが残された課題となる。

さて上記のヘラー自身の挙げる彼のモデルの理論的限界以外にわれわれは彼

のモデルの計測を通じて彼の理論の欠陥を指摘することができる。すなわち，

（ﾄ）流動準備の変化量のトレンドに関する問題点

既に第2節にのべた如くhの導出，したがってR｡p!計測に際して対外流動準

備の変化量からトレンドをぬいてしまっている。すなわちR ｡p!にはトレンドを

ぬいた残りについて彼のいう予備的動機にもとづく流動準備保有額がはじき出

されてくることになる。したがって収支赤字の引続き生じているアメリカ，ま
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た収支黒字の引続いたドイツおよび日本のように，その引続く赤字あるいは黒

字はその国の対外流動準備の変化傾向であるとみられて，計測の過程で排除さ

れてくる。そしてその結果それらの赤字あるいは黒字の傾向はR ｡p!の値を左

右しないものとなってくるのである。このことは黒字傾向にあるドイツおよび

日本の流動準備保有状況（表21)が1972年に1963年当時とほとんど変らない値

を出し，日本などにおいては最適流動準備額に近い値を維持したままであると

いう結論を導くことに現われて来，またアメリカの場合には赤字傾向にあるに

も拘らずクレジット・トランシェを含めて過剰流動準備国，含めないとしても

適正準備の状態であるという1972年の常識とかけ離れた結論に導くことに現わ

れてくるのである。これはヘラーの目的である静的(static)な最適準備の水

準を求めるという点では満足すべきものであろうが，他面その時代の常識から

余りにもかけ離れるという欠陥を露呈することにもなってくる。しかもこの場

合対外流動準備変化量からぬかれるトレンドの導出方法自体に重大な難点があ

る。既に指摘したようにぬかれるべきトレンドが横軸に水平な直線であるのか

それとも正弦曲線で示されるような曲線であるのかを決定することは，彼のモ

デルでは理論的には不可能である。そこでわれわれは常識にしたがい基軸値の

より大きい回帰線を恐意的に選ぶこととしたのである。したがってぬかれるべ

きトレンドをどのような根拠で選ぶかという問題は窓意にまかされ，そのため

そのトレンドを除却した残差から計算されたhおよびRo,，の値をも窓意にま

かすことになるのである。
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(IU)クールシェンおよびユーセフの国際準備需要の検討＊

（98）

われわれはT. J.クールシェンおよびユーセフが行った国際準備の需要の

計測を1959年～1972年の期間に延長し，国際準備を国内通貨供給量または輸入

（長期利子率をそれぞれ修正項として入れる）の函数としてみることができる

か否か検討してみようと思う。

国際流動準備と輸入または国内通貨との間に関係をみようとする考えはR.

トリフィン,M.ブラウン,F・マハラップ,H.R.ヘラー,R. ソーン等々
、，

数多く存在する。周知のごとく,R.トリフィンおよびM ブラウンは国際

準備と輸入との間には，輸入を対外諸取引の水準の指標と把えて，ある種の関
0側

係の存在することを示した。これに対しF.マハラップは国際準備と輸入また

は国内通貨との間の比率が時間と共にまた国により大きく変化していること，

したがって国際流動準備保有の最低水準として輸入の25％程度力望ましいとし
qOD

てもかかる確定的関係を見出し得ないことを結論した。

クールシエンおよびユーセフの二人はこのマハラップの考えに反対してそこ

にある関係を仮定し計測するb各国の国際準備の需要は一部その国の対外支払

と対外受取の橋渡しのために保有されているものであり，したがってその部分

は国内理論でいう通貨の取引需要に相当するといえる。しかしそれは国内と多

少異なっている。国内では各個人が自己の行う取引のために通貨を保有するの

讃この槁は香川大学経済論叢48巻3．4号に掲載のものを加筆修正したものである

" Courchene, T. J. and G. M. Youssef, "The Demand for lnternational

ReServes:' J.P.E. , Vol. 75, Aug. 1967.

" Grubel, H. G. , $@The Demand for lnternational Reserves : A Critical

Review of the Literature::' TheJow･伽αIC／E“γl0mjc L〃era”γ9．Dec.

1971 .
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に対し，対外取引では通貨当局が他人（それぞれの国の住民）のおこなう取引

のために国際準備を保有するからである。しかしながらクールシェンおよびユ

ーセフによればこの差異は外観上のものであるにすぎない。各個人が対外取引

をするばあい，保有する国内通貨は通貨（為替）当局の保有する外貨への需要

として現われてくる。したがって究極的には各国の国際準備水準は各個人の取

引の結果を反映するものであるといい得るからである。かくしてクールシェン
qo2

およびユーセフは，国際準備の予備的動機を重視し取引的動機を軽視する考え

に反対するのである。国際流動準備のうち取引的動機による需要は，対外諸取

引水準の指標として輸入をとる限り，各国において輸入の函数として把握する

ことができる。しかししばしばなす如くそれを輸入と，すべての国際流動準備

保有額とが厳密に比例するというような貨幣数量説の国際版として理解するな

らば誤りとなる。したがって輸入の函数としての国際通貨の需要を国際通貨の

取引的需要の部分だけを表わしたものとして考えて行くべきであるとするので

ある。

そこでクールシェンおよびユーセフは，取引的動機以外に他の動機をも包含

するような形のより一般的な国際通貨の需要を各国の国内通貨供給量の函数と

して把握すべきであると主張する。そして国際通貨保有が国内通貨供給量と関

係していることは国際収支赤字の発生を説明する貨幣理論を考えるとき明かで
〃 qo3

あるという。例えばアブソープション・アプローチによれば支払差額(B)は

(100 Triffin, R. , Go〃α伽d ihP Do〃αγC"sis, 1960. Brown, WM. M , The

Erie"αノLiq"diry Q/α〃A伽αnced Cow'frl/, Prmcfjon Studies m

I"iernα〃o犯aJFmα"", No. 14, 1964.

(101) Machlup, F､, " The Need for Monetary Reserves:' Ba"cαⅣazm"α/e

de/ L(zzjo)･0 Q"",･ier/i/ RGMGM), No" 78, Sep. 1966.

(103例えばヘラーなど予備的動機をこの意味で重視した。

(103 Johnson, H. G. , I7niemα〃o"α/Tγαde a"(I Ecof'omic GroM)th, 1961, Chap. W
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自国の対外受取総額( R,)と対外支払総額(P,)との差額で現わされ( B=R,

-P,)そしてその国の住民相互間の受取と支払が全体として常に等しいことを

(Rr=P,)考慮すればその国の住民の総受取と総支払の差額として現わされる

こととなる(B=R,+Rr－P,－Pr =R-P )。したがって国際収支赤字は次の

二つの事態のいずれかを意味する。先ずその国の住民の総支払は総受取を超え

(R<P)各個人の所有する現金残高は通貨（為替）当局に為替と交換に手渡さ

れて減少する事態である。このばあいは現金残高の減少がやがてその社会の保

有しようとする最低水準に達し利子率の上昇・信用の収縮・総支出の減退そし

ておそらく総受取の増加という不均衡の自己是正メカニズムが働いて行くこと

になる。次に第2の事態は貨幣当局の公開市場での債券購入によって各個人の

現金残高の補充される場合である。これは利子率を不変に維持しようとする政

策をとるときまたは外国為替の売上代金を何等かの方法で再貸付するような拡

張政策をとるとき生じる。このばあい国内通貨量は不変に保たれ，収支の不均

衡は自己是正のメカニズムを持たず国際流動準備の枯渇するまで無限に継続す

ることとなる。

前者の現金残高が減少するぱあいは自己是正メカニズムの働きによって国際

流動準備の保有量と国内通貨供給量との間に一定の関係が成立してくる。しか

し後者の信用創造を行うばあいはこのような関係を見出し得ない。すなわち国

内通貨の供給量は一定に保たれており，他方で国際流動準備は枯渇し拡張政策

が放棄されるに至るまで減少し続けるであろうからである。そこで経済効率

(economic efficiency)の観点に立ち，政策当局によって各個人の行う現金残

高と財あるいは債券の交換から結果する効用極大化が阻害されないものと仮定

する。この仮定に立脚すれば，収支赤字が国内通貨を減じ自己是正メカニズム

の働きによって解消され，国際準備と国内通貨供給量との間に一定の関係が作

り出されるばあいのみに限定されてくる。すなわち各個人の支出のうちより多

くを輸入に割当てるような傾向をもつ国ではより多くの国際流動準備と国内通
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貨が対応し，他方各個人の支出のうちより少<輸入に割当てるような傾向をも

つ国ではより少額の国際流動準備と国内通貨が対応するということになる。こ

の国際流動準備と国内通貨との間の関係をクールシェンおよびユーセフはシト
q側

フスキーにしたがいその国の現金残高を減じ対外支出を行いうる（その国の現

金残高の）能力として理解する。すなわち経済効率を実現するような国際準備

の最低水準はその国の国内の現金残高を減じ対外支出を行いうる能力に依存す

るのである。そして上記の如くこの能力はその国が支出のうちどれだけを輸入

に割当てる傾向をもつかということによって決ってくる。いま限界輸入性向を

、,限界消費性向をsとすれば,それはm/ (s+'")である。但しこのばあい所得

1単位の増加がもたらす対外支出の割合と現金残高のl単位の支出がもたらす

対外支出の割合とが相等しく，またそれら支出から生じる所得を経た反作用を

無視しうるものと仮定されている。

以上の考察よりしてクールシェンおよびユーセフは国際流動準備保有額を国

内通貨供給量の函数として把え計測する。他方で彼等はしばしばなされている

国際流動準備が輸入に依存するという国際流動準備の取引需要をも計測し，そ

れと前者とを比較する。なおクールシェンおよびユーセフは輸入あるいは国内

通貨に関する国際流動準備の需要函数を修正するものとして国際流動準備の機

会費用を考える。国際流動準備の機会費用はヘラーでは国際流動準備の最適水

準を決定する主役を演じている。しかしクールシェンおよびユーセフはその機

会費用が社会の投資の限界生産力に依存しており，その限界生産力のおおまか

な尺度として長期利子率をとることができると考え，国際流動準備の需要函数

の修正項目として長期利子率をとりあげるにとどめる。

2

クールシェンおよびユーセフはRt=q+6X#+e 1とR!=a+6,X !+b2rt+e{

(104) Scitovsky, T. ,Eco"omic Tん“γyand Wesiewn EuropeQTz Integr"ion,

1958, pp. 101- 9 .
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の二種の線型回帰方程式を設定する。R2は国際準備保有額,X2は輸入額また
qo9

は国内通貨供給量7rtは長期利子率である。期間は1 958年第2四半期から
q㈱

1964年第3四半期であり，データ数26からなる。次のTh6/e 4およびTh6/c

5は彼等の導いた結果を再掲したものである。Ta6/e 4はR!およびX!に各

国々内通貨表示の名目額を使用している。Tq6/e 4の結果は次の如くである。

長期利子率( rt)を含まないぱあいを示した(1)と(2)の欄を比較すると,9カ国

中7カ国についてXIに国内通貨を導入した方が輸入を導入したものより良い

2の値を示している。また長期利子率を入れたばあいの(3)～(9)の欄についても

(4)(5)と(8)(9)を比較すると，6】に関して9カ国中8カ国について,b2に関して

9カ国中6カ国についてそれぞれXIに国内通貨を用いた方がよいiの値を示

している。函数のあてはまりの良さを示す決定係数（重相関係数，(6)と(10)の欄

のRの値）についても同じく国内通貨を使用した方がより1に近い。他方X!

に国内通貨を用いたときの利子率の係数（(9欄の6，）は7カ国が負値であり，

2カ国が正値である。経済データは需給諸力の結果として生起したものである。

そのデータから需要函数のみを引き出すには，国際流動準備の需要函数が時間

に亘って安定的であることが仮定されねばならない。したがって計測された係

数が適切な符号を持たないときは需要函数が計測し得たとはいえなくなり，そ

こに供給函数が混入しているとの疑いが濃くなる。符号が適切か否かは理論か

ら与えられる。すなわちすでに考察した如く，国内通貨の増大はその国の対外

支出を行う能力を一定とすれば国際準備の増加をもたらし（6，＞0），他方長

(105)国内通貨供給量はI"ierfzα〃o"αノFma伽cm/ Siα〃s"csにおいてM oneyと表示

されているものとQuasi Moneyと表示されているものとがあるが，われわれは前

者を取扱った。 長期利子率のデータに関しては，日本でそれを入手しえなかっ

たのでそれに代えてBank Lending Rateを使用した。 他の国ではGover nment

Bond Yieldを使用している。

(106)データはITzMT"α〃0剛αノFma汎cm/ Siα〃s"ces( IFSﾉの1961, 1962, 196奔版

から得ている。
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期利子率の上昇は機会費用の上昇を意味するため国際準備の減少をもたらす

(b2<O )こととなる。したがって上記2カ国の62の符号は適切でないといえ

る。なおこのように不適切な符号をもつものは，(5)および(9)の欄ともに同数の

2カ国である。

クールシェンおよびユーセフは国内通貨について(2)および(8)の欄の係数が所

得増加のときの乗数m/( s+m)と一致するか否かを判定するため順位相関係
qo1

数(rank correlation coefficient)を使用する。1958年～1964年の平均値と

して出された、とsから〃,/( s+m)を計算し(11)欄に掲げる。 そして最後の

三つの欄にこの汎/( s+m)と(2)欄の6さらに(8)欄のb】のそれぞれの順位を

与えr=,_ 6W-!''､)2”(",－，）を計算する。6＊については0.88,ルキについては
0.94となり，有意水準1％の値0.783より大であり，したがって(12)と(13)あるい

は(12)と(14)の二つの欄は互に独立でなく相関していることが導かれる。かくして

前節の考察での仮定すなわち所得1単位の増加がもたらす対外支出の割合と現

金残高1単位の支出が対外支出に向う割合とが等しいという仮定の正当であっ

たことが示されるとするのである。

Table5は同じデータを用いてRtに輸入価格指数で割った国際流動準備の

対数値を,Xiに生活費指数で割った国内通貨供給量の対数値または輸入価格

指数で割った輸入額の対数値を，γ！に長期利子率の対数値をそれぞれ入れ，

実質量での一次の対数函数の回帰係数を上記二種の線型回帰方程式によって計

測し，その結果を掲げたものである。このばあいについても，クールシエンお

よびユーセフはtの値および決定係数ともに国内通貨をXIに入れる方が良い

ことを指摘するのである!，

さてクールシエンおよびユーセフは上掲のTable 4とTable 5を通じて

(107) Hoel, P. G., E/emenf"" Stα〃s"cs, 1967, pp. 255- 57.

(108) (1欄および(2欄の係数6, 61はともに大部分lより小である。これは国際準備の

取引需要が対外取引の成長より低率で延びることを示していると言う。
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ダービン・ワトソン比が非常に悪く，したがって残差が自己相関していること
q側

をのべる。ダービン・ワトソンの掲げる表によれば変数3，データ26の1％有

意点はdL =0 .93, du =1 .41である。故にTable 4とTable 5のDwの大

部分はこのdUまたはdLより小である。これを修正するには繰返し法，グー
010

ピンの方法，さらに1期前のR,_】を説明変数に入れる方法とがある。クール

シエンおよびユーセフはダービンの方法を用い残差に1階の自己相関を仮定し

( et=pet-,+ et),βの値を導出して修正する。その結果はTable 5のばあい

についてのみ掲げてある。

以上の考察からしてクールシエンおよびユーセフは国際流動準備を国内通貨

と長期利子率との函数とするのが良いと結論する。そして1964年，1965年の第

3四半期の国際準備を推定し，それと実際値を比較して自己の考えの妥当なこ

とを確認するのである。

3

そこでわれわれは以下クールシエンおよびユーセフの結論を1959年第1四半

期から1972年第4四半期に拡大されたデータを使用して検討してみようと思う。

データはすべてIFSの1973 Supplementよりとられている。得られた56ケの
qlD

データによって初めに全期間に関し彼等と同様の方法で回帰係数を求めた。そ

qO9 Durbin, J. and G. S. Watson, ｡6Testing for Serial Correlation in

Least-Squares Regression,'' I and n, Bjome"jﾊα, Vols. 37 and 38, 1950,
1951 .

qlD Johnston, J. , Eco7zomeか。jc Met加ds, 1963, pp, 192-95.

Durbin, J. , "Estimation of Parameters in Time-Series Regression

Models:' J. R. S. S., Series B, Vols. 22-23, 1960.

(11D名目額表示のデータは国内通貨100万を単位にとり使用している。対外流動準

備のデータはUSドル表示のものをIFSに掲げられているtrade conversion factor

によって国内通貨額に換算し，それを1(臆の単位として改めて使用されている。

なお輸入額はすべてf.0､b.でとられている。
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の結果まとめたものが第24表(ｲ)および第25表(ｲ)である。その後その期間を26コ

のデータに分ち1959 (I)～1965 (II), 1962(11)～1969 (1), 1966 (111)～19 72(W)の三種に

つき同じことを行った。それらの結果は第24表と第25表の(ﾛ)～(二)である。第24

表はクールシエンおよびユーセフの Table 4 に対応し，第25表はTable 5

に対応するように作られている。ダービン・ワトソン比の悪いときの修正はダ

ービンの方法以外繰返し法によっても行なわれた。これらの詳細な結果につい

てはここでは省略することにする。

上掲第24表は長期利子率と国内通貨表示の国際流動準備，輸入，国内通貨供

給量を使用してRI=q+ 6X!+e1およびR'==q+ 6,Xi+ 62 7･I+ eiの係数を

導出し表示したものである｡第24表(ｲ)~(二)の(1)欄～(8)欄はダービン･ワトソン比の修

正前のものであり，（9欄～(11欄はX!に国内通貨を入れた(6欄～(8欄のダービ

ン・ワトソン比を修正したものである。さて第24表(ｲ)～(ﾛ)の(1欄～(8欄につい

てみてみると前節のクールシエンおよびユーセフに類似した結果が得られてい

ることが分る。先ずtの値に関して，6は第24表(ﾛ)のスウェーデン，日本，第24

表ﾚｳのデンマーク，スウェーデンを除くすべての国で(1欄より(2欄がより良い

い値をもち，また6，は第24表(ﾛ)のスウェーデン，第24表ﾚｳのデンマーク，ス

ウェーデン，オーストラリア，第24表(二)の日本を除く以外すべて(3欄より(6)欄

が良い値をもっている。次に決定係数に関しても第24表(ﾛ)のスウェーデン，第

24表い)のデンマーク，スウェーデン，オーストラリアを除く外のすべての国で

(5欄より(8欄がより1に近くなっている。しかしながら62のtの値について

は多少趣きを異にしている。すなわち第24表(ｲ)ではスイス，オランダ，スウェ

ーデン，ベルギーの4カ国，第24表(ﾛ)ではドイツ，ベルギー，オーストラリア，

第24表しりではスイス，オランダ，スウェーデン，ベルギー，オーストラリアの

5カ国，さらに第24表(二)についてもスイス，オランダ，スウェーデン，ベルギ

ー，日本の5カ国で(7欄より(4欄がより良いiの値を示すという逆の現象がみ

られるのである。
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●
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０

●
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■
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〕

●
ｌ

■
ｎ
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●
１
Ｉ
Ｌ
Ｄ
ｎ
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０
佃

０
１

０
１

Ｉ
０
ｕ

１
１

５
１

２
ｉ
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-2374.239

（-5.58）

－ 880．890

（-4.95）

－ 2．060

(-1. 67)

140.272

（0．37）

-3649.642

（-2.09）

317．458

（0.14）

-70736.434

(-1. 03)

。-1059.053

（-5.93）

24．235

(0. 11)
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1.弘0
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0.696

0.486
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0.163
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0.465

0.920

0.587

0.859

0,420

0.856

0.430

0.518

0.114

0.551

(25.88）

0．297

(14.68）

0．196

( 4.05)

0．296

(4．38）

0．654

(11. 09)

0．327

(16. 67)

0．059

(8.56）

0．259

(21. 99)

1．071

(8．83）

-1226.170

（-4.69）

－394．849

（－2．24）

－443．133

（－2．06）

23．341

（0．18）
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(2.18)

－54．560

（-0.03）

－18166．679

（－0．29）
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（－3．29）
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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（－0．91）
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( 0.08)
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(- 1.04)

264.626

（0.23）

-77781.571

(- 1.14)
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（-4.93）
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０
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０
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０
１

０
１

０
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０
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０
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デ ン マ ー ク

ス ウ ェー デン

ド イ ツ

ベ ル ギ －

イ タ リ ア

日 本

オーストラリア

以下の諸表の数値の前に附した。印は使用したデータの通貨単位を百万でとったことを示している。
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第24表(口） 名目額での推定値 期間 1959(1)～1 965 (n)

２

軒
は

，
０

ｔ

＋
Ｘ

α｜
庁
但

Ｒ

Rt=q+",Xt+62r f+"
但 Xtは 繰返し法による修正

Xt==国内通貨供給量国内通貨
供給量輸 入 国 内 通 貨 供 給 量国 名 輪 入
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１
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６
２
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６
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ｊ
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岬
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(- 1.11)
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第24表(ﾊ）名目額での推定値 期間1962(Ⅱ)～1969 (1)
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Ｘ
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R t=q+6IXt+62 r t+ef
但 Xtは 繰返し法による修正

X上＝国内通貨供給量国内通貨
供給量

国 名 輸 入 輸 入 国 内 通 貨 供 給 量
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６
⑪
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６
２
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１
句
、
》

６
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第24表(二）名目額での推定値 期間1966(Ⅲ)～1972(Ⅳ）
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Ｘ
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R t==q+bXtL+e @

但 X，は 繰返し法による修正

X＄＝国内通貨供給量国内通貨
供給量

国 内 通 貨 供 給 量輸
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Ｒ
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吋
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Ｒ
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ｌ
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６
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２
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X，に国内通貨と輸入のどちらを用うべきかという比較の問題を離れてみる

と，これらの／の値および決定係数それ自体の絶対的な大きさが問題となって
ql2

くる。この観点から考えると，(7)欄のiの値は第24表の各表を通じて余り好

ましくないと言い得るようである。すなわち第24表(ｲ)のスウェーデン，ベルギ

ー，イタリア，第24表(ﾛ)のデンマーク，ドイツ，ベルギー，第24表しりのスイス，

デンマーク，ベルギー，第24表(二)のスイス，デンマーク，ドイツ，ベルギー，

イタリア等は悪いiの値を出している。他方(8)欄の決定係数についても余り良

くない。第24表(ｲ)のデンマーク，スウェーデン，第24表(ﾛ)のスウェーデン，ド

イツ，オーストラリア，第24表ﾚｳのデンマーク，スウェーデン，ベルギー，日

本，オーストラリア，第24表(二)のデンマーク，スウェーデン，イタリア等も良

くない値である。特に第24表ﾚｳのデンマーク，オーストラリアの値は0 .212お

よび0.279という値である。それに加えてX!に国内通貨を入れたばあいの回

帰係数の符号についても第24表(ｲ)で2カ国，第24表(ﾛ)で3カ国，第24表しりでは

実に5カ国，第24表(二)で1カ国が不適当である。したがってこれらの国では需

要函数が導出されたと主張し難いこととなってくる。そこでこの符号の不適当

な国と前述の＃の値および決定係数の悪い国とを加えて考えると，第24表(ｲ)で

はスイス，オランダ，日本，オーストラリア，第24表(ﾛ)ではスイス，オランダ，

イタリア，日本のそれぞれ4カ国，第24表ﾔﾘではイタリアの1カ国のみ，第24

表(二)ではオランダ，オーストラリアの2カ国等を除いて，残るすべての国の国

際準備の需要は名目額で表わされた国内通貨と利子率の函数として説明され得

ないという結論に到達することとなる。

すでにクールシエンおよびユーセフも指摘したようにこれらの結果は，グー
ql3

ピン・ワトソン比が悪く残差が自己相関していることからも妥当性が疑わしい。

そこでそれを修正すると，第24表の(9楠～(11楠の如き結果が得られる。上記同

(113オの値についてデータ数26および56コの場合，有意水準0.1で1.7以上および

1 .68あるいは1 .67以上でなければならない。
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様国内通貨と長期利子率の函数としての国際準備需要の妥当性をみるためjの

値および決定係数が良くかつ回帰係数の符号の適切なものを選べば，第24表(ｲ）

でスイス，イタリア，第24表(ﾛ)でスイス，デンマーク，第24表(二)でオランダ，

日本の各2カ国程度となっている。したがってその他の国はそれぞれの期間で

妥当性が疑わしいという結論になるのである。そこでこのように妥当性の疑わ

しい回帰係数をもってXtに輸入を入れたばあいと比較すること自体，はなは

だ疑問であるといわねばならぬのである。

以上のことは実質量を使用し対数函数を用いるぱあいにもあてはまる。第25

表の(4欄～(12欄は実質量の対数値をRtおよびX1に導入したときの結果であ

る。国際準備および輸入額の実質量は輸入価格指数をデフレーターとして使用

している。他方国内通貨供給の実質量は，入手し得なかった生活費指数に代っ

て，消費物価指数と卸売物価指数をそれぞれデフレーターに使用した。第25表
“

はこのうち消費物価指数に関するもののみ掲げた。

ダービン・ワトソン比を修正する前の(4欄～(9欄についてみると,iの値に

関して6‘は第25表(ｲ)のイタリア，第25表(ﾛ)のスウェーデン，オーストラリア，

第25表ﾚｳのデンマーク，スウェーデン，ドイツ，オーストラリアを除くすべて

の国でXIに輸入を入れるものより国内通貨を入れる方がより良い値を出して

おり，他方決定係数に関しても第25表(ｲ)のイタリア，第25表(ﾛ)のスウェーデン，

日本，第25表ﾚｳのデンマーク，スウェーデン，ドイツ，オーストラリアを除く

他の国でより1に近い値を出していることが判る。しかしながらb2のtの値

については第25表は第24表より以上に趣きを異にしてくるようである。すなわ

(113ダービン．ワトソン比については1%有意水準でデータ数26,変数2の場合，

dL=1 .00, dU=1 .31 (変数3の場合dL=0.93, dU=1 .41)であり，データ数56,変

数2の場合dL=1 .32, du=1 .47 (変数3の場合dL=1 .28, dU=1 .51)である。

014)卸売物価指数については5カ国に関し入手し得なかった。そこで消費物価指数

を使用した場合のみ表に掲げた。なお入手し得たものについては卸売物価指数に

よって同様の計算を行ったが結果に大差なかった。



第25表(ｲ） 対数函数による推定値 期間1959 (1)～1 972 (N)
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実値量使用、但しXtは ダービンの〃法による修止
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第25表(口） 対数函数による推定値 期間1959 (1)～1 965 (U)

logRf-a+6] logXt+62 1ogrc+e;
実値量使用、 但しXtは

logRt-a+6 1ogXt+e:
名目額使用、但X,は ダーピンの〃法による修止

Xt==国内通貨供給量
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第25表(ハ）対数函数による推定値 期間1962(Ⅱ)～1969(1)

logRt=q +blogXt+ et

名目額使用，但X,は
logRt=q+b,logXt+bjogrt+ e'↑

実 値量 使 用， 但Xtは ダービンの方法による修正

Xt==国内通貨供給量国内通貨供給量輸 入 輸 入 国 内 通 貨 供 給 量国 名
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第25表(二）対数函数による推定値 期間1966(Ⅲ)～1972(Ⅳ）

logRi-a+6, logXt+62 1ogrt+ ei
実 値量 使 用 但Xcは

logRc= a + 61ogX:+et
名目額使用 但Xcは

ダービンの方法による修正

X2==国内通貨供給量国 内 通 貨 供 給 量国内通貨供給量 輸輸 入 入
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国際通貨の需要に関する研究 18]

ち第25表(ｲ)のオランダ，ドイツ，ベルギー，オーストラリアの4カ国，第25炎

(ﾛ)のドイツ，ベルギー，第25表ﾔﾘのオランダ，スウェーデン，ドイツ，オース

トラリアの4カ国，第25表(二)のスイス，オランダ，ドイツ，ベルギー，日本，

オーストラリアの6カ国はXtに輸入を入れたときの62のtの値がより良い

ことを示しているのである。

しかもそのb2のiの値そのものも第25表の(8)欄でみる限り第25表(ｲ)のドイ

ツ，ベルギー，オーストラリア，第25表(ﾛ)のドイツ，ベルギー，第25表ﾔｻのス

イス，オランダ，デンマーク，スウェーデン，ベルギーの5カ国，さらに第25

表(二)のデンマーク，スウェーデン，ドイツ，ベルギー，イタリア，日本，オー

ストラリアの7カ国の多くに亘って低い値を出している。同様にX#に国内通

貨を入れたときの(9欄の決定係数も第25表(ｲ)でデンマーク，スウェーデン，オ

ーストラリア，第25表口でスウェーデン，オーストラリア，第25表しりでデンマ

ーク，スウェーデン，ドイツ，ベルギー，日本，オーストラリアの6カ国，第

25表(二)でデンマーク，スウェーデン，ドイツ，ベルギー，イタリア，オースト

ラリアの6カ国等で1よりかなり小さい値を出しており，第25表(二)のデンマー

ク，スウェーデンなどは0 .167, 0 .367を示しているのである。なおXtに国内

通貨を入れたばあいに符号が不適当となる国をあげると，第25表の(ｲ)(ﾛﾙｻのス

ウェーデン，ベルギー，第25表(ﾛ)のオランダ，第25表(二)のオーストラリア等で

ある。

これらすべてを考慮するならば,RtおよびX#に実質量の対数を入れ回帰

係数を見出すことの妥当性は，名目額をそれらに入れたとき以上に著しく疑わ

しくなってくるように思われる。第25表(ｲ)でスイス，オランダ，イタリア，日

本，第25表(ﾛ)でスイス，デンマーク，イタリア，日本の各4カ国，第25表ﾔﾘで

イタリア，第25表(二)でスイス，オランダの2カ国のみがわずかに妥当するにす

ぎないのである。各期間を通じて妥当する国は皆無である。これに加えて第25

表の(9欄のダービン・ワトソン比を修正した(10欄～(11欄のぱあいを考えると，
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その傾向は一層強くなる。すなわち第25表全体を通じて妥当するのはスイス唯

一力国であり，しかもそのスイスも第25表(二)では少々あやしくなっているので

ある。なおこの傾向は第25表の(2)欄で示した名目額の対数値をRfおよびXt

に使用するばあいにもあてはまる。第25表の(1楠および(2欄は長期利子率を含

まないぱあいについてのみその結果を記したものである。それによればこの第

25表のすべてに亘って妥当すると思われる国はスイス，オランダ，ベルギーの

3ヵ国があるにすぎない。そしてこの傾向は長期利子率を含めかつダービン・

ワトソン比を修正したばあいにはより明白になってくる。すなわち第25表(ｲ)と

第25表(ﾛ)のスイス，第25表(二)のオランダ程度が良く，他はすべてtの値か決定

係数か符号の不適当のためにあてはまらないこととなる。

4

以上国際流動準備，輸入，国内通貨の名目額をR!, Xtに入れたぱあいなら

びにそれらの名目額の対数値あるいはそれらの実質量の対数値をR!, X!に入

れたばあいのそれぞれについてクールシエンおよびユーセフと同様にR!=q

+ 6Xf+e!とR!=q+ 6,Xi+ 62γ,+e/の二種に関して回帰係数を計測してき

た。そしてそこから得た結論はこれらのいずれのばあいについても考察する期

間を種々変えてみると決定係数が1よりかなり小さいかあるいは回帰係数の符

号が不適切であるかまたはiの値が悪いために国内通貨および利子率を説明変

数とする国際流動準備の需要函数を見出したと云いえないこと，特にダービン

・ワトソン比を修正したときその傾向の強くなることが判った。したがって需

要函数と考え難いもののiの値および決定係数の大きさをX1に輸入を入れた

ぱあいのそれらと比較することによって何等かのことを引出そうとする試みは

余り意味のあるものではないように思われるのである。

クールシェンおよびユーセフはダービン・ワトソン比を修正したときにfの

値と決定係数の値の悪くなることをTable 5の(11)欄においてすでに気付いて
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いたと思われる。すなわちその(11欄では決定係数が0.8を割るのは9カ国中8

カ国，また0.54以下のものは5カ国におよんでいるからであり，他方iの値が

悪いものは9カ国中5カ国におよんでいるからである。彼等はこのような傾向

があるにもかかわらずそれを無視して国際流動準備を国内通貨と長期利子率の

函数とするのが良いと結論し1964年(111)および1965年(Ⅲ)の予測まで行ったので

ある。それは彼等がXtに輸入を入れるべきか国内通貨を入れるべきかという

比較に余りにもとらわれすぎたためであろうと考えられる。彼等は一方で輸入

を国際流動準備の取引需要を表示するものとして把え，他方で全く別のより一

般的観点から国際流動準備の需要を国内通貨の函数としてとりあげ，それらを

計測しようと試みた。彼等の云うより一般的な観点とは例えばアブソープショ

ン・アプローチの貨幣理論にあるような国内通貨の函数としての国際流動準備

の需要である。しかしどのような理論づけがなされようとも，このような国内

通貨の函数としての国際準備を計測しようとする試みは国内通貨供給量と国内

通貨表示の国際準備保有額との間のある種の比率を計測することとなり，した

がって結局は各国の需要と供給から作り出されるような国内通貨の発行準備率
ql9

とでも表現するのが妥当な値を計測することとなる。クールシエンおよびユー

セフがこの比率を各国国内通貨の対外支出能力と表現するのもこの理由からで

あると思われる。かくして彼等はある種の国内通貨発行準備率から導かれる国

際流動準備の需要と国際流動準備の取引需要と考えるものとを比較しようと試

みたこととなったのである。それら両方の需要がともに国際流動準備の一部で

あることは言うまでもなかろう。しかしそれらが国際流動準備需要の一部であ

り，その一部が見出されれば良いと考えるとき，それらを計測するに際して一

部でなく全体としての国際準備の需要函数を計測するときに必要なiの値およ

(115)クールシェンおよびユーセフの分析はminimun水準によって最適水準を表現す

ると考えていると解することもできよう。しかし計測して導出される国内通貨と

国際準備の比率がその国の好みあるいは経済構造から作られる比率である点で変

わりはないであろう。
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び決定係数は余り意味がなくなり軽く取り扱われてくることとなったようであ

る。しかしそれが誤りであることは自明であろう。

しかしながら計測に成功しなかったけれども，国内通貨の発行準備率と云う

べきものを引き出したことはある意味をもっているように思われる。すなわち

発行準備率の低下はその国の通貨に対する信認を失わしめる一要因を形成する

であろうからである。したがって各国通貨に対する信認を示す指標としてこの

準備率を考えることができよう。そこで残された問題はこの準備率を含んだ形

でより良い需要函数を見出すことである。なお国内通貨を説明変数とする国際

流動準備需要の計測が妥当しなかったと言ってもアブソープション・アプロー

チの貨幣理論的説明が誤りであるという結論にはならない。アブソープション

・アプローチにおいて国内通貨以外を説明変数として使用することは不可能で

はないからである。

クールシエンおよびユーセフの見出した国内通貨の発行準備率とでも表現す

べき割合を各国の国内通貨に対する信認を示す一つの指標として意味づけるも
qlO

のとすれば（勿論ケネンあるいはケリーなどのように各国の対外負債の変化に

対する国際流動準備の変化の割合をとる方がより妥当であろうが)，それを予

備的動機による国際通貨の需要を説明する1つの説明変数として採用するのが

よいように思われる。その意味で以下の第26表に，クールシエンおよびユーセ

フの第24表(ｲ)～(二)の第2欄を抽出しまとめて記載することとした。この値（回

帰係数）は，決定係数を問題にしなければ，すべてiの値の有意を示しており，

採用可能なものであると言いうる。それらに加えて第26表の最後の欄に各国輸

入額に対する各国国際準備の割合の1957年～1971年の平均値をも記載した。こ

れらは第26表の第1欄～第3欄とともに各国の国際準備の予備的保有を見出す

指標とみうるものである。

(110 Kelly, M. G., "The Demand for lnternational Reserves:' A. E. R., Vol

60, Sep ,1970.
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第26表 各期間の回帰係数として導出された国内通貨の増加に対する国際
準備の割合（名目額表示の比）と輸入額に対する国際準備の割合

輸入額に対する国際

準備の比率（1957～

1971の平均値）

1962(11)～1969(1) 1966(Ⅲ)～1972(Ⅳ）1959(1)～1972(Ⅳ） 1959(1)～1965(II）

→ ノ マ

人／1人
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0.557

0.327

0.058

0.155

0.761

２
２

９
７

７
５

９
２

６
３

５
３

１
９

６
８

４
１

４
４

３
３

３
４

０
０

９
■
■
■
ｅ
巳
●
。
■
ｂ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

0.397

0.228

0.061

-0.083

0.237

0.252

0.121

0.023

-0.0帥

0.539

0.385

0．086

0.385

0.842

0.3鋤

0.026

0.251

1.298

６
２

７
０

５
５

８
１

７
９

３
１

２
５

３
５

３
４

巳
守
■
●
●
ｅ
Ｕ
■
●

０
０

０
０

０
０

０
０

０

|I
第3欄はIFS，l972Supplementより作製した。

(Ⅳ）国際通貨保有額の輸入額に対する比率の検討

すでに「(Ⅲ)クールシエンおよびユーセフの国際準備需要の検討」において述

べた如く，各国の輸入額と国際通貨の保有額との間にある比率を見出しそれを

その国の対外流動準備の保有額に対する目安にしようとする考えは，数多くの

論者によって試みられてきた。特にIMFはこの比率を1948年から1971年に亘
、

って導出し，各国がそれを対外流動準備保有の指針に使用しうるよう便宜をは

かっている。すでに「(A)国際通貨の需要の理論的考察」の第3節において，わ

れわれはこのような比率が各国の対外支払能力あるいは借入能力を示す指標と

なることを指摘した。したがって各国はこの比率がある水準を下らぬように努

めることとなる。そしてそのような行動から生じる国際通貨の需要を，われわ

れは予備的動機による国際通貨の需要と分類したのである。そこでIMFの掲

げる資料を利用して，われわれは国際通貨保有の輸入額に対する比率を1957年

(117) I MF, Inieγγ'α〃0"u/ F加αγIciu/ Sjα〃s"cs ; 1972 S upp/emGFzi
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~1971年に関して考察してみよう。

次に掲げる第27表は，主要国の国際流動準備保有額の輸入額に対する比率の

15カ年(1957年～1971年）の平均値ならびに趨勢を示したものである。趨勢は

最小自乗法を用いて直線回帰方程式9，=(z+ bi+ E!により導出されている

(9tは各年の国際流動準備保有額／輸入額であり，jは各年度である)。なお

第28表をも含めて，すべて異常値はアンスコムの方法によって取り除かれてい

る。先ず第27表第1欄に示された15カ年の全期間の平均的比率をみると次のよ

うになる。イギリス，デンマーク，ノルウェー，スウェーデン，フィンランド，

ニュージーランドの6カ国が約20％前後であり，輸入に比較し国際通貨の保有

額が15カ年間平均として小額であったことを示している。とりわけデンマーク，

ニュージーランドは17％と最低である。これに対しアメリカは85％，スイスは

96％と多額の準備を保有している。おしなべて各国は約30％～40％の平均比率

の準備を保持していることを表わしている。しかし先進工業国およびヨーロッ

パの諸国が約45％～48％であるのに対して，アジア諸国は29％と低くなってい

る。次に第27表第2欄～第5欄の回帰係数とそのtの値ならびにダービン・ワ

トソン比，重相関係数をみてみよう。結果としてダービン・ワトソン比と決定
ql3

係数（重相関係数）とがともに良い国は，先進工業国，イギリス，ベルギー，

ドイツ，オランダ，スイス，オーストラリア，ニュージーランドの8カ国だけ

であり，他の15カ国については余り好ましくないことが判る。そこでわれわれ

は，直線回帰方程式以外に，二次三次の回帰方程式あるいは対数函数によって

回帰係数を求める試みを行うこととする。その結果は第28表に記載した通りで

ある。ダービン・ワトソン比は有意点を1％にとれば，ノルウェー，カナダを
ql9

除いて他のすべての国で系列相関のないことを示している。ノルウェー，カナ

ダの2カ国は決定係数も余り良くない。決定係数の悪い国はこの2カ国以外に，

018) "=15, k= 1の場合，ダービン・ワトソン比の有意点は,5%でdU=1.36,

dL=1 .08, 1 %でdU=1 .07, dL=0.81である。
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オーストラリア，デンマーク，イタリア，他の先進諸国，フィンランド，オー

ストラリア，他のアジア諸国などがある（しかしながら三次より上の高次回帰
q20

方程式を用いることは余り望ましくないのでこの程度でとどめた)。これらの

回帰係数を使用して導出した理論値は，1971年について第28表最後の欄に掲げ

た通りである。そこで特徴的なことは，アメリカの保有率が平均値の85％と較

べ29％と極端に低くなっていることである。これに対しイギリス，デンマーク，

ノルウェー，スウェーデン等平均値で悪かった国は，1971年ではかなり保有率

を高めている。保有率の多額である国は，カナダ，日本，スイス等である。他

方保有率の低い国は，フランス(21%)イタリア(25%)等である。また他の

アジア諸国もかなり低い値となっている。しかし一般には約25％以上40％前後

が妥当な値のようである。その意味で25％～30％が各国の対外流動準備の適正

最低保有率であるとする議論も全く根拠のないものではない。

以上われわれは，国際通貨保有額の輸入額に対する比率を，予備的動機によ

る国際通貨の需要を決める説明変数として使用しうるという観点で考察してき

た。その観点からみるならば，上記趨勢値は，各国の維持しようとする比率を

表わしているのであるから，意味のない値であると言い得ないであろう。

(119〃=15, h=2でダーピン・ワトソン比の有意点は,5%でdu=1 .54, dL=0 .95,

1％でdU=1 .25, dL=0.70である。また"=15, k=3では,5%でdU=1､75, dL=

0.82, 1%でdU=1.46, .dL=0.59である。

(120対数函数による回帰係数をも求めた。しかし結果は第28表に記載したものより
良くなかった。
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第27表 主要国の国際準備保有額／輸入額の平均値と

；趨勢（期間1 957年～1971 )

yt=a+bt+ E@による

a l b

全期間の平
均値

R2Dw
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0．76
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スウェーデン 0．20

ス イ ス 0．96
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0．39

0．22

0．45

0．47

0．17

0．34

0．29 1
回帰係数が0.00とあるものは小数点2ケタ以下の数値であることを示している。
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第28表 回帰方程式と1971年の理論値
『,L

1971年の

理論値

R2回 帰 方 程 式 Dw

yt = 0.60+0 .04t-0 .01t2+0.00t3+ E&
(15.16)(2.05) (-3._75) (3.97)

yt=1.82-0.16t+0.00t2+ E，
（41.04)（-12.83）（5.32）

y,=q. 12+0 .10t-0.02t2+0．00t3 + et
（2.00)(3.17)(-3.93)(4.26）

yt=0．33＋0．10t+0 .01t2+0 .00t3+ Et
（6.58)(3.65)(-3.53)(3.05）

yn =0 .46+0 .05t-0.00tz+ Et
（8.18)(2.89)(-3.03）

yt=0.45-0.01t+ E，

（16.18)(-3.86）
yt＝0．13 +0．02t－0．00t2+ Et

（3.68)(1.85)(-2.08）

yt =-0 .02+0 .14t-0 ,01tz+ Et
(-0 .21)(5.81)(-5.68)

yt = 0 .75-0 .03t+ Et
（19.59)（-5.97）

yt =0 .42+0 ,15t-0.02t2+0 .00t3 + Et
（2.65)(1 .76)(-1 .79)(1.57)

yt = 0 ･25+0 ･07t-0．01tz+0 .00t3 + et
（5.69)(3.01)(-3.09）（2.73）

yt =0．17+0 .01t + Et
（16.07)(4.34）

yt= 0.19+0.02t-0.00tz+ Et
(7.33)(2.08) (-3.03)

yt= 1 .11-0.02t+Et
（30.43)(-4.09）

yt =0 .21+0 .09t-0 .01t2+0 .00t3+ Et
（3.83)(3.09)(-3 .25)(3 .12)

yt = -0 .01+0 .23t-0.04t2+0.00t3+ Et
（-0.05)(4.19)(-4.98)(5.48）

yt=0.34+0．05t-0 ,01t2+0 .00t3+ Et
（5.38)(1.54)(-1 .86)(1 .93)

yt =0．22+0 .05t-0．01t2+0.00t3 + E，
（3.11)(1.36) (-2.00)(2.26)

yt = -0 .51+0 .52t- 0 .07t2+0 .00t3+ Et
（-2.91）(5.66)(-5.26）（4.86）

yt=0.62-0 ,02t+ Et
（11.51）（-3.33）

yt:==0．15+0 .07t-0 .01t2+0.00t3+ Et
(2 .37)(2.12)(-2.93) (3.23)

yt=0.42-0 .03+0 .00tz+ Et
（21.56)(-5.14)(5.40）

yt =0 ,35-0.01t+0.00t2+ Et
（18.58)(-2.76)(2.07）
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附 録

(1) ケネン・ユーデインの分析に関して

(Ⅱ） ヘラーの分析に関して

(Ⅲ）クールシェンおよびユーセフの分析に関して



金 融 研 究192

(1) ケネン・ユーディンの分析に関して

(ｲ)見出しにNO CORRECTION とあるのは，データの中の異常値を取り除かず，

そのま、使用した結果を示し, CORRECTION とあるのは異常値を排除し修正

した結果を示す表であることを指している。

(EI)BHATl, BHAT 2 , R, DW, SIGMAとある欄は4 Rf==e十p4R,, +腿，のe，

pに関する回帰係数の推計値とそのtの値，それに続いてその決定係数，ダービ

ン・ワトソン比，とその時の誤差項の標準偏差ぴ趣を示す欄である。

(ﾊ)CHI 1, CHI 2は正規分布の検定のX2テストの結果を言鐵した欄であり，これ

につきγ=19 (5%区割) )'=9 (10%区割）の二種を左方より記してある。

(=)BARTLET- CHIは自由度γ=4(全区間月別データ),1/=1(四半期別データ

および短期間月別データ）でバートレットのx』検定の結果を記した欄である。

(ﾎ)BHAT3-1, BHAT3-2, BHAT3-3とある欄は4 RI=e+p,4 RI_,+p2

4 RI_2+"',によるe, ",,必の回帰係数及びそのtの値を記してある。それに引続い

てR, DWの欄にその決定係数とダーピン・ワトソン比を記している。

('､)BHATU- 2 , R, DWとある三欄はⅧf2==uj +入Tの入の値とそのZの値およびその

決定係数，ダービン・ワトソン比等を記している。

( i)CORRECTIONとある表の中で, 0.0と記されただけの個所は，異常値排除を行

わなかったか，排除する必要のなかったことを示している。
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変数e，p，ぴ吟γ,M,y,からなる各種回帰方程式の回帰係数のtの値

(4 )COMBINATIONとあるのはe，メ), o",利子率γ，国内通貨供給額M,一人当り

国民所得yの6変数で作られるすべての組み合せからなる回帰式の回帰係数につ

いてそのtの値とダービン・ワトソン比( DW)および決定係数(R)を記した

ものである。第1欄は常数項，第2欄以降右へe,p, om, r,M,y,DW, Rの欄であ
る。

(ﾛ)それらの計算は考察期間の最初の月(The lst Month of the Period)と最

後の月(The End of the Period)についてそれぞれなされている。
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CoMBINATIoN Monthly Data (1957Dec. - 1972DGc.)
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(Ⅱ） ヘラーの分析に関して

1949-1963 YEARLY DATA

IMF．Imeγ"α〃onαノF加α"cm/ Stα〃s"csにInternational Reservesとして記載

されたデータを使用した。したがって Credit Tranche Positionは含まれていない。

これを含む場合は省略した。

X :時系列

Y :流動準備変動額

YHAT : Y

GOSA :残 差

H :ヘラーのh

M : ヘラーのm

ROPT :ヘラーのR｡pt

HR :決定係数

RESERVE :流動準備ストック額

BHATに関して
へ へ

一次式 Y=A+B Xでの回帰係数はA,Bの順に

二次式 Y=A+BX+C X2の回帰係数はス，倉，6の順に

三次式 Y=A+B X+C X2+D X3の回帰係数はス,9,6,6の順に

正弦曲線Y=A+Rsm (fX+C)の回帰係数はｽ､E,6の順に

Y-A+Bsin (fX+C)の回帰係数は月.§,6の順に〃

それぞれ記入されている。

グラフに関して

＊印はYの値即ちデータの変動額

十印は回帰線

である。
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CANADA

A LINEAR E⑲UATION(Y■A◇BX）

６Ｊ７３

ｆ
Ｏ
Ｏ
０

０
０
０

０
Ｏ

Ｃ
０

０
０

Ｃ
Ｏ

０
８

Ｖ
Ｏ
Ｏ

し
ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｕ
０
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

。
Ｒ
Ｏ
０
０

０
０
０
０
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
７

ｆ
Ｌ

Ｏ
Ｇ

●
●

●
ａ

●
●

■
●

●
①

０
●

●
一

寺
』
７
う
７

４
９
７
３
３

６
６
７
８
２
１

３
Ｆ

９
４

０
４
０
３

９
４

３
４

３
９
７
“
ｏ
１

Ｒ
１

８
９

９
９
０

９
０
９
０

Ｏ
９
２
う

６
１
１
１
１
１
２
１
２
１
２

２
１
２

フ
〃

ＲＵ３２９

●

９う１

Ｔ
６
８
１

４
６
９
２
４
７
９
２
う
７
０

Ａ
８
４

１
７
３

９
ｂ
２

８
４
１
７
３

０

Ｈ
０
２
４
う
７

８
０
２
ｊ
５
７

８
０
２

Ｙ
Ｃ

Ｏ
ｏ

Ｄ
０

ｏ
０

ｏ
０

ｏ
ｏ

ｏ
０

ｏ

２
４
６
８
０
２
う
７
９
１
３
う
８
０

う
４

３
２
２

１
０
９
８
６
７
６
う
う

１
１
１
１
１
１
１

Ａ
４
８
１
４
４
９
２
４
３
９
２
う
３
０

ｓ
１
４
１
７
６

９
６
２
１

４
１
２
６
０

０
９
２
４
５
２
８
０
２
６
５
７
１
９
８

６
ｏ

ｏ
０

０
０

０
ｏ

０
０

０
０

Ｏ
’

０

５
２
９
３
７
６
う
４
０
０
２
８
０
１

９
８
９

６
う
う
０
２
９
１
２
１

４
．

－
１

１
画
２

－
１
２
２

二
写

字
ロ

Ｙ
０

ｎ
ｎ

０
０
０

ｎ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
０

０
０

０

０
０

０
０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

Ｏ
０

０
Ｃ
ｎ
〕
０
０
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｇ
。
■
●
。
●
０
ｓ
■
。
■
■
Ｄ
ａ

Ｒ
２

７
５

９
４

０
７

ｎ
９

９
４
９
ク

４
６
３
３
２

４
う
０
１

－
３
９
６
う

６
』
’

一
１
１

－
２
２

口

Ａ
０
０
０

０
０
０
０
０
０
Ｕ

Ｏ
０
０
Ｏ
Ｏ
工

０
０
０

０
０
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０

Ａ
ｏ

ｏ
ｏ

０
ｏ

０
ｏ

０
ｏ

ｏ
ｏ

ｏ
０

ｄ
ｏ
Ｈ

１
２
う

４
う
ｂ

７
８
９
０
１

２
３

４
５

Ｒ
１
１
１
１
１

１

＋
●
一
《
〃

骨
十
』
。
上

Ｊ１“■’
８０

１
．
Ⅱ
０

０１
ⅡⅡ

８７
８１“■Ｉ

Ⅱ’
８１

１１・ＩⅡ。■０．日１
日Ⅱ

ＢＩ
ｈ０

ｈＩ
０Ｊ

ｌⅡ
■１

日Ⅱ
８７

１
，
８
１

１
‐
“
Ｉ

８Ｉ
ｌＩ

ＩＩ
ＩＩ

８ｌ
■Ⅱ

００
１１．日Ｉ

８Ｉ
ｌ０

ｈ０
■
Ⅱ
。
１

８１
８０

日Ⅱ
Ｂ９

ｊＩ
Ⅱ１

１Ⅱ
一

０

骨

●

鉾

骨 岳

幹 善 暑

■ＴＰＯ
－

４
ｋ

ｌ

邑
可

３

１
５１

口
２

、

１
０

－
１１

－
０

毒

１
Ｍ

】
９

１１

骨
Ｐ

６

０

７

】
７

３１

二
倍

章Ｈ
－

５

・
４

－
３

－
２

968p301 HR■0003



金 融 研 究252

A IJUAD｢(ATIC EQUATIQN(Y=A+BX Ex骨骨2)
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A CUBIC EQUATION(YエA令BX◆CX骨骨2◆DX養骨3）

０８う２

Ｅ
り
０
、
Ｕ
ｎ
０
０

０
０
０
０
Ｊ
Ｏ

０
０
０
４

Ｖ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
し
じ
０

心
ｏ

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｃ

－ト』
●

■
Ｂ

Ｇ
Ｄ

Ｂ
０

０
●

凸
●

０
■

日
Ｄ
Ｆ
ｈ
三

ｓ
７
う
７

４
９
７

３
３

６
６
７

８
？
ｌ
３
３

Ｅ
９
４
０

４
０
３

９
４

３
４

３
９

９
６

１
画

Ｈ
１
９
９
９
９
０

９
０
９
０
０
９
２
５

６
１
１
１
１
１
２
１
２
１
２
７
１
？
２

フ
ー園
》

９８６

■

４０８

八
Ｏ
Ｕ
Ｏ

Ｏ
Ｕ
Ｏ

Ｏ
Ｕ

Ｏ
Ｕ

Ｕ
０

０
Ｕ
Ｏ
エ

０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
Ｏ
Ｏ

０
０
０
０
Ｔ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０

０
Ａ

０
９

●
巳

、
●

０
◆

●
、

●
●

０
０

Ｂ
Ｈｍ

１
２

３
４
う
６

７
８
９
０
１

２
３
４

う
８

１
１
１
１
１

１

う９４９う
由

ｌ

ｐ

Ｙ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
。

０
０

０
０

０
０
０

０
０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

■
Ｄ
Ｃ
Ｂ
。
●
■
●
■
●
Ｏ
Ｇ
■
Ｇ

８
夕

７
５

８
４
０
７

ｏ
９

９
４

９
２

６
４
６
３
３
２

４
う
Ｃ
ｌ

今
３
９
６
う
３

６
口
１

－
１
１

－
２
２

１
二

７８
０

う４

Ｔ
Ｏ
４
０
１
う
７
４
７

６
３
６

４
９
０

Ａ
４

６
９
ｂ
２

０
６
６
１
１
う
７
９

６
Ｈ

う
５
１
８
０
０
６
５
７
６
う
９
２

９
Ｖ
，

●
０

●
。

Ｏ
●

●
■

■
■

。
●

Ｏ
０

ｂ
６
５
２
０
Ｊ
う
７
１
２
う
０
９

０
９

６
０

う
６

４
．
．
斗
９
３
６
う

２
４
２
１

草
・

字
１
１
１

１

Ａ
Ｏ
４
０
１
う
７
４
３
４
３
６
６
１

０
ｓ

６
６
９
５
２

０
６
３
８
１
う
２
０

６
０

４
う
１
８
０
０
６
４
２
６
５
０
７

９
尼
》

０
０

０
●

０
■

Ｂ
Ｇ

６
６

０
０

０
０

１
４
８
７
８
９
う
９
８
１
４
３
９

８
５
０
６
３
７
１
９
９
６
０
７
３
０
６

１
２

画
一
１

－
１
１
１
１

一
一

ロ
』

守
外

令
一

凸

紳
←
『
閃
ｊ

◆
。

。
４．

や
替
幸
・
『
。

十
件
亭
『
腫

骨
十

口
。

’

凸０
Ⅱ
１
１
０
．
■
９
．
■
９
０
０

１Ⅱ
■Ⅱ

■Ⅱ
ｌⅡ

Ⅱ’
８
１
．
０
９

８
１
．
日
Ｉ

ⅡＯ
ｌ
Ｉ
ｐ
Ｉ

８Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
１

１０
８１

８０
日Ⅱ

Ｂ０
１
ｑ
ｌ
９

８９
ＩＩ

ｌｌ
ｌ
Ｉ
ｂ
Ｉ
・
Ｉ

■ｌ
ｌ０

ＩＩ
０Ｉ

ＩＩ
Ｉｌ

ｌ
Ｔ
Ⅱ
１
１
１

０Ⅱ
■Ⅱ

Ｉ
，
Ｉ
Ｉ

ＩＩ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
０

－
０

番

÷

母
。

一
十

２００８５７事

ＴＰＯ
－
４

Ｒ
１

－
３

３

１
５１

】
２

０

１
０

－
１

１

－
０

■

１
Ｈ

－
９

ｌ８

Ｔ
８

８７

－
７

０１

－
６

■Ｈ
『

弓

HR■0.う9



金 融 研 究254

A V上RTICAL LINE
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NETHLRLANDS

A LINEAR EOUﾍTION(Y垂Aや｡X)
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4 wUADRATIC E(DUATI(_)M(v=A+BX+CX骨骨2)
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A CUBI C EOUATION（Y■A＋BX十CX骨骨2＋DX骨骨3）
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A CUBIC E(DUATION(Y=A+BX÷CX骨骨2牛DX骨廿3)
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1958-1972 YEARLY DATA

1, M, F, Inie7"ah0抑α/Fmα仰cm/ SZα〃s"csにInternational Reserves と

記載されたデータを使用した。したがってCredit Tranche Positionは含まれて

いない。これを含む場合の結果は省略した。

各注は前の1 949～1963の場合と同じである。
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(Ⅲ）クールシェンおよびユーセフの分析に関して

(イ）1－1～1－9は名目額を使用したもの，2－1～2－9及び3－1～3－9は実

質量の対数値を使用したもの，4－1～4－9は名目額の対数値を使用したものであ

る。2－1～2－9と3－1～3－9との違いはDWR修正法の差である。前者はダ

ービンの方法での修正であり，3－1～3－9は繰返し法による修正である。他の表

はすべて繰返し法による修正を使用している。修正結果は各表の右半分に記入してあ

る。

(ロ） 国名の下の数値例えば0－2，1－3等は初めの数値が期間区分，次の数値が変数

の数である。期間区分は0…1959(1 )～72(IV), 1…1959( 1 )～65(II), 2 ･･･1962

(1v)～69(1), 3…1966(111)～72(IV)であり，変数については2がRc="+6X$+gE ,

3がRc ="+6,Xc+627'2+e'zを使用したことを示している｡その次に記入したMoney ,

Impotの記入名はXcに入れるデータを示している。

(ハ) AHAT, BHAT, RHATの各欄の記入は′あるいはaa及び凡の値が先ず記

入され，続いてその下にその値のオの値が記入されている。以上のことは右半分の修

正後についても同じである。

(二） 上のRHATの欄にゼロのゑ入っている個所は説明変数にγ‘を入れないとき即ち

変数2の場合であり，本来そこに値が入らぬ場合である。

(ホ） なお各表中の数字の前にある●印は単位10億で計算されたものである。本文脚注

(111)参照のこと。

(へ）2－1～2－9及び3－1～3－9の各表では，卸売物価指数(W) ,消費物価指数

(C ),輸入価格指数(1)でMoney及びImpOtsを割った実質量を用いている。Wの

入手し得なかった国については，それで割った実質量を使用した結果を記入しえない

ので,Cを使用した時の結果を再記している。したがってすべての各項目につき2度

記載する行が出てくることになっている。



分
骨

骨
骨

缶
骨

骨
骨

廿
骨

缶
骨

骨
骨

号
抄

骨
骨

骨
谷

骨
●

缶
骨

骨
衿

骨
骨

骨
骨

骨
畳

骨
骨

骨
骨

●
号

骨

勺且
》

識
弱

弱
沁

那
毅
罪

唾
唾

弱
飛
頭

皿
”

”
銀
泥

”
”

”
蕊

暑
Ｒ
谷

う
７

８
う

幹
７

０
０

う
そ
８

７
６

６
件

８
７

７
７

骨
骨

Ｗ
骨

。
０

。
‐

骨
。

。
。

ｏ
骨

。
。

。
。

昼
０

Ｃ
Ｏ

。
告

号
Ｄ
骨

上
１

１
１

件
１

２
２

１
弁
工

１
１

ｌ
骨
１

１
１

１
廿

○
且

骨
仔

骨
骨

侍
骨

骨
骨

骨
各

針
骨

骨
骨

骨
仔

各
骨

抄
Ｉ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
暑

骨
凸
う

３
９

２
畳

８
４

０
入

卦
４

４
４

８
骨

と
ｂ

４
Ｌ

骨
骨

各
２

７
１

０
骨
３

１
０

５
号
う

１
４

１
骨
３

７
８

２
骨

谷
骨
１

２
２

３
骨
０

３
２

２
件
１

２
１

１
骨
２

１
う

う
骨

幹
Ｒ
幹

。
。

。
。

骨
。

，
，

０
骨

。
‐

、
。

笹
。

。
‐

０
骨

骨
侭
０

０
０

Ｏ
吾
０

０
０

０
号
０

０
０

０
号

０
０

０
０

号
号

谷
骨

傍
骨

母
特

廿
骨

骨
骨

骨
谷

骨
骨

骨
骨

骨
件
Ｉ
骨
１
１
１
１
今
１
１
１
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨

幹
骨
６

う
う

３
骨
う

２
０

６
骨
５

４
７

Ｌ
骨

４
８

う
３

骨
針
Ａ
各

２
６

７
９

骨
７

１
０

９
件
３

３
７

３
骨
３

１
４

う
谷

鉾
Ｍ
骨

３
３

２
６

件
２

１
１

４
骨
３

２
７

８
各
１

０
４

７
号

骨
６
件

。
。

。
。

骨
。

，
。

・
骨

。
。

。
。

各
０

。
。

Ｄ
骨

骨
１
号

２
９

０
８

骨
７

９
５

１
件
う

３
６

３
号
９

９
６

う
骨

舎
Ｓ
骨

２
０

３
０

骨
８

７
８

８
各
６

６
６

６
件
う

３
３

２
句

響
骨
１

１
１

１
骨

骨
骨
１

１
１

１
件

骨
骨

骨
骨

督
骨

骨
ｌ
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
餐

仔
骨

２
６
１
０
昼

８
４
４
０
骨

６
９
８
７

骨
１
６
９
７
骨

。
骨

７
４
６
３
骨

４
９
８
う
骨

７
７
７
４

骨
２
９
４
８
骨

仔
骨

１
０
０
３

骨
２
６
０
３
碁

９
０
７
１

骨
６
１
１
０
弁

骨
Ｔ

骨
・

・
・
・
骨

・
・
０
．
骨

、
０
．
，
骨

・
・
・
０
廿

谷
Ａ
骨

０
２
０
１

各
２
１
６
１

骨
８
０
５
０

谷
３
３
７
３
骨

廿
Ｈ
骨

６
９

各
６

】
９

－
骨

一
一
ｌ

一
寺

９
２

吾
秒
Ｈ

ｏ
ｌ

谷
２

１
好

一
骨

１
２

骨
号

骨
骨

一
一

骨
告

骨
告

各
骨

号
令

暑
骨
吾
骨
仔
骨
骨

骨
ｌ
笹

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
丑

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
各

号
骨
９
６
２
７
２

ｂ
ｌ

ｂ
骨
３
８
６
う
１
７
０
０
骨
３
１
８
９
１
８
３
０
弁

３
２
８
０
９
４
４
０
件

分
骨
９
う
２
９
０
２
８
１
骨
２
７
う
７
３
３
２
１
号

う
３
０
４
う
６
４
２
骨

６
８
９
４
４
１
１
４
缶

暑
骨
Ｏ
３
５
２
０
０
５
５
号

０
１
８
８
０
２
５
１
骨
０
７
３
４
０
６
３
う
⑤
１
４
２
８
０
５
２
７
骨

各
Ｔ
骨

０
０

，
”

・
・

・
・
骨

・
Ｄ

ｑ
ｑ

０
。

・
・
ぜ

，
◇

０
．

０
．

．
．
番

。
、

・
・

・
‐
・
・
骨

骨
Ａ
骨

Ｏ
１
０
２
Ｕ
Ｏ
Ｏ
ｚ
骨

Ｏ
０
Ｕ
１
０
０
０
ｌ
骨
０
０
０
１
０
０

０
１
曇

０
１
０
０
０
０
０
０
骨

骨
Ｈ

骨
】

画
二

一
一

二
外

二
一

一
卓

一
二

骨
・

一
一

国
一

一
』

一
骨

ロ
一

一
卓

二
】

二
一

分
骨
８

骨
番

号
骨

骨
谷

骨
骨

骨
谷

特
骨

骨
骨

骨
骨

針
紳
号
骨
幹
骨
骨

幹
１
件
１
１

１
１
‐
１
１
１
幹
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
砂

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
’
’

’
’
１
１
１
．
１
号

骨
骨
４
７
６
３

６
．
３

ｂ
伯
１
０
０
３
９
４

り
う
骨
９
Ｕ
２
６
う
２
う
７
骨

７
４

Ｕ
５
０
ソ

ｂ
９
骨

骨
骨
７
４
６
う
う
３
３

９
骨
２
８
う
ｌ
７
３

ｂ
ｂ
碁
Ｕ
ｊ
７
０
４

９
６
Ｕ
骨
ｌ
ｂ
う
４
３
６
７
１
骨

●
吾
７
１
１
８
５
６
０
９
骨
う
３
２
９
８
６
０
３
谷
０
８
９
９
４
３
２
０
件

６
９
７
０
６
８
１
６
告

。
Ｔ

骨
，

。
。

Ｄ
・

・
・

・
骨

◇
０

．
０

．
０

，
・
骨

。
，

。
‐

・
’

０
口
骨

０
０

．
．

．
，

０
。
そ

番
Ａ
骨

９
２
０
４
９
１
４
１
骨

１
２

４
４
０
２
０
３
骨

１
４
入
７

９
・
ざ
４

Ｊ
骨
う
Ｚ
ｊ
Ｕ
２
１
７
ｌ
骨

谷
Ｈ
骨

２
７

年
８

１
－
番

３
４

６
４

骨
２

２
ｂ

う
便
０

一
・

１
う

骨
。
Ａ
骨

１
１

１
件

４
３

４
７

什
３

３
３

４
Ｇ
２

１
骨

幹
骨
』
暑
号
号
骨

舎
骨
分
骨
令
岳

骨
昔
菩
号
骨
号

骨
号

廿
●

缶
岳

特
。

◆
谷

令
●

幹
骨

令
骨

谷
骨

缶
特

骨
各

骨
各

各
分

与
号

缶
骨

骨
岳

●
や

骨
少

仔
ザ

骨
骨

鈴
う

う
１

４
畳
う

６
２

９
升
８

３
６

７
骨

４
２

１
７

骨
。

骨
７

１
７

１
缶

４
９

７
７

骨
７

６
２

う
骨
６

う
１

３
骨

。
Ｋ
骨

１
１

Ｊ
ｌ

骨
７

Ｊ
Ｕ

う
骨
２

２
３

４
骨
３

１
６

２
骨

骨
冑

骨
，

。
。

。
骨

。
・

０
。

号
．

■
。

。
毎

■
。

●
Ｇ

骨
骨
Ｄ
骨

０
０

０
０

号
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
谷
０

０
０

０
骨

惜
谷
廿
骨
幹
廿

特
骨
針
谷
号
骨

廿
抄

骨
骨

廿
骨

谷
１
号

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
う

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
争

骨
勢
う

１
４

ｂ
骨
乙

９
３

３
畳
０

り
り

０
砂
９

１
２

う
桧

骨
号
７

３
１

１
骨
＆

１
８

８
骨
う

４
７

６
骨
２

８
６

う
骨

骨
各
７

う
８

う
毎
７

ｂ
７

７
号
１

１
２

３
各
８

３
８

３
番

骨
Ｈ

鉾
。

０
。

。
骨

。
。

。
・

勢
。

。
。

◇
骨

。
。

，
。

骨
骨

卦
０

０
０

０
号
０

０
０

Ｏ
令
。

０
０

０
件
０

０
０

０
暑

彊
骨

骨
鉾

替
号

谷
骨
骨
暑
号
幹

骨
唇
悟
骨
曇
暑

卦
１
件

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
抄

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

骨
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
骨
Ｉ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
脊

轌
各
６

７
３

６
骨
う

う
ぅ

８
缶
う

９
３

７
弁
６

３
１

４
廿

骨
Ａ
“
茸

０
３

う
０

む
う

６
４

６
号
３

う
０

４
廿

凸
う

１
ソ

替
争
脚
菩

３
３

２
０

骨
０

４
１

１
号

う
う

１
９

桂
６

７
０

６
昼

骨
‐Ｕ

骨
Ｇ

Ｂ
●

心
骨

□
■

巳
■

谷
。

■
■

■
骨

Ｐ
■

凸
凸

幹
件
１
番

う
６

２
う

。
５

。』
ソ

ソ
骨
３

ｊ
ｂ

ｌ
骨
７

入
１

２
替

悟
Ｓ
骨

３
１

９
２

件
８

１
６

“
じ

升
う

う
４

４
谷
１

っ
今

６
３

毎

脅
曇
う

７
４

７
塒
１

２
１

１
外
１

１
１

１
心

も
０

う
０

幹
》㎡

弾
督

労
邑

１
１

脅
骨
Ｉ
骨

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

骨
１

１
１
１
１
１

１
１
缶

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
骨

骨
骨

２
う
う
う

骨
０
２
６
１

号
６
２
３
う

骨
８
８

ｂ
ｂ
丹

伴
卦

３
９
３

０
管

６
８

６
Ｕ

骨
２
７

せ
う

卦
け

６
８
り
骨

幹
骨

１
２
２
１

畳
う
う
１

９
骨

０
５
３
〃
ご
骨

９
４

３
ｂ
骨

骨
Ｔ

件
・

・
・
・
骨

・
・

・
０
号

０
．
０
０
骨

・
・
。
◇
件

骨
Ａ
骨

９
３
４
０

骨
Ｕ
２
９

３
骨

４
１
０
２

侭
う
２
３

０
件

程
Ｈ
骨

８
－
２

骨
ｂ
－
１

一
括

２
－
４
－

善
６
－
９
－
外

廿
ｋ

骨
４

骨
３

う
骨

２
３

件
４

３
件

骨
骨
骨
』
一
骨
画
・
母
一
宇
普

件
骨
暑
骨
骨
号

令
骨
骨
幹
廿
骨

サ
ー
骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
仲

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

件
１
１

１
１
‐

１
１
１
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
骨

件
骨
１
３
も
易
ｌ

ｂ
Ｕ

４
卦
わ
う
Ｚ

６
４
ｂ
Ｌ
う

骨
Ｃ
４

４
り

ｑ
３
ｂ
２
曇
７
４
７
９

４
う
Ｚ

ｂ
甘

令
幹
６
６
９
う
７
３
３
２
骨
１
１
う
６
６
０
５
０
号

６
４
０
３
４
６
１

６
●
９
８
４
８
６
９
１
６
サ

骨
廿
７
１
１
７
０
８
１

７
件
９
３

６
０
７

８
う
８

毎
Ｏ
７
２
７
０
４

５
・
ど
骨
２
４
２
２
う
ｐ

４
７

号
件
ｒ

告
・

‐
。

．
”

‐
．

Ｄ
番

・
‐

，
、

．
・

・
・
ぜ

。
．

Ｄ
・

Ｄ
ｐ

‐
・
骨

”
・

・
・

・
・

・
・
牲

暑
Ａ
特

０
９
２
４
１

５
２
．
ご
各

０
・
う
入

斗
Ｕ
４
ｌ

４
特

し
し
し
し
し
Ｕ
Ｕ
入
署

１
７

４
，
と
ｌ

ｂ
ｂ
ｌ
牲

骨
Ｈ

針
谷

仲
・

幸
一

一
衿

骨
号

旧
骨

骨
骨

谷
骨

昏
昏
毎
件
替
件

件
各
○
骨
骨
幹

骨
骨
骨
扮
昼
骨

幹
Ｉ
特

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
や

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ

件
Ｉ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

抄
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
無

骨
侭
う
７
６
２
２
ｚ
４
Ｉ
砦

ｂ
ｊ
Ｕ
０
７
１

ｂ
ｂ
骨

ｂ
４
ｙ
ｚ
２
６
１

ｂ
件
７
ソ
ｏ
ｂ
６
ソ
う

基
幹

谷
骨

４
６
６
う
９

８
０
う
僻

０
６

４
コ
９
７
１
し
骨

１
７
２
３
９
３
１

と
卦
６
０
う
４
２

Ｊ
０
９
暑

骨
骨
２
６
１
ｌ
１
ｂ
う
ｌ
卦
４
３
３
３
ム

ー
ム
２
骨
９
う
２
う
３
７
２

６
号
う
と
４
１
０
１
２
６
谷

骨
Ｔ
告

。
。

，
。

・
・

・
０
骨

。
．

。
・

・
・

・
・
幹

・
・

・
・

。
。

‐
・
饗

・
・

・
・

・
・

・
・
廿

谷
Ａ
骨

７
斗

Ｊ
Ｕ

ｂ
Ｕ

ｂ
Ｕ
骨

し
』
上

人
ｂ

Ｕ
Ｕ

４
骨

Ｕ
４
Ｄ
７

ｂ
等

ｂ
斗
骨

ｂ
フ

Ｕ
上

斗
Ｊ
７
Ｕ
牲

軽
Ｈ
件

５
－

う
』
う
画
３

－
骨

も
垂

０
７

１
毎
’

入
２

１
骨
う
』

ｂ
・
し
』
Ｕ
』
骨

骨
Ａ
幹

６
－

３
１

特
０

３
１

９
暑

も
う

３
７

各
５

９
１

ｂ
静

丹
件
１

・
一

件
２

２
骨
１

１
２

と
骨

４
１

Ｊ
１

件
骨
骨
一
畳
一
号
号
一
二
画
己
吾

菩
信
骨
骨
抄
骨

⑨
骨

骨
昏

昏
骨

骨
曇

替
廿

骨
脅

骨
幹

暑
骨

骨
廿

卦
骨

骨
骨

骨
骨

掛
令

各
衿

脅
骨

骨
骨

骨
骨

谷
骨

骨
骨

特
骨
骨
尋
骨
缶
善

脅
骨
骨
昏
昏
骨

特
件

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｔ

塒
Ｙ

Ｔ
Ｖ

１
骨

Ｙ
１

Ｖ
１

毎
Ｖ

１
Ｙ

１
督

暑
Ａ
善

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｈ

骨
Ｅ

Ｈ
Ｅ

Ｈ
骨
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｈ
骨
丘

Ｈ
Ｅ

Ｈ
廿

骨
Ｉ
骨

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

廿
Ｎ

Ｏ
Ｎ

○
件

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｕ

骨
吋

Ｏ
Ｎ

Ｕ
紳

骨
Ｌ
材

０
Ｆ

Ｕ
し

誤
Ｕ

｜ド
Ｑ

し
骨

０
し

Ｕ
し

骨
Ｕ

ｒ
Ｕ

ド
瞥

廿
Ａ

骨
尚

尚
Ｎ

岡
鉾

岡
Ｎ

Ｍ
岡

骨
Ｍ

Ｈ
伺

岡
骨

間
Ｎ

岡
Ｍ

谷
長

ｋ
骨

Ｉ
骨

Ｉ
曇

ｌ
骨

ｌ
廿

号
Ｔ
骨

２
３

弾
２

ｊ
骨
２

３
号
２

３
骨

骨
‘
ご

督
至

骨
一

骨
一

餐
一

骨
骨

Ｕ
缶

，Ｕ
．Ｕ

僻
１

‐上
排
、
忽

函
骨
《
少

Ｊ
骨

骨
Ａ

吾
骨

骨
骨

骨
脅

骨
吾

骨
廿

骨
督

付
骨

骨
骨

轡
骨

骨
骨

僧
骨

骨
侍

骨
谷

掛
骨

廿
骨

谷
巷

骨
侭

轡
骨

牲
廿

昏
毎

件
響

低
件

回
請
静
聴
Ｓ
荊
墹
両
翌
寺
か
翠
淵

い
い
、



い
い
③

骨
岳

。
吾

旬
骨

骨
傍

骨
岳

骨
●

骨
。

仔
骨

岳
谷

骨
延

骨
骨

骨
骨

ら
骨

骨
廿

骨
骨

什
号

“
骨

骨
。

各
各

サ

ワ倉
識

》
、

嘘
必

”
》
唾

卿
狐

諏
飛
汀

的
恥

卵
辛
窕

蝉
死

“
》

骨
Ｈ
骨

９
う

９
５

谷
０

９
９

９
骨
８

７
８

８
骨
５

０
５

う
骨

一
錦
”
》
辿

四
エ

ル
》
計

叫
坐

辿
》
ル

ル
辿

山
蝿
叫

塾
当

乃
》

。■ユ
骨

骨
谷

骨
骨

谷
骨

骨
骨

骨
谷

傍
●

谷
骨

谷
骨

仔
告
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
谷

１
１

１
１
１
１
１
１
件

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
幹

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
う
３

９
５

０
廿

且
９

．フ
う

骨
０

９
コ

３
骨
１

５
２

４
骨

骨
傍
７

わ
６

ｂ
ｏ
Ｏ

３
Ｕ

４
各
０

・Ｚ
１

Ｊ
各

４
６

＆
４

骨
骨

号
７

６
７

ｂ
骨
９

８
９

８
谷
２

０
２

１
骨
う

２
う

３
秒

。
Ｒ

号
・

・
。

。
谷

。
。

。
。

抄
。

。
。

。
骨

。
。

。
・

骨
各

谷
０

０
０

０
号
０

０
０

０
骨

０
０

０
０

秒
０

０
０

０
件

骨
骨

骨
骨

骨
骨

骨
○

岳
骨

暑
谷

骨
骨

骨
妙

骨
骨

低
Ｉ
催

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
谷
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
丑
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
１
１

１
１
１
１
１
１
骨

暑
骨

３
う

８
４

件
６

ｂ
９

３
幹
０

Ｕ
ｂ

ｂ
骨
９

１
０

ソ
や

抄
Ａ
骨

６
７

０
０

谷
０

６
０

う
骨
６

１
４

１
母
７

６
３

２
骨

骨
Ｍ
骨

１
６

１
８

骨
９

１
９

０
骨
７

７
０

う
骨
４

２
４

３
骨

骨
６
骨

。
。

。
。

骨
。

・
０

・
骨

。
。

・
０

骨
。

。
‐

・
昏

昏
ｌ
谷

０
７

０
０

骨
１

４
う

ｂ
骨
８

１
６

４
畳
１

８
６

９
骨

骨
Ｓ
骨

７
６

２
１

骨
う

７
２

３
骨
７

７
６

９
件
１

７
７

０
骨

廿
径

４
４

５
５

骨
３

１
４

２
骨
２

２
２

２
幹
２

０
３

０
骨

骨
価

５
７

う
７

傍
３

う
ぅ

う
骨
３

３
３

３
骨
７

６
７

ｂ
谷

合
１
件

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
骨
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
特

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
件

Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨

廿
暑

６
７
８
０

幹
８
４
う
ｌ
幹

４
８
６
１

碁
６
３
５
７
凸

サ
骨

２
２
７
２
骨

３
０
ぅ
９
骨

０
１
８
１
骨

町
覗
沁
弱
坤

谷
骨

６
２
う
う
骨

母
○
埋
汀
》

込
柊
２
や
器

‐
Ｃ
Ｏ
・
骨

骨
Ｔ
９

料
Ｂ

■
凸

・
骨

抄
Ａ
骨

４
０
３
０
名

４
０
７
０
岳

８
０
５
０
分

恥
Ｏ
ｗ
ｌ
》

ｅ
Ｈ

ｅ
６

４
各

４
ｅ
１

－
ｅ

。人
２

ｅ

骨
Ｈ
令

２
８

告
２

Ｏ
ｅ

２
３

号
巫

北
恥

骨
骨

骨
一

、▲
各

骨
勺上

谷
吾

●
ぞ

一
骨

抄
骨

ｅ
●

⑧
骨

岳
谷
Ｉ
骨

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
谷
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
●

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｇ

ｅ
ｅ
１
３
う
ｌ

Ｏ
ｂ
０
３
骨
９
９
２
１

４
０
う
う
ｅ

３
ｂ
Ｕ
７
８
ｊ
ｌ
う
告
６
６
２
７
１
３
６
０
件

凸
牡
６
０
６
８
６
０
う
う
骨

３
９
０
１

４
６
う
７
分

４
う
１
３
３
１
１
う
骨
０
０
２
２
１
９
４
９
●

骨
谷
２
０
４
６
２
６
４
０
分
４
２
１
６
４
３
１
６
サ

０
９
０
１
０
６
０
１
谷
？
３
１
７
２
２
１
９
谷

令
Ｔ
骨

，
。

。
。

・
・
・
０
分

・
・

・
・

・
・

‐
・
号

・
・

・
・

・
・
・
０
谷

・
・

・
・

０
０
．
Ｕ
分

骨
Ａ
谷
Ｏ
９
０
ｃ
０
８
ｏ
ｂ
号
Ｏ
０
ｌ
７
０
０
Ｌ
７
骨
０
０
０
０
０
０
０
０
骨

Ｏ
３
Ｕ
１
Ｕ
３
Ｕ
ｌ
や

骨
Ｈ
丑

●
１

１
骨

一
一

一
一
抄

一
一

一
一
各

号
巳
廿

特
骨

骨
傍

骨
骨
骨
骨
警
ら

骨
骨

号
幹

骨
●

告
分

骨
号

令
分

骨
ｌ
缶

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
１
１
１
１

卦
ｌ

１
１

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
件

仔
骨
３
６
９
う

４
Ｕ
９
１
衿
２
０
７
８
う
う

り
６
骨

Ｕ
１
ｇ
６
４

８
ｂ
９
骨
３
Ｊ
ど
う
１
〃
昼
４
７
●

＆
谷
９
９
３
Ｃ
７
Ｌ
う

６
告

９
９
８
１
２
６
４
う
分
３
Ｕ
Ｕ
３
Ｕ
Ｕ
９
Ｕ
分
３
３
７
７
う
８
９
６
令

骨
骨
９
６
う
９
２
３
９
２
凸
０
９
う
２
７
９
３
１
号

１
５
９
４
８
２
０
２
缶
４
９
２
０
６
う
う
０
●

告
Ｔ

ｅ
・

０
０

．
．

．
．

０
号

・
・

・
０

．
．

．
０
骨

Ｄ
・

・
。

・
・

・
・
骨

０
，

．
０

０
０

０
０
●

骨
Ａ
そ
４
２
３
９
う
２
９
６
骨
２
１
３
３
４
１
１
３
骨
２
３
９
１
り
う
１
１
骨

ｄ
１

５
Ｕ
ｌ
Ｏ
３
ｌ
令

特
Ｈ
ｅ

７
７

１
６

分
１
こ

り
７
－
２

骨
７

ど
’
２

６
１
特

ソ
ｚ
ｌ

Ｕ
ｂ

ｅ
毎
Ａ
骨

１
８

０
８

分
７

７
う

４
●
６

６
４

ム
サ
８

３
Ｕ

６
●

骨
。

８
２

７
８

号
１

６
１

９
骨
６

１
６

３
件
２

６
６

う
骨

特
缶
２

７
基

ｂ
●
と

２
２

２
分

ご
’

３
毎
う

２
Ｊ

ｌ
骨

骨
う

せ
ロ

骨
骨

令
令

守
谷

号
骨

。
●

件
骨

紳
幹

令
号

抄
各

吾
ら

ｅ
令

●
丹

幹
●

各
各

骨
缶

そ
ら

号
。

仔
谷

缶
抄

暑
砂

令
骨

◆
幹
２

０
２

７
骨
７

７
２

Ｌ
ｅ
３

１
６

３
各
７

７
０

１
骨

仔
骨

８
９

６
８

号
と

Ｕ
７

う
ら
う

４
８

０
句

４
入

ｂ
り

◆
傍
Ｈ
ザ

４
う

４
う

缶
９

・ど
？

２
●
３

４
４

ｂ
骨
う

ｂ
う

７
骨

告
Ｗ

幹
Ｃ

Ｏ
０

●
骨

。
。

。
。

号
・

０
。

。
ザ

。
。

。
０

傍
骨
、
、

０
０

０
０

．
０

１
０

１
●
０

０
０

０
号
０

Ｕ
Ｏ

Ｏ
ｅ

骨
骨

替
令

恥
無

骨
待

合
分

骨
骨

各
骨
サ
侍

も
１
件
・
１
１
‐
０
‐
０
１
１

１
．
１
サ
ー
’
’
’
’
０
１

１
１
件
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

傍
’
１

１
１
１
１

１
１
骨

。
件

６
、上

呉三
０

廿
呉ジ

ｂ
，４

６
件

４
丸一

４
Ｎ》

餐
勺
Ｉ

可上
、上

う
。

骨
骨

哩ノ
へ生

具』
へざ

骨
ら

へ＆
ｂ

へ色
骨

守ｆ
、』

６
‐◎

骨
６

Ｕ
ｂ

勺
各

骨
骨
９

９
９

９
件

９
９

９
９

●
７

６
予Ｉ

ｂ
骨
８

７
８

マー
号

骨
Ｈ

骨
、

。
、

缶
谷

０
。

，
日

暑
、

０
。

◆
骨

。
Ｄ

０
日

骨
骨

●
０

〈Ｕ
（Ｕ

（Ｕ
そ

《Ｕ
（Ｕ

（Ｕ
八Ｕ

骨
〔
Ｕ

《Ｕ
ハ）

へＵ
骨
０

〔Ｕ
八〕

（〕
骨

争
ｅ

ｅ
骨

骨
》

骨
骨

号
令

骨
骨

骨
骨

号
ザ

骨
骨

１
抄
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ

骨
岳

８
０

９
７

骨
４

０
２

ｂ
缶
８

１
３

２
凸

４
９

９
４

●
骨
Ａ
骨

１
８

９
８

号
３

３
０

１
旬
１

９
０

３
骨
０

１
１

０
甚

各
岡
骨

７
う

７
ｂ

骨
９

６
０

６
号
う

１
４

８
号
上

９
３

ぅ
凸

骨
６
号

・
０

。
。

。
。

。
‐

０
骨

・
・

。
。

骨
。

。
。

０
心

骨
Ｉ
各

６
入

り
１

分
３

う
４

う
骨
７

９
７

Ｕ
毎
１

３
入

３
ｅ

ｅ
Ｓ
伶

１
１

分
骨

骨
１

１
１

１
《

●
母

廿
号

幹
骨

骨
ロ

Ｃ
っ

Ｏ
令

。
。

叩
。

骨
。

シ
句》

。
骨

、
０

。
う

《
ザ
－
台

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
今

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
缶

１
１

１
‐

ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
Ｇ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
令

廿
笹

０
３
８
２
件

９
９
８
０
谷

ぅ
４
０
９
骨

肥
哩
淘
帥
鋸

暑
骨

６
３
う
４

骨
８
３
２

ｂ
号

７
２
う
２
骨

令
告

う
０
４
１
骨

心
僻
心
心
鑑

Ｊ
つ
み
汀
》

ｐ
母
心
Ｄ
坤

廿
Ｔ

骨
Ｄ
・
・
・
号

７
１
７
１

幹
７
０
６
１
軒

骨
Ａ

骨
４
Ｕ
７

０
ｅ

０
０
６
１

岳
３
凸
３

口
骨

号
Ｈ
骨

う
－

１
各

ｑ、
７
－
骨

２
今

骨
６

人
骨

昔
Ｈ

谷
』

３
骨

３
３

●
３

６
骨

１
ｌ

令
骨

什
告

乱
諦

２
３

恥
一

１
件

吾
幹
谷
口
●

暑
骨

ら
各

分
骨
Ｉ
骨

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

●
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

告
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
缶

骨
骨
７
７
う
ｂ
７
ｊ
９
今
曽
う
４
３
９
，
ｆ
う
ｂ
２
谷
２
４
２
Ｕ
４
忽
７
う
抄

Ｕ
ｌ
６
う
４
９
３
Ｊ
ザ

ら
骨
２
６
０
１
２
７
９
０
件
６
６
４
８
６
６
８
８
ら

う
９
３
１
１
２
７
０
◆
３
う
７
２
３
１
７
８
毎

分
特
３
２
７
６
３
６
６
６
骨
４
う
２
４
４
４
２
９
ｅ
２
１
う
２
２
３
３
う
ｅ
３
７
う
３
３
１
６
２
暑

毎
Ｔ

凸
・
０

．
．

．
。
Ｄ
・
谷

・
・

０
，

０
．
．
０
。

・
・

‘
０

．
◇
・
・
骨

・
◇

。
・

・
・
０
０
秒

骨
Ａ
骨

０
４
０
７
し
ｂ
Ｕ
Ｌ
骨
Ｏ
６
１
２
Ｕ
７
１
Ｌ
ｅ
０
ｂ
Ｕ
ｑ
Ｕ
４
０
２
骨
Ｏ
６
Ｕ
ｂ
Ｕ
Ｕ
Ｏ
ｂ
幹

谷
Ｈ
骨

２
１

１
１

骨
１

１
ｌ

ｌ
ｅ

紳
仔

骨
巳
各

ｐ
骨

ザ
》

骨
む
ら
骨
号
谷

毎
仔
や
骨
令
谷

骨
骨
仔
骨
各

骨
１

件
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
幹
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
特
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
岳

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
凸

岳
骨
８
う
り
０
１
２
９
６
廿
７
０
Ｚ
７
４
ｌ
う
う
ら
７
１
う
う
ｂ
７
７

ｂ
骨
う
０
う
ど
７
３
１
８
曽

分
骨
０
３
８
７
６
９
８
５
骨
１
４
２
９
１
０
３
う
谷

ら
う
３
７
サ
９
９
９
骨
７
９
う
６
４
６
４
１
●

そ
告
７
２
８
０
う
７
４
４
．

ら
う
８
３
９
２
９
２
骨
う
４
３
８
う
２
８
１
谷
９
１
４
７
０
３
２
０
件

骨
Ｔ

毎
。

。
。

。
。

。
・

・
缶

・
・

・
口

０
・

・
・
骨

０
．

０
．

．
０

０
．
何

．
・

・
０

．
．
０
．
砂

缶
Ａ
骨
ｂ
Ｌ
７

ｊ
ｂ
Ｕ
ｊ
４
骨

人
４
Ｕ
ｊ
７
４
４

Ｊ
各
９
一
忽
ｌ
ｂ
、
フ
ど
と
う
谷

ｂ
Ｏ
“
う
う
Ｕ
Ｕ
７

ｊ
●

．
Ｈ
伸

７
Ｌ
Ｌ

も
７

骨
７
－
５

３
－
２

侍
２

１
２

１
号
０

０
３

４
。

付
Ａ
骨

う
９

７
４

抄
３

８
７

０
各
７

う
う

２
分
９

う
６

８
●

骨
骨
う

９
５

８
岳
８

８
９

４
骨
１

９
９

９
暑
２

う
２

２
●

骨
骨

４
４

そ
ど

１
２

と
骨
３

ｂ
２

う
骨

ｂ
入

理
》

骨
●

凸
二

一
●

●

骨
●骨

骨骨
毎

骨
凸

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

ｅ
抄

骨
骨

幹
缶
●

骨
旬

骨
骨

句
骨

岳
号
邑
谷
》
幹
岳

等
分

骨
骨
●
骨
ら

抄
告

ら
骨

抄
》

谷
谷
骨
●

件
ｅ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｔ

骨
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｔ
骨

Ｙ
Ｔ

Ｙ
丁

骨
Ｙ

Ｔ
Ｖ

Ｔ
骨

什
骨
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
ｅ
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｈ
ｅ
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｈ
Ｇ
Ｅ

Ｈ
Ｅ

Ｒ
仔

凸
骨

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

伶
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
毎

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

谷
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
仔

骨
Ｈ
骨

０
Ｐ

Ｏ
Ｐ

。
。

Ｐ
Ｑ

し
骨
Ｕ

Ｐ
Ｏ

Ｐ
骨
０

Ｐ
Ｏ

Ｐ
ｅ

令
Ｕ
岳
同

岡
Ｈ

岡
毎

Ｎ
Ｍ

Ｈ
い

》Ｍ”
Ｍ”

同
岡

谷
例

Ｈ
Ｈ

Ｎ
ｅ

分
０１

●
。↓

骨
０１

ｒｌ
７１

骨
９１

色づ
ｇ↓

醸
骨

〃Ｕ
骨

《産
ａ》

◆
《必

一コ
骨

『ざ
旬ヨ

告
へざ

。
。

骨。Ｌ
骨

』
骨

一
一

●
】

骨
一

沁ゴ
分

骨．上
谷
Ｏ

Ｕ
骨、上

、上
凸

，産
七塁

什司ユ
●

毎
．

骨
骨

凸
骨

骨
谷

合
骨

骨
号

侍
岳

吾
骨

骨
骨

骨
骨

骨
骨

岳
●

骨
骨

分
骨

骨
骨

岳
骨

骨
号

骨
分

骨
○

台
骨

骨
佇

谷
●

●

吟
型

頚

淵



1－3

骨
●

骨
骨

谷
缶

缶
缶

●
骨

ｅ
●

仔
仔

骨
骨

谷
骨

骨
谷

●
谷

各
骨

谷
●

凸
骨

谷
仔

ｅ
谷

岳
缶

吾
。

缶
吾

毎
骨

骨
７

８
０

２
Ｇ

尾ザ
８

７
９

骨
６

９
０

今
骨
冗
と

３
口上

＆ジ
骨

。
●
８

１
１

３
骨
４

２
４

０
骨
１

１
８

９
●
６

８
９

ＴＩ
骨

缶
Ｒ

●
６

８
ｂ

Ｔ０
Ｇ

７，
ＴＶ

側》
７

谷
６

Ｔ９
う

う
骨

６
８

う
７

各
缶
側

骨
●

●
●

●
谷

．
。

◇
、

缶
、

●
ｇ

ｏ
骨

●
０

。
０

Ｇ

銭
Ｄ
》
１

１
１

１
各
１

１
１

１
骨
１

１
１

１
》
１

１
１

１
缶

各
仔

骨
ら

岳
骨

岳
仔

骨
骨

谷
各

ｅ
○

骨
骨
Ｉ
ｅ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
各
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
谷
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨

缶
缶

▲
６

７
ｂ

谷
う

７
９

入
行
う

２
０

今
仔
３

８
う

入
谷

号
骨
６

７
３

１
Ｇ
７

７
６

３
各
０

０
７

７
岳
９

ｂ
Ｕ

ｌ
各

骨
骨
２

３
３

４
●
７

４
７

う
岳
３

２
２

１
句
１

２
２

２
骨

●
Ｒ

各
。

。
。

。
号

。
０

．
・

長
。

。
。

。
●

。
。

。
。

骨
令

。
０

０
０

０
》
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
分
０

０
０

０
各

缶
告

骨
ｅ

骨
吾

骨
凸

骨
鋸

。
骨

各
●

骨
抄

仔
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
号
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
ｌ
暑

骨
骨
２

２
３

１
骨
３

１
３

７
分
６

う
０

９
骨

４
８

心
３

骨
号
Ａ
骨

９
８

う
６

骨
８

う
７

１
骨
１

０
６

９
ｅ
１

９
１

７
仔

骨
Ｈ
各

９
６

う
３

分
０

６
８

９
骨
２

７
６

今
谷
４

６
１

９
骨

骨
Ｃ
Ｇ

。
。

。
。

骨
。

。
。

・
分

。
。

。
。

骨
。

．
。

、
骨

骨
Ｉ
缶

６
２

う
０

各
う

７
３

３
骨
５

う
７

２
骨
１

０
３

７
骨

ｅ
Ｓ
Ｇ

２
９

３
０

岳
０

４
８

う
骨
２

３
２

３
骨
１

７
３

８
骨

岳
。
う

４
う

５
分
２

２
１

２
ｅ
３

３
３

３
谷
７

６
７

６
骨

缶
骨

仔
骨

骨
骨

恥
０
▽
》
・
Ｉ
‐
０
ロ
ー
凸
Ｉ
Ｉ
ｏ
ａ
Ｉ
凸
１
．
１
骨
‐
４
１
．
１
．
１
．
１
凸
１
．
１
．
１
各
凸
１
１
．
１
．
Ｉ
Ｂ
Ｏ
日
１
．
１
凸
Ｉ
缶
・
’
’
０
．
１
，
１
．
１
。
Ｉ
１
日
骨

４
５
３
う
各

１
８
４
３
各

７
７
８
尋

●
う
９
７
７
岳

各
骨

４
６
８
０
骨

４
８
９
９
骨

骨
骨

３
０
７
２
分

１
９
２
２
◆

沁
卯
“
ぬ
》

い
”
、
哩
耗

●
Ｔ

骨
。

。
・
・
号

・
・
・
・
骨

・
・
・
・
告

。
。
。
。
甚

骨
Ａ

●
７
０
７
０
骨

２
２
８
０
●

３
０
６
１
分

８
０
７
０
骨

。
Ｈ
谷

１
口
刃

亨
吾

１
》

。
●

５
－
７
－
。

７
－
４
》
守

分
Ｈ

岳
凸

一
骨

８
各

２
４

分
一

一
仔

各
凸

各
一

缶
各

ｅ
号

各
一

一
》

骨
岳

骨
各

骨
骨

》
缶
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
サ
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各

骨
缶
鼻
う
７
７
７
８
３
５
告
７
４
１
７

９
９
Ｕ
８
岳
２
１
９
０
１
３
６
４
分
５
６
０
１
４
８
ｌ
ｂ
骨

侍
骨
７
４
５
今
８
１
９
２
各
７
入
４
３
１
８
８
９
●
３
６
７
９
９
０
５
６
岳
６
４
う
９
９
４
７
６
骨

。
●
０
２
３
１
０
う
３
９
骨
３
７
３
７
う
７
３
７
骨
１
８
１
３
０
２
１
９
●
０
９
３
６
０
１
３
６
勺

各
Ｔ
骨

０
．

．
０

０
．
・
Ｄ
Ｃ

９
．
０
．

．
．
・
口
仔

日
。
。

、
・
・

・
・
骨

・
・

０
０
．
．
口
。
骨

骨
Ａ
各

０
２
０
３
０
１
０
２
骨
０
う
０
２

０
う
０
２
骨
０
１
０
１
０
１
０
０
骨
０
０
０
１
０
１
０
１
岳

骨
Ｈ

■
⑦

丹
一

一
一

一
号

●
Ｂ

骨
号

骨
各

谷
骨

件
骨

骨
骨

骨
ら

仔
谷

丹
ら

骨
骨

蝿
》

邑骨
●
Ｉ
ｅ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
各
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
仔

骨
合
０
７
り
Ｏ

９
ｂ
Ｕ
４
骨
２
０
４

４
８
う
３
７
骨
６
ｂ
ｌ
４
１
７

８
う
骨
１
７
８
６
５
３
９
９
骨

。
各
４
０
９
６
１
４
７
２
ｅ
２
１
ｂ
７
２
８
０
ｂ
骨
４
１
２
４
う
６
８
４
骨
８
６
３
９
８
３
３
２
骨

仔
骨
う
う
１
０
７
３
３
３
骨
う
０
０
９
１
６
３
２
号
１
２
６
１
７
３
３
３
骨
４
０
８
８
７
７
７
う
仔

佇
Ｔ

缶
。

、
０

０
．

．
０
０
各

Ｄ
Ｃ

０
０

．
０
０
０
骨

。
。

、
０

０
．
，
・
骨

。
。

。
。

‐
。
・
・
毎

分
Ａ
ｅ

３
２
８
２
ｂ
ｌ
ｌ
入
谷
３
２
９
１
う
０
１
９
骨
６
４
１
２

６
ｊ
ｂ
２
ｅ
９
１
９
０
Ｕ
Ｏ
ｌ
Ｏ
各

骨
Ｈ
ｅ

０
２

３
９

骨
６
－
２

８
６

号
２

３
０

９
骨
２

ら
う

も
む

骨
Ａ
●

９
う

７
う

骨
１

２
１

１
骨
４

２
う

９
骨
１

４
０

７
骨

．
各
１

１
１

１
岳

一
骨
６

７
骨
２

１
２

１
骨

●
骨

凸
暑

凸
骨

骨
凸

骨
骨

特
骨

骨
●

。
暑

骨
骨

骨
特

仔
各

与
骨

暑
骨

骨
廿

傍
う

ぜ
甚

旬
骨

号
骨

号
各

谷
“

。
骨

仔
骨

吾
仔

骨
●

号
缶

骨
幹

七
８

う
３

２
骨
３

２
う

２
骨
７

ｏ
７

０
各
７

４
４

７
号

骨
骨
６

７
６

８
分
４

３
１

う
骨
９

１
０

２
号
９

２
６

２
骨

骨
Ｈ
骨

４
３

う
４

号
３

ら
う

３
ｅ
２

３
３

３
ｅ
ｂ

う
８

ｂ
凸

岳
Ｗ

岳
０

０
・

０
谷

。
０

０
ｏ

缶
。

。
０

０
谷

。
ｏ

ｏ
。

暑
骨
Ｄ
等

０
０

０
０

各
０

０
０

１
各
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
各

号
缶

骨

骨
号
骨
罷
特
掛

告
骨

仔
毎

“
●骨

骨
ｌ

骨
’
’

１
１
．
１
１

１
１
分
’
’

’
１
１
１
．
１
１
骨

１
．
１
１
１

１
．
１
１
１
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
分

骨
笹
へ
ざ

４
ヘユ

６
号

４
釦巳

、Ｕ
○Ｊ

骨
Ｔｆ

‐４
ｚ

“４
号

呉ざ
訂Ｉ

４
ｂ

苦
告

骨
（
Ｕ

（日
今延

Ｑ〃
骨

４
旬三

ｎジ
《巳

号
ラＩ

口上
、４

ＴＩ
骨
（
Ｕ

咳。
ベグ

６
号

骨
碁
７

６
７

６
件
８

８
９

８
骨
《
ざ

・４
２

３
谷
．
４

《と
・４

《ど
号

各
Ｒ

丹
。

。
０

●
号

０
０

０
ｏ

骨
’

０
Ｃ

Ｏ
畳

０
Ｃ

Ｄ
。

骨
》

》
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
骨

仔
号

骨
骨

毎
号

骨
仔

骨
●

骨
骨

骨
告

昏
岳

●
１

分
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
付

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
件
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

仔
各
３

２
６

３
谷
７

９
３

９
骨
８

２
う

う
缶
０

９
７

１
ｅ

骨
Ａ
骨

８
７

う
２

号
２

８
０

１
号
３

９
０

４
骨
９

２
９

２
仔

谷
尚
骨

０
７

ｂ
３

骨
９

９
７

工
仔

ｂ
７

６
１

骨
２

８
０

今
谷

骨
。

骨
Ｏ

ｏ
。

。
号

。
０

０
・

骨
。

。
。

。
骨

。
。

。
ｏ

骨
骨
１
件

う
う

１
２

骨
う

４
３

２
号
９

２
よ

う
曇
４

Ｊ
１

５
号

谷
Ｓ
骨

１
３

勺
２

件
う

６
１

０
谷
９

６
１

７
ｅ
ｌ

６
９

う
笹

谷
骨
８

８
７

８
各

４
４

３
４

骨
６

６
７

６
号
９

９
２

９
谷

骨
廿

倭
骨

砦
費

骨
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

骨
’
’

１
０
１
１
１
１
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
母
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｏ

骨
件

３
０
３

８
件

８
３
３
う

幹
９
７
９
０

谷
８
う
９
８
骨

号
骨

３
６

４
６

骨
う
６

４
１

骨
ｂ

４
６
６

骨
４
Ｕ
Ｏ
２
骨

骨
ａ

ｌ
Ｏ
３

ｂ
骨

７
２
９
０
暑

８
４
８
３

骨
２
う
４
１
骨

骨
Ｔ

号
。

。
Ｄ
・
骨

・
・
０
．
骨

。
、

０
９
句

，
。
。
。
骨

骨
Ａ

●
３
２
３
１

骨
７
う
８
３

骨
７
０
１
０

号
６
１
０
１
缶

件
Ｈ
そ

４
】
１

国
号

８
－
８
－
骨

７
０
』

骨
２
二
８
－
骨

幹
Ｒ

骨
４

４
骨

１
７

号
Ｊ

１
骨

４
４

骨
什

骨
一

一
号

入
二

骨
一

骨
口

一
骨

骨
令
岳
骨
骨
骨

骨
告

骨
令

骨
各

幹
Ｉ

骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
告
ｌ
ｌ

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ

骨
昔
０
８
８
９

６
０
６
う
骨

り
７
Ｕ
２
う
２
う
８
骨
１
４
５
４
う
３
う
７
骨

６
２
４
９
１
６
４
０
各

岳
ｅ
０
８
０
１
９
う
８
６
分
３
４
７
３
７
２
４
０
骨
６
５
９
８
２
９
８
２
骨
８
３
４
０
６
う
０
３
骨

毎
丑
１
３
４
０
１
０
７
３
骨
３
９
０
７
５
７
う
８
号
０
７
３
４
０
２
４
６
暑
０
４
２
７
１
６
６
７
岳

仔
Ｔ

傍
・

・
０

０
．

．
．

・
丹

０
，

．
．

．
．

０
，
骨

・
心

．
．

・
・

・
・
骨

．
。

０
．

，
．
．
．
骨

詫
朋
鋸
０
７
０
７
０
４
０
３
●
０
７
１
７
０
０
１
７
●
ｏ
１
Ｕ
２
０
０
０
１
毎
０
と
り
１
０
２
０
１
特

毎
ｌ

碁
骨

仔
。
Ｂ

骨
骨

骨
号

●
缶
○
分
件
骨
仔

骨
骨

骨
骨

。
骨

岳
骨
骨
暑
毎
号

ら
ｌ
谷

ｌ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
岳

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
甚

骨
骨
８
う
０
８
２
９
う
７
外
２
３
０
２
９
う
３
７

骨
う
９
０
２

６
９
８
０
サ
う
８
２
４
６
１
う
７
骨

凸
各
０
４
７
２
０
６
４
７
骨
４
８
８
６
４
２
６
２
谷
０
３
６
３
７
１
６
２
号
４
７
０
９
０
６
６
２
仔

骨
骨
４
４
８
う
う
４
２

８
号
１
１
３
う
６
０
２
７
骨
７
７
う
１
２
０
４
６
号
３
５
６
１
１
１
１
０
号

骨
Ｔ

令
・

・
・

０
０

。
・

・
骨

・
・

・
Ｂ

・
・

・
０
廿

・
・

０
．

．
．

．
０
告

０
．

０
。

。
。
。
。
●

骨
Ａ
各
う
４
ｌ
３
Ｌ
ｊ
９
２
缶

４
Ｊ
ソ
２
う
３
ｂ
Ｌ
骨
９
３
ｂ
２
う
１
７

人
骨
２
Ｌ
ｙ
２
う
ｚ
Ｕ
２
骨

各
Ｈ
ｅ

う
１

５
Ｏ

Ｇ
う
－
２
－
う

６
幹
７

１
９

４
骨
２

ｂ
４

７
分

分
Ａ
骨

２
１

８
４

ｅ
６

２
７

９
号
３

６
６

９
骨
５

ｌ
う

２
凸

骨
“
１

１
２

２
サ
ー

１
２

１
》
２

１
入

１
名
１

と
３

４
骨

骨
骨

舎
一

』
骨

骨
骨

ｅ
ｅ

骨
凸

各
》
骨
》
骨
骨

各
サ

サ
什

号
骨
缶

骨
仔
骨

毎
缶
骨
骨
毎
骨

骨
骨
骨

幹
凸

骨
仔
骨
骨

替
骨

骨
令
○
骨
吾
分
骨

丹
各

谷
谷

缶
岳

骨
骨

号
骨

●
骨

Ｙ，
Ｔ

Ｙ
Ｔ

骨
Ｙ

Ｔ
Ｙ

やＩ
骨
Ｙ

Ｔ
Ｙ

子Ｉ
毎
Ｖ

Ｔ
Ｖ

Ｔ
低

凸
骨
Ｅ

Ｒ
Ｆに

Ｒ
缶
戸
上

Ｒ
Ｅ

Ｒ
令
辰
上

Ｈ
Ｆ上

Ｒ
令
Ｐ
上

Ｒ
Ｆ』

Ｒ
骨

令
外
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
骨

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

骨
Ｎ

Ｏ
Ｎ

０
号
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
ｅ

ｅ
Ｋ
骨

０
ｐ‘

Ｏ
Ｐ．

骨
○

Ｐ
Ｕ

Ｐ．
骨
０

Ｐ
Ｏ

ｐ‐
号
０

Ｆ
Ｏ

Ｐ
凸

缶
Ｒ
ｊ
讐

岡
岡

岡
岡

谷
尚

門
間

岡
谷

岡
Ｈ

Ｈ
岡

骨
岡

岡
岡

Ｈ
号

春
Ａ

凸
－１

骨
０８

。’
骨

。’
谷

口－
？↓

骨
缶
Ｈ

毎
２

３
号
へ
９

３
骨
へ
進

３
分
へ
ざ

３
号

令
Ｎ

舎
一

骨
一

骨
口

一
骨

ロ
骨

Ｔ
ｆ
匡

廿
ｍＵ

八Ｕ
谷

、ム
ｑ土

骨
「ｆ

〃●筆
傍

完。
ａざ

谷
育
ト
リ

サ
号

骨
骨

骨
苛

●
侍

骨
骨

骨
令

仔
骨

骨
骨

骨
骨

任
骨

谷
骨

伶
骨

骨
号

骨
骨

骨
谷

各
骨

骨
骨

缶
骨

骨
骨

骨
骨

骨
骨

骨
昏

画
謂
臨
醇
ｓ
淵
墹
両
霊
寺
か
翠
淵

い
い
『



⑭
砂
“

吟
習

翠
淵

骨
各

特
骨

●
骨

佇
各

●
●

昼
骨

各
号

●
缶

仔
骨

●
号

骨
仔

各
凸

谷
骨

骨
岳

骨
号

谷
缶

仔
骨

幹
骨

○
谷

●

４
二
》

訟
醸

弘
両

唖
殿
輌

麺
犯

吠
函
四

い
酔

い
訟
恥

“
加

齢
》

ｅ
Ｒ
谷

８
８

８
８

岳
８

０
８

９
骨
６

う
６

う
笹
８

８
８

８
骨

一
一
山
缶
坐

当
叫
山
釦
延

恐
叫
坐
醍
叫

辿
叫
辿
》
し

心
ル
ル
》

１
恥

》
器

》
恥

。
骨

骨
骨

暑
特

骨
岳
－
畳

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
替
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各
’
’
’
’

１
１
１
１
件
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
低

骨
針
２

７
ｂ

４
件
０

２
６

９
丑
０

８
う

９
骨
６

４
８

４
骨

合
骨
２

９
う

３
幹
０

２
０

２
骨
８

ｂ
う

６
号
７

０
７

９
骨

骨
骨

６
４

６
う

骨
２

１
１

２
骨
４

２
７

う
骨
７

ぅ
７

４
骨

仔
Ｒ

件
。

。
。

，
岳

。
。

。
０

骨
。

。
・

・
号

。
。

。
‐

や
号

骨
０

０
０

０
伯
０

０
０

０
軒
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
骨

骨
骨

暑
各

各
骨

谷
○

骨
昏

骨
骨

仔
昏

昏
骨

督
昼

餐
Ｉ
骨

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
衿

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨

骨
骨
７

４
６

ｚ
暑
６

１
０

４
骨
４

７
９

４
谷
２

８
６

３
骨

骨
Ａ
骨

８
６

３
１

骨
０

９
３

１
骨
９

６
３

う
骨
２

３
う

２
骨

骨
Ｈ
骨

４
０

９
１

骨
５

６
３

う
廿
６

１
２

２
件
う

０
７

６
句

各
６
骨

０
０

。
。

岳
。

。
。

・
骨

。
。

。
。

骨
．

，
。

・
昏

昏
ｌ
骨

９
ｂ

４
６

骨
う

６
１

う
骨
３

８
４

ｂ
暑
８

。
３

１
傍

骨
Ｓ
骨

２
１

３
４

骨
１

４
３

３
各
３

３
０

３
暑
１

う
６

う
骨

毎
骨
７

８
７

８
骨
１

１
１

１
．
５

６
う

６
骨
８

０
８

１
号

骨
骨

４
４

４
必

令
１

１
１

ｌ
骨
１

１
１

１
骨
６

７
６

７
骨

骨
ｌ
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
。

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨

８
う
３
３

骨
４
２
７

９
骨

５
９
８
２

骨
１
９
４
０
谷

吾
骨

６
３
う
う
谷

６
４
３
３
軒

、
、
蛇
、
》

０
４
０
ぅ
骨

骨
骨

１
０
３
７
骨

ふ
り
ろ
喝
諦

、
’
０
．
骨

や
喝
□
わ
》

●
Ｔ
Ｉ
衿
■
■
Ｃ
ｅ
特

待
Ａ
骨

う
１
う
Ｏ
骨

３
０
９
０
缶

６
２
２
２
骨

”
わ
”
心
癖

缶
Ｈ
令

９
－
３
－
句

９
７

缶
沁
二
諏
一
》

分
Ｈ

幹
６

４
骨

う
８

号
６

４
骨

各
骨

１
ｌ

告
什

１
入

告
ｚ

＆
骨

骨
ｅ

一
一

骨
仔

一
』

骨
』

句
仔

什
凸
仔
骨
骨
骨

仔
Ｉ
谷

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨

骨
ｅ
７
Ｌ
９
３
２
９
１
８
骨
ｌ
８
ｂ
８
２
９
７
３
ｅ
２
０
６
８
７
３
２
４
骨
２
４
う
６
０
２
う
０
吾

令
骨
０
２
９
２
７
６
０
う
せ
２
９
５
７
０
５
２
７
骨
７
６
０
８
４
３
６
７
谷
７
１
２
２
う
３
６
８
幹

骨
ら
う
９
う
３
う
９

８
う
号

１
３
１
う
１
０
１
４
針

１
８
４
６
２
６
６
６
骨
７
１
１
０
８
う
４
８
暑

岳
Ｔ
昔

ｏ
ｏ

ｏ
Ｄ

ｏ
ｏ
０
・
各

・
・

・
・

０
０
．
・
そ

・
・

０
０

０
．
０
，
骨

。
。

。
・

・
・
・
心
谷

骨
Ａ
谷
Ｏ
う
１
４
０
う
１
４
骨

０
１
０
０
０
１
０
０
件

Ｏ
２
し
１
０
う
０
３
骨
０
６
２
３
０
う
２
２
轄

骨
Ｈ

骨
母

各
号

号
特
Ｂ

骨
骨

号
骨

件
骨
各
谷
倭
骨
骨

●
骨

骨
僑

骨
骨

骨
缶
●
缶
各
骨

ｅ
ｌ
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
各
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
骨

伶
骨
２
４
３
２
う
う
３
０
分

０
４
９
８
６
う
３

８
骨
０
８
２

８
６
２
３
２
谷
Ｑ
ｂ
２
０

Ｕ
３
０
４
轄

巳
骨
９
８
４

３
２
６
ｚ
Ｏ
特

５
３
と
９
２

４
６
斗
骨
う
２
７
６
１
う
う
上
骨
９
４
う
う
う
う
４

９
軒

吾
骨
１
０
０
２
８
６
４
３
骨

９
９
４
う
３
７
７
２
サ
う
う
２
２
８
８
２
６
骨
４
１
１
１
２
７
３
２
骨

骨
Ｔ
骨

０
，

０
．

Ｄ
・
・
・
骨

・
・

・
，

。
。
・
・
吾

。
。

。
・

・
・
０
‐
骨

。
。

。
◇

・
‐
・
・
骨

伶
Ａ
⑤
９
Ｕ
ｌ
ｌ

２
０
り
ｌ
各

４
ｊ
ｂ
ｂ
Ｏ
２
２
３
各
６
４
７
６
７
う
ょ

６
畳
９
２
７
０
う
０
４
０
任

伶
Ｈ
骨

９
』

入
９

８
箸
３

上
ｂ

６
Ｇ
入

う
入

２
各

ｂ
二

０
－

１
口
９

凸
母
Ａ
吾

う
７

４
７

骨
３

２
９

０
骨
６

２
６

４
骨
３

７
３

０
讐

骨
●

←
９

７
う

う
３

４
２

４
告
９

う
３

０
号
も

２
４

７
号

岳
骨

１
骨

号
工

と
２

３
骨
２

－
１

骨
凸
号
骨
吾
令
一
骨

仔
号

外
谷

骨
骨

骨
骨

骨
告

●
号

暑
骨

毎
骨

●
仔

骨
丹

号
暑

骨
仔

仔
号

骨
伶

暑
。

丹
令

骨
骨

凸
骨

分
与

吾
骨

各
７

６
０

う
ぞ
０

３
０

０
骨
０

７
４

２
幹
６

０
０

２
骨

骨
令
２

１
８

ｂ
令

６
ｚ

ｂ
６

缶
１

９
９

ｚ
ｅ
０

０
１

０
管

●
Ｈ
●

う
４

う
４

台
２

３
２

３
各
９

７
４

と
号
１

６
１

６
舎

丹
Ｗ

号
０

０
ｏ

６
骨

。
。

。
。

骨
。

０
。

●
号

０
。

。
０

骨
骨
Ｄ
骨

０
０

０
Ｏ

骨
０

０
０

０
分
０

０
１

１
骨
１

０
１

０
骨

骨
骨

●
骨

骨
骨

骨
廿

骨
幹

骨
骨

骨
骨

缶
骨

仔
骨

号
Ｉ
毎

－
１

１
１
１
１
１
１
輪
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
号

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
缶

各
。
と

９
０

６
谷
２

う
り

８
谷

９
う

６
７

缶
２

１
０

７
餐

丹
谷
８

４
９

う
岳
う

２
３

１
骨
３

う
２

◎
号
９

１
９

Ｊ
骨

幹
母

８
８

８
６

幹
７

７
７

７
骨
７

６
８

７
骨
８

８
６

８
岳

替
Ｈ

岳
、

。
。

。
幹

。
。

。
・

曇
。

。
。

‐
畳

０
，

。
０

骨
令

骨
０

０
０

０
幹
０

０
０

０
各
０

０
０

Ｏ
朴
０

０
０

０
番

缶
骨

仔
骨

暑
訟

廿
件

暑
骨

骨
ｅ
ザ
骨
各
缶
骨

骨
ｌ
谷

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
特

Ｉ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
抄
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

廿
’
１

１
１
１
１
１

１
伶

谷
谷

０
０

０
う

幹
３

２
７

Ｕ
骨
１

９
１

９
件
３

０
０

１
号

骨
Ａ
骨

９
３

２
０

骨
３

８
２

９
傍
７

９
８

０
骨
８

７
０

２
骨

号
閂
骨

う
６

０
う

骨
６

２
２

１
号
３

６
７

３
骨
３

う
９

１
号

骨
Ｇ
骨

。
。

。
０

告
・

・
０

０
幹

．
・

０
０

骨
・

・
・

・
骨

舎
ｌ
ｅ

６
７

り
ｂ

岳
４

７
９

０
骨

６
６

６
９

各
７

う
０

ｂ
骨

号
Ｓ
ｅ

１
６

８
３

号
０

３
６

７
谷
２

４
２

３
骨
２

４
１

う
件

岳
骨
９

７
６

う
骨
０

１
０

１
号

８
０

う
７

谷
う

７
６

８
掛

廿
長

ら
７

ｂ
７

各
３

ｊ
ｊ

ｊ
骨
１

ど
’

ｌ
骨
７

９
７

り
せ

号
Ｉ
。

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
分
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
廿

骨
骨

う
４
２
９

今
７
１
０
０
骨

７
う
４
９

骨
う
０
８
２
骨

骨
サ

４
８
４
８
廿

４
２
８
１
骨

堂
弱
弱
狙
蛎

４
９
２
８
背

骨
缶

９
１
６
０
骨

心
心
汀
汀
》

。
。
。
。
衿

汀
や
凸
や
鋸

骨
Ｔ

告
０
．
．
０
骨

う
３
６
３
骨

告
Ａ
骨

４
２
９
２
件

う
０
８
０
笹

酔
叩
迦
幻
恥

骨
Ｈ

骨
９

－
４

】
桧

４
《色

一
ら

４
－
（
Ｕ

一
骨

骨
Ｒ

骨
屯上

ｂ
骨

７
告

４
６

骨
４

８
結

骨
各

３
３

骨
土

缶
乱

乱
鋸

乱
乱

恥
牲
号
一
口
谷
・
倭

。
缶

令
骨

骨
侵

各
ｌ
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
侍
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

谷
骨
７
４
ｂ
３
４
う
６
９
■
７
７
ど
し
ｂ
う
７

４
骨
７
６
１
９

４
６
し
８
骨
２
４
４
４

２
７
６
３
骨

笹
谷
う
２
１
４
５
８
０
４
岳

９
８
３
６
９
う
７
４
骨
３
６
７
４
７
４
３
３
骨
４
３
１
１
７
６
６
０
仔

舎
骨
う
９
８
９
６
０
２
２
骨
３
７
う
３
３
０
６
７
件
２
う
６
４
２
３
８
０
岳
８
９
６
０
８
０
７
３
令

特
Ｔ

サ
ー

。
・

・
０

．
０

０
替

・
・

・
・

Ｄ
Ｏ

ｏ
・
骨

・
・

・
・

・
・

・
０
谷

・
・

・
０

・
・

・
・
缶

告
Ａ
ｅ
０
ｊ
ｌ
ｌ
Ｕ
１
２

ソ
骨
０
う
上
う
０
う
１

４
骨
０
う
Ｑ
４
Ｕ
７
０
ｂ
骨
０
９
と
７

０
９

型
６
告

骨
Ｈ
ｅ

９人
己土

、上
佃

ら
令

晒
ｅ

ｎＤ
傍

谷
骨

骨

缶
号

骨
●

恥
器

仔
骨

抄
什

骨
分
骨
骨
骨
暑

骨
ｌ
ｅ

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ

ｌ
暑
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
令

仔
Ｇ
７
７
う
り
９
６
７
４
骨

４
３
３
９
う
７
２
１
骨
０
３
１
９
１
７
う
６
骨
Ｃ
ｂ
４
２
７
１
６
７
缶

谷
各
８
８
７
３

４
４
９
９
告
７
２
う
１
う
８
０
う
骨
８
２
４
０
８
３
９
２
骨
う
０
う
１
３
８
７
４
■

骨
抄
丁
う
４
６
０
３
６
４
分
４
６
７
０
２
４
１
４
分
３
０
３
７
う
７
３
８
鋒
１
１
０
７
８
７
２
２
骨

谷
Ｔ
缶

・
・

・
Ｇ

０
．
．
．
分

・
・

０
．

．
．
．
０
骨

・
Ｄ

Ｏ
ｏ

ｏ
０
０
・
谷

。
，

ｏ
０

０
ｂ
０
・
各

令
Ａ
谷
２
入
４
１
と
入
入
と
幹
Ｕ
１
り
ｊ
う
Ｕ
９
ｌ
告
う
う
Ｌ
日
ソ
ｂ
上
。
●
ｌ
４
Ｕ
上

Ｕ
Ｌ
ｂ
Ｏ
骨

毎
Ｈ
幹

う
－

８
６

９
◆
２

１
８

１
●
８

３
８

Ｕ
ｅ
ｊ
－

８
－

４
』
Ｊ

凸
骨

骨
Ａ
●

８
う

９
８

骨
０

９
７

８
分
９

９
１

３
告
８

０
９

４
骨

。
骨

“
４

９
２

谷
も

９
う

８
●

４
０

２
９

骨
２

う
４

４
骨

■
●

】
２

岳
ｌ

骨
１

２
２

２
■
』

１
２

一
》

凸
●
缶
凸
仔
二
一
一

性
号
告

分
骨

。
。
侍
各
骨
骨
佇

骨
分

○
骨

毎
号

幹
ｅ
骨

岳
●

令
分

骨
仔
谷

仔
骨

谷
毎

号
毎

缶
廿
抄
佳
》

骨
缶

骨
岳

諦
谷

各
各
骨
仔

岳
抄

Ｙ
Ｔ

Ｖ
Ｔ

毎
Ｖ

Ｔ
Ｙ

Ｔ
骨

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｔ

特
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｔ
骨

谷
ｅ
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
骨
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
凸
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
骨
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
旬

各
ｅ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

缶
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
骨

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

ｅ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

０
倍

ｅ
Ｙ
缶

０
Ｐ

Ｏ
Ｐ

各
０

Ｐ
Ｑ

Ｐ
骨

し
Ｐ

Ｏ
Ｐ

骨
０

吟
０

Ｐ
骨

岳
Ｎ

令
岡

Ｈ
Ｈ

岡
令

円
Ｈ

Ｈ
同

缶
榔

Ｈ
Ｍ

岡
谷

Ｈ
岡

間
岡

号

骨
Ａ

骨
。’

１６
各

ワー
。↓

骨
。’

骨
０１

ヘコ
Ｔｌ

“
号

岡
告
２

３
骨
２

３
骨
２

３
骨
２

守
各

Ｈ
分

二
台

一
凸

骨
一

岳
一

骨
谷
Ｊ
に
分
〃
Ｕ

Ｕ
サ
、
▲

、上
衿
へ
型

〔エ
特

五三
へ。

骨
骨

。
骨

そ
岳

各
吾

。
骨

◆
⑨

仔
仔

合
凸

骨
骨

谷
●

骨
骨

骨
骨

缶
骨

骨
令

侍
缶

仔
缶

各
暑

骨
骨

令
岳

骨
暑

軒
畳

骨
骨

暑
告



骨
骨

骨
谷

。
缶

毎
骨

骨
毎

骨
骨

骨
岳

骨
骨

骨
骨

骨
骨

吾
骨

缶
缶

仔
骨

仔
廿

骨
骨

丹
骨

骨
骨

谷
各

骨
骨

仔

戸、
》

缶
沁

窕
沁

“
》
叩

調
師

や
》
叩

ｗ
“

虹
》
酷

騨
、

“
諦

骨
Ｒ
骨

７
６

７
６

骨
６

う
６

６
告
７

う
う

８
凸
７

７
８

８
骨

一
諦
即
恥
叫

ふ
ふ

辿
鋸
聖

叫
叫

辿
鋸
レ

ェ
ル

辿
鋸
エ

ル
レ

ル
》

。且
缶

》
鑑

諦
諦

齢
。

骨
号

骨
骨

骨
骨
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨

●
骨
１

４
５

６
骨
工

６
１

３
分
６

３
３

５
各
０

４
２

９
任

暑
骨
４

４
７

６
骨
８

う
９

９
骨
９

２
２

１
名
う

３
う

う
骨

骨
骨
１

０
１

０
骨
４

入
う

１
骨
３

０
７

３
骨
０

１
２

２
骨

仔
Ｒ

毎
。

０
。

。
幹

。
。

。
・

缶
。

。
０

．
分

。
。

。
・

仔
各

骨
０

０
０

０
巷
０

０
０

０
号
。

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
仔

骨
骨

骨
骨

凸
骨

骨
巷

骨
骨

骨
骨

号
骨

骨
骨

各
告

行
Ｉ
抄
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
打
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
令

骨
骨
２

８
２

６
丹
７

４
８

４
缶
５

う
９

３
骨
９

８
６

２
各

仔
Ａ
号

４
６

９
ラ

サ
う

３
０

う
骨
３

０
３

０
号
３

１
う

０
骨

骨
伺
骨

２
４

３
今

骨
４

１
１

４
骨

４
１

９
３

骨
２

８
２

１
骨

岳
６
骨

。
。

。
’

分
．

。
。

０
骨

・
・

Ｃ
Ｏ

骨
。

、
。

。
各

骨
Ｉ
骨

３
９

３
１

骨
う

２
８

３
件

８
１

９
４

骨
４

２
３

２
台

骨
Ｓ
各

６
６

６
７

骨
１

３
０

３
骨

４
６

３
う

廿
８

８
８

８
骨

仔
骨
１

１
１

１
骨
１

１
１

１
骨
１

１
１

１
骨
１

１
１

１
骨

骨
骨

ｒ
。

。
白

骨
。

』
」

し
骨

』
。

』
角

骨
Ｐ

、
牛

、
抄

。
’
旬
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
合
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｇ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
各

骨
骨

１
９
２
２
骨

３
２
６
０
骨

う
９
骨
６

缶
う
７
７
う
骨

岳
骨

７
３
１
う
骨

Ｒ
３
９
２
骨

９
９
各
２

骨
１
６
８
８
谷

仔
骨

う
１
２
２
骨

５
８
６
７
骨

２
う
骨
１

骨
７
１
８
０
各

骨
Ｔ

骨
。

‐
。
・
ぜ

’
０
．
０
。

０
０
骨

・
骨

。
。
・
・
骨

。
Ａ
骨

１
１
８
０
骨

１
１
４
０
骨

７
忽
骨
２

分
４
１
６
１
骨

骨
Ｈ
ｏ

８
－
４
－
巳

３
画
０

。
Ｏ
一
分
一

号
３
国
２

－
骨

Ｇ
Ｒ
骨

７
８

骨
１

８
骨

３
缶

号
１

１
各

仔
凸

７
７

名
－

９
笹

再
廿

骨
一

一
令

骨
骨

７
１

。
“４

告
告

骨
唖

●
》

告
各

一
一

骨
＠

分
●

骨
各

骨
ｌ
Ｇ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
●
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
号
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

谷
特
７
０
３
０
１
１
２
６
骨
９
４
３
０
７
４
３
６
各
５
０
１
６
７
０
２
６
骨
３
３
１
７
６
２
６
９
岳

岳
分
１
４
う
２
２
１
７
２
凸
１
１
０
４
４
３
７
４
分
７
０
３
０
９
２
０
０
骨
０
３
４
３
０
８
１
２
吾

吾
骨
０
４
０
３
０
７
０
４

骨
１
８
３
７
１
６
２
６
骨
Ｏ
３
０
１
０
２
０
０
．
０
２
１
６
０
３
１
５
号

骨
Ｔ

骨
０

．
０

．
．

０
０
０
骨

０
．

０
０

０
．

．
・
骨

・
ｏ

０
ｏ

ｏ
ｏ

ｏ
・
骨

。
。

・
・

’
０

０
．
ｅ

岳
Ａ
軒
０
１
０
０
０
１
０
０
骨
０
２
０
０
０
３
０
０
骨
０
２
０
０
０
４
０
０
骨
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
骨

Ｇ
Ｈ
骨

仔
一

一
一

口
骨

一
口

ロ
』

岳
ロ

ロ
一

一
吾

缶
８
分

骨
骨

骨
分

骨
号

骨
骨

筈
号

骨
骨

甚
谷

岳
件

骨
骨

骨
骨

各
骨

毎
Ｉ
岳
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
骨

骨
骨
４
０
２
８
う
う
７
８
骨
２
６
８
３
９
９
７
４
骨

４
６
８
２
８
１
２
３
骨
ら
う
３
５
８
８
１

０
分

台
骨
３
６
う
２
９
１
４
３
骨
２
３
う
３
４

９
４

今
骨

０
７

４
９
う
９
７
４
ら
う
４
３
４
３
８

８
う
③

幹
骨
９
９
２
８
２
う
８
３
告
８
４
４
う
６
５
３
０
骨
０
９
８
７
９
６
４
４
骨

２
７
０
１
３
４
５

６
仔

骨
Ｔ

舎
。

・
・

０
。

。
。
。
骨

，
。

。
０

．
．

０
０
件

。
。

、
０

．
．
０
０
分

。
◇

０
０

．
０

，
‐
缶

骨
Ａ
骨
６
６
６
８
０
う
２
う
毎
３
２
３
６
３
４
３

４
骨
９
２
０
６

８
３
う
４

骨
７
６
８
７
３
４

４
４
骨

骨
Ｈ
各

４
７

９
５

各
３

２
６

２
骨

４
９

２
う

合
２

３
２

７
分

吾
Ａ
ｅ

９
う

９
４

畳
８

４
１

う
骨
０

２
４

う
分
７

４
１

２
各

●
ｅ

４
４

８
２

号
６

０
５

９
骨
０

９
３

１
骨
８

９
１

１
ｅ

令
骨

４
う

り
７

凸
０

６
１

１
缶
０

９
各
０

６
骨

号
●
３

う
ぅ

う
特
３

８
６

４
缶

４
６

分
９

９
骨

。
ｅ

骨
骨

仔
①

骨
骨

骨
各

各
仔

骨
各

丑
吾

骨
●

号
骨

旬
毎

件
骨

幹
廿

骨
告

岳
谷

合
ら

ぅ
骨

告
谷

各
仔

傍
号

骨
４

０
２

０
寺
２

４
２

７
号

４
０

９
５

骨
０

６
１

２
骨

毎
●
０

０
０

２
ｅ
３

０
３

９
ｅ
８

２
８

２
分
８

２
０

８
骨

缶
Ｒ

令
３

４
３

４
暑

４
ｂ

Ｏ
６

号
４

６
６

ｂ
合
う

う
ｂ

う
昼

凸
岡

凸
０

０
ｅ

ｏ
骨

。
。

。
０

針
。

０
。

。
そ

。
。

。
。

骨
仔
Ｄ
昏

０
０

０
Ｏ

ｅ
Ｏ

０
１

Ｏ
ｅ
Ｏ

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
分

号
サ

サ
缶

、
分

骨
骨

缶
骨

廿
骨

骨
暑

骨
缶

仔
骨

骨
幹
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
分

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
サ

ー
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
●
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
什

骨
む
ら

９
３

９
特
８

７
９

３
号
１

７
７

６
分
２

６
３

２
骨

骨
特
６

う
６

う
ぞ
７

入
７

３
旬
７

２
２

４
畳
３

０
う

３
骨

骨
骨
８

８
８

８
骨
６

６
８

６
幹
８

７
９

７
缶
６

う
６

う
廿

骨
Ｒ

件
０

０
。

，
丹

。
，

。
。

谷
。

。
。

。
号

，
・

０
、

谷
骨

骨
０

０
０

０
缶
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
号
０

０
０

０
骨

骨
毎

骨
卦

骨
分

骨
ｅ

令
仔

廿
骨

岳
骨

骨
谷

暑
骨

骨
Ｉ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

’
１

１
１
１
１
１

１
谷
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
缶

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
舎

停
●

９
２

０
１

告
６

７
０

４
骨

９
う

３
９

分
う

８
６

６
句

谷
Ａ
特

う
８

０
入

骨
１

う
う

３
骨
８

８
７

１
骨
０

６
２

９
骨

谷
Ｈ
骨

１
８

入
７

骨
０

９
３

２
分
う

２
５

４
骨
０

１
０

う
骨

骨
６
骨

‐
‐

。
０

骨
０

０
。

’
骨

。
。

。
０

告
・

・
・

０
●

骨
ｌ
骨

２
９

う
９

骨
３

７
６

４
缶
う

り
り

６
骨

４
う

８
９

●
●
Ｓ
分

４
４

４
今

令
１

２
３

２
号
３

２
７

１
分
７

０
６

９
缶

岳
抄

３
３

３
３

母
２

２
１

２
．
２

３
１

３
骨
２

３
２

２
争

缶
岳

。
Ｐ

３
⑨

骨
６

．
咄

○
分

凹
。

ワ
ａ

分
。

。
ｄ

⑥
曇

毎
ｌ
旬
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
合

Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
分
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
サ
ー
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
＆

号
●

９
９
４

６
骨

４
２
６
３

。
７
９
１
３

分
８
３
６
９
各

谷
丑

７
８
３

２
骨

９
２
８
４

廿
８
７

９
３

骨
０
４
６
７
骨

骨
骨

６
２
４
０
寺

４
８
９
３

骨
８
２
９

６
分

う
４
６
３
句

骨
Ｔ

骨
０

．
０
．
骨

Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
骨

・
・
・

０
幹

０
０
．
．
分

分
Ａ
号

６
０
６
１
。

８
う
３
１

谷
１
４
２
１

分
う
１
７
１
件

鋒
Ｈ
骨

６
－
３

－
骨

２
－
４

－
号

４
国
３

字
母

７
菫
１

－
号

幹
Ｒ

骨
１

７
骨

３
４

骨
３

２
缶

８
入

骨
佇

骨
６

０
骨

－
１

骨
一

』
●

６
－

缶
骨

各
１

７
骨

９
幹

谷
９

骨
幹

骨
一

写
骨

Ｏ
一

骨
。

ｐ
骨

一
。

缶
骨
ｌ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｅ

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
分

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
号
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
号

令
骨
８
７
３
９
９
う
７

０
特
９
７
１
８
う
４
６
３
骨
１
８
３
う
１
７
０
人
骨
６
２
０
６
２
６

８
６
骨

谷
各
う
７
６
９
う
う
６
６
●

８
１
６
４
９
９
０
８
分
２
１
６
８
２
７
０
３
凸
２
０
０
９
３
６
５
６
令

骨
告
０
８
９
４
０
う
０
３
暑

０
７
８
０
１
８
１
９
骨
１
９
７
３
１
７
７
３
骨
０
２
４
０
０
３
う
２
号

。
７

号
０

０
０

．
０

．
，
．
谷

。
。

・
・

０
．
．
Ｄ
牲

・
。

、
・

０
．

０
０
骨

・
・

０
．

．
．
０
０
丹

谷
Ａ
岳
０
２
０
２
０
８
１
６
●

０
４
０
４
０
８
１
３
●
０
８
１
う
０
１
１
う
廿

Ｏ
４
Ｕ
３
０
４
０
３
缶

仔
Ｈ
骨

１
１

●
句

１
。

骨
。
Ｂ
令

●
骨

骨
仔

仔
谷
岳
骨
●
骨

幹
各

骨
骨

件
●

缶
骨

骨
岳

骨
仔

毎
Ｉ
骨
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
件

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
缶
１
１
１
１

１
１
１
毎
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
骨

毎
骨
３
６
１

８
う
２
１
７
骨
７
９
１
９
７
０
３
３
仔
７
０
６
９
１
６
４
３
骨
７
７
７
う
３

８
う
ｌ
や

告
谷
２
８
１

１
６
３
う
０
骨
５
０
１
０
０
４
４
２
毎
う
３
４
０
１
１
う
と
幹
７

３
８
７
６

９
０
８
．

骨
◆
９
０
９
９
２
う
７
４
骨
２
８
３
３
９
４
３
８
骨
２
２
３
９
１
０
６
２
谷
ｌ
Ｏ
９
９
３
う

１
６
骨

骨
Ｔ

谷
ｏ

０
ｏ

ｏ
０

ｏ
ｏ
０
●

０
０

，
，

０
０

．
０
骨

０
０

０
０
４

。
。

、
骨

’
０

０
０

０
０

．
．
号

ｅ
Ａ
ｅ
う
０
う
３
入
う
２
う
骨
う
７
Ｌ
Ｕ
２
Ｌ
７
う
ｅ
４
う
４
Ｌ
・
ｂ
２
＆
骨
う
ｂ
Ｌ
Ｕ
う
７

８
６
骨

。
Ｈ
骨
９
２
３
１
９

７
●
５

６
６
１

０
寺
う

８
６

７
骨
２
１
７
Ｊ
０

月．
号

骨
Ａ
ｅ

７
う

８
８

分
３

４
３

８
各
０

４
２

３
骨
７

６
３

２
凸

骨
各
１

１
１

１
各
１

１
２

１
骨
１

１
３

２
骨
２

２
３

３
骨

識
》
。

⑨
。

０
件
９

心
。

価
部
。

私
心

○
分
。

。
。

◎
銀

畳

。
骨

骨
骨

廿
骨

骨
骨

伶
特

骨
分

骨
骨

毎
骨

骨
骨

毎
骨

骨
骨

告
暑

凸
号

骨
■

骨
骨

骨
仔

告
邑

紳
骨

骨
骨

凸
岳

凸
骨

骨
守

骨
昏

骨
骨

骨
骨

令
令

仔
分

各
Ｙ

マー
Ｙ

千Ｉ
各

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｔ

各
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｔ
毎
Ｖ

やＩ
Ｙ

Ｔ
骨

缶
骨
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
骨
Ｅ

Ｒ
ＦＬ

Ｒ
骨
Ｅ

Ｈ
Ｆに

Ｒ
ｅ
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
骨

骨
各

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

侍
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
毎
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
毎

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

骨
骨

各
０

Ｐ
Ｏ

Ｐ
ｅ
Ｏ

Ｐ
Ｏ

Ｐ
骨
０

Ｐ
Ｃ

Ｐ
骨
０

Ｐ
Ｕ

Ｐ
骨

恥
Ｙ
》
Ｈ

Ｈ
Ｈ

肖
谷
Ｍ

Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｇ
Ｍ

Ｍ
Ｈ

岫
託
Ｈ

Ｈ
Ｈ

胴
《

ｌ
守
Ｉ

仔
自
Ｉ

口
１

骨
７
１

骨
‐
Ｌ

骨
甸と

赴三
号

へざ
匂ざ

幹
『召

旬》
凸

へざ
『。

分
骨
△
Ａ
骨

一
・

号
一

一
針

一
画

谷
口

卓
骨

号
マ
ー

岱
（Ｕ

ハリ
骨
○
４

勺と
凸

『と
《＆

仔
込ざ

『ユ
吾

●
画
ｌ

谷
凸

サ
号

告
骨

骨
骨

骨
骨

骨
各

告
骨

骨
●

告
各

骨
岳

令
句

骨
骨

暑
骨

幹
骨

。
骨

骨
骨

骨
骨

骨
骨

仔
骨

骨
缶

骨
骨

骨
●

画
謂
臨
曄
Ｓ
荊
墹
両
謡
寺
か
頚
淵

い
い
④



単
令
つ

凸
凸

骨
骨

仔
骨

骨
骨

骨
骨

ら
骨

谷
骨

骨
骨

吾
●

。
骨

什
佇

骨
②

骨
毎

句
骨

骨
仔

骨
骨

骨
骨

骨
岳

骨
骨

骨

（ｂ
》

》
弱

胞
嘘

牡
識
北

師
泌

⑭
鍛
諏

必
獅

諺
辨
”

い
“

”
》

骨
Ｒ
侍

７
７

６
６

●
６

６
う

う
ｅ
６

７
６

う
Ｇ
９

６
７

う
骨

一
締
伽
錘
辿

辿
辿

辿
罷
辿

辿
ル

ル
鋸
ル

ル
叫

当
》
辿

辿
ル

ル
》

。且
》

》
識

諦
識

》
●

骨
●

骨
缶

骨

骨
Ｉ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
骨
’
’
１
１
１
１
１
１
号

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
令

骨
骨

２
５

７
９

廿
４

０
４

６
骨
９

５
２

４
件
６

８
う

２
廿

骨
骨
７

４
９

２
暑
０

う
０

６
ｅ
３

６
７

３
缶
４

９
２

４
骨

骨
岳
５

Ｌ
８

２
。
０

０
２

１
件
３

１
３

２
骨
８

１
９

２
令

告
Ｒ
骨

０
。

。
。

骨
。

，
。

Ｇ
骨

。
。

０
。

岳
。

０
．

。
骨

凸
号

０
０

０
Ｏ

骨
０

０
０

０
号
０

０
０

０
什
０

０
０

Ｏ
骨

骨
骨

骨
分

骨
骨

谷
骨

佳
骨

骨
骨

仔
骨

サ
骨

骨
骨

告
１
号
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
後
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
役

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
＆
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
岳

４
９

０
９

骨
２

８
う

３
骨
４

入
１

う
告
も

９
８

９
骨

各
Ａ
骨

４
２

８
ｌ

Ｇ
６

３
２

３
件
８

２
４

２
骨
８

１
今

７
号

●
Ｈ
谷

８
０

６
６

抄
６

６
９

３
骨
１

４
３

６
分
７

９
２

７
骨

骨
Ｇ
骨

。
。

。
．

骨
’

９
，

‐
骨

０
。

。
，

骨
０

Ｃ
Ｏ

・
昏

骨
Ｉ
Ｇ

２
７

４
２

骨
６

ｂ
４

う
骨
６

８
う

８
岳
３

も
う

０
骨

骨
Ｓ
ｑ

８
６

９
１

岳
２

２
２

２
骨
３

３
３

３
骨
３

０
２

８
仔

鈴
“
埋

屯
吃

喝
確
。

。
』

。
》。

。
。

＠
分
４
，
“
４

４．
４

各
号

○
侭

６
０

号
骨
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
③
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
谷
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
岳

０
９
う
２

骨
３
２
７
０
缶

４
３
６
６
什

７
１
う
２
分

岳
骨

４
２
３
７

。
８
１
６
１

。
３
４
２
う
。

３
３
８
３
仔

骨
等

０
９
９
２

骨
９
７
２
６
骨

う
２
７
８
骨

８
１
３
０
骨

骨
Ｔ
骨

Ｄ
Ｂ
Ｄ
０
件

。
０

０
．
骨

’
０
．
．
骨

●
０
０
．
骨

骨
Ａ
●

６
４
３
０
号

７
１
５
１

凸
７
１
７
０

凸
６
２
８
１
凸

骨
Ｈ
令

３
－
０
・

骨
９

二
７

－
骨

０
－
０

口
骨

７
－
９
－
凸

骨
Ｒ
骨

う
う

骨
９

．
。

骨
入

２
分

今
３

缶

骨
仔

一
０

台
う

８
ｅ

ｂ
７

骨
一

』
骨

岳
仔

呉グ
仔

民少
４

⑨
《且

へ砥
骨

●
回

》
骨
骨
⑨
】
骨
】
一
骨
宇
ロ
凸

骨
Ｉ
骨

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
●
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
分
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｇ
骨

骨
５
８
２
０
０
７

８
つ
』
骨
０
９
１
０
９
う
６
９
骨
４
６
う
４
う
６
３

６
骨
６
０
０
０
８
１
５
９
号

●
ザ
３
１
５
６
２
２
４
４

丑
０
１
３
３
０
４
う
工
骨
１
９
７
６
１
０
８
０
号
２
３
８
う
う
６
６
０
凸

告
骨
１
２
９
４
２
２
３
１
●
０
０
０
２
０
９
０
４

凸
０
９
０
７

０
２
０
７
各
２
８
１
９
２
９
６
５
各

缶
Ｔ
骨

。
。

、
０

０
．

０
．
廿

０
．

０
口

０
０

０
．
骨

０
．

．
．

．
．

．
０
骨

０
０

．
０

‐
口

０
．
骨

抄
Ａ
骨
Ｏ
う
０
１
０
３
１
２
告
０
０
０
０
０
０
０
０
骨
０
入
０
０

０
２
０
０
各
０
７
Ｌ
Ｏ
Ｏ
ｌ
Ｏ
Ｏ
骨

凸
Ｈ
毎

】
ロ

－
骨

申
専

・
ロ

仔
各

凸
一

ｌ
笹

谷
Ｂ
毎

骨
谷

号
骨

骨
昔

什
各

骨
骨

骨
骨

分
骨

待
骨

缶
骨

谷
谷

骨
骨

仔
Ｉ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

骨
１
１
１
１

１
１

１
１

骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨

缶
骨
う
ょ
７
７

４
０
３
１
骨
３
３
０
９
う
ｌ
ｂ
３
骨

０
４
８
９
３
０
９
８
行
２
６
８
２
１
９
１
う
号

令
号
１
２
０
７
う
う
２
７

骨
９
７
３
う
６
６
６
７
骨
ｌ
ａ
ｌ
３
９
８
０
９

骨
８
０
６
７
７
２
７
０
骨

。
骨
９
１
６
３
２
４
７
７
骨
４
９
２
３
２
う
う
２
号

２
４
６
０
２
３
６
４

岳
４
４
４
３
う
３
７
う
骨

骨
Ｔ

骨
。

０
．

。
０

０
Ｄ

Ｃ
骨

０
０

０
０

．
．

０
０

号
。

。
。

。
。

。
。

’
骨

。
、

０
０

。
。

。
、

骨

骨
Ａ
凸
２
０
３
２
０
Ｊ
３
０
号
８
７
７
７
３
６
３
６
骨

１
０
９
０
０
１
７
０
骨
う
３
２
２
７
０
７
１
骨

骨
Ｈ
凸

９
－

０
９

０
骨
う

２
９

３
各
８
－
１

－
２

２
骨
う
ｐ
７

う
７

骨

侍
Ａ
谷

１
７

６
２

卦
３

７
う

８
分
４

４
７

９
骨
１

９
８

０
骨

ら
骨
８

１
１

う
骨
２

１
２

８
分
３

・
４

う
骨
２

９
１

８
号

件
骨
７

０
８

侍
９

９
８

３
分
１

う
１

缶
一

３
８

２
骨

各
骨

口
２

。
ｌ

骨
１

１
そ

こ
骨

ｏ
７

４
９

骨

告
凸

廿
凸

抄
骨

缶
骨

丹
各

缶
岳

“
号

紳
骨

骨
骨

各
什

骨
骨

骨
衿

骨
骨

骨
各

暑
甚

句
骨

骨
仔

待
分

骨
仔

骨

骨
各

６
１

２
０

Ｇ
３

う
０

７
号
７

５
６

０
分
９

６
４

３
笹

骨
缶
８

４
１

３
ｅ
Ｏ

０
１

６
号
６

８
う

０
各
９

４
６

１
缶

骨
Ｈ
骨

１
１

８
４

ｅ
３

４
う

う
岳
３

３
４

今
谷
６

２
０

６
骨

骨
頁

骨
。

。
０

も
凸

０
。

。
・

弁
‐

。
。

‐
骨

。
。

。
０

毎

暑
Ｄ
骨

０
０

０
Ｏ

骨
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
骨
０

０
１

０
骨

骨
毎

谷
骨

令
骨

骨
谷

告
号

什
毎

骨
●

岳
暑

号
骨

骨
Ｉ
谷

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

岳
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

１
１
１
１

ｅ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

骨
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨

仔
骨

６
１

２
ｂ

骨
８

７
ｂ

６
侍

４
６

４
４

号
４

７
１

ｊ
暑

谷
骨
７

う
６

う
骨
工

２
入

ｂ
骨
７

２
１

Ｏ
骨
４

４
６

４
骨

骨
岳

８
７

９
８

ｅ
７

７
８

７
骨
５

う
６

う
骨
９

７
９

８
骨

特
Ｒ

号
ｏ

０
。

。
骨

‐
・

・
◇

骨
。

。
０

．
骨

。
。

。
０

件

凸
骨
０

０
０

Ｏ
骨
０

Ｕ
Ｏ

Ｏ
●
０

０
０

０
谷
０

０
０

０
管

守
骨

骨
谷

各
骨

廿
骨

号
告

岳
号

骨
骨

骨
吾

畏
骨

骨
Ｉ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

各
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

合
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨

骨
号
７

９
１

４
骨
も

３
３

８
Ｇ
１

８
０

３
骨
７

７
８

３
号

骨
Ａ
骨

７
４

０
１

骨
４

６
９

う
号
７

１
３

０
畳
２

２
０

６
分

件
Ｈ
骨

７
２

２
８

件
４

４
う

３
骨
う

７
５

２
各
２

９
う

４
弁

そ
ｂ

号
。

’
０

０
骨

０
。

。
●

骨
白

。
０

。
仲

。
０

０
０

骨

骨
１
分

う
２

９
３

ｅ
う

４
２

９
骨

４
７

１
９

骨
８

３
１

入
号

令
Ｓ
●

６
１

７
１

分
７

７
６

６
衿
８

８
８

８
特
７

６
８

４
挿

畳
骨

６
９

３
７

件
骨

幹
５

１
４

９
骨

骨
骨

。
○

９
。

骨
〃

り
＠

℃
谷

。
』

。
Ｏ

骨
の

口
、
人

命
○

骨
缶
ｌ
廿

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
分

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
⑤

骨
骨

６
２
３
３

号
８
う
２
９

骨
６
０
７
う
骨

７
７
２
９
骨

骨
骨

２
５
う
ぅ

骨
う
４
７
う

骨
０
８
ｂ
う
骨

８
０
１

９
骨

骨
缶

９
６
０
９

骨
３

４
う
１

骨
０
６
．
上
４

骨
１
４
３

６
号

岳
Ｔ

各
Ｄ

０
０

０
谷

・
０

．
．

廿
、

。
・

・
令

。
。

。
Ｄ
巷

骨
Ａ

骨
３

０
９
う

缶
４
３
６
２

骨
３
１
７
０

特
８
３
２
３

桂

骨
Ｈ

竹
６
１

う
一

件
７

－
０
－

外
６
寺
う

こ
骨

７
口
８
』
骨

骨
Ｒ

骨
７

－
０

骨
１

１
骨

３
う

各
う

４
件

骨
廿

一
入

骨
一

骨
６

５
令

一
上

骨

骨
七

画
骨

骨
７

ｑＬ
各

０
←

群
廿

“
。

ｏ
骨

。
。

谷
写

一
寺

骨
１
分

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

告
’
’
’

’
’
１
‐
１
１

１
１

骨
ｌ
‘
↓
’
１
１
１

１
．
１

移
ｌ

１
１
１
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ

丹

。
骨
う

５
９
『
ご
ソ
７
１
▲
巴
ノ

サ
恥
延

＆
呉
尹
も
上
へ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
、
ｆ

Ｕ
各

司
ゴ
６
９

ｂ
４
Ｊ
ｂ
ｑ
４
ｍ
ど

骨
令
上
《
。
．
』
《
Ｕ
４
Ｌ

４
勺
ｆ
屍
Ｕ

岳

号
ｅ
争
う
（
Ｕ
ｂ
Ｒ
〕
頃
ジ
９
（
Ｕ
勺
Ｋ
ｅ

４
氏
ノ
６
８
勺
ｆ
８
〈
Ｕ
７
仔
知
㎡
４
勺
上
６

４
２

０
〃
Ｑ
〃
骨
艮
Ｊ
・
上
８
（
Ｕ
Ｔ
ｉ
Ｑ
Ｌ
４
Ｒ
〕
骨

骨
●
、
Ｌ
Ｅ
Ｊ
４
．
‐
“
へ
星
ｑ
ク
４

Ｑ
〃
骨
Ｏ
【
と
〃
ｂ
刃
（
Ｕ
６
Ｑ
〃
ず
ｂ

骨
（
Ｕ
“
ｂ
旬
ご
《
と
《
Ｕ
Ｑ
Ｌ
ｎ
ザ
ハ
〕
骨
『
ご
３
、
４
７
へ
ｆ
２

４
７

仔

件
マ
ー

谷
・

０
０

，
ｇ

ｏ
◆

。
●

●
。

。
■

。
，

Ｄ
Ｃ

ぞ
、

■
◆

。
。

。
。

●
件

●
４

，
。

。
。

●
・

谷

替
Ａ

抄
０
３
へ
ｆ
６
〔
Ｕ
ｑ
４
県
ダ
ハ
ソ
骨
（
Ｕ
氏
グ
ハ
リ
う

り
．
Ｃ
〈
Ｕ
Ｆ
。

●
〔
Ｕ
旬
ジ
Ｕ
司
ジ
ハ
リ
３
〃
Ｕ
（
ど
骨
〈
Ｕ
４
４
昌
里
Ｕ
『
ｆ

ｂ
訂
Ｊ

骨

骨
Ｈ

骨
可
↓

『
色

骨
仔

碁
１

ｑ
上

争

抄
〔
勵

件
分

骨
骨

。

各
紳
骨
谷
骨
骨

谷
骨
骨
令
暑
骨

骨
号
骨
幹
号
骨

廿
Ｉ

骨
１
．
０
１
・
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

件
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

も
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
・
Ｉ

骨

替
骨
７
７
８

３
７
４
９
３
骨

Ｏ
・
う
り
３
う
ｌ
う
０
骨
う
ｂ
う
う

Ｕ
う
６
９
谷
Ｏ
ｂ
７
ｂ
ｌ
６
４
１
筈

幹
骨
９
１
３

９
０
２
ｚ

６
告
８
う
６
８
７
１
０
２
抄

ｂ
４
６
７
８
ｂ
３
０
ｅ

９
３
う
ｂ
７
１
９
Ｌ
骨

谷
骨
０
１
７

４
４
４
３
う
せ
４
９
８
２
６
７
う
Ｌ
笹

２
４
３
６
８
３
う
う
骨

９
４
う
３
１
９
７
０
特

骨
Ｔ

台
・

・
０

．
・

・
・
・
骨

０
．

０
０

．
・

・
・
告

・
・

０
．

０
．

．
・
骨

・
Ｑ

Ｏ
Ｄ

・
‐

・
◇
骨

骨
Ａ
骨
う
ぅ
ｂ

Ｚ
２

Ｕ
４

４
骨
３
ｄ
７
ｂ
６
う
う

４
●
７
６

Ｕ
７
７
・
う
ｂ
４
骨
Ｕ
７
Ｊ

み
こ
０
コ
２
骨

抄
Ｈ
●
０
－
う

』
０

７
骨

４
８

１
１

各
７

１
１

３
号
う
－
３

－
２

ｂ
●

骨
Ａ
谷

５
ら

う
８

骨
８

６
０

９
骨
２

９
２

３
骨
う

２
８

４
骨

骨
骨

一
凸

２
２

分
８

６
１

１
分

４
う

７
６

岳
２

３
８

４
骨

骨
骨

仔○人
巴』

。
ｑ上

缶．４
４

負ジ
９

件
一

－
８

Ｑ
恥

》
号
缶
顕
骨
如
骨
馳
仔
亜
管
恥
秘
骨
咽
骨
骨
骨
可
骨
》
巧
ら
輸
骨
呵
骨
輻
骨
畢
叱
サ
叩
骨
吟
暑
骨
苦
。

各
谷

分
骨

骨
骨

骨
骨

凸
分

り
骨

缶
骨
Ｙ

マ
ー

Ｙ
マ
ー

台
Ｙ

幸
Ｉ

Ｙ
令
Ｉ

岳
Ｙ

－
１

Ｙ
マ
ー

替
Ｙ

マ
ー

ｖ
，

マ
ー

斗

骨
号

戸
上

Ｒ
Ｆ
Ｌ

Ｒ
暑
戸
上

ｎ
Ｋ

Ｆ
上

〔
Ｋ

骨
戸
上

（
Ｈ

戸
上

Ｒ
骨
戸
上

（
Ｈ

戸
仁

代
号

丹
骨

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

骨
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
骨

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

毎
Ｎ

○
Ｎ

Ｏ
仲

廿
抄

Ｕ
ぽ‘

Ｑ
Ｐ

●
◎

Ｐ
Ｏ

Ｐ
骨
０

Ｐ
Ｑ

Ｐ
骨
Ｑ

Ｐ‘
０

Ｆ
普

骨
凸

岡
院

岡
岡

骨
Ｈ

岡
同

岡
谷

岡
間

門
間

傍
日

Ｍ
Ｍ

Ｈ
廿

骨
Ｎ

旬
‘
４

Ｔ
ｌ

侍
０
１

７
↓

骨
‐
１

骨
Ｉ

，
Ｉ

骨
骨
Ａ

谷
へ
廷

ａ
》

。
《
必

【
。

缶
《
＆

毎
コ

骨
恥
ざ

司
苧

骨

骨
Ｐ

骨
一

一
骨

一
一

骨
口

一
骨

一
缶

ｅ
Ａ

廿
Ｏ

Ｕ
骨
、
Ｌ

ｑ
Ｌ

骨
へ
色

．邑
讐

丸
》

刻
ジ

骨
缶
‐
Ｊ

骨
骨

暑
骨

骨

骨
骨

仔
谷

骨
長

針
餐

骨
骨

舎
谷

骨
替

廿
骨

骨
骨

仔
骨

骨
号

骨
谷

廿
骨

骨
骨

昏
廿

分
骨

廿
廿

伶
骨

骨
牲

骨

吟

篭！

望

淵



il- 7

骨
缶

骨
●

骨
守

谷
骨

●
岳

骨
令

骨
各

骨
骨

骨
低

骨
骨

骨
各

仔
骨

各
骨

仔
毎

什
各

●
骨

谷
骨

Ｇ
缶

Ｇ
仔

号
骨

各
８

９
０

１
凸
う

２
９

４
号
６

４
１

０
骨
４

５
４

２
骨

佇
ｅ

６
７

８
４

各
８

３
４

３
Ｇ
１

１
７

８
骨
８

２
６

う
骨

各
Ｒ
毎

９
９

９
ｌ

骨
５

７
う

う
骨
６

う
う

８
骨
９

７
９

６
分

号
Ｗ

骨
０

。
０

０
骨

、
‐

０
０

骨
。

。
。

。
骨

。
０

０
。

骨
骨
Ｄ
骨

１
１

１
２

毎
入

１
１

入
骨
１

１
１

１
骨
入

１
１

１
分

骨
告

骨
骨

骨
○

谷
骨

骨
骨

③
令

仔
砂

骨
分

骨
凸

。
’
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
缶
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
’
１
１
１
１
１
１
１
骨

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ら

骨
凸

６
１

３
３

．
３

０
１

４
毎
入

１
２

３
各
３

８
３

７
骨

告
昔
３

５
ｂ

２
骨
９

９
０

２
骨
う

８
う

２
号

４
１

０
う

骨

凸
告
８

６
８

６
分
ら

４
７

６
骨
４

２
う

３
骨
８

４
９

９
骨

号
Ｒ

告
‐

‐
，

◇
骨

。
’

０
・

件
。

，
０

０
そ

。
。

。
。

骨
谷

凸
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
号
０

０
０

０
骨

幹
低

缶
骨

骨
骨

各
骨

吾
骨

骨
骨

骨
骨

谷
骨

掛
骨

骨
Ｉ
骨

ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
谷

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
価

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨
８

９
１

う
骨

９
２

０
７

分
７

１
８

９
各
８

１
４

７
号

骨
Ａ
秒

６
２

２
４

分
１

３
６

０
骨
７

９
２

３
骨
２

３
２

９
骨

。
Ｈ
骨

う
８

９
５

骨
８

う
８

う
各
３

０
１

９
骨
０

９
１

２
抄

骨
６
号

。
。

・
・

骨
。

。
。

。
骨

０
。

０
。

骨
、

０
０

。
骨

缶
ｌ
骨

１
６

３
８

骨
８

９
０

４
骨
０

４
１

う
骨
２

９
２

３
骨

仔
Ｓ
骨

７
６

７
う

骨
９

１
０

５
各
７

７
７

５
骨
３

６
１

７
骨

サ
号

４
う

４
５

骨
２

３
３

３
骨
２

２
２

２
件
６

７
６

６
骨

骨
ｅ

骨
骨

骨
骨

号
Ｉ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

件
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
号

缶
号

０
１
２
９

分
６
７
２
０
骨

４
７
６
８
各

５
７
０
１
号

骨
む

う
ｉ
９
６
③

５
７
２
８
骨

６
９
７
９
件

４
８
３
７
各

旬
号

９
９
３

６
骨

８
８
７
う
骨

１
２
７
６
骨

３
７
う
２
骨

骨
Ｔ

骨
０

。
。

。
岳

。
０

０
０
号

。
０

‐
Ｇ

骨
０

０
０
．
谷

凸
Ａ
骨

０
０
７
２

●
６
０
５
０
骨

３
１
２
１

谷
３
１
う
７
号

各
Ｈ

ｏ
１

国
う

毎
各

８
２

－
幹

６
－
４

－
骨

４
－
０
》
●

各
Ｒ

舎
２

６
骨

工
ｌ

骨
２

３
骨

７
７

缶
岳

ザ
画

一
谷

』
骨

一
】

骨
一

ｌ
任

骨
各

仔
骨

骨
一

仔

号
骨

骨
■

骨
各

毎
ｌ

●
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
合

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

谷
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
骨

缶
分
３
９
０
７
９
０
３
０
◆
９
１
４
７

４
７
８
８
骨
１
７
３
１
７
う
８
４
骨

２
０
６
７
８
４
０
１
Ｇ

●
。
１
４
６
７
９
９
４
７
各
５
２
２
７
１
２
６
８
骨
３
６
１
う
３
１
５
１
骨

７
４
う
６
１
７
０
２
各

骨
缶
３
２
５
３
２
９
５

９
号
３
８
う
８
４

４
６
３
◆
１
６
２
７
１
０
１
３
骨

３
７

４
４
３
９
６
９
仔

骨
Ｔ
骨

。
。

。
。

。
、

０
０
骨

ｏ
０

Ｄ
０

０
Ｄ

ｏ
ｏ
骨

Ｏ
０

Ｄ
ｏ

ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
骨

０
０

．
０

．
．
０
．
凸

缶
Ａ
特
Ｃ
ｌ
０
ｂ
Ｏ
８
０
６
骨

０
４
０
２
０
４
０
３
骨
０
２
０
１
０
３
０
１
骨

Ｏ
７
０
２
Ｃ
５
０
９
骨

岳
Ｈ

缶
入

骨
分

骨
各

毎
Ｂ

○
骨

骨
寺

骨

缶
分
骨
各
谷
骨

缶
骨

谷
骨

骨
笹

谷
骨
仔
骨
骨
骨

仔
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

己
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

各
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

竹
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ

骨
骨
９
７
８
８
う
４
２
７
骨

８
１
１
２

４
９
３
１
骨
２
０
３
７

う
２
ｂ
２
毎

４
２
７

８
８
う
３
０
骨

骨
缶
７
０
う
７
６
２
８
７

谷
９
１
４
３
９
８
０
６
骨
３
う
８
４
６
９
３
８

分
８
１
１
３
５
２
２
３
巷

谷
抄
５
１
２
２
５
４
０
６
号
８
４
３
０

６
１
・
坤
２
骨
６
９
６
２
う
８
う
４

骨
２
１
１
０
３
０
７
４
各

各
Ｔ

ｅ
ｏ

０
０

０
．

．
．

０
骨

Ｄ
０

ｏ
ｏ

Ｄ
Ｏ

ｏ
ｏ
ｅ

０
０

。
。

。
。

。
。
缶

。
。

‐
０

０
．

口
‐
号

替
Ａ
ｅ
４
う
３
６
３
２
１

４
缶
５
２
６
う
０
０
う
２
骨
２
６
２
８
８
４
う
６
号
３
１
２
３
９
２
２
８
缶

谷
Ｈ
骨

５
３

７
９

Ｇ
１

４
う

９
骨
８

７
８

８
谷
２

９
９

１
告

骨
Ａ
廿

０
９

う
８

各
４

０
４

６
骨
１

０
う

７
骨

４
４

８
１

仔

号
号
３

４
４

８
分
２

２
４

岳
“
ｂ

７
７

３
骨
１

ｂ
６

４
谷

骨
骨

骨
凸

暑
１

骨
昏
令
各
仔
餐
仔

骨
岳

。
岳

●
骨

缶
そ

骨
暑

各
岳

与
谷

凸
与

骨
毎

号
毎

台
骨

骨
岳

各
。

◆
骨

■
岳

号
仔

骨
○

缶
●

。
各

各
岳

岳
６

８
６

２
廿
３

０
９

ｂ
骨
２

９
う

７
号
２

２
４

２
。

。
各
８

８
う

０
せ
う

８
７

７
缶
４

０
う

２
骨
２

１
０

う
む

。
ｋ
骨

う
４

６
７

岳
７

８
７

８
号
７

７
６

８
各
８

う
１

ｂ
告

骨
Ｗ

号
０

０
０

．
◆

。
‐

‐
。

骨
Ｏ

ｏ
Ｄ

Ｃ
岳

。
。

。
合

骨
岳
Ｄ
骨

０
０

０
０

号
０

０
０

０
谷
０

０
０

Ｏ
吾
０

０
１

１
毎

廿
各

骨
骨

。
骨

骨
骨

廿
凸

骨
谷

谷

告
缶

●
号

谷
暑

徒
１
分
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｅ
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
件

昏
骨
３

４
ｂ

う
●

９
７

２
３

暑
７

１
９

２
分
３

６
７

７
骨

骨
各
６

３
６

う
岳
０

８
１

８
幹
う

３
７

７
仔
今

う
う

う
骨

旬
幹
９

９
９

９
暑
９

８
９

８
号
８

８
６

８
号
９

８
９

９
骨

骨
一
Ｋ

●
’

０
０

，
旬

。
。

。
・

傍
。

。
‐

。
骨

。
。

。
‐

幹

骨
谷
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
分
０

０
０

０
骨

骨
毎
●
岳
●
そ

什
骨
骨
幹
骨
毎

秒
骨

骨
廿

各
骨

廿
Ｉ
毎

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

骨
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

仔
骨
１

３
２

４
骨

４
７

う
６

幹
う

２
８

８
分
２

６
７

７
骨

骨
Ａ
仔

今
３

３
１

件
３

Ｔ
‐

８
４

幹
６

１
７

２
特

４
８

１
９

名

谷
川

谷
０

１
８

２
什
２

９
３

８
暑
８

２
１

う
特
Ｃ

０
４

２
分

谷
○
秒

，
。

、
。

●
。

・
・

０
骨

。
。

。
、

谷
。

。
。

・
件

件
Ｉ
骨

８
７

４
＆

朴
ら

ｂ
Ｏ

４
・
う

う
り

７
骨
０

７
入

３
毎

骨
５
号

う
７

３
３

寺
８

２
８

３
号
６

９
３

４
告
７

９
７

７
骨

。
骨

６
８

６
７

暑
３

４
３

４
毎
ａ

３
３

３
骨
７

１
６

６
暑

傍
働

骨
骨

替
入

谷

缶
Ｉ
骨

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各

’
１

１
１

１
１
１
１

骨
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨

骨
件

９
１
０
９

件
う
１
７
３

骨
９
９
３
う

分
６
７
０
１
●

骨
特

４
当

り
４

骨
６
２
８
７

骨
７
１
６
３

骨
う
２
３
７

骨

号
岳

８
２
８
９

侍
８
３
０
３
凸

４
２
９
８

骨
８
９
う
２
件

骨
Ｔ

骨
‐

‐
。

、
分

。
・

Ｄ
０
号

。
。

。
。

●
ｏ

０
９
０
骨

侍
Ａ

抄
４
２
０

４
骨

１
１
う
０

告
０
２
４

２
ぞ

２
２
う
７
告

舎
Ｈ

骨
９

草
８

一
合

６
７

－
廿

９
－
９

今
骨

３
－

ｕ
一

骨

幹
ｋ

骨
３

８
骨

２
・

骨
３

４
●

８
７

号

そ
缶

二
凸

サ
号

。
一

令
－

１
骨

骨
骨
骨
骨
令
一
骨

号
缶

骨
舎

骨
弁

骨
１

号
Ｉ
Ｉ

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
Ｉ

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

分
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ

秒
笹
３
１
１
６
７
０
３
０
分
２
８
３
１
７

６
４
１
替

８
６

ｂ
し
１
７
う
ｂ

骨
う
３
９
８
１
う
０
１
倍

骨
缶
３
９
３
２
９
８
６
０
号

５
４

４
８
０
３
１
８
凸

２
７
４
３
０
７
７
２
号
８
１
９
３
２
う
０
２
毎

号
谷
３
６
７
４
２
６
う
２
凸

４
９

９
６
う
７
９
２
骨
２
３
う
う
２
１

４
９

骨
３
２
７
３
３
９
６
９
骨

鉾
Ｔ

ザ
。

。
Ｄ

Ｃ
０

．
，

．
号

。
。

，
。

。
。

。
。
笹

’
０

０
。

’
・

０
０

骨
。

ｏ
０

０
ｏ

Ｄ
Ｄ

‐
毎

畳
Ａ

谷
０
６
０
９

０
４
・
Ｕ
ｚ

句
し
Ｏ
０
９

０
Ｕ
Ｏ
７

Ｇ
Ｏ
８
Ｕ
７
０
７
０
６

特
０
４

０
６
Ｕ
ソ
０
９
骨

待
Ｈ

骨
２

１
１

１
岳

１
骨

仲
１

骨

幹
ｂ

丹
廿

骨
各

傍

缶
缶
骨
暑
骨
骨

廿
骨

缶
骨

骨
暑

骨
骨
骨
骨
骨
号

号
Ｉ

丹
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

凸
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
骨

骨
特
２
１
０
Ｕ

６
り
８
１
ｅ
０
１
２
３

０
り
う
ｌ
骨
４
２
３
７

０
４

４
６
告

７
４
ｂ
３
８
０
３
０
凸

凸
特
５
６
８
４
９
３
２
９
骨
０
２
２
８
１
う
０
７

岳
７
０
１
う
６
６
７
う

ぅ
４
６
３
６
０
１
２
３
缶

廿
針
１
２
３

４
８
０
０
３
侍
２
２
１
３

４
６
２
７

骨
６
４
６
９
８
４
８
４

廿
今
う
９
６
２
３
７

４
骨

缶
Ｔ

サ
。

ｏ
０

Ｄ
ｏ

０
ｏ

。
。

ｏ
ｏ

Ｄ
Ｄ

ｏ
０

ｏ
０

骨
Ｄ

ｏ
０

ｏ
０

ｏ
９

Ｑ
骨

ｏ
ｏ

Ｄ
ｏ

Ｑ
Ｄ

０
Ｄ
骨

骨
Ａ

骨
９
０

４
１
２

４
６
７

各
１

忽
５
う

ど
Ｕ
７

１
岳
ｂ
９

Ｕ
９
７
う
７

６
骨
９
入

ソ
ど
り

ｊ
２
５
号

骨
Ｈ
骨
５
１
２
１
４

１
告
８

０
７

』
４

凸
４

６
０

６
暑
８

２
１

ｌ
菩

骨
Ａ
●

５
４

６
０

缶
１

う
２

ｌ
ｅ

４
７

２
１

岳
０

６
３

１
骨

什
秒
２

３
５

Ｏ
ｅ
１

２
１

３
号

４
４

７
８

骨
１

２
７

４
岳

骨
谷

１
骨

ぞ
骨

１
替

骨
骨

骨
骨

骨
岳

替
告

凸
骨

幹
缶

骨
告

笹
紳

竹
寺

号
毎

骨
廿

骨
接

骨
骨

分
骨

骨
骨

骨
“

缶
骨

骨
骨

骨
骨

号
骨

骨
③

骨
骨

衿

谷
件

幹
件

骨
毎

○
邑

岳
骨

骨
替

笹

骨
Ｕ
善

Ｙ
Ｔ

Ｙ
丁

骨
Ｙ

Ｔ
Ｖ

Ｔ
骨
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｔ
骨
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｔ
任

せ
Ｎ
骨

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｈ

丹
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
号
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
骨
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
令

骨
Ａ
号

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

岳
Ｎ

Ｏ
Ｎ

０
件

Ｎ
Ｏ

Ｎ
０

体
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
骨

替
Ｌ
骨

。
Ｆ

Ｕ
し

各
０

Ｐ
Ｑ

Ｐ
缶
０

Ｐ
Ｑ

Ｐ
各
０

Ｐ
Ｑ

Ｐ
廿

仔
Ｋ

骨
尚

岡
岡

Ｈ
件
岡

Ｈ
側

岡
谷

岡
Ｈ

岡
岡

骨
Ｈ

Ｈ
Ｈ

Ｈ
暑

骨
上

骨
，
↓

７
１

凸
，
１

骨
ｆ
ｌ

Ｔ
ｌ

畳
Ｆ
１

骨
幹
Ｈ
善

２
今
』

骨
２

３
件
へ
ｆ

３
缶
２

３
骨

骨
マ
ー

骨
二

己
告

一
骨

争
特

吾
骨

七
こ
む

Ｏ
Ｕ

骨
、
上

、
上

骨
へ
色

知
匹

骨
可
》

戸
』

骨

骨
Ｎ

骨
骨

骨
骨

谷

骨
骨

。
骨

骨
骨

幹
牡

骨
牲

骨
替

缶
分

合
骨

谷
骨

骨
傍

舎
骨

骨
骨

骨
号

特
毎

骨
特

骨
骨

件
骨

骨
骨

骨
谷

骨

画
漏
崗
聴
ｓ
淵
墹
同
型
寺
か
翠
淵

“
令
一



⑭
今
圃

●
仔

凸
旬

仔
●

。
骨

。
低

岳
各

○
骨

骨
ら

ｅ
Ｇ

骨
。

■
●

●
凸

行
Ｇ

●
●

凸
骨

●
骨

骨
缶

岳
仔

仔
岳

●

へ５
》

》
恥

辨
”

”
》
叩

弘
如

加
》
“

”
”

唾
》
油

”
”

“
》

｜
距
卵
謡
心

心
心

咽
畢
辿

心
〃

汀
鋸
心

⑤
汀

汀
辛
汀

紛
汀

心
鋸

ｅ
《
Ｕ
Ｇ
。
▲

。且
○ユ

○八
各
句
匡

。▲
。△

。▲
●
。
▲

Ｌ
ＯＬ

。▲
骨
Ｏ
Ｌ

ＯＬ
勺＆

ＯＬ
各

８
且

骨
缶

ｅ
吾

ｅ
各

告
岳

岳
ｅ

缶
各

●
●

谷
岳

●
骨

仔
１
号
・
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
“
０
１
缶

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
ｅ

》
無
知

“
坊

“
辛
い

、
”

わ
》
鋤

乃
師

沁
恥
醒

訂
”

”
坤

缶
丹

０
０

０
ｌ

Ｇ
４

３
尋

３
号
４

３
３

３
分
１

１
０

２
●

骨
Ｒ
缶

。
。

Ｃ
Ｏ

●
０

。
。

。
岳

。
。

。
。

谷
。

’
。

、
仔

各
●

０
０

０
Ｏ

ｅ
Ｏ

０
０

Ｏ
Ｇ
Ｏ

０
０

Ｏ
ｅ
０

０
０

０
告

●
ｅ

缶
缶

岳
骨

骨
ｅ

ｅ
岳

●
各

骨
缶

●
号

仔
骨

Ｇ
Ｉ
各
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ

●
Ｇ
２

２
う

６
号
令

１
０

３
ｅ
７

２
９

Ｏ
ｅ
４

８
９

３
骨

ｅ
Ａ
Ｇ

３
う

う
ｏ

ｅ
２

７
０

２
Ｇ
８

０
３

７
各
う

４
９

６
骨

諦
印
》
冷

込
心

③
》
母

心
心

理
》
心

心
邑

埋
》
心

咽
掴

み
》

岳
ｌ
ｅ

３
２

う
０

Ｇ
１

う
１

令
仔
８

７
８

０
骨
７

２
６

４
ｅ

ｅ
Ｓ
Ｇ

７
５

７
令

己
９

９
９

９
岳
９

９
９

ｌ
ｅ
３

８
７

９
骨

谷
岳
３

３
３

３
各
１

１
１

ｌ
ｅ
２

２
２

３
骨
５

４
５

４
号

丹
岳

●
各

骨
骨

号
Ｉ
岳
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各

’
０
１
１
１
１
１
１
岳
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

仔
骨

う
う
９
う

缶
１
３
９
８
号

６
９
９
７

骨
９
９
６
７
口

缶
ｅ

６
７
２
６
ｅ

う
１
６
２
号

１
９
０
３
長

８
３
４
８
号

岳
缶

３
０
う
３
分

０
１
う
も
缶

８
４
２
８
骨

３
１
１
８
骨

凸
Ｔ
■

・
・
・
０
岳

。
。
。
。
。

。
、
０
０
骨

・
・
・
０
各

号
Ａ
分

９
０
６
１
分

２
１
４
０
岳

６
０
８
０
骨

０
０
う
Ｏ
ｃ

ｅ
Ｈ
Ｇ

１
６
－

岳
９
－
１

』
。

１
－
２

谷
３

－
８
や
骨

句
Ｒ
ｅ

３
。

１
１

骨
２

ｊ
骨

１
う

骨
骨

骨
一

ｅ
一

一
岳

各
一

二
●

侍
●

骨
骨

岳
告

骨
缶

各
骨

骨
缶

Ｇ
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
告
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
号

仔
●
８
０
２
７
９
う
ｌ
９
ｅ
９
１
９
０
８
９
５

６
ｅ
９
２
５
ｌ
０
７
３
４
ｅ

４
０
０
８
６
６
７
０
岳

。
谷
０
６
０
２
０
８
０
０
各
２
０
３
２
２
４
３
２
骨
６
３
２
入
７
１

４
６
分
２
７
８
９
１
０
３
３
岳

岳
笹
０
３
０
０
０
３
０
０
分
０
３
１
１
０
２
１
１
岳
０
４
３
２
０
４
３
１
骨

０
４
０
う
０
３
１
０
号

骨
Ｔ
骨

ｏ
ｏ

ｏ
ｏ

０
ｏ

ｏ
ｏ
Ｇ

ａ
０

ｏ
ｏ

０
。

。
Ｄ
岳

０
０

．
０

．
．

Ｃ
Ｏ
骨

・
ｏ

０
ｏ

０
０

０
ｏ
凸

各
Ａ
ｅ

０
０
０
Ｏ
０
０
０
０
分
０
２
０
２
０
２
０
２
骨
０
２
０
２
０
２
０
２
号

０
０
０
０
０
０
０
１
仔

岳
Ｈ

岳
一

一
』

一
号

一
一

一
一

・
字

一
一

。
口

・
』

《
一

一
一

一
骨

。
岳
Ｂ
凸

●
丹

骨
分

骨
骨

骨
号

骨
価

吾
谷

仔
骨

仔
昏

骨
骨

。
谷

骨
骨

ｅ
１
号
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｇ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
凸

伶
ｅ
０
う
９
２
６
１
７
０
各
８
う
６
９
０
う
８
９
ｅ

４
う
７

４
６
ｌ
ｂ
８
谷
０
１
２
う
う
２
２
９
号

骨
骨
。
６
３
２
う
８
９
８
各
８
４
う
６
７
９
４

４
骨
２
１
６
う
９
８
２
う
軒
３
７
７
１
入
１

９
９
骨

号
岳
７
５
８
６
１
７
２
６
号
６
４
１
２
１
１
１
９
●
４
７
７
３
９
５
９
９
骨
９
２
２
４

８
８
４
６
骨

侍
Ｔ
号

ｏ
０

Ｑ
０

ｏ
ｏ

ｏ
０
ｅ

口
‐

ｏ
ｏ

Ｑ
ｏ

ｏ
ｃ
骨

０
０

。
。

。
。

‐
・
骨

０
．

．
．

０
０

０
．
骨

毎
Ａ
骨

０
９
８
４
１
２
３
３
ｅ
３
８
３
０
２
う
ｊ

４
ｐ
ｂ
７
９
７
２
２

ｂ
ｌ
ｅ

３
４
う
１
う
０
４
１
骨

●
Ｈ
岳

４
６

う
８

各
０

う
１

９
３

ｅ
ｖ

７
６

８
●
０

０
６

８
骨

各
Ａ
分

４
３

３
４

各
９

４
９

２
缶
７

う
４

Ｏ
ザ
２

２
４

８
●

●
岳
１

ｌ
吾

１
１

●
６

２
２

サ
ー

１
１

Ｇ

骨
◆

骨
●

◆
骨

丑
骨

骨
●

骨
●

骨
●

骨
缶

②
缶

骨
缶

岳
缶

ら
告

。
岳

。
ｅ

吾
笹

谷
骨

旬
骨

仔
谷

骨
岳

等
骨

そ
分

骨
告

分
骨

各
骨

骨
仔

骨

骨
句
６

０
３

３
告
２

４
う

７
句
う

う
３

４
岳
８

９
９

８
骨

骨
●
０

７
８

６
骨
２

４
３

う
骨
０

６
Ｊ

Ｏ
骨
８

６
８

７
特

令
Ｒ
竹

６
１

う
入

骨
１

０
９

９
●
３

４
８

９
骨
６

１
９

３
骨

缶
Ｗ

岳
。

。
０

６
●

。
０

．
・

岳
．．

０
，

Ｏ
骨

。
。

。
。

分
う
り
岳

０
０

０
Ｏ

ｅ
１

１
０

０
骨
０

０
０

０
抄
０

０
０

０
骨

骨
骨

缶
邑

骨
仔

谷
分

仔
仔

分
各

仔
骨

骨
ｅ

骨
号

骨
Ｉ
告

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

分
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

缶
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

告
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨

骨
骨
２

う
４

３
岳

４
２

７
４

合
３

３
６

１
升
８

６
３

３
替

骨
缶
７

２
６

１
骨
８

０
う

９
骨
７

０
９

３
分
７

８
２

う
骨

件
そ
ら

う
６

う
分
６

８
７

７
骨
０

２
６

７
骨
う

１
６

３
骨

●
Ｒ

ｅ
。

。
Ｃ

Ｄ
特

‐
。

’
・

号
。

．
。

。
。

。
。

。
０

骨
谷

骨
０

０
０

０
号
０

０
０

Ｏ
ｅ
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
号

骨
○

岳
骨

凸
骨

骨
谷

暑
令

骨
各

骨
什

骨
各

各
号

缶
Ｉ
丹
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｇ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
分

’
０
１
１

１
１
１
１
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
分

。
ｅ

Ｏ
８

８
６

告
５

８
３

７
骨
７

８
０

５
丹
う

４
３

２
骨

与
Ａ
Ｇ

Ｏ
う

４
Ｂ

ｅ
３

１
４

８
缶
６

９
７

８
骨
う

３
６

４
骨

毎
岡
告

０
３

７
２

骨
う

６
７

う
号
８

６
２

０
号
２

４
う

９
骨

仔
６
分

・
０

・
０

岳
０

。
，

・
骨

０
０

０
．

骨
。

０
．

。
骨

ｅ
ｌ
骨

４
入

１
９

●
う

８
７

７
分
９

９
３

３
骨
６

７
６

７
低

缶
Ｓ
ｅ

う
８

６
８

ｅ
４

２
７

３
分
う

４
０

８
分
６

６
２

０
分

谷
骨

８
９

８
９

●
６

う
う

５
骨
う

う
４

３
分
９

１
９

１
缶

●
号

仔
号

仔
１

入
骨

号
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
谷
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｅ

缶
●

１
３
２
１

。
９
９
９
４

骨
６
３
６
０

分
６
１
う
７

仔

骨
ｅ

４
８
７
７

缶
０
３
８
う

缶
７
２
９
４

骨
１
６
０
３
骨

●
骨

３
１
２
３

◆
２
６
１

４
骨

７
８
ｂ
ｌ
骨

４
７
６
１
仔

骨
Ｔ
●

０
．
，
０
骨

Ｏ
Ｄ

０
０
ｅ

０
０

０
．
号

Ｏ
Ｑ
ｏ
０
骨

缶
Ａ

缶
２
０
０
０

岳
３
２
８
０
。

う
４
う
う
骨

２
１
０
２
号

缶
Ｈ
吾

３
４

各
９

４
骨

６
２

ら
う
』
１

二
骨

。
Ｒ
件

－
骨

６
１

。
６

１
谷

６
７

各
骨

分
各

岳
１

骨
一

１
骨

幹
Ｇ
令
骨
号
二
●

骨
丹

谷
◆

告
各

分
１
分

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｅ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｅ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

凸

岳
ぞ
う
９
２
０
６
８
７
６
ｅ
７
０
０
３
１
８
９
３
ｅ
３
う
６
０
４
０
６
２
告
う
Ｏ
７
７
１
よ
う
２
缶

。
ｅ
Ｏ
９
１
８
９
７
４
２
ｅ
１
９
９
８
２
７
０
０
骨

８
６
９
４
３
６
７
４

骨
８
８
う
２
う
１
１
４
ｅ

谷
◆
３
７
３
６
２
３
２
３

●
３
７
９
７
２
１
９
９
各
０
０
１
４
１
３
今
９

。
３
６
１
９
今
２
７
３
岳

暑
Ｔ
ｅ

‐
０

０
，

。
。

・
・
凸

Ｇ
０

０
ｏ

０
４

０
Ｕ
傍

０
０

０
．

０
．

０
０
ｅ

ｏ
０

０
０

ｑ
０

ｏ
０
各

仔
Ａ
ｅ
０
ｂ
Ｏ
４
０
４
０
ｌ

骨
０
４
０
６
０
３
０
３
骨
０
１
０
１
０
２
０
２
谷
０
３
０
０
０
４

ｏ
ｚ
。

好
Ｈ

骨
丹

骨
一

一
画

一
一

一
◆

ｅ
ｅ
８
骨

各
●

ｅ
骨

骨
旬

骨
骨

⑨
●

句
●

■
骨

骨
●

骨
凸
己
骨
己
骨

ｅ
Ｉ
ｅ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
●
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

●
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
缶

骨
１
０
６
６

４
３
う
７
ｅ
１
６
７
１

６
４
ｂ
２
●
４
３
３
３
う
２
６
０
む
う
８
２
４
３
６
１
６
分

凸
分
９
３
４
１
４
１
８
３
岳
７
７
３
２
０
２
０
う
ｅ
３
う
３
８
６
３
６
２
ｅ

Ｏ
今
９
９
９
７
４
９
骨

骨
分
４
０
７

６
８
１
う
う

ｅ
４
２
６
１
２
２
４

４
ｅ
８
Ｚ
ｌ
ｌ
６
６
３
７

号
９
８
９
８
２
７
９
９
缶

各
Ｔ

ｅ
０

０
０

０
．

．
０
０
分

。
。

０
０

．
．

．
０
骨

０
０

０
．

．
Ｄ

０
ｏ

Ｇ
０

０
．

．
０

０
０
．
骨

骨
Ａ
●
９
０
３
６
３
０
６
入
③
Ｏ
Ｏ
８
０
４
２
８
０
Ｇ
７
う
Ｌ
５
ｂ
２
Ｌ
Ｏ
岳

２
０
ｂ
２
３
０
８
２
ｃ

骨
Ｈ
●

１
．

９
８
』

０
告
３
－

６
－
９

ロ
ー

一
ら

う
３

６
７

各
尋
』

３
６

９
。

●
Ａ
●

一
う

－
１

●
２

一
う

う
う
９

７
７

う
ｅ
４

６
９

２
●

骨
●

２
２

伸
－

２
二

岳
う

３
２

ｅ
ｌ

３
１

入
ら

。
ｅ

骨
一

缶
骨

』
入

骨

●
ｅ

●
仔

谷
Ｇ

缶
骨

缶
骨

岳
仔

谷
令

缶
母

●
各

骨
。

◆
各

仔
傍

分
骨

缶
各

各
◆

。
。

骨
岳

骨
缶

仔
骨

骨
骨

各
骨

骨
骨

ｅ
骨

仔
骨

骨
。

む

ら
骨

骨
ｅ

令
骨

仔
缶
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｔ
Ｇ
Ｖ

Ｔ
Ｙ

丁
骨
Ｙ

Ｔ
Ｖ

１
骨
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｔ
ｅ

骨
毎
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
谷
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
号
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
缶
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
骨

③
骨

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

骨
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
ｅ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

幹
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
凸

》
Ｎ
》
叩

岬
叩

岬
》
帥

叩
、

叩
》
叩

岬
叩

岬
》
叩

叩
即

叩
毎

分
Ｆ
上
号

▽
↓

。
’

骨
▽
↓

。
’

骨
、
１

。
↓

骨
、
Ｉ

。
ｅ
《
Ｕ
谷

《
壁

《
』

缶
へ
＆

旬
ざ

谷
へ
ざ

《
ユ

缶
へ
ざ

ａ
》

谷
分
一
上
岳

一
価

ロ
』

骨
】

一
骨

一
重

骨
骨

洞
告
０

０
分
．
人

勺
▲

価
〔
正

へ
鐘

笹
３

屯
ジ

骨
骨
一
画

骨
各

凸
骨

各

缶
ｅ

骨
告

骨
骨

骨
。

各
缶

谷
各

各
分

骨
。

●
抄

各
サ

サ
●

缶
骨

骨
缶

分
。

●
骨

骨
号

分
骨

各
骨

缶
岳

●

吟
習

翠
淵



ｅ
ｐ

ｅ
岳

骨
骨

谷
骨

分
骨

●
骨

凸
等

骨
各

岳
ら

扮
岳

骨
骨

骨
骨

令
骨

●
骨

骨
各

仔
低

●
。

●
骨

各
各

骨
骨

骨
争ユ

負グ
角》

ＴＯ
骨

。〆
ａザ

《色
ｎ》

骨
勺Ｉ

匡ジ
〃。

Ｔｒ
谷

《。
負ジ

《ｕ
勺上

●

ｑ》
》
Ｒ
》
”

叩
沁

”
》
四

Ｗ
蛇

皿
却
叩

鰯
皿

沌
恥
弱

醒
洞

両
恥

骨
冒

骨
。

●
。

。
骨

。
０

６
０

骨
●

９
。

。
骨

●
合

口
ｏ

骨
。
Ｄ
骨

２
２

１
１

骨
２

１
２

２
号
３

２
３

２
各
人

２
１

１
骨

缶
●

缶
谷

合
凸

廿
４

各
骨

骨
ら

ｅ
●

骨
岳

骨
●

毎
骨

●
Ｉ
。
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
号
’
’
１
１
１
１
１
１
骨

。
●

今
８

う
ｌ

骨
４

６
３

４
分
０

４
５

０
骨
９

７
１

入
骨

骨
号
う

ｂ
８

う
骨
６

９
９

０
岳
０

７
９

７
骨

ｂ
４

７
う

分
骨

骨
９

８
９

９
骨
８

８
８

９
缶
９

８
８

８
凸
９

７
９

９
骨

骨
Ｒ

骨
。

．
。

。
骨

．
。

・
・

谷
。

。
。

・
骨

Ｏ
Ｂ

。
。

骨
骨

告
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

Ｏ
告
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
骨

凸
缶

缶
骨

告
各

骨
骨

谷
骨

骨
骨

仔
号

骨
吾

骨
仔

仔
ｌ
岳
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｅ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｅ

骨
谷
８

６
０

６
骨
３

５
７

９
骨
１

４
２

凸
骨
う

９
う

４
骨

佇
Ａ
岳

う
１

３
３

各
６

３
１

９
骨
３

２
う

４
骨
３

６
９

８
骨

。
Ｈ
骨

０
Ｏ

今
４

廿
８

９
う

０
骨
７

４
０

８
骨
９

１
３

８
骨

。
Ｇ
骨

。
。

・
０

骨
。

。
。

・
各

０
，

。
。

。
。

０
。

・
骨

骨
Ｉ
Ｃ

う
４

２
９

骨
９

１
０

７
●
６

２
１

３
骨
２

６
３

８
骨

骨
Ｓ
毎

７
５

入
７

骨
９

９
８

９
号
６

４
８

５
岳
４

６
１

５
骨

骨
骨
９

２
９

１
骨
４

５
４

５
笹
６

７
６

７
岳
２

７
２

う
岳

骨
骨

１
入

谷
谷

●
入

１
１

１
谷

仔
Ｉ
谷

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
谷

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
岳

０
８
う
８
骨

６
８
４
う

谷
６
６
６
８

骨
６
７
９
７
骨

骨
各

７
８
３
４

。
８
０
１
９
サ

８
３
６
２

谷
３
７
３
う
骨

骨
告

１
６
４
９
。

４
８
１
７

骨
６
０
１
５

碁
４
４
６
７
邑

凸
Ｔ

骨
。

。
・
・

骨
。

。
。
◆

骨
・

・
・
。

幹
・

・
・
・
各

骨
Ａ

Ｇ
６
４
８
３

秒
８
１
６
０
分

６
０
２
０
。

３
１
３
今
凸

谷
Ｈ
◆

２
－
１
国

抄
８
寺
４

－
谷

１
１

－
。

７
－
３

早
骨

谷
Ｒ

骨
２

Ｊ
告

０
今

谷
３

谷
７

８
谷

谷
倍

１
２

骨
入

口
凸

一
合

。
－

３
●

骨
凸

一
幸

各
ｅ

告
一

●

凸
凸

缶
仔

骨
各

Ｇ
Ｉ
谷
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｅ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
合

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｅ

骨
骨
８
６
１
０
入
７
６
６
ら
う
８
０
う
６
７
４
０
Ｇ

７
う
４
７
う
３
８
３
岳
９
３
２
９
０
８
７
０
②

骨
ｅ
７
１

４
８
う
６
７
う
●

７
７
８
２
４
３
８
９
◆

９
４
９
３
９
８
４

９
ｅ
３
９
う
８
６
９
４
０
各

各
●
４
う
９
８
５
８
８
０
骨

４
４
７
９
５
２
９
９
骨
３
３
６
０
３
１
９
１
骨
５
６
１
５
５
３
２
０
句

台
Ｔ
谷

ｏ
０

ｏ
ｏ

Ｄ
０
・
・
凸

・
・

・
０

．
．

．
０
骨

。
・

・
０

０
０

０
．
号

。
。

’
。

。
。
。
‐
ザ

ら
Ａ
分
０
３
２
２
０
う
３
４

骨
Ｏ
８
２
９
Ｃ
６
２
７

●
０
０
２
９
０
も
２
５
句

０
９
３
う
０
８
４
４
骨

骨
Ｈ
骨

２
１

２
１

。
缶

１
ｅ

ｌ
１

入
う

め
Ｂ
谷

骨
抄

侵
傍

凸
骨

骨
●

。
竹

●
骨

骨
各

抄
骨

各
骨

骨
缶

岳
谷

Ｇ
Ｉ

谷
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
暑

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

幹
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

碁
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｇ

凸
骨
８
う
１
８

２
４
９
９
号
１
９
２
７
１
１
１
２
骨

う
４
ｂ
う
り
９
２

６
骨
３
９
９
１
９
７
９
３
骨

号
ｅ
６
う
う
６
４
Ｊ
０
８
●

６
入

４
０
７

ｂ
１
．
４
告
９
３
６
１
２
ｂ
人
心
⑨
８
０
４
６

４
８
。
ｚ
骨

骨
各
５
１
６
７
う
６
０
０
各

Ｔ
４
４
２
１
７
１
７
ｅ
２
０
う
５
９
８
６
う
Ｇ
１
４
う
１
４
０
１
２
号

岳
Ｔ

缶
・

・
・

。
。

。
。

‐
ザ

・
０

．
０

．
０

０
０

●
・

・
・

‐
，

Ｏ
ｂ

０
●

。
。

・
・

・
０

０
．
岳

骨
Ａ
骨
う
Ｏ

４
ｌ
ｌ
４
７
う
告

９
０
う
３
６
１
１
２
●

４
２
９
ｚ
９
１

ｃ
２

ｅ
ｌ
２
う
０
６
０
７
４
分

骨
Ｈ
告

○
４

８
じ

む
４

Ｕ
９

７
号
９

３
７

７
●
４
－

８
。
“

う
谷

廿
Ａ
骨

入
０

９
色

白
う

９
う

う
谷
２

０
２

２
骨
７

う
、上

９
岳

骨
骨

２
２

６
●

２
２

３
骨
う
仏

３
２

３
ｅ
２

２
骨

骨
●

台
岳

号
－

１
骨

骨
●

や
合

仔
骨

凸
○

日
●

缶
各

号
●

。
Ｇ

●
抄

ら
告

谷
令

号
骨

“
骨

令
母

。
凸

仔
谷

骨
針

。
伯

仔
号

●
骨

。
。

◆
骨

●
丑

号
う

２
３

Ｏ
ｇ
１

２
６

０
缶

７
．

う
も

７
骨
８

８
０

１
骨

骨
分
２

８
８

４
骨

９．
２

．
上

９
骨
０

う
１

８
告
３

０
３

７
凸

仔
Ｒ

ｅ
ｌ

７
ｂ

３
号
８

３
０

３
骨

ソ
８

０
７

骨
う

６
７

７
Ｇ

令
ｗ

ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｃ

Ｏ
号

０
Ｄ

し
０

。
。

。
Ｃ

Ｄ
岳

。
・

０
Ｇ

ｅ
ｅ
Ｄ
Ｇ

１
０

１
－

１
各
０

１
・
上

土
竹
３

》
ざ

３
２

サ
ー

０
１

１
●

谷
令

廿
骨

骨
令

凸
骨

●
等

骨
骨

骨
骨
骨
低
骨
ｐ

Ｓ
ｌ

ｅ
Ｉ
Ｉ

ｌ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｅ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｅ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

合
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

●

骨
骨

９
も

う
２

む
う

う
４

う
む
０

４
う

０
分
９

う
１

入
●

●
舍

了
う

６
７

骨
４

う
う

３
分
０

７
９

７
谷
６

０
７

う
ｅ

Ｇ
。

Ｑ，
９

９
９

●
９

ｙ
９

９
骨
９

８
５

８
母
９

９
９

９
号

益
Ｒ

骨
。

。
・

・
必

。
。

。
・

骨
０

．
。

。
い

、
‐

り
。

◆

缶
缶
０

０
０

０
号
０

Ｏ
《
Ｕ

Ｏ
ｅ
Ｃ

０
０

０
号
０

０
０

０
台

号
缶

。
毎

骨
骨

令
ｅ

骨
骨

告
暑

特
缶

紳
骨

各
骨

骨
１

分
’

１
１

１
１
１

１
１

号
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

○
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ

１
骨
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨

抄
号
７

２
Ｑ

６
句

し
Ｕ

９
２

。
１

４
超

４
骨
う

２
う

４
缶

善
Ａ
ｅ

６
５

３
４

谷
３

３
４

９
骨
３

２
う

４
骨
３

７
９

６
告

谷
Ｈ
ｅ

１
２

４
６

暑
う

９
７

２
骨
７

４
０

８
酢
９

う
３

８
骨

管
グ
ロ

●
。

●
■

凸
骨

■
Ｐ

０
Ｇ

毎
日

、
■

４
●

■
◆

４
甲

谷

各
１

む
う

６
「
と

４
う
う

‘●邑
巳
』

６
骨

６
２

く
上

宛
２

骨
へ
護

９
つ
』

６
骨

。
《
ご
舎

了
６

１
う

せ
９

４
４

４
谷
６

４
８

角
ジ

告
４

４
１

良
ジ

舎

骨
骨
０

Ｒ
〆

ｑ
・

へ
ざ

件
５

６
虫
ノ

〃
ｂ

分
６

７
６

Ｔ
‐

谷
へ
４

ｑ
上

《
と

民
〃

竹
ぞ

各
１

虹
上

、
上

骨
旬

●
４
上

グ
と

、
４

１
と

分

骨
Ｉ
ら
’
０
１

１
１
１

１
１
１
告

１
１

１
．
０
１

１
１
１

分
’
’
’
０
１
０
，
１
‘
１
．
０
“

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨

〔
Ｕ
８
．
‘
プ
９

暑
ｊ
へ
型
６
７

号
ｂ
該
ｂ

６
ｍ
０

骨
”
ｂ
７
９
７

谷

幹
骨

７
６
《
Ｊ
７

骨
Ｑ
〆
も
伽
Ｕ
ｂ

骨
品
。
剣
ご
〃
◎
（
と

骨
角
ご
Ｔ
今
ｊ
艮
里
骨

。
骨

ｌ
ｂ
２
ぅ
●

・
唾
つ
回
心
》

６
０
１
う
ぅ

群
柊
心
汀
鋸

仔
Ｔ
Ｉ
骨
■
６
．
Ｇ
名
Ｇ
６
Ｄ
Ｇ
ｅ

ｅ
Ａ

Ｇ
６
４

４
う

缶
３
．
と
６
０

骨
６
０
２
０
倖

３
１
３
４
管

各
Ｈ

令
２

－
７

画
幹

３
－
１

』
谷

１
１

一
合

７
－
３

－
管

岳
Ｈ

令
２

３
各

０
４

缶
３

回
７

８
①

谷
骨

１
２

骨
’

一
骨

一
⑧

二
３

仔
替

岳
一

二
告

岳
告

一
号

吾
骨

分
岳

や
●

告
１

分
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
谷

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

号
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

号
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
廿

骨
廿
６
７
３
９
入
７

４
３

骨
２
６
７
３
ｌ
ｌ
Ｌ
５
ｅ
７
う
４
７

う
ぅ
凶
３
谷
９
３
３

４
０
６
７
０
告

抄
谷
６
８
７
１
う
６
７
３

サ
３
う
１
６
１
２
０
４

。
９
４
９
３
９
８
４

９
凸
３
９
６
６

６
９
４
０
各

骨
岳
４
９
８
１
う

８
９
１
一
件

４
４
６
２
５
６
８
６
句

Ｊ
３
６
０
３
１

９
１

ｅ
５
６
２
６
う
３
２
０
○

件
Ｔ

ｅ
０

．
０

．
０

．
．

０
抄

ｏ
０

．
．

．
．

．
．
分

‐
ｏ

０
ｏ

ｏ
０

０
・

谷
。

‘
０

０
．

．
．
０
骨

缶
Ａ
骨
０
う
Ｚ
４

Ｑ
う
り
８
骨

Ｕ
４
ｚ
３
０
Ｌ
盆
９
凸

０
０
２
９
０
６
２
う

せ
Ｏ
９
３
０

Ｕ
６

４
４
分

骨
Ｈ

号
３

２
２

１
骨

１
１

１
骨

、
上

特
１

Ｌ
１

１
令

骨
Ｂ

サ
骨

骨
台

告
缶

骨
缶

骨
侮

侍

骨
骨

凸
仔

骨
●

骨
ｅ

●
旬

骨
ｅ

幹
１

骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

骨
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ

分
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

替
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
●

●
ザ
６
７
０
１
２

４
３
８
ｅ
ｂ
Ｏ
８
８
３
６
４

４
●
う
４
６
う
ｊ
９
２
６
ｅ
３
９
う
３

９
７
９
３
●

や
告
１
０
３
９
４
３
３
う
各
う
１
７
７
２
３
４

０
谷
９
３
６
１
２
６
１
０
分
８
０
７
８
４
８
６
２
谷

凸
骨
２
２
７
１
う
６
８
３
分
５
３
３
う
３
４
２
７

砂
２
０
う
う
９
８
６
う
缶

１
４
６
０
４
０
１
２
●

凸
Ｔ

ｅ
０

０
０

．
０

‐
ｂ

０
ｅ

・
０

０
０

０
’

０
０
岱

。
。

‐
０

０
．

，
。

●
。

。
・

・
０

０
．
０
分

缶
Ａ
毎
７
１
１
４
１
４
７
７
骨

６
２
４
う
Ｑ
ｊ

Ｏ
３

各
４
２
９
２
９
１
６
２
骨
ｌ
ｚ
３

Ｕ
８
０
７

４
●

ｅ
Ｈ
骨

１
７

６
６

分
５

う
１

８
谷
９

３
７

７
。
△
争

う
－
９

ｂ
ｅ

骨
Ａ
ｅ

う
３

８
Ｚ

ｅ
５

３
２

１
●
２

０
２

２
号
７

１
１

９
骨

仔
谷

２
２

７
告
１

３
３

４
骨
２

３
２

３
骨
２

二
２

抄

谷
骨

骨
骨

骨
口

上
●

缶
缶

骨
缶

凸
●

骨
骨

骨
●

凸
め

む
凸

分
●

。
缶

分
骨

骨
骨

骨
缶

骨
●

暑
骨

骨
与

暑
凸

。
凸

骨
骨

暑
骨

骨
●

骨
骨

●
岳

分
ザ

骨
骨

骨
。

笹

●
Ｄ
缶

サ
件

。
ｅ

骨
ｈ

骨
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｔ
ｅ
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｔ
各
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｔ
●
Ｙ

Ｔ
Ｙ

１
骨

各
Ａ
●

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｒ

骨
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
分
Ｅ

Ｒ
Ｅ

Ｒ
骨
Ｅ

Ｈ
Ｅ

Ｒ
谷

骨
Ｌ
谷

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

ザ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
骨
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
谷
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
ｅ

骨
Ｒ
●

０
Ｐ

Ｏ
Ｐ

骨
０

Ｐ
Ｏ

Ｐ
骨
０

Ｐ
Ｏ

Ｐ
ｐ
Ｏ

Ｐ
Ｏ

Ｐ
各

●
芦
に
仔

岡
岡

岡
岡

谷
Ｍ

Ｈ
Ｈ

Ｈ
丑

Ｈ
Ｈ

Ｈ
岡

骨
Ｈ

Ｈ
Ｈ

Ｈ
骨

分
弔
Ｌ

骨
，
１

，
１

骨
ｒ
ｌ

号
Ｔ
ｌ

号
７
１

０
１

号

骨
》
’

ぜ
《
西

、
》

号
へ
必

命
』

骨
《
＆

ｎ
ザ

骨
勾
産

勺
』

骨

各
。
ｌ

缶
一

一
骨

一
骨

一
骨

一
一

。

。
脚

骨
、
》

く
り

骨
、
と

ｑ
４

管
へ
ざ

へ
毬

骨
包
づ

通
づ

分

骨
毎
ご

骨
骨

骨
暑

骨

倍
告

骨
骨

仔
岳

骨
佳

骨
骨

サ
サ

丹
佇

骨
骨

岳
令

骨
岳

ら
骨

。
骨

行
毎

骨
号

告
骨

骨
号

仔
骨

骨
骨

旬
谷

合

画
謂
臨
鯨
Ｓ
荊
墹
両
悪
寺
か
翠
淵

い
《
⑭



分
骨

②
③

缶
骨

骨
幹

骨
骨

●
分

骨
仔

缶
性

骨
佇

骨
骨

毎
谷

骨
分

分
号

骨
骨

幹
骨

号
骨

骨
骨

吾
骨

凸
告

骨
各

骨
谷

守
骨

骨
骨

○
旬

谷
③

骨
骨

骨
骨

骨

号
骨
今

４
上

へ廷
２

３
骨
勺
Ｉ

７
３

４
４

７
骨
１

１
６

３
３

９
各
《
竺

へ盃
『基

８
８

４
骨

１《
蝿
Ｒ
》
印

町
鯛

姥
妬

沁
耗
酌

酌
”

”
”

巧
恥
岬

岬
師

両
両

沌
》
”

加
弱

嘘
蛇

迦
錨

一
》
叩
》
“
“
師
“
繩
酊
》
“
郎
蝕
却
却
必
》
匪
煙
煙
函
佃
唾
》
ふ
ふ
裡
鈎
函
“
》

◎凸
鋸

鋸
１

１
１

１
１

ｌ
骨
１

１
１

１
１

１
骨
１

１
１

０
０

０
骨
１

１
１

１
１

１
分

骨
骨

骨
告

骨
１
号
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨

Ｉ
ｌ
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
佳

骨
骨

９
９

８
８

８
ｂ

骨
３

３
７

う
う

７
件
２

２
４

３
３

９
せ
う

う
８

６
ｂ

ｌ
骨

各
骨
１

Ｌ
Ｌ

６
６

１
骨
１

１
９

８
８

９
骨
工

ｌ
う

１
１

＆
骨
４

４
２

４
４

３
骨

号
骨
８

８
８

１
入

０
号
３

３
う

０
０

０
骨
１

１
６

７
７

６
骨
３

３
１

４
４

７
骨

寺
Ｒ
各

４
４

１
う

う
９

骨
０

０
７

３
３

２
骨
２

２
４

７
７

３
件
う

う
９

２
２

４
。

缶
骨
１

入
３

Ｌ
ｌ

２
幹
０

０
４

２
２

う
骨
０

０
０

２
２

３
号

４
４

０
４

４
１

骨
骨

骨
●

●
●

●
、

■
件

日
。

Ｂ
Ｇ

Ｄ
■

骨
■

■
●

ｇ
Ｇ

■
骨

ｏ
Ｇ

ｇ
由

、
。

骨

骨
。
０

０
０

０
０

０
号

０
０

０
０

０
Ｏ

骨
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

０
仔

廿
号

骨
骨

骨
骨

骨
Ｉ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
丹
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ

ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨

８
８

０
う

う
７

廿
６

６
９

４
４

７
廿
６

６
９

２
２

３
骨
８

８
０

８
８

２
骨

骨
Ａ
号

６
６

２
８

８
９

骨
８

８
２

０
０

６
骨
６

６
う

６
６

３
骨
０

０
６

９
９

１
骨

骨
Ｈ
骨

う
う

２
う

う
２

件
０

Ｏ
Ｌ

４
４

３
骨

４
４

３
７

７
７

せ
う

う
２

う
う

２
骨

幹
６
骨

８
８

８
８

８
８

骨
９

９
８

８
８

７
骨
う

う
う

う
う

う
骨
７

７
６

７
７

６
骨

骨
Ｉ
骨

０
０

０
０

０
０

件
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

Ｕ
Ｏ

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
骨

骨
Ｓ

骨
０

０
。

。
。

０
件

０
。

．
。

。
。

骨
。

。
０

０
０

。
骨

‐
。

。
。

。
。

骨

缶
岳
０

０
０

０
０

Ｏ
骨

０
０

０
０

０
Ｏ

骨
０

０
０

０
０

０
母
０

０
０

０
０

０
骨

骨
骨

骨
骨

骨
骨

岳
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
号
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
谷
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨

２
う
２
５
３

８
骨

８
８
８
８
８
２

骨
う
２
う
２
０
３

骨
う
８
う
８
８
４
○

吾
骨

８
５
８
５
７
０
谷

８
う
８
う
８
２
骨

１
７
１
７

０
４

骨
７
５
７
う
２
６
骨

抄
骨

う
７
う
７
７

９
谷

９
０
９
０
６
２
骨

６
８
６
８
９
９
骨

７
２
７
２
７
２
骨

骨
Ｔ
骨

８
１
６
１
１
う
骨

０
３
０
３
８
０
骨

３
９
３
９

０
２

件
０
２
０
２
０
６
骨

凸
Ａ
骨
０
０
０
０
０
０
３
１
３
１
０
０
骨
０
０
０
０
０
０
う
』
８
２
８
８
６
各
０
０
０
０
０
０
７
９
７
９
６
５
骨

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
４
１
○

ぜ
Ｈ

凸
◆

０
。

◆
。

。
０

０
０

．
０

０
号

Ｏ
Ｃ

Ｃ
。

。
。

。
。

・
・

０
０

号
０

０
．

．
０

０
０

。
０

．
Ｄ

Ｃ
骨

０
。

６
０

。
。

Ｄ
ｏ

ｏ
ｏ

ｏ
６
Ｇ

句
Ｒ
各

０
０
０
０
０
０
０
１

０
１
０
０
骨
Ｏ
０
０
０
０
０
１
Ｌ
ｌ
Ｌ
Ｏ
上
谷

Ｏ
Ｏ
ｕ
Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｌ
Ｏ
１
０
１
谷

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
Ｇ

缶
凸

一
画

一
二

骨
一

一
二

一
一

色
骨

一
一

口
』

一
一

告
一

一
ロ

一
骨

骨
号

岳
骨

毎
岳

缶
骨

骨
谷

吾
骨

幹
Ｉ
各
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
谷

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
●

骨
缶
う
４
う
４
１
０
４

８
４
８
ｌ

ｂ
骨
６
２
８
２
０
０
９
３
９
３
２
９
句

上
９
１
９
３
２
３
３
３
３
３

４
低
う
４
５
４
８
９
４
う
４
う
４
う
骨

骨
谷
７
４
７
４
５
３
１
１
１
１
６
う
谷
３
０
３
０
１
７
２
３
２
３
２
２
骨

８
２
８
２
４
７

９
９
９
９
４
０
骨

９
う
９
う
９
１
う
う
う
う
６
１
骨

号
骨
２
７
２
７
４
１
０
４

０
４
６
７
号
６
う
６
う
６
３

４
１
４
１
う
う
骨

６
１
６
１
う
う
２
４
２
４
３
７
暑

０
５
０
う
１
６
４
う

４
う
６
う
各

仔
Ｔ
号

８
８
８
８
４
６
７
入
７
１
４

８
骨

０
１
０
１
２
３
う
９
う
９
６
う
骨

２
０
２
０
ｂ
２
１
４
１
４
４
２
昔
３
８
３
８
２
９
４

６
４
６
７
２
号

毎
Ａ
骨
３
４
３
４

３
ｂ
４
７
４
７
３
う
骨
０
０
０
０
６
８
２
う
２
う
う

ｂ
骨
Ｏ
ｌ
Ｕ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
１
８
畳

８
６
８
６
２
０
６
う
８
う
２
３
骨

凸
Ｈ

骨
０

０
．

ｏ
ｏ

Ｏ
ｏ

ｏ
ｅ

Ｏ
Ｏ

ｏ
ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
６

０
、
．
Ｃ

Ｏ
。

・
・

ｏ
骨

。
０

．
０

．
０

ｏ
ｏ

・
・

・
申
告

。
。

。
。

、
。

。
Ｇ

６
０

．
０
骨

骨
Ｂ
骨
０
１
０
１
０
２
０
１

０
１
０
２
骨
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
２
骨
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１

０
０
・
０
０
０
０
骨

０
２
０
２
０
１
０
２
０
２
０
１
骨

号
骨

一
宇

己
ロ

一
二

画
一

二
ロ

二
一

骨
一

画
一

一
ロ

一
“

】
一

口
一

二
骨

一
一

一
二

骨
二

二
】

一
】

一
一

画
一

一
ロ

ー
骨

缶
骨

骨
骨

骨
骨

骨
骨

号
骨

号
骨

号
ｌ
各
’
１
１
１

１
１
１
１
１

１
１
１

骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

幹
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ

ｅ
缶
８
０
８
０
２
６
２
９
２
４
４

９
廿
８
９
８
９
１
７

４
６

４
６
８
０
骨
２
６
と
ｂ
９
０
０
４
０
４

ｌ
４
缶

８
１
８
１
６
４
９
入
９
１
９
４
告

骨
号
９
３
８
３
３
３
１
３
１
３
１
３
号
３
と
３
２
入
２
３
２
３
２
５
７
骨

３
９
Ｊ
９
０
８
う
７

う
７
ｂ
う
骨

４
う
４
う
１
４

６
０
６
０
１
９
廿

凸
骨
５
０
う
０
３
２
３

４
３
４
７
７
凸

４
２
４
２
う
う
３
９
３
９
１
う
号
０
９
０
９
４
６
４
４
４
４
う
２
号
１
０
１
０
３
３
７
２
７
２
３
６
軒

凸
Ｔ
骨
３
０
３
０
５
４
０
２
０
２
２

４
骨
う
２
う
２
４
０
１
６
１
６
０
９
●

２
９
２
９
４
３
４
１
４
１
６
８
骨
７
う
７
う
３
２

６
６
６
６
０
８
骨

令
Ａ
骨
う
８
う
６
９
８
４
４
４

４
９
７
告
０
２
０
２
１
７

６
う
６
う
４
２
骨
う
う
う
う
９
９
７
１
７
１

８
５
号
１
６
１

６
８
う
２
５
２
５
２
２
骨

号
Ｈ

岳
０

０
、

。
。

◇
０

．
０

，
０

６
谷

ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

。
。

。
。

０
．

０
．

各
０

。
０

口
。

。
０

．
０

．
０

０
句

０
０

０
０

、
。

・
０

。
、

。
Ｏ
分

骨
Ａ
谷
３
３
３
３
２
１

４
３
４
３
２
う
骨
２
１
２
１
３
８
う
２
う
２
う
う
骨

２
２
２
２
２
８
３
３
３
３
３
６

骨
う
４
う
４
２
６
う
ぅ
う
３
２
３
骨

各
岳

室
－

１
一

二
』

骨
ロ

】
一

骨
骨

』
一

】
一

一
一

号

谷
号

骨
任

骨
●

谷
昔

骨
廿

各
什

号
サ

サ
骨

号
骨

骨
谷

骨
。

谷
丹

骨
分

各
岳

骨
骨

岳
骨

谷
骨

各
各

●
骨

件
紳

廿
号

骨
骨

号
骨

骨
骨

骨
仔

凸
骨

各
骨

サ
サ

骨
骨

号
骨

分
骨

骨
各

骨
骨

骨

丹
骨
う

う
１

７
７

１
骨
８

８
６

８
８

３
分
３

３
３

８
８

１
●
９

９
１

う
う

５
骨

缶
骨
８

９
７

８
８

Ｌ
骨

４
今

う
３

３
１

侍
９

９
９

０
０

４
告
３

３
う

６
６

９
骨

骨
Ｒ
骨

０
０

７
１

１
８

骨
４

４
う

９
９

９
特
う

う
８

９
９

と
骨
２

２
０

３
３

３
骨

缶
岡
骨

５
う

４
う

う
３

告
２

２
８

０
０

２
佇

４
４

５
８

８
１

号
２

２
７

７
７

８
骨

骨
Ｄ
凸

３
３

１
３

３
１

各
４

４
３

４
４

う
せ
２

２
２

３
３

５
号
４

４
０

３
３

２
骨

骨
骨

０
Ｃ

Ｏ
■

●
●

。
●

■
。

。
■

８
替

■
●

８
ｏ

ｇ
●

吾
。

●
●

。
。

■
缶

廿
骨
０

０
０

０
０

０
分
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

Ｕ
Ｏ

ｏ
０

０
倍
０

０
０

０
０

０
骨

骨
谷

侍
骨

骨
骨

谷
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

必
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

１
１
１
１
１
１
１
ら
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１

１
１
骨

骨
骨
２

２
９

３
３

２
骨

４
４

９
Ｕ

Ｏ
ｂ

ザ
３

３
９

４
４

７
号
上

１
０

７
７

７
骨

什
骨
２

２
７

１
１

２
骨

４
４

う
０

０
９

骨
６

ｂ
６

２
２

０
。
２

２
８

８
８

９
各

骨
号
０

０
３

１
１

２
畳
１

１
９

う
う

７
特
６

６
６

４
４

う
骨
０

０
１

７
７

４
骨

令
Ｒ
骨

３
３

３
２

２
４

骨
３

３
７

８
８

９
骨
６

６
９

６
６

０
告
７

７
１

４
４

う
骨

骨
各
６

６
４

６
６

４
号

４
４

４
う

う
６

骨
０

０
０

４
４

５
骨
う

う
０

５
５

４
骨

骨
骨

●
■

。
●

、
■

骨
■

Ｃ
Ｏ

Ｇ
■

●
谷

、
凸

や
。

。
●

骨
ｇ

■
９

。
。

●
骨

骨
骨
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

Ｏ
Ｏ

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
母

ら
各

各
骨

骨
。

●
Ｉ
骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ

傍
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
仔

骨
骨
１

１
６

今
４

０
号

６
ｂ

４
０

０
３

骨
７

７
０

４
４

入
や
４

４
９

う
う

３
各

暑
Ａ
骨

３
３

７
７

７
４

骨
６

６
３

０
０

う
特
８

８
３

０
０

う
骨
う

う
６

４
４

６
分

毎
Ｎ
骨

８
８

９
０

０
８

号
４

４
９

う
う

４
骨
３

３
１

９
９

６
骨
２

２
０

８
８

９
骨

骨
⑤
骨

う
う

９
６

６
９

骨
９

９
６

７
７

う
骨
１

１
１

９
９

９
各
２

２
０

と
２

４
骨

骨
１
号

２
２

２
２

２
２

号
１

１
入

１
１

１
骨
１

Ｌ
ｌ

０
０

Ｏ
骨
３

３
４

３
３

３
号

骨
Ｓ
骨

０
。

。
。

。
。

岳
０

０
０

・
０

０
う

０
．

０
，

０
０

長
。

。
’

，
。

。
骨

令
骨
０

０
０

０
０

０
暑

０
０

０
０

０
０

号
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
骨

骨
骨

骨
廿

骨
骨

骨
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
サ
ー
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

号
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
号

７
５
７
う
３
２

骨
１
６
１
６
６

ｂ
号

１
９
１
９
２
６

谷
７
９
７
９
６
６
骨

廿
骨

２
０
２
０
９
９

骨
４

４
４
４
２
１

廿
３
０
３
０

６
２

骨
１
８
１
８
３
１
骨

暑
岳

う
４
う
４
う
２
骨

３
７
３
７
６
０
各

う
４
う
４
８
６

骨
２
８
２
８
う
９
仔

骨
Ｔ
骨

Ｏ
ｌ
Ｕ
ｌ
４
２

骨
ｌ
８
２
Ｕ
う
ょ

骨
ｂ
ｂ
６
５
３
６
骨

う
７
う
７
７
入
骨

骨
Ａ
ｅ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
う
２
号
０
０
０
０
０
０

９
う
９
５
ｌ

ｂ
骨
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
９
９
９
９

４
９

骨
０
０
０
０
０
０
２
３
２
３
３
９
岳

。
Ｈ
吾

‐
・

ｏ
Ｄ

０
。

‐
。

。
，

’
０
骨

。
。

。
。

。
、

。
‐

Ｄ
ｏ

Ｕ
０
号

０
０

Ｄ
０

Ｄ
ｏ

０
ｏ

ｏ
０

。
Ｄ
号

０
０

０
．

．
・

・
・

．
。

。
，
岳

骨
Ｒ
骨

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
凸
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
Ｌ
２
１
２
２
３
骨
０
０
０
０
０
０

０
２
０
２
１
２
骨
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
Ｏ
２
２
骨

骨
骨

一
一

口
一

告
一

口
』

口
一

一
缶

ロ
ロ

ロ
画

一
年

骨
骨

幹
岳

邑
骨

幹
仔

缶
各

缶
骨

毎
缶

骨
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

号
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
侍

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
サ
０
８
０
８
２
１
０
６
０
６
２
６
骨

う
」
う
う
う
１
８
う
０
←
フ
０
６
４
缶

９
４
９
４
９
３
２
８
２
６

８
７
各
ｌ
４
ｌ
４
２
２
９
５
９
５
９
ｂ
骨

骨
分
５
１
５
１
４
９
６
８
６
８
８
６
骨
９
８
９
８
７
９
０
９
０
９
２
２
号
５
１
う
１
１
７
４
６
４

６
９
７

号
３
７
３
７
２
８

６
１
６
１
２
１
分

骨
◆
８
２
８
２
４
７
３

９
３
９
９
５
号
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

９
９
８
１
８
１
う
２
号

９
７
９
７
２
１

９
９
９
９
う
３
号
３
１
３
１
９
７
２
３
２
３
９
３
分

。
Ｔ
骨
３
０
３
０
９
０
４
７
４
７
０
６
号
０
９
０
９
１
０
９
８
９
８
３
う
号

４
２
４
２
７
１
う
８
う
８
９
Ｊ
●
７
１
７
１
４
う
４
８
４
８
う
３
分

骨
Ａ
吾
う
入
う
Ｌ
う
７
う
う
う
う
４

８
号
ｌ
う
１
５
６
９
１

４
１
４
う
０
谷

ｌ
３
ｌ
３
１
Ｌ
３
８
３
８
２

４
特
３
ｂ
３
６
Ｑ
Ｏ
ｌ
７
１
７

０
０
骨

低
Ｈ
丹

。
０

．
’

。
。

Ｕ
‐

０
０

．
Ｃ
ｅ

０
．

０
．

．
．

０
０

．
０

ｏ
０
ｅ

。
０

０
．

．
０

０
口

０
．

０
６
谷

．
・

・
０

．
．

０
０

．
０

０
．
分

各
８
骨
２
６
２
６
０
３
２
４
２
４
０
１
骨
２
２
２
２
０
２
１
１

１
１
０
３
．
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
０
０
０
０
０
１
サ
３
３
３
３
０
０
３
２
３
２
２
２
ｅ

骨
谷

特
旬

画
一

缶
ロ

ロ
】

一
骨

骨
各

◆
特

骨
骨

骨
骨

仔
骨

骨
骨

缶
Ｉ
①
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
毎
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
●

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
骨

各
骨
４
２
４
２
２
５
４

９
４
９
９
３
骨
６
７
６
７
７

４
９
１
９
１
０
４

分
ｂ
８
ｂ
８
７
９
２
２
２
２

０
６
凸
０
０
０
０
う
２
３
１
３
１

２
８
骨

ら
岳
０
４
０
４
６
１
７
３
７
３
９
１
骨
１
８
１

８
８
４
７
う
７
う
１
１
缶

６
７
６
７
９
９
２
６
２
６
９
７
骨
０
２
０
２
８
う
う
う
う
う
う
今
缶

侍
骨
６
２
６
２
２
１
う
１
う
１
３

６
幹
４
４
４
４
１
３
２
う
２
う
６
０
骨

０
４
０
４
３
０
３
３
３
３
う
０
句

４
７
４
７
６
６
８
６

８
６
４
９
分

骨
Ｔ
骨
２
８
２
８
７
１
３
も
３
６
０
２
骨
６
４
６
４
２
７

３
４
３
４
９
４

骨
４
３
４
３
１
１

４
４
４
４

３
９
骨
３
１
３
１
４
８
２
３
２
３
６
２
骨

号
Ａ
骨
ｂ
３
ｂ
３

４
６
ｂ
９
６
９

サ
。
岳
０
７
０
７
４

９
忽
３
２
Ｊ

ソ
・
谷
０
型
０
２
９
７
．
ソ
６
９
３

９
骨
７
６
７

５
６
う
う
フ
ふ
う

６
Ｕ
骨

骨
Ｈ

抄
■

。
６

０
０

０
０

０
０

０
．
０
●

ｏ
Ｄ

ｄ
９

ｏ
ｏ

ｏ
ｏ

Ｏ
。

‐
Ｃ

ｅ
Ｄ

６
０

６
ｏ

ｅ
Ｏ

Ｇ
９

。
．

。
⑨

６
０

０
，

．
．

０
０

６
０

．
０
各

●
Ａ
○
６
４
６
４
１
４
６
３
６
３
０
１
ｅ
う
１
う
１
１
３
１
０
１
０
４

４
骨
２
１
２
１
２
９
２
１
２
１
４
７
缶

９
２
９
２
２
１
９
２

９
２
２
１
●

骨
骨

口
一

量
二

寺
一

一
ロ

谷
一

二
色

色
凸

骨
ロ

ロ
・

ロ
一

寺
一

一
伸

骨
骨

骨
骨

骨
号

●
骨

骨
缶

各
。

骨
谷

骨
骨

骨
●

岳
Ｇ

骨
仔

骨
●

ぜ
骨

骨
骨

分
岳

仔
骨

缶
骨

旬
骨

骨
号

。
仔

什
●

骨
●

骨
什

骨
紳

骨
骨

骨
凸

骨
骨

骨
骨

骨
骨

谷
骨

●
骨

骨
骨

骨
扮

骨

●
ｅ

画
Ｃ

ｌ
目

匡
Ｉ

岳
Ｗ

Ｃ
ｌ

凶
亡

Ｉ
骨

Ｗ
Ｃ

ｌ
冑

Ｃ
ｌ

骨
脚

Ｃ
ｌ

Ｗ
Ｃ

Ｉ
分

骨
骨
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
谷

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
Ｊ

骨
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
骨
ノ

Ｊ
／

ノ
ノ

ノ
骨

。
骨
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
缶
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
■
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
各
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
谷

鵠
恥
辛
販

岻
卵

岻
匪

叩
鋸
距

距
卵

距
岐

卵
諦
匪

脈
卵

睡
眠

卵
》
帷

距
卵

岻
岻

叩
鋸

》
札
》
叩

、
岬

、
湘

岬
》
恥

恥
岬

叩
帥

岬
坤
叩

叩
叩

叩
帥

岬
毎
ｍ

ｍ
岬

沁
叩

叩
恥

骨
Ｒ

●
ロ
↓

ロ
－

骨
・
Ｉ

．
↓

凸
・
’

。
↓

骨
。
’

Ｃ
ｌ

骨
岳

》
０
缶

『
産

迅
苧

骨
《
ｆ

屯
望

岳
《
竺

《
』

谷
《
＆

屯
》

特
骨
《
ご
骨

一
一

。
》

一
●

一
一

●
一

口
仔

骨
“
Ｕ
岳

ｎ
Ｕ

９
●
勺
上

勺
上

各
２

蝿
色

骨
冠
ゴ

一
コ

ザ

骨
Ａ
告

特
骨

告
谷

骨
骨

行
骨

笹
骨

骨
己

。
告

分
骨

骨
告

缶
骨

谷
各

。
骨

苛
骨

骨
骨

骨
岳

缶
骨

骨
骨

骨
凸

骨
分

骨
骨

骨
骨

骨
骨

骨
骨

分
骨

骨
骨

各
告

谷
仔

缶
。

骨
●

骨

い
《
←

蹄

鯉

頚

淵



仔
骨

骨
各

各
骨

骨
骨

各
凸

仔
等

骨
分

骨
骨

骨
骨

骨
骨

号
骨

凸
各

告
号

●
骨

谷
仔

各
各

各
谷

◆
骨

骨
凸

骨
仔

抄
缶

骨
骨

骨
傍

骨
骨

●
告

缶
各

骨
骨

骨

２
》

》
、

唾
弘

如
酔

め
》
”

必
哩

恥
嘘

犯
鐸
唾

嘘
諏

銅
弧

沁
》
ｗ

沌
如

型
い

”
轟

岳
Ｒ
骨

１
３

う
７

３
Ｌ

ｅ
ｌ

８
０

９
う

０
各
１

０
２

う
７

ｂ
骨
８

６
９

０
６

３
骨

一
蝿
即
蜘
恥

弧
”

四
列

弱
》
配

沁
弱

、
、

弱
蝿
娼

哩
酌

”
”

”
“
池

恥
軸

皿
誕

沁
恥

ワ
』

鐸
蝿
計

当
叫

計
叫

当
酷
込

塾
恥

訟
計

幽
雅
勘

叫
軌

ル
山

。
瞬
当

聖
避

麩
ル

ェ
》

骨
骨

骨
骨

告
骨

各
Ｉ
骨
’
’

’
’
’
’
１
．
１
１

１
１
１
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
各
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨
９

８
７

う
１

４
骨
６

ｂ
ｂ

ｂ
ｂ

８
骨
７

９
９

入
２

４
分
７

８
６

ｌ
ｌ

８
骨

骨
骨
３

う
７

２
う

８
骨
８

う
９

３
０

う
骨
９

５
３

４
．
ｂ

Ｕ
什
７

７
９

４
６

４
告

骨
骨
２

１
４

う
０

う
抄
９

７
４

８
８

９
骨
５

７
７

６
５

３
骨
６

４
３

０
８

８
骨

骨
Ｒ
骨

５
７

０
２

６
３

骨
１

６
８

３
８

２
骨

４
２

９
３

０
８

号
３

４
７

８
８

４
骨

骨
骨
う

う
入

う
う

ｌ
ｅ
９

８
４

９
８

４
骨

４
３

０
３

２
Ｏ

ｂ
ｌ

１
０

１
０

１
各

各
骨

。
Ｏ

Ｂ
●

。
や

せ
日

●
、

■
巳

。
骨

●
①

●
。

旬
０

骨
■

。
０

由
。

●
仔

骨
骨
０

．
０

０
０

０
０

谷
０

０
０

０
０

０
各
０

し
０

Ｕ
Ｏ

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
句

骨
谷

合
骨

骨
仔

骨
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
ｅ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

ｌ
特

ｌ
Ｉ

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
号

骨
骨
８

０
２

４
０
．

う
抄
７

６
２

う
８

９
骨

６
う

９
０

９
と

骨
８

４
９

７
１

８
什

谷
Ａ
骨

６
７

２
０

２
９

争
７

４
７

３
２

う
各
１

４
０

２
６

９
骨
３

６
１

９
７

１
骨

骨
Ｍ
骨

６
１

２
７

２
１

件
２

う
０

３
６

１
骨

４
９

１
４

８
０

廿
７

８
７

７
８

９
骨

骨
６
骨

４
う

う
４

う
う

⑨
４

４
６

４
４

ｂ
号

４
４

う
４

４
う

饗
４

４
４

４
４

４
骨

骨
ｌ
曾

０
０

０
０

・
Ｕ

Ｏ
冬
０

０
０

・
し

０
０

傍
０

Ｏ
（
Ｕ

ｇ
し

０
各
０

０
０

０
０

〃
Ｕ

骨

骨
５
骨

．
。』

。
。

０
。

品
。

。
。

。
。

。
谷

。
。

。
。

Ｄ
Ｄ

幹
。

。
。

０
。

。
骨

。
骨
０

０
０

０
０

０
岳
《
』

０
０

Ｃ
Ｏ

Ｏ
骨
。

０
０

０
０

Ｏ
ｅ
Ｏ

０
０

０
０

Ｏ
骨

仔
サ
ヶ
骨
骨
骨

骨
Ｉ
骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
酢
１

１
・
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
昔

骨
特

３
５
６
４

３
２

。
４
う
う
入

６
０
骨
、

９
２
１

０
８
４

径
９
０
４
６
う
７
仔

任
分

８
８
３
７

７
７

母
５
４
１
２
１
句
ソ
分

へ
名
１
６
８
７
２

昼
４
０
を
６
０
５
号

ら
骨

３
５
－
．
“
２
う
８
抄

７
『
‐
６
１
７

じ
骨

Ｃ
Ｏ
Ｏ
９
６
ｃ
告

２
８
８
６
２
２
外

骨
Ｔ
骨

Ｏ
１
０
６

Ｕ
Ｅ
ご
谷

ｌ
７

０
ｂ
ｌ
ｂ

骨
し
ｌ
Ｃ
ｌ
Ｕ
０

骨
９
０
０
１
３
７
骨

骨
Ａ
骨
０
０
０
０
０
０

０
１
０
０
０
１
ｂ

０
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｃ
４
・
Ｕ
１
０
３
各

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
２
凸
０
０
０
０

０
０
０
２
０
０
２
う
缶

。
Ｈ

谷
０

６
。

。
、

０
．

６
．

０
．
０

‐
。

・
９

０
．

。
。

。
。

‐
・

‐
・

告
。

、
０

０
．

，
。

‐
。

。
Ｄ

・
抄

０
．

０
。

。
。

。
。

・
０

．
・
骨

ｅ
Ｒ
令

０
０
０
０
０
０
０
０
Ｌ
０
０
《
Ｕ
ｅ

Ｏ
・
Ｕ
Ｏ
・
』
し
八
〕
Ｕ
Ｃ
Ｏ
９
０
０
骨

Ｑ
ｌ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
Ｕ
０
０
０
骨
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
Ｊ
骨

各
等
傍
二
一
・
一
骨
一
一
■
谷

長
各

骨
抄

仔
谷

骨
各
凸
各
谷
令

●
ｌ

骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ

缶
Ｉ

ｌ
ｉ

ｌ
・
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

各
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
合
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

骨

骨
缶
７
６
２
う

ｂ
４
ｂ
Ｏ
８
（
ざ
６
３
各
戸
ど
り
う
３

９
４
７
７
７
６
１
８
缶
ｂ
８
９
１
Ｑ

４
７
ｂ
２
１
う
２
骨
８
７
う
４
４
う
２
９
う
６
う
２
等

骨
谷
う
２
う
う
８
６
も
０
３
・
ｇ
２
可
］
。

Ｄ
７
０
『
４
３
８
３
０
７

２
６
３
骨

１
８
ｂ
ｌ
う
《
と
３
３
う
７
６
８
骨

４
２
９
７
２
９
う
１

４
４
１
０
骨

吾
骨
８
１
１
５
３
４

Ｃ
２

０
５
．
１
４
骨

８
．
・
凸
３

４
２
４

上
４
２

４
７
３
骨

８
７
１
１
０
９
２
４
５
１
１
２
号
３
７
２
１

６
３
ｂ
Ｏ
Ｂ
６
７

４
骨

各
Ｔ
骨
う
７
３
１
９
６
４
２
．
Ｊ

し
７
－
コ
各

自
”
３
４
０
Ｌ
ｙ
２
３

８
４
Ｕ
ｌ
骨

０
３

８
７
．
う
６
３
３
、
壁
２
３

６
分

０
０
８
０
０
６
２

６
０
１
う

。
ｅ

骨
Ａ
骨
７
９
サ
２
Ｕ
２
７
７
９
入

し
・
ソ
》

ｂ
う
７

６
４
５
７
３
下
う
“
７

．
７
６
５

り
０
４

６
←
‐
＆
う
７
０
２

骨
ｊ
２
１
７
１
０
Ｚ
８
１
４
ｌ
う
ぅ

号
Ｈ

守
・

・
０

◆
。

。
Ｃ

Ｏ
。

。
。

‘
名

０
０

０
．

，
。

・
０

０
．

Ｄ
・

骨
。

‐
。

。
Ｄ

Ｏ
・

０
０

。
０

．
ザ

，
。

。
。

０
０

９
‘

。
。

Ｄ
、
骨

暑
巳
骨

０
４
０
５

０
１
・
Ｕ
４
ｃ
う
《
」
０
舌

１
．
．
今
，
４
８
０
２
１
Ｊ
１

９
０
２
骨

Ｏ
Ｚ
Ｃ
ｌ
←
し
Ｃ
Ｏ
２

Ｕ
１
０
０
骨

Ｃ
１
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
仔

骨
谷

催
”
上

１
畳

。
二

一
一

一
や

号
骨

貯
畳

骨
好

佇
骨
彊
⑤
骨
骨

件
ｌ

低
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
④
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ

Ｉ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

寺
１
１

１
‐
１
１

１
．
１

１
１

１
１

１
告

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｇ

岳
骨
０
０
９
１
６
６
６
３
２
２
７
２
替
８
８
上
と

巳
Ｏ
ｂ
Ｕ

９
Ｒ
厚
・
ザ
ー
ソ
サ

ム
Ｕ
９
８

４
３
７
ｌ

ｂ
ｂ
ｂ
２

。
１
１
・
▲
２

４
９
６
９
０
８
う
９
骨

骨
骨
う
４
ｂ
３
Ｕ
ｂ
２
７

Ｕ
Ｕ
８
う
ら

ｊ
Ｌ
４

ｌ
ｃ
６

ソ
一
Ｕ
・
巳
・
』
ゾ
２
分

ｂ
し
７
７
，
《
Ｊ

４
７
う

７
０
Ｊ

も
低
句
Ｌ
、
笙
坤
ｌ
ｌ
５
２
７
ｂ
６
１

Ｃ
●

告
ザ
４
９
９
７
８
４
３
０
う
Ｃ
ｇ
Ｔ

ｅ
Ｒ
》
１
－
，
‐
３
・
“
，
、
９
９
４
８
１
３
２

骨
２
３

』
２
ｑ

５
０
２
４
８
９
５
Ｇ
８
７
３
３
３
８
７
２
２
２
６
８
●

告
Ｔ
各
３
う
０
８
２
６
７
冬
ご
Ｕ
６
４
４

争
２
６
７

３
９
入
う
８
７
２
４
１
▲
凸

６
４
ｂ
ｌ
２
８
Ｔ

９
Ｃ
ｂ
２
４

骨
４
７
ｂ
ｌ
７
６
９
３
７
８
３

０
●

缶
Ａ
そ

９
７
４
２
４
５
０
６

４
Ｊ
｛
う
も
●
県
多
ｂ
５
ｊ
１
《
６
７

６
１
ム
ブ
、
Ｋ
う
骨
ｊ
６
ｊ
Ｃ

ｂ
ｑ
９
６

６
、
上
？

“
も
７
２
７
７

Ｕ
８
３

０
４
ｂ
ｂ
う
骨

舍
Ｈ

Ｇ
９

．
。

。
。

。
。

。
。

。
６

．
名

。
。

，
。

０
０

ｏ
ｒ

。
，

・
・

ザ
。

、
・

ワ
０

口
。

０
。

，
Ｄ

Ｃ
句

。
。

Ｃ
Ｄ

０
０

，
０

。
。

’
０

●

骨
Ａ
骨
０
０
０
０
６
２
１
０

０
《
し
も
恥
色
●
ら
う

ｂ
４

４
４

６
ｂ
７

４
４

ム
寺
１
Ｃ
２
ｌ

ｂ
９
１
０
２
１

ｂ
９

ｂ
４
２
う
《
ざ
８
０
う
２
６
２
７

８
ｅ

骨
幹

一
一

１
一

一
．
▲
●

一
一

一
』
、

一
一

口
一

伺
二

』
一

二
』

一
。

’
一

●

骨
●
己
ら
◆
各

各
骨
骨
号
台
掴

令
缶

骨
ｅ

令
缶

令
号

。
。

吾
ｅ

苗
●

骨
。

骨
凸

抄
骨

毎
ザ

ら
守

谷
骨

ら
晏

杉
令

骨
●

凸
ｂ

ｅ
今

谷
缶

。
●

骨
①

骨
骨

骨
幹

。
ｅ

●
骨

谷
骨

。
句

●

缶
弁
１

９
６

６
４

し
ｅ

７
３

ｂ
１

０
２

告
６

４
３

可
学

７
７

缶
９

７
８

う
ｃ

Ｏ
令

甚
缶
６

］
フ

６
１

６
７

ザ
６

ａ
》

７
う

・ｂ
・
４

秒
・
土

・ｂ
“

ｂ
１

８
Ｇ
１

ｌ
り

ｂ
ｌ

Ｏ
●

卦
Ｋ
●

０
ソ

。
０

４
叩．

旬
じ

７
Ｊ

ｂ
号

７
旬

彦
冬

７
ｂ

今
９

伺
入

ｌ
に

・
曽

。．
・
し

号
骨
碕
吾

９
９

１
９

０
舎

吾
１

Ｌ
１

６
６

３
号
了

今
曜

う
Ｊ

０
８

令
１

３
９

１
６

３
骨

骨
Ｄ
骨

４
７

う
４

８
争
う

ざ
“
等

７
２

ｂ
３

笈
仔
３

も
う

う
７

う
骨
う

ｂ
３

←
う

６
う

砕

各
各

■
Ｕ

ｑ
Ｐ

。
。

骨
Ｐ

Ｃ
，

。
●

心
舎

，
。

、
ｕ

Ｊ
■

岳
■

●
。

０
号

令
ｅ

卦
抄
０

Ｏ
Ｕ

０
Ｊ

Ｕ
か
入

・
ム

。。《
、
４

ェ
、
上

骨
Ｕ

Ｕ
Ｕ

Ｕ
Ｕ

Ｕ
吟
・
Ｕ

Ｕ
Ｏ

０
０

Ｕ
骨

幹
骨
尋
暑
仔
骨

岳
Ｉ
も

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

幹
１
１

１
１
‐
‐
・
’

１
１
．
０
ｉ

Ｉ
１

ｅ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ

Ｇ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
与

骨
谷
１

８
心

。
“
』

４
審
，
》

｜
フ

３
４

７
う

特
心

４
９

Ｕ
９

寸
与
７

２
４

ｂ
，Ｕ

う
幹

骨
も
う

ｂ
９

・
う

９
と

ｆ
７

ｂ
９

４
１

２
斗
・
巳

９
２

“
ｂ

Ｚ
ｅ
８

４
。

Ｕ
Ｕ

Ｏ
◆

ザ
谷
１

６
６

０
う

ｂ
ｏ

卜〕
？

３
７

９
２

性
３

ｂ
４

り
う

６
号

４
う

２
う

６
Ｕ

笹
谷
Ｒ
骨

う
う

１
う

う
入

谷
ｂ

う
１

６
５

１
傍

ら
４

７．
ｂ

ム
６

件
９

４
０

６
３

３
軒

母
分
９

９
９

匂．
９

９
各

」
う

９
９

９
９

谷
７

７
ｂ

７
７

ｂ
ｅ
７

７
６

７
７

６
令

骨
。
①
０
Ｇ
口
□
ｑ
缶
●
●
。
■
や
●
冬
■
ａ
ｂ
Ｂ
Ｑ
Ｇ
ｅ
Ｂ
■
■
。
■
９
毎

件
号
０

０
０

０
．
Ｕ

心
令
・
り

０
”
Ｕ

ｎ
》

Ｃ
Ｏ

各
０

０
０

０
０

Ｏ
ｅ
０

Ｏ
ｕ

０
０

０
号

骨
骨

や
僻

冬
骨

骨
１
件

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
‐
，
１

１
骨
・
‐

‐
ｌ

Ｉ
Ｉ

ｌ
Ｉ
１
ｉ

ｌ
１

ｌ
谷
Ｉ
Ｉ

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１

１
等
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
牲

骨
谷
７

９
６

７
り

Ｌ
骨
・
と

う
う

ソ
ー

う
む
３

６
７

０
３

７
各
９

Ｚ
ｂ

入
３

う
ぅ

饗
Ａ
骨

入
０

７
８

と
２

番
し

４
２

う．
７

う
笹
３

４
４

ｂ
う

Ｕ
ｏ
３

う
ぅ

ｌ
う

４
骨

性
Ｍ
抄

６
２

ｂ
ｂ

Ｚ
９

分
４

Ｕ
Ｃ

３
ｔ

Ｃ
骨
０

２
０

９
２

よ
性
と

０
８

４
Ｊ

う
蕃

件
ｂ
谷

７
７

９
７

Ｉ
リ

サ
・
“

４
７

今
４

７
件
７

７
ど

ｂ
７

５
骨
８

ソ
０

６
う

Ｕ
●

甘
’
骨

Ｕ
Ｕ

Ｃ
Ｕ

Ｕ
Ｕ

骨
し

Ｕ
Ｕ

Ｕ
Ｕ

Ｕ
骨
・
Ｕ

し
Ｕ

Ｕ
Ｕ

０
．分

９
Ｕ

ｌ
Ｕ

Ｕ
←
▲

各
件
ら
骨

。
。

，
。

Ｄ
Ｄ

吾
。

。
。

。
。

・
仲

、
。

０
。

。
。

谷
。

。
，

。
。

。
分

舎
骨
０

０
０

０
０

。
外

Ｕ
Ｃ

・町
０

０
０

骨
０

し
０

０
，

Ｏ
曇
、

ｏ
ｎ．

Ｏ
Ｃ

０
番

舎
番
も
幹
替
骨

掛
ｌ
尋

Ｉ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｉ
ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

缶
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
骨
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ

１
Ｉ
ｊ
‐
’

１
１
１
１
１
１
骨

号
管

７
４
ｃ
Ｃ
７

》
分

５
７

２
６
２
７

骨
２
８
４
８
８
０
妙

ｂ
７
う
１
う
７
骨

骨
骨

９
２
２
１

０
４

妙
１
４
７
１
う

し
昔

ｇ
９
６
ｂ
７

ｂ
④

７
７
１
６
６
１
替

仲
骨

う
入
揮
｜
Ｕ
り
ぅ

舎
う
９
４
２
３
ど

ひ
２
６
０
６
９
６
軒

６
４
う
８
２
１
骨

骨
Ｔ
ザ

Ｕ
Ｕ
ｌ
ｊ
う

Ｊ
Ｇ

幹
Ｊ
３
５
昌
望
９
。

７
Ｋ
６
う
う

０
。

４
７
コ
１
１

３
骨

骨
Ａ
軒
０
０
０
０
０
０
０
１
句
』
３
０
７
住
・
Ｕ
Ｏ
Ｃ
０

Ｕ
Ｊ
Ｕ
２
Ｑ
８
０
８
ｅ
０
０
Ｑ
Ｏ
Ｏ
０
０
２

０
９
Ｏ
８
ｅ

０
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
１
５
６
う
●

各
Ｈ

告
・

・
’

０
．

．
０

’
０

０
．

・
必

・
０

．
．

，
も

。
‐

０
ｈ

．
０

小
Ｄ

・
・

０
。

。
。

。
０

０
．

０
僧

６
０

。
。

。
。

。
，

０
．

，
０
各

骨
ｈ
骨
０
０
０
０
０
０
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｕ
０
Ｏ
令
Ｃ
・
Ｕ
０
０
Ｄ
０
Ｏ
ｌ
ｏ
Ｏ
・
ｖ
０
ｅ
・
Ｕ
０
０
０
０
０
０
１
０
Ｕ
Ｕ
Ｕ
●

Ｑ
０
０
ｃ
０
０
０
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
１
骨

谷
骨

。
一

ぜ
』

二
笹

各
』

》
一

一
ロ

二
骨

骨
骨
骨
●
骨
ら

骨
骨

骨
幹

。
谷

合
ｌ
特
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

骨
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
谷

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
分

骨
告
７
１

Ｃ
ｂ
４
２
り
７

９
．
上
り
』
Ｊ
ぜ
う
１
入
４
２
６
０
う
Ｕ
ｂ
４

ｊ
凸
７
３
３
ｌ
う
り

Ｕ
亭
ｆ
Ｊ

ｂ
ｂ
６
仔
日
４
３
１

り
う
ｂ
２
２
７

４
ｂ
骨

谷
谷
６
１
２
４
１
１
７
３
・
ｆ
ｇ
５

４
ｅ
６
６
９
８
８
２
７
う
４
１
１
７
骨
５
１
う
ｊ
１
７

３
３
８
２
３

ｊ
Ｕ
３
８
う
９
８
０
６
７

８
８
６
う
骨

幹
●
３
１

９
８
９
４
９
３
３

８
３
３
骨
６
３
４
２
８
６
１
２
９
６
１
１
抄

８
２
う
５
５
３
１
８
９
５
り
う
骨
５
５
１
９
う
６
２
１
う
９
７

９
佇

缶
Ｔ

骨
３
６
９

５
４
７
２
３
６
う

ｂ
Ｕ
件

７
．
Ｌ
７

９
５
ｊ
７

フ
ｂ
ｌ
Ｏ
う
ｅ
ｌ
０
ｌ
０
１
７

Ｊ
ｂ
ｂ
６
ｂ

ｄ
谷
２
．
ｆ
７
７
７
０
３
フ
ー
７
７

う
骨

待
Ａ
骨
２
９
６
３
う
Ｕ
２
う
６
１

う
ｂ
苗
７
９
８
Ｑ
７
ｚ
７
０
ｂ
９

５
１
●

ソ
Ｕ
ｂ
７

４
ｂ
８
９
４
う
３
４
●
ｌ
ｂ
４
ｂ
３
・
ソ
１
３
う
４
４
１
分

侍
Ｈ

骨
Ｄ

、
。

。
。

。
０

‘
。

。
。

、
●

０
。

Ｃ
Ｄ

。
。

０
０

。
、

Ｄ
・

桶
０

，
。

。
０

０
。

。
Ｃ

Ｄ
。

。
骨

、
。

０
０

０
０

。
。

。
。

０
。
●

筈
ｂ
告
１
２
１

４
０
７
１
８
．
上
ブ
Ｃ
３
骨
１
８
１
７
０
１
１
９
１
６
０
１
骨
０
６
１
う

０
４
０
４
１
４
０
Ｊ
●
１
６
１
う
０
３
１
６
１
う

０
４
骨

缶
缶

と
２

１
１

１
《
上
峰

１
１

１
１

、と
。
Ｌ
缶

缶
旬

号
缶

。
●

●
缶

骨
骨
岳
分
令
骨

什
ｌ
抄
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ

幹
ｌ

Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
●
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｌ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｅ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

Ｉ
ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
号

替
骨
８
４

７
８
ｂ
７
３
３
入
う
３

６
告

ｌ
ｃ
０
・
し
３
Ｊ
６
１
４
入
う
り
●

よ
り
９
６
７
１

６
と

入
Ｂ
ｂ

ｂ
旬
ｂ
Ｏ
３
ｚ
０
２

６
ｂ
４
う

４
６
骨

谷
。
’
う
Ｇ
０
３
Ｏ
１
４
ｂ
ｌ
う
７
各
１
１
９
１
７
７
１
７
１
０
３
９
缶
ｂ
８
１
６
９

４
６

ｂ
９
３
９
２
骨
８
０
３
う
０
４

８
７
り
う
３
７
暑

骨
廿
ｌ

ｂ
６
４
３
う
１
６
３
８
１
３
谷
１
５
２
６
３
７

６
う
８
９
６

６
件
“
５
４
う
８
１
７

６
６
４
４
８
６
針

３
７

７
４
３
７
１
Ｚ

Ｏ
Ｐ
ｂ
Ｕ
毎

分
丁
幹
０
う
３
１
０
１
８
４
４
０
８
０
谷
４
２
１
２
９
６
７
７
２
８
０
７
●

４
８
う
９
４
．
５
１
６
・
Ｕ
ｌ
３
０
抄
３
６
０
う
１
７

０
０
６
４
９
４
●

骨
Ａ
む
り
７
う
ｂ
Ｊ
４
。
Ｕ
４
ｊ
ｇ
ｌ
骨
ｌ
７

ソ
・
低
γ
Ｕ
人
ｄ
・
ｙ
ｌ
Ｕ
Ｕ
各

３
２
６
う
２
１

ざ
上
日
ソ
４
９
缶
０
４
７
と
う
ｂ
＠
斗
７

ざ
９

０
骨

●
Ｈ

骨
●

●
●

０
。

。
●

、
。

。
■

０
告

。
。

●
、

０
６

Ｇ
Ｂ

。
■

■
ｏ
ら

。
①

。
。

Ｑ
０

Ｃ
Ｑ

■
。

０
．

分
ｏ

争
ｇ

■
■

。
■

。
、

や
●

Ｏ
Ｇ

骨
Ａ
骨
２
６
６
１
３
５
２
６
６
０
３
う
号
７
９
７
９
１
４
７
９
７
９
１
４
．
０
０
う
２
４
７
０
０
４
ｌ
４

ｂ
ｅ
２
１
４
２
４
６
２
１
４
２
４
６
ｅ

谷
骨
画
一
ロ
１

１
口
一
一
１

１
◆

空
一
口

一
二

口
ロ

。
暑
』
凸
ロ

一
一

口
骨

・
二

・
一

一
画

一
一

岳
争
骨
等
骨
骨
分

骨
骨
。
各
令
骨

骨
ひ

骨
紳

骨
各

怪
低

骨
骨

骨
凸

告
件

骨
令

骨
骨

幹
●

●
告

寺
告

骨
針

●
骨

谷
替

骨
骨

廿
牲

骨
特

傍
谷

凸
告

舎
骨

特
紳

骨
谷

骨
昔

舎
骨

骨
分

谷
岳

●
谷

缶
切

Ｃ
ｌ

Ｗ
ｃ

１
分

胸
Ｃ

Ｉ
向

く
１

号
官

Ｃ
ｌ

閃
く

Ｉ
仔

閃
Ｃ

ｌ
向

く
１

分
秒

缶
ノ

ノ
ノ

ノ
Ｉ

ノ
骨
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

Ｊ
骨
ノ

ノ
／

ノ
ノ

ノ
骨
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
普

骨
骨
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
骨

Ｙ
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｙ
ｒ

骨
Ｙ

Ｙ
ｒ

Ｙ
Ｖ

１
骨
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
仔

骨
骨
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｈ
件
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
骨
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｈ
各

谷
骨

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｎ
Ｏ

骨
Ｎ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

０
分

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｎ
０

号
Ｎ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

０
分

件
Ｈ

骨
０

Ｑ
Ｐ

Ｕ
Ｏ

Ｐ
骨
０

Ｕ
Ｐ

Ｕ
Ｏ

Ｐ
骨
０

Ｑ
Ｐ

Ｕ
Ｕ

Ｐ
骨

Ｕ
Ｑ

Ｐ
Ｕ

Ｕ
Ｐ

傍
骨
Ｕ
骨

岡
門

料
岡

Ｍ
岡

谷
岡

岡
岡

Ｈ
Ｍ

岡
号
尚

岡
岡

岡
岡

岡
守

尚
岡

制
Ｈ

岡
Ｍ

缶
令

０１
号

，４
‐↓

骨
，↓

，↓
件

■１
，Ｉ

号
７１

Ｈ１
件

衿
〆
Ｕ
骨

へど
へ身

谷
恥
ど

ａザ
号

へざ
君ジ

骨
へど

３
谷

骨
Ｌ
骨

』
寺

骨
一

』
骨

一
骨

早
岳

骨
．
匡
骨

〔Ｕ
Ｕ

廿
引▲

勺上
釜

へざ
ど

骨
且

．』
谷

骨
ｄ

砂
谷

各
骨

缶
骨

骨
幹

幹
骨

廿
骨

特
骨

仔
骨

骨
骨

牲
骨

廿
骨

缶
骨

骨
仔

骨
令

骨
骨

凸
骨

骨
件

骨
什

仔
廿

●
骨

骨
仔

凸
餐

骨
骨

幹
骨

幹
幹

骨
什

骨
廿

谷
抄

分
告

缶
斗

画
調
臨
晦
ｓ
荊
墹
病
理
寺
か
車
淵

鷺
、



巷
骨

碁
。

凸
谷

●
缶

特
仔

凸
仔

骨
分

骨
骨

缶
分

毎
号

令
毎

仔
骨

告
骨

抄
侍

号
各

幹
分

骨
。

骨
岳

骨
号

骨
衿

谷
骨

行
骨

号
骨

骨
骨

骨
骨

毎
。

針
谷

件
骨

骨
９

９
９

１
１

７
骨
勺
ユ

３
０

９
９

〈
Ｕ

○
○
人

１
１

ｂ
ｂ

８
骨

４
４

９
１

９
上

８
骨

のＪ
》
Ｒ
》
丸

丸
弱

弱
弱

”
蝿
”

”
心

い
い

皿
》
”

”
泌

叩
明

弘
恥
弱

弱
翠

ｗ
ｗ

”
》

骨
Ｗ
缶

０
０

４
８

８
３

骨
う

う
工

８
８

７
件
７

７
う

３
３

４
丑
３

３
０

０
０

う
昏

昏
Ｄ
骨

８
８

８
７

７
８

件
２

２
３

４
４

４
各
９

９
８

１
１

８
番
８

８
９

８
８

８
骨

号
管

①
●

。
。

、
Ｇ

骨
巳

。
●

。
■

凸
谷

。
●

。
ｏ

■
９

錠
●

■
■

■
■

①
骨

⑨全
恥

舘
１

１
１

１
１

１
幹
１

１
１

１
１

１
谷
０

０
０

１
１

０
谷
１

１
１

１
１

ｌ
骨

暑
骨
骨
谷

ｅ
ｌ
廿

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
骨

ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

谷
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

号
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

母
骨
３

３
３

ｊ
３

７
傍

ら
６

１
８

８
７

秒
２

２
９

４
斗

８
件
’

入
４

１
１

Ｏ
骨

骨
骨
９

９
２

９
９

入
昔
う

５
３

０
０

必
そ
９

９
３

１
１

６
谷
１

ｌ
ｂ

４
４

日
岳

令
谷
８

６
６

１
１

０
骨
う

う
う

３
３

８
骨
３

３
０

９
９

３
畳
８

８
０

４
４

４
骨

骨
Ｒ
替

７
７

０
９

９
９

件
０

０
１

８
８

４
谷
１

１
２

８
８

４
番
８

８
３

３
３

３
号

岳
谷
０

０
３

０
０

２
骨

６
６

３
７

７
３

．
１

１
２

２
２

２
号
１

１
１

２
２

２
骨

廿
件

日
や

６
や

凸
●

骨
■

■
●

４
０

■
骨

６
Ｂ

０
０

４
巳

侶
■

６
■

■
６

。
妙

谷
谷
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

０
件
０

０
０

０
０

０
替

骨
骨

各
骨

骨
谷

件
Ｉ
谷

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
骨

仔
各

４
４

ｂ
ｂ

ｂ
ｂ

響
９

９
７

９
９

６
谷
う

う
入

３
３

７
骨
２

２
０

７
７

６
骨

伶
Ａ
骨

０
０

１
４

４
４

骨
９

９
９

２
２

３
骨

４
４

２
２

２
４

骨
３

３
６

０
０

７
骨

暑
尚
骨

９
９

１
０

０
２

骨
２

２
う

８
８

４
骨
５

う
７

４
４

９
骨
１

１
８

４
４

２
暑

谷
６
号

４
４

４
う

う
４

号
９

９
０

６
８

０
号
１

１
１

２
２

２
件
８

８
７

８
８

８
件

巷
Ｉ
骨

入
１

１
１

入
ｌ

各
０

０
１

０
０

１
替
１

１
１

１
１

ｌ
骨
１

１
１

１
１

ｌ
骨

針
Ｓ
畳

０
．

。
。

◇
０

骨
．

。
．

・
・

・
骨

・
０

。
‐

。
‐

母
。

・
０

．
。

・
碁

丹
骨
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

Ｃ
骨
０

０
０

０
０

０
件

骨
骨

骨
谷

骨
骨

●
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
骨

骨
骨

０
う
Ｏ
う
６
１

骨
３
２
３
２

４
０
廿

０
６
０
８
６
８

骨
３
６
３
６
９
２
件

号
骨

６
３
６
３
４
４

母
８
４
８
４
６
０
件

う
７
５
７
９
８

母
６
６
６
６
０
１
件

骨
骨

２
０
２
０
１
２
骨

０
３
０
３
８
８
件

１
０
１
０
う
７

骨
７
０
７
０
７

８
骨

。
Ｔ

谷
２
１
２
１
３
９
骨

７
９
７
９
１
８

抄
ｂ
４

６
４
０
０

骨
Ｌ
７
１
７
６
９
骨

仔
Ａ
毎
０
０
０
０
０
０
１
２
１
２
１
２
竹
０
０
０
０
Ｏ
Ｏ
４
３
４
３
０
２
ｅ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
２
３
２
３
０
０
●

０
０
０
０
０
０
６
う
６
う
０
０
岳

仔
Ｈ

骨
‐

ｂ
ｏ

Ｏ
ｂ

。
０

．
０

．
．

．
抄

。
。

。
。

。
◆

ｃ
ｏ

ｏ
０

Ｇ
０

岳
。

‐
。

。
。

。
。

。
・

・
・

・
与

０
．

。
。

Ｏ
Ｏ

ｏ
０

ｏ
。

‐
Ｄ
谷

号
Ｈ
骨

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
骨

０
０
０
０
０
０
１
２
１
２
入
１
骨

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０
骨

Ｏ
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
令

告
守

寺
』

ぜ
一

一
凸

一
一

画
缶

一
ロ

一
二

一
一

缶
一

一
骨

幹
毎
骨
号
仔
廿

骨
○
骨
骨
各
骨

骨
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

分
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｅ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｅ
Ｉ
ｌ

Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
骨

。
号
３
９
３
９
ｌ
４
２
９
２
９
７
２
ｅ
０
２
０
２
う
７

９
６
９
６
う
８
骨
う
２
う
２

４
３
５
２
８
２
７

６
骨
３
う
３
う

３
う
ｂ
８
６
８
２
０
ｅ

ｅ
各
う
３
う
３
６
７
９
７
９
７
８
１
骨
９
ｂ
９
６
２
３
９
６
９

６
８
２
号

９
９
９
９
８
７
９
０
９
０
４

８
骨

６
う
６
う
７
２
９
８
９
８
う
１
号

今
骨
８
６
８
６
８
６
８
５
８
う
０
０
岳

８
９
８
９
１
０
２
う
２
５
う
７
号

４
９

４
９
２
１
７
５
７
５
８
４

畳
８
８

８
８
う
０
０
３
０
３
１
０
碁

◆
Ｔ
号

６
７
６
７
１
６
１
７
１
７
う
３
倍

６
う
８
う
７
１
３
う
う

う
８
９
分

２
４
２
４
８
９

ｂ
３
６
３
９
７

号
８
１
８
１
９
９
２
０
２
ｃ

９
２
ｅ

骨
Ａ
骨
２
う
２
う
う
う
２
３
２
３
う
う
骨

６
５
６
８
４
９
７
入
７
１

４
９
件

４
う
４
う
３

４
４
０
４
０
４

６
谷
７
９
７
９

４
１
０
１
０
１
４
１
件

毎
Ｈ

号
０

。
Ｃ

Ｏ
。

。
ｂ

Ｏ
ｏ

ｂ
・

０
廿

。
。

Ｃ
Ｏ

。
。

。
、

。
。

。
。

骨
。

。
．

。
‐

０
，

。
０

。
０

０
⑤

，
。

。
’

。
０

０
０

０
０

０
．
凸

。
Ｂ
谷
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
２
骨
２
３
２
３
０
１
３

６
３

６
０
１
骨

０
０
０
０
０
１
１
２
１
２
０
１
谷

Ｏ
０
０
０
０
１
１
１
１
１

０
１
骨

什
針

骨
件

骨
』

一
一

一
一

卓
一

』
骨

骨
廿

伶
件

骨
廿

仔
骨
暑
巷
暑
件

骨
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

特
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
針
ｌ
ｌ

１
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

廿
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

岳
好
６
９
６
９
７
う
３
８
３
６
８
２
曲
２
９
２
９
６
７

７
０
７
０
Ｕ
８
件

２
０
２
０
４
０
２
？
２
９
２
６
秒

４
２
４
２
７
９

ｂ
７
６
７
う
９
告

笹
そ
う
６
５
８
う
う
２
６
と
ｂ
７
う
ら

４
０

４
０
９
０
０
１
０
１

２
０
分
３
２
ｊ
２
９
１
Ｕ
８
０
６
７

９
什
３
６
３
６
３
８
６
４

６
４
６
３
骨

佇
告
７
８
７
８
８
６
１
う
１
う
３
９
ｅ

Ｏ
１
０
１
４
７
う

６
う
６
２
１
号
３
３
３
３

９
４
１
９
１
９
１
３

缶
３
４
３
４
２
２
２
う
２
５
７
３
骨

紳
Ｔ
骨

６
６
６
６
０
６
６
４
６
４
う
う
各
３
０
３
０
Ｏ
Ｏ
９
６
９
６
３
３
Ｓ

６
０
６
Ｏ
９
８
６
６
６
６
２
２
骨

４
９

４
９
う
４
６
７
６
７
６
０
骨

骨
Ａ
抄

Ｏ
６
０
Ｕ
４
７
Ｕ
８
０
８
う
う
特

９
９
９
９
６
７
２
９
２
９
う
０
分

う
３
う
３
９
９
２
６
２
８

ｂ
９

骨
ｂ
６
ｂ
６
４
８
４
う

今
う
６
７
骨

伸
Ｈ

令
。

０
０

０
０

。
。

‐
、

。
Ｄ

０
妙

◇
‐

０
‐

・
０

０
Ｄ

Ｏ
Ｄ

。
。

骨
・

・
０

０
。

。
Ｄ

０
・

・
・

Ｄ
長

。
。

，
。

ｏ
ｂ

０
０

’
０

．
・
守

分
Ａ
◆
２
０
２
０
１
１
２
０
２
０
１
１
ｅ

９
２
９
２
１
１
２
４
２
４
３
２
ｅ
１
０
１
０
１
１
３
０
３
０
１
０
分
７
１
７
１
１
０
７
１
７
１
１

０
号

●
骨

缶
二

一
一

つ
１

－
入

一
守

一
』

一
ｃ

ザ
廿

骨
寺
骨
一
画
分
骨
件

う
缶
③
仔
骨
令

骨
●

号
谷

骨
分

。
骨

。
分

り
骨

谷
ザ

ら
●

邑
骨

骨
令

缶
幹

ら
岳

●
分

骨
骨

抄
令

毎
骨

骨
骨

幹
骨

分
低

号
丹

号
骨

骨
己

各
毎

号
毎

骨
毎

号
暑

骨
毎

号
骨

骨
う

う
９

２
２

Ｏ
ｅ
２

２
１

４
４

８
骨
３

３
７

６
６

４
弁
２

２
１

４
４

７
号

骨
谷
７

７
０

２
２

８
。
５

う
８

２
２

４
骨

４
４

７
２

２
７

缶
９

９
４

１
１

７
缶

骨
ｋ
特

９
９

７
入

工
う

Ｇ
１

１
６

２
２

０
●

４
４

１
う

う
４

ぞ
０

０
０

２
２

８
谷

骨
Ｗ
毎

０
０

４
２

２
８

砂
５

５
０

６
６

６
●

７
７

０
３

３
２

句
４

４
１

１
１

８
岳

。
Ｄ
ｅ

４
４

３
６

６
５

骨
３

３
５

８
８

０
告
２

２
３

３
３

４
骨
６

６
７

７
７

６
骨

ｅ
●
■
。
，
６
や
。
骨
●
凸
Ｃ
Ｑ
●
◆
や
。
Ｂ
■
●
■
、
暑
口
■
Ｂ
０
◆
Ｇ
骨

骨
各

０
０

０
０

０
０

骨
０

Ｕ
Ｏ

０
０

ｌ
骨
０

Ｕ
ｕ

Ｕ
Ｕ

Ｏ
谷
０

Ｕ
Ｏ

０
０

Ｏ
骨

骨
骨
分
骨
抄
骨

ｅ
Ｉ
ｅ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

合
Ｉ

１
１
１

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
伸

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１

１
抄
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

●
●
３

３
６

２
２

７
骨
う

う
１

ソ
９

Ｕ
骨
・
ざ

Ｚ
ら

と
Ｚ

７
今
う

３
６

４
４

う
廿

谷
骨
７

７
１

６
６

う
ぃ
と

２
８

８
８

う
分
う

う
２

３
３

８
衿
１

１
８

ｂ
６

８
骨

骨
骨
８

８
８

８
８

９
岳
１

１
０

７
７

う
谷

６
６

６
う

う
２

骨
０

０
９

６
６

４
件

●
ｋ
骨

２
２

２
８

８
７

骨
４

４
８

２
２

２
各
１

１
う

６
６

７
秒

４
４

３
６

６
４

号
骨

骨
６

６
６

６
６

６
分
８

８
７

９
９

８
告

４
４

４
４

４
４

骨
０

０
１

１
１

１
暑

骨
骨
■
■
■
■
■
や
骨
■
●
０
◆
ｐ
■
骨
各
０
６
０
■
■
扮
凸
Ｇ
Ｂ
■
■
●
そ

岳
骨

０
０

０
０

０
Ｏ

ｅ
Ｏ

０
０

０
０

０
分
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
骨

岳
骨
各
○
番
骨

骨
Ｉ
骨

ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
告

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
１

１
１

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
針

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
抄

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
谷

骨
骨
３

３
８

Ｊ
１

３
号
３

３
１

０
０

７
ｅ
６

６
２

８
８

２
骨
３

３
う

６
６

１
骨

谷
Ａ
分

１
１

２
３

３
０

号
１

１
う

う
う

１
骨
１

１
う

３
３

４
缶
８

８
６

７
７

６
谷

谷
岡
谷

９
９

９
２

２
う

各
３

３
６

２
２

１
骨
９

９
４

３
３

２
暑
０

０
８

２
２

３
骨

号
６
各

４
４

４
３

Ｊ
３

骨
６

６
８

１
１

７
号
１

１
１

１
１

ｌ
告

４
４

３
４

４
４

曽
骨
ｌ
令

２
２

２
２

２
２

骨
１

１
１

１
１

１
缶
２

２
２

２
２

２
骨
２

２
２

２
２

２
骨

骨
Ｓ
谷

。
．

０
０

。
。

谷
。

・
・

。
◇

Ｄ
告

。
。

０
．

。
’

骨
。

０
０

。
。

０
特

仔
谷
０

０
０

０
０

０
凸
０

０
０

０
０

０
．
０

０
０

０
０

０
轡
０

０
０

０
０

０
判

抄
谷

骨
転

骨
骨

》
Ｉ
誌
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
令
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
廿
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
令
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
骨

６
９
６
９
６
８

凸
７
６
７
６
う
う

号
９
９
９
９
２
８

谷
２
７
２
７
２
う
持

骨
骨

２
９
２
９
０
２

骨
４
１
４
１
６
０
骨

４
４
４
４
７
２

骨
３
６
３

６
９
う
骨

骨
骨

う
６
う
６

６
３
骨

う
０
う
０
９
１

骨
１
２
１
２
９
う

針
う
６
う
６
う
２
谷

骨
Ｔ
骨

６
１
８
入
４
６

骨
１
４
１
４
４
７

骨
上
ｚ
ｌ
２
Ｌ
Ｌ

骨
７
６
７
６
４
８
句

岳
Ａ
侍
０
０
０
０
０
０
３
０
３
０
２
７
分
０
０
０
０
０
０
う
２
う
２
７

４
谷

０
０
０
０
０
０
Ｌ
う
１
５
７
２
●

０
０
０
０
０
０
４
７
４
７
１
１
件

。
Ｈ

●
ｏ

０
。

。
０

０
０

０
。

０
０

０
衿

０
４

■
０

。
◆

．
’

０
０

’
０

●
。

。
０

０
’

０
。

，
Ｃ

Ｏ
０

０
砥

Ｄ
０

，
。

。
０

。
０

’
０

０
．
令

諦
Ｒ
恥
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
３
１
３
１
２
骨
０
０
０
０
０
０
２
５
２
５
１
２
谷
０
０
Ｑ
Ｏ
０
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
１
骨
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
骨

口
ロ

一
一

口
ニ

サ
一

画
一

口
一

口
骨

一
一

口
】

一
凸

骨
一

画
ロ

】
一

国
毎

岳
。
骨
分
骨
ｅ

ら
仔

告
告

骨
笹

谷
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
件

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
骨

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
分

骨
●
０
９
０
９
６
３
９
２
９
２
３
６
巷

ｌ
７
１
７
２
８
８
６
８
ｂ
２
９
谷
７
６
７
６
４
６
４
３
４
３
５
６
号

８
８
８
８
９
９
９
８
９
８

９
８
サ

。
。
０
０
０
０
１
１
６
う
６
５
０
６
号
７
０
７
０
３
３
１
１
１
１
７
０
ｅ
７
う
７
５
６
８
２
７

２
７
２
７

缶
３
７
３
７
９
９
５
９
う
９
０
６
岳

砂
●
８
９
８
９
３
０
４
５
４
５
１
９
谷

６
４
６
４
う
８
８
０
８
０
７
３
ｅ
１
９
１
９
１
１
１
０
１
０
６
２
告

０
６
０
６
２
１
０
４
０
４
４
２
骨

仔
Ｔ
ｅ

３
７
３
７
６
７
０
り
０
９
６
０
③

４
４
４
４
１
２
６
４
６
４
６
６
件

８
９
８
９
６
５
４
７
４
７
１
２
ｅ
ｌ
９
１
９
４
９
７
４

７
４
ｊ
９
骨

●
Ａ
骨
Ｏ
０
０
０
６
０
ｂ
７
６
７
う
６
骨
８
５
８
８
３
３
７
７
７
７
９
０
各

９
４
９
４
７
７

０
う
０
う
２
６
骨
１
入
１
１
２
６
３
４
３
４
１
１
各

ｅ
Ｈ

ｅ
■

０
０

０
０

０
０

０
。

０
０

０
旬

’
０

０
０

。
。

●
。

。
０

６
ｈ

分
０

０
０

０
・

０
Ｃ

Ｄ
Ｄ

０
。

。
●

・
日

０
０

０
。

０
●

０
，

Ｏ
Ｇ
各

●
Ｂ
ｏ
ｌ
ｂ
ｌ
６
０
６
２

４
２
４
１
４

●
２
７
２
７
１
６
４
０
４
０
１
６
各
０
２
０
２
０
２
２
２
２
２
１
２
骨
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｓ

ザ
Ｇ

骨
１

１
ｅ

ｅ
二

・
二

・
一

二
ロ
一
心

骨
骨

骨
ｅ

●
骨

谷
分
骨
●
○
骨

令
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
缶

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｇ

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｅ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
暑

合
ｅ
９
０
９
０
１
１
う
上
う
ｌ
う
８
谷
２
入
２
１
０
４
う
う
う
う
２
４
ｅ
２
８
２
８
８
２

０
７
０
７
４
う
岳
う
９
う
９
う
０
７
２
７
２
３
う
ｅ

ｅ
谷
１
２
１
２
０
８
う
１
う
１
９
５
骨
１
０
１
０
う
２
６
８
６
８
３
９
分
４
３
４
３
３
９

６
８
６
８
３
３
暑
０
８
０
８
９
２
０
７

０
７
９
３
●

分
せ
う
３
う
３
０
１
３
５
３
５
う
Ｏ
ｐ

４
７
今
７
６
０
４
９
４
９
３
９
分
０
３
０
３
３
２
４
４
４
４
０
０
●

８
７
８
７
０
９
６
３

６
３
４
７
骨

告
Ｔ
骨
８
９
８
９
２
７
６
３
６
３
６
３
骨

う
う
う
う
８
３
２
６
２
６
２
２
●
５
３
う
３
９
６

６
２
６
２
０
８
骨
う
８
う
８
７
２
１
５
入
５
５
３
缶

告
Ａ
ｅ

６
上
８
１
８
９
９
７
９
７

Ｕ
ｌ
ｅ

６
０
ｂ
０
４
０
４
ｌ
４
１

ｂ
ｄ
●
４
７
４
７
う
う
う
ｂ
う
ｂ
ｊ
２
ｅ

０
３

Ｕ
３
４
ｌ
ｂ
７
ｂ
７
３
７
各

ｅ
Ｈ

ｅ
。

・
９

０
０

０
０

日
０

０
．

０
骨

０
０

０
０

８
０

０
０

０
０

．
．
分

。
。

。
■

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

Ｏ
０

ｏ
ｂ

ｐ
。

。
０

０
ｐ

０
Ｄ

ｏ
０

０
Ｄ

ｏ
分

骨
Ａ
●
１
２
１
２
０
１
６
３
６
３
Ｏ
Ｏ
ｅ
Ｏ
６
０
６
１
２
５
０
５
０
０
０
谷
１
０
１
０
０
０
４
１
４
１
０
０
谷
４
１
４
１
４
３
２
０
２
０
４
２
●

骨
低

凸
一

一
二

手
口
一
・
一
』
骨
１
－
１
－
写
ロ
ー
’
１
１

つ
一
件

』
二
一

】
一

・
口

】
骨

凸
◆

骨
骨

一
一

一
寺

一
幸

吾
等

骨
●

●
缶

缶
缶

低
骨

●
骨

骨
凸

ｅ
骨

分
骨

各
骨

号
骨

骨
骨

骨
伶

告
凸

骨
岳

骨
骨

岳
ｅ

骨
骨

●
告

骨
低

い
骨

●
谷

。
骨

谷
骨

。
谷

。
。

。
ｅ

骨
待

笹
分

骨
●

骨
骨

缶
告

●
骨

Ｗ
Ｃ

ｌ
Ｗ

Ｃ
Ｉ

ｏ
Ｗ

Ｃ
ｌ

側
く

Ｉ
●

Ｗ
ｃ

Ｉ
泊

仁
ｌ

毎
Ｗ

Ｃ
ｌ

Ｗ
ｃ

ｌ
骨

各
骨
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
。
ノ

／
ノ

／
／

Ｊ
骨
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

／
●
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
●

幹
骨
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
骨

Ｙ
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｙ
Ｔ

骨
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
ｅ

。
号
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
●
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
分
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
骨
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
骨

岳
谷
Ｎ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

Ｏ
ｅ
Ｎ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

０
号
Ｎ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

Ｏ
骨

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｎ
Ｏ

●

播
州
》
叩
叩

叩
叩
叩
岬
鉾
叩
叩

岬
叩
湘
咋
轄
叩
叩

岬
沁
帥
咋
》
叩

叩
岬

叩
叩
岼
》

１
１

●
岡
分

２
３

件
２

３
骨
２

３
ｅ
２

１
３

抄
台
Ｎ
ｅ

一
口

骨
口

谷
口

凸
骨

ロ
サ

サ
面
に
骨

《Ｕ
Ｕ

分
、
上

、上
サ
ヘ
エ

と
骨
令
』

画ジ
侍

骨
、
凸

○
サ

●
告

骨
分

骨
●

付
。

吾
骨

幹
●

谷
凸

凸
骨

●
骨

仲
。

凸
骨

○
告

骨
分

廿
凸

侍
ら

骨
骨

。
ｅ

骨
●

ら
骨

骨
骨

骨
。

什
谷

骨
幹

骨
谷

句
幹

缶
各

分
骨

行
骨

仔

い
←
②

降
習

翠
淵



。
。

骨
各

骨
吾

告
骨

号
骨

告
仔

缶
骨

缶
岳

笹
骨

毎
骨

缶
号

缶
各

号
任

骨
骨

骨
凸

仔
告

抄
仔

廿
ひ

骨
針

谷
分

骨
。

凸
骨

骨
骨

暑
令

令
骨

分
骨

骨
骨

特

色
号

。
〃

奄
》

う
Ｑ
〃

《
。

４
母
『
正

負
》

４
‐
今

。
〃

８
骨
２

“
。

２
《
５

旬
ゴ

－
斗

骨
民
ノ

７
７

割
。

７
，

（
Ｕ

各

月出
恥
Ｒ
》
わ

”
哩

弘
、

恥
諦
沁

恥
皿

北
功

諏
恥
犯

犯
弱

沁
加

型
》
ね

恥
唾

弱
北

諏
舘

号
切
骨

８
０

１
９

２
２

各
７

０
０

５
８

０
番
３

９
８

４
３

４
骨
９

７
７

１
３

７
各

一
骨
Ｄ
骨

８
８

８
８

８
８

谷
２

２
う

１
０

２
号
う

４
３

６
６

う
幹
８

７
８

８
７

８
号

骨
●

口
■

０
◆

０
■

骨
●

□
０

０
凸

■
骨

●
■

４
。

。
Ｇ

骨
■

凸
日

巳
６

。
骨

ワ
〕

》
》
１

１
１

１
１

１
丹
ェ

１
１

１
１

１
号
１

１
１

１
１

１
骨、ム

ー
１

入
１

１
骨

骨
骨

骨
骨

骨
Ｉ
骨
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
骨
１
１
１
１
１
１
１
－
１
１
１
１
骨

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
骨

仔
骨
６

７
１

７
う

２
骨

８
３

２
８

６
９

骨
も

６
６

１
３

う
け
９

３
９

０
う

７
曽

骨
各
６

３
６

９
７

２
骨
４

９
８

３
７

９
衿
２

１
６

８
９

３
各

４
８

０
４

７
２

号
骨

骨
６

４
９

２
９

３
各
９

７
９

０
６

３
号

４
０

０
２

う
今

舎
５

９
８

Ｌ
７

０
台

丹
Ｒ
ｅ

５
１

う
３

う
１

骨
９

ら
う

５
０

２
骨
０

３
８

２
う

２
号
４

０
９

７
４

１
骨

各
骨
３

３
３

３
２

３
件
０

１
０

１
２

１
骨

４
２

入
７

３
う

号
３

３
３

４
３

４
骨

骨
骨

日
。

●
■

。
Ｏ

骨
Ｏ

Ｇ
●

０
６

０
号

。
０

０
●

、
●

令
■

。
■

。
■

□
骨

骨
骨
０

０
０

０
０

０
各
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
号
０

０
０

０
０

０
骨

号
号

骨
骨

号
骨

骨
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
弁
１
１

１
１
１
１
１
１

１
１
１

１
骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨

０
９

１
６

７
う

件
３

１
９

１
１

４
骨
５

２
入

１
８

１
針
９

３
６

４
６

６
骨

骨
Ａ
骨

９
０

１
９

８
１

骨
４

６
う

３
３

８
骨
８

１
８

１
９

う
ぜ
０

う
４

０
９

２
号

骨
Ｈ
骨

６
０

０
７

０
１

骨
９

９
８

２
３

３
骨
８

入
１

７
０

０
衿
８

３
８

う
９

２
畳

号
Ｇ
骨

１
２

２
１

２
２

骨
４

４
４

う
う

５
骨

４
う

う
４

５
う

毎
６

７
６

７
７

７
牲

骨
Ｉ
骨

１
１

１
Ｌ

Ｌ
ｌ

骨
０

０
０

０
０

Ｏ
サ
０

０
０

０
０

Ｏ
缶
１

１
１

１
１

１
廿

骨
ｓ

骨
。

。
。

。
０

．
骨

．
、

。
０

。
０

骨
。

０
０

０
。

。
。

’
。

。
０

０
・

谷
骨

骨
０

０
０

０
０

０
号
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
号
０

０
０

０
０

０
分

骨
骨

骨
骨

骨
暑

号
ｌ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
骨

岳
骨

６
８
４
４
１

９
告

１
８
２
８
６
６
骨

８
９
９
１
う
９

骨
７
う
う
８
３
８
骨

仔
骨

２
６
６
９
７
７
巳

８
８
１
７
７
１
骨

０
５
３
２
９
３

号
０
９
９
４
０
３
号

骨
骨

う
０
９
う
う
４

分
０
７
１
う
９
３
谷

４
６
４

４
９
８

番
ｂ
８
２
１
２

Ｏ
倭

骨
Ｔ

骨
７
２
１
う
１
４

骨
２
０
８
６
６
８

丹
３
４
６
４
７
７

ぞ
１
７
９
８
０
８
や

骨
Ａ
骨
０
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
．
０
０
０
０
０
０
１
４
０
２
１
５
号
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
３
７
２
３
３
２
Ｇ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
１
１
２
２
２
骨

骨
Ｈ

骨
Ｏ

ｏ
Ｏ

ｏ
‐

ｏ
ｏ

ｏ
Ｄ

ｏ
ｏ

Ｏ
骨

０
．

０
０

９
０

０
０

０
合

。
・
骨

。
。

・
・

’
０

０
．

．
．

，
０

。
・

Ｄ
ｏ

Ｏ
ｏ

０
０

０
０

ｏ
０
０
ｅ

ｅ
Ｒ
谷
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
骨
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
骨
０
０
０
０
０
０

０
２
０
入
０
２
●

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
告

骨
骨

一
ロ

一
一

色
一

缶
各

一
二

一
一

一
一

缶
一

一
分

骨
働

己
缶

骨
骨

仔
骨
骨
骨
吾
仔

仔
Ｉ
各
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
件

仔
倍
３
１
１
０
２
２
８
う
う
１

９
も
骨
１
９
８
８
６
１
２
４
３
６
う
０
分

９
４
６
３
０
７
う
３
６
３
ｂ
７
ｑ
Ｏ
７
１
４
４
９
８
７
７
ｂ
３
う
仔

仔
号
３
３
う
０
６
４
２
３
０
１
１
７
●

２
４
８
４
０
４
９
７
６
３
０
０
号
３
０
７
う

４
２
８
６
９
７
９
２
件
７
２
７
７

５
３
８
う
７
３
７
う
ぜ

骨
幹
５
８
う
１

６
３
８
８
２
６
３
５
号
９
９
７
４
４
７
７
４
９
２
６
６
ｅ

７
５
８
０
１
５
３
９

６
７
６
１
特
５
２
４
３

４
９
０
６
８
７
３
８
号

号
Ｔ
好
６
７
１
３
３
０
８
０
８
う
２
７
号

２
７
０
１
４
８
２
２
２
９
０
３
骨
６
８
う
３
９
４
０
４
４
３
０
４
骨

う
ｂ

４
８
８
４
６
１
ｂ
う
入
う
骨

缶
Ａ
各
７
９
７
６
う
０
７
６

６
２
う
う
骨
Ｌ
４
２
８
Ｏ
２
１
４
２
７

０
０
谷
３
３
２
う
１
３
う
８
３
０
３

９
弁

０
０
９
８
８
３
３
う

０
８
０
２
骨

仔
Ｈ
骨

。
０

，
．

．
．

０
‐

。
。

‐
０

骨
。

、
０

．
，

．
０

．
．

，
０

，
岳

。
．

。
■

０
，

０
．

０
，

‐
Ｄ
骨

・
・

・
・

ｇ
ｏ

０
０

Ｇ
Ｇ
ｑ
。
谷

骨
Ｂ
骨

０
２
０
２
０
３
０
２
０
２
０
２
骨

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
骨

Ｏ
２
０
１
０
１

Ｏ
４
０
２
０
２
骨
１
２
０
１
０
２
１
２
１
１
１
２
畳

骨
骨

仔
一

凸
一

一
号

骨
骨

骨
骨

谷
骨

谷
骨

号
毎
そ
分
秒
骨

長
Ｉ
骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
各
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
骨
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
幹

骨
缶
４
０
４
８
５
０
２
う
２
６

８
う
谷

１
１
８
２
８
７
４
９
２

４
４
３
骨

６
１
９
９
１
３
う
２

４
１
６
６
谷
６
３
３
う
３
８
７
３
８
３
う
２
骨

骨
骨
８
３
８
１
９
９
２
４
８
２
う
８
ｅ
６
８
２
６
う
９
６
９
３
う
４
９
号
２
０
７
０
１
６
４
６
１
９

９
９
号
９
２
７
４
う
う
８
０
う
う
４
０
骨

骨
各
３
８
１
１
２

４
９
０
６
９

６
１
●
８
７
う
２
５
２

０
７
９
３
０
４
骨
９
７
１
１
６
４
う
０
８
０
４
１
分
７
７
２
１
３
う
２
３
０
２
６
９
暑

骨
Ｔ
号
８
１
う
０
４
７
７
１
１
２
４
う
む

９
３
３
０
７
９
７
６
９
２
７

６
件
３
０
７
０
７
８

８
７
９
３
１
９
号
ｊ
９
７
う

９
２
６
３
０
１
８
９
骨

分
Ａ
骨
８
う
２
７
１
３
８
う
う
８
２
２
骨
９
８
う
７
９
７

９
う
６
４
０
２
分

３
３
０
７
７
う

０
４
９
５
９
０
骨
Ｏ
２
１
０
２
６
３
Ｕ
４
４

９
４
骨

骨
Ｈ

骨
・

０
０

０
．

０
，

．
．

Ｃ
ｏ

ｏ
骨

Ｄ
ｏ

Ｄ
ｏ

０
。

。
。

。
。

‐
・

ザ
’

。
。

。
６

．
０

０
０

．
．

・
谷

０
．

０
。

０
．

０
０

ゅ
‐

‐
‐
号

鐸
Ａ
》
０
０
１
０
３
３
０
０
１
０
３
３
凸
４
２
４
２
５
７
４
２
４
２
６
う
毎
３
３
４
３
４
６
３
４
３
３
４
９
号
１
０
０
０
１
０
３
１
１
０
０
０
骨

骨
缶
谷
一
一
由
一
一
一
画
一
守

谷
分

骨
骨

■
号

岳
骨

仔
骨

骨
骨

令
名

分
各

句
伸

参
毎

守
号

令
◆

等
。

。
各

骨
◆

号
弁

。
今

谷
骨

ら
骨

骨
仔

什
骨

骨
◆

砂
号

サ
谷

令
吾

骨
巳

暑
谷

◆
骨

令
そ

号
骨

吾
谷

缶
号

サ
什

母
骨

号
１

８
８

０
２

ｂ
好
３

う
４

う
４

７
骨
７

７
７

２
０

う
件
９

９
６

３
う

３
号

骨
谷
１

９
１

６
０

入
紳
３

３
４

０
２

０
号
６

３
９

１
６

２
骨
９

１
０

う
う

９
凸

骨
Ｈ
骨

８
１

２
２

１
９

骨
４

う
２

う
う

Ｌ
丑
０

入
う

８
２

う
そ
２

２
８

３
３

８
号

骨
切
●

１
６

４
２

０
８

ぞ
８

７
７

８
７

２
号
９

６
０

５
１

２
谷
２

８
８

６
８

８
号

特
Ｄ
骨

４
う

４
４

６
４

号
２

３
３

２
３

４
谷
７

７
６

３
３

１
告
８

０
６

８
０

６
暑

号
骨

●
ロ

ロ
ロ

，
争

う
■

，
０

０
６

，
骨

６
０

●
■

８
。

。
。

●
◆

０
６

，
骨

骨
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
号
０

０
０

入
１

ｌ
谷
０

１
０

０
１

０
骨

号
骨

骨
骨

骨
件

丹
ｌ
特
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
●
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
丹

ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ

缶
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
廿

骨
号
９

０
う

う
々

う
谷
２

３
２

２
９

う
号
９

４
０

う
７

７
各

４
Ｕ

ｌ
７

１
３

缶
骨

骨
１

１
９

３
６

３
骨
８

４
６

０
０

８
分

４
４

９
１

３
９

件
０

６
７

４
う

０
号

骨
骨
１

６
２

９
７

８
号
１

７
４

３
０

０
寺

ｂ
１

９
７

４
２

幹
３

８
１

り
９

３
骨

幹
Ｈ
分

５
６

う
４

６
う

骨
入

２
０

０
２

Ｏ
毎
１

９
６

２
３

７
号
０

０
９

９
９

８
骨

骨
号
８

８
８

８
８

８
骨
８

８
８

８
８

８
各
７

う
う

８
７

７
骨
８

８
７

７
７

７
サ

什
廿

日
●

、
Ｇ

■
、

幹
ｂ

ｅ
。

●
，

。
谷

号
。

◇
●

、
Ｏ

特
０

■
●

。
、

，
骨

号
缶
０

０
０

０
０

０
分
０

０
０

０
０

０
件
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
岳

骨
分

骨
骨

骨
骨

骨
１
分
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
分

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
件
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
廿

骨
骨
６

３
１

４
う

５
件
７

２
９

３
９

２
丑
３

９
３

２
９

３
骨
７

う
６

９
７

う
骨

骨
Ａ
骨

７
６

７
８

６
４

骨
９

４
９

４
う

０
号
７

１
う

９
０

Ｚ
骨
う

７
９

２
２

９
骨

骨
胸
骨

１
２

０
２

１
７

骨
８

４
０

１
６

２
件
０

０
１

８
９

う
骨

４
１

９
６

６
３

骨
。
Ｇ
骨

９
８

９
９

．
６

●
入

Ｌ
２

２
１

２
丹
６

７
７

４
う

う
骨
１

１
１

１
１

２
件

骨
ｌ
骨
１

１
１

１
１

人
骨
１

１
１

１
入

ｌ
骨

Ｕ
０

０
Ｏ

Ｕ
Ｕ

骨
２

２
２

２
２

と
各

各
５

分
。

。
０

０
・

０
骨

。
。

。
、

，
・

幹
‐

。
。

，
．

。
骨

‐
。

‐
０

。
。

畳
骨

骨
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
母
０

０
０

Ｃ
Ｏ

Ｏ
僻
０

０
０

０
０

Ｃ
暑

暑
骨

骨
讐

砦
瞥

鋤
Ｉ
堀
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
件
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
谷

８
１
０
う
２
４

号
１
６
う
２

８
４

件
８
３
８
８
う
う

骨
９
３
３
４
７
う
暑

骨
替

６
８
７
４

９
４

廿
１
８
３
３
２
う

骨
０
６
６
２
う
４

件
７
２

２
４

７
ｂ
醤

号
告

１
５
３
７
４
１

。
３
９
８
８
６
１

骨
う
け
４
７

０
４

砂
４
７
３
６
０
９
骨

筈
Ｔ

令
５
２
う
う
と

０
骨

Ｕ
９
ｂ
３
１
７

廿
う
ｊ
６
９
Ｉ
う

ぜ
ｚ
ｏ
ｊ
７

ｄ
ｄ
侍

ら
Ａ
毎
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
６
３
２
う
７
号
０
０
０
０
０
０
１
１
１
３
４
７
骨
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
３
７
３
２
４
１
特

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
３
７
０
０
１
３
守

骨
Ｈ

缶
Ｄ

０
０

０
Ｄ

・
・

・
Ｃ

ｏ
ｏ
，
幹

・
０

．
．

，
．

口
。

‐
。

・
・
抄

。
。

。
‐

・
・

・
。

。
，

・
・
骨

‐
・

ゆ
り

。
Ｄ

Ｄ
Ｃ

‐
‐

‐
。
骨

暑
Ｒ
缶
０
０
０
０
０
０

０
０
０
１
０
１
缶
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
骨

０
０
０
０
０
０
０
３
０
３
０
４
柱

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
谷

号
分

一
一

一
一

寺
一

骨
一

寺
一

一
。

②
骨

。
ロ

ロ
一

一
一

缶
』

垂
一

一
谷

骨
各
各
甚
骨
骨

号
缶

号
毎

号
幹

骨
Ｉ
ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
舎

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
岳

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
件

骨
管
９
う
０
４
５
８
８
９
う
１

０
１
管
ｌ
０
９
６
８
５
６
ｚ
８
ｂ
２
８
廿

６
４
８
８
６
２
８
０
８
う
６
１
仲
４
１
１
３
８
う
２
し
１
７
２
う
骨

骨
ｅ
４
９
６
６
０
４

８
７
８
４
７
７
ｅ

５
２
８
５
９
６
２
３
６
２
６
７
骨

４
８
０
２
４
０
７
３
３

９
６
７

骨
９
６
う
９
０
う
２
４

１
１
３
１
骨

骨
や
１
８
４
８
５
９
７
３

８
３
８
３
骨
２
３
０
４
３
８
８
０
２
８
う
１
衿
２
１
２
１
６
９
２
月
５
９
う
今
骨
７
１
う
８

８
６
０
１
８
２
７

り
仔

廿
Ｔ
号
う
６
４
６
う
う
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
６
３
署
う
と
２
３
８
４
６
１
う
１
３
６
件
Ｚ
３
６
Ｕ
Ｏ
Ｏ
６
Ｕ
９
と
入
８
骨

７
１

０
４
・
う
う

Ｏ
う
上
う
り
Ｕ
廿

号
Ａ
廿
入
Ｏ
う
８
７
１
２
う
７
４

６
９
件
ｌ
Ｏ
４
４
７
６
１
３
４
７
ｄ
と
骨
う
２
６
．
３
６
う
１
７
２
４
５
骨
９
６
３
９
１
う
９
入
３
入
１
８
缶

仔
Ｈ

骨
０

．
ｏ

・
・

０
０

０
．

０
。

。
●

ｏ
０

０
Ｄ

。
。

。
。

。
‐

・
・

衿
・

０
０

，
．

．
・

・
・

０
．

．
号

。
。

。
。

。
。

。
Ｄ

‐
。

０
‐
骨

ら
Ｂ
告
１
２
１
２
０
２
１
８
１
９
０
８
骨
１
７
１
７

０
６
１
６
１
６
０
６
台

０
う
０
３
０
３

０
７
０
う
Ｏ
う
骨
１
６
２
６
１
６
１
６
２
６
１
う
傍

骨
昏

１
１

１
号

件
号

⑨
骨

骨
骨

缶
骨

骨
骨

骨
骨

昏
件

傍
特
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
件
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
件

骨
箸
う
う
４
８
７
８
７
３
う
６
０
６
件
７
４
４
ｂ
う
７
６
２
４
６
１
２
号
６
う
ぅ
う
１
１
８
４
４
う
７
己
暑
ｌ
ｂ
３
３
Ｕ
と
４
２
５
４
６
５
廿

骨
骨
１
４
７
０
３
６
５
４

０
４
９
３
骨
７
６
９
１
９
２
う
１
２
う
４
う
谷
２
う
う
１

８
う
０
０
０
う
９
４
●
１
ｂ
Ｕ
ｂ
Ｏ
Ｏ
６
９
９
２
８
９
骨

骨
骨
０
８
７
０
２
４
４
３
８
２
３
３
幹
８
９
６
２
３
９
１
９
３
う
７
６
特
う
ｌ
５
２

０
う
り
３
６
う
８
４
谷
７
９
０
７
う
う
４
１

６
７
３
０
寺

骨
Ｔ
骨
１
４
０
２
８
０
９
０
５
７
１
３
岳

６
１
８
１
９
２
８
８
８
９
０
０
件
２
７
４
８
９
１
０
２
１
８
３
４
骨
１
２
８
０
１
？
４
う
り
０
６
６
骨

骨
Ａ
Ｇ
７
７
２
４
９
３
７
８
ｂ
４
ｊ
Ｊ
暑
“
。
ｂ
３
８
８
う
う
ｊ
せ
う
４
廿
紳
ふ
う
今
ご
ｌ
ｄ
ｂ
９
ｊ
〃
』
。
』
骨
３
７
ど
２
２
２
４
７

ざ
ｌ
Ｕ
Ｕ
骨

各
Ｈ

缶
Ｃ

ｏ
ｏ

・
ｏ

ｏ
Ｄ

０
。

。
。

’
骨

・
０

９
。

０
０

０
．

０
。

ｏ
‐

●
０

Ｄ
Ｏ

Ｄ
Ｏ

Ｏ
。

・
０

．
．

０
号

。
。

。
，

。
。

ｏ
ｏ

Ｄ
Ｄ

Ｄ
ｏ
仔

骨
Ａ
骨
１
２
４
う
１
６
１
２
４
５
２
６
岳
１
１
３
２
１
３
１
１
３
２
２
２
缶
２
３
１
１
４

９
２
４
１
１
４
３
骨

７
３
９
４
０
０
７
３

９
４
０
０
件

件
骨

一
】

画
一

一
一

一
一

●
二

一
・

一
一

一
・

・
仔

入
骨

一
口

・
・

・
』

・
一

一
一

一
一
件

告
邑

分
岳

秒
骨

。
凸

各
骨

号
骨

骨
谷

舟
骨

骨
骨

骨
邑

廿
骨

幹
谷

骨
骨

骨
骨

仔
毎

号
骨

骨
毎

分
号

。
骨

骨
骨

餐
骨

骨
守

谷
骨

件
骨

骨
号

井
骨

廿
毎

苦
卦

缶
骨

骨
骨

母
暑

特
件

什
特

轟
骨

毎
Ｗ

Ｃ
Ｉ

Ｗ
仁

Ｉ
ｅ

Ｗ
ｃ

Ｉ
Ｗ

ｃ
Ｉ

谷
Ｗ

Ｃ
ｌ

内
Ｃ

Ｉ
骨

Ⅳ
亡

Ｉ
閃

く
１

号
骨

各
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
分
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
件
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
骨
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

Ｊ
骨

骨
各
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
骨
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
卦

Ｙ
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｙ
Ｔ

神
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
骨

骨
骨
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
骨
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
骨
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｈ
骨
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
骨

骨
骨
Ｎ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

Ｏ
毎

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｎ
０

件
Ｎ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

Ｃ
件

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｎ
Ｏ

号
骨
Ｙ
“

０
Ｏ

Ｐ
○

０
Ｐ

骨
０

○
Ｐ

０
０

Ｆ
谷
０

Ｏ
Ｐ

Ｑ
Ｑ

Ｐ
骨

Ｕ
Ｕ

胃
Ｑ

Ｕ
Ｐ

骨
骨
Ｎ
幹

Ｈ
岡

岡
Ｍ

Ｈ
Ｈ

令
Ｈ

Ｈ
Ｈ

同
岡

岡
特

岡
尚

岡
Ｈ

Ｎ
Ｍ

骨
Ｈ

Ｍ
Ｍ

Ｈ
Ｍ

Ｍ
谷

ｅ
Ａ

ｅ
ｌ

缶
Ｉ

Ｉ
谷

Ｉ
骨

１
骨

骨
制
骨

２
３

岳
２

３
骨
２

３
骨
２

３
骨

骨
Ｒ
谷

一
。

写
雫

骨
一

骨
一

毎
骨
上
谷

０
Ｕ

仔
上

ｌ
骨
２

＆
骨
３

３
骨

ら
ｂ

骨
骨

骨
骨

骨
骨

号
缶

仔
分

骨
骨

骨
骨

凸
骨

骨
骨

分
骨

件
各

骨
号

幹
廿

紳
暑

骨
○

骨
分

骨
号

号
令

衿
骨

件
骨

件
骨

鈴
骨

骨
特

性
仔

骨
替

骨
分

骨
件

骨
件

＃
毎

件
号

匡
謂
臨
晦
ｓ
淵
墹
同
悪
寺
か
聿
淵

い
《
『



暑
◆

昼
抄

骨
仔

骨
骨

骨
●

骨
骨

骨
骨

凸
骨

号
凸

●
凸

丹
谷

骨
令

暑
特

骨
邑

骨
骨

笹
吾

分
骨

暑
骨

骨
骨

骨
●

骨
骨

骨
缶

甸
骨

付
谷

口
仔

骨
ら

各
仔

母
各

谷
９

６
７

２
９

９
骨
９

令上
う

う
７

９
谷
３

３
４

員少
９

９
各
３

４
０

２
６

う
せ

一ひ
》
Ｋ
蝿
叩

弧
弱

哩
祠

弱
鉾
弘

、
盟

弼
哩

恥
恥
“

私
恥

巫
、

哩
諦
蝿

皿
叫

塑
巫

鈷
恥

骨
Ｗ
骨

２
２

１
０

９
０

骨
９

９
６

７
６

７
骨
３

４
６

４
８

う
骨
９

０
う

９
０

０
件

骨
Ｄ
骨

２
２

４
う

４
６

件
８

８
１

３
３

２
骨
１

１
０

２
３

６
骨
３

４
う

４
う

う
骨

骨
骨

，
６

．
■

。
●

骨
■

、
Ｄ

Ｃ
●

●
谷

●
。

●
巴

。
●

谷
■

■
・

わ
●

心
骨

句
島

丑
骨
１

１
１

１
１

１
骨

０
０

１
１

１
１

分
１

１
１

１
１

ｌ
骨
１

１
１

１
１

１
骨

岳
畳

号
骨

骨
低

倭
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
ｌ
Ｉ

Ｉ
ｌ
Ｉ

１
幹
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
件
１

４
６

３
０

７
骨
３

０
う

４
８

４
骨
７

１
４

７
６

８
廿
８

２
４

９
６

２
号

凸
各
３

４
０

４
４

３
針
６

１
９

８
３

０
骨
９

７
９

０
７

９
③
７

３
４

６
８

３
骨

ら
骨
９

う
６

う
７

０
骨
１

７
３

６
５

９
分
７

う
今

４
８

６
骨
４

８
３

今
７

８
骨

暑
Ｒ
骨

３
０

３
２

１
０

傍
０

３
７

２
４

７
骨
１

ら
う

１
１

４
骨
３

４
５

４
４

９
骨

缶
骨
３

３
１

３
３

２
骨
４

４
０

う
う

入
仔
６

５
０

８
７

４
号
０

０
１

１
１

１
告

骨
各

●
ｇ

ｏ
。

①
Ｕ

廿
●

①
。

■
。

。
岳

。
。

●
Ｄ

Ｂ
●

骨
ａ

Ｇ
■

も
Ｇ

■
骨

》
》
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
骨

骨
各

骨
骨

骨
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨
１

７
３

８
８

９
番
４

３
９

５
０

７
骨
う

う
４

２
２

０
骨
４

１
７

６
６

ｂ
骨

骨
Ａ
骨

５
７

２
８

１
８

畳
う

５
９

６
７

２
骨
８

６
６

８
６

ｚ
響
０

０
３

４
尋

９
骨

骨
Ｈ
骨

７
７

０
６

７
２

件
９

８
９

う
４

９
骨
７

９
０

８
０

８
骨
２

２
０

０
０

９
骨

什
Ｇ
ｅ

う
う

６
う

う
６

骨
う

う
６

う
う

７
せ
う

う
８

４
う

ｂ
骨
う

う
う

う
う

４
卦

谷
Ｉ
骨

０
０

０
０

０
０

骨
０

０
０

０
０

０
号
０

０
０

０
０

０
．
０

０
０

０
０

Ｏ
骨

谷
Ｓ
骨

。
。

。
。

。
。

骨
。

０
。

。
。

。
骨

０
．

０
０

。
。

骨
。

．
。

・
・

・
骨

骨
号

０
０

０
０

０
Ｏ

骨
０

０
０

０
０

０
号
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

０
骨

骨
骨

骨
骨

骨
骨

骨
Ｉ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
付

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨

う
６
１
９
０
う
骨

う
８
６
９
３
１

骨
６
３
１
６
７
９

骨
８
９
４
４
８
３
暑

各
抄

８
６
０
６
３
４
骨

０
３
１
７
７
２
号

９
う
２
４

う
９
軒

３
０
１
８
う
０
骨

岳
什

５
７
う
４
１
３
骨

８
９
７
２

１
１

骨
７
２
１
２
７
９
件

２
う
９
２
５
３
骨

骨
Ｔ
凸

０
０
１
う

８
２
骨

３
８
１
８
０
９

件
４
６
う
う
６
９
骨

２
７
２
７
３
８
骨

岳
Ａ
骨
０
０
０
０
０
０
３
０
３
０
２
７
凸

０
０
０
０
０
０
４
０
４
０
２
７
各

０
０
０
０
０
０

９
４
９
１
９
７
句
０
０
０
０
０
０
３
う
３
５
２
１
各

骨
Ｈ
岳

ｏ
ｏ

ｏ
ｏ

０
０

０
。

。
。

‐
０
骨

０
．

。
。

・
・

。
。

。
。

０
．
骨

０
０

．
。

ｏ
ｏ

ｏ
０

‐
０

．
０

長
０

０
．

。
０

。
。

●
ｏ

ｏ
ｐ

０
骨

岳
Ｈ
岳

０
０
０
０
０
０
０
２

０
２
０
１
号

Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
２

０
２
０
０
骨

０
０
０
０
０
０

０
３
０
３
０
２
告
０
０
０
０

０
０
０
１
０
入
０
１
仔

仔
骨

一
】

ロ
一

一
一

骨
凸

一
一

一
』

宇
骨

』
ロ

一
口

ロ
つ

各
一

一
一

一
一

口
骨

号
骨

告
骨

佳
号

凸
缶

吾
●

骨
骨

骨
Ｉ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
岳
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
号

。
幹
３
２
２
０
６
う
０
０
う
６
７
７
号

２
１
９
０
ｌ
４
２
８

６
７
９
０
Ｇ
２
６
１
７

０
う
９
９
１
９
７
２
骨
６
１
３
３
４
６
９
８
１
３
う
７
骨

ら
骨
４
０
３
う
う
７
う
７
う
１

８
１
骨
９
８
４
３
９
９
３
３
１
８
４
８
む

う
４
０
４
４
４
９
８
５
３
２
う
骨
７
９
７
０
４
４
４
８
４
０
９
４
骨

骨
骨
６
３
４
０
７
０
３
２
７
５
２
２
せ

う
９
６
２
６
３
５
８
８
６
７
５
岳
８
８
７
６
６
１
う
９
７
う
う
８
骨
８
６
５
２
４
６
３
４
２
０
１
１
畳

骨
１
各

３
３
４
６
４
２

ソ
９
０
４
３
２
骨

う
６

４
８
８
６
３
４
４
８
６
６
骨

３
７
０
０

４
６
２
４
４
１
９
１
骨
１
６
２
３

４
う
３
８
３
７
９
７
骨

骨
Ａ
骨

２
５
２
う
１
４
２
う
３
４
１
２
骨
４
３
う
う
１
０
７
３

８
４
０
３
骨
６
９
７
う
０
２
６
６
６
８
０
６
骨

０
１
０
２
１
２
０
２

０
２
０
７
伶

暑
Ｈ
骨

Ｏ
Ｄ

Ｃ
、

。
０

●
。

◆
０

０
０
骨

０
０

。
。

。
。

。
。

。
。

。
。
岳

０
０

０
０

０
０

．
６

０
０

．
０
争

。
。

。
。

６
０

０
，

Ｄ
０

ｏ
ｏ
骨

。
Ｂ
骨

Ｏ
２
０
２
０
１

０
２
Ｏ
２
０
１
骨

０
２
０
２
０
１
０
３
０
３
０
０
号

０
３
０
３
０
０
０
う

０
３
０
０
号
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
侵

骨
各

一
一

一
』

骨
一

一
一

一
暑

一
一

一
一

号
一

一
一

口
写

一
一

国
暑

毎
骨

骨
骨

畳
骨

吾
そ

骨
骨

骨
骨

岳
Ｉ
谷
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
骨

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各

’
’

’
１
１
１
１
１
１
１
１

１
骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

缶
骨
１
４
８
８
０
８

８
４
９
０
２

８
骨
１
３
１

８
０
う
う
３
う
７
０
４
骨

１
９
９
３
２
８
９
６
８
９
８
４
件
８
３
９
４

４
９
３
４
１
６
０
３
谷

。
骨
４
７
９
６
１
１
１
上
３

０
４

号
骨
７
４
．
ｂ
う
３
３
３
０
３
７
１
７
号
６
う
１
２
０
８
０
３
７
３
ｌ
ｂ
骨
９
ど
う
２

８
７
う
ぅ
ｂ
５
ｌ
７
骨

。
岳
０
０
１
０
０
８
３
１
７

６
７

８
骨
７
０
２
２
３
７
０
２
１
７
７
８
骨

９
５
８
０
３
う
８
３
尋
７
６
う
骨
８
７
２
う
４
９
１
９
１
９
７
１
骨

笹
Ｔ
暑

８
６
０
９
４

８
９
う
６
８
９
３
骨

９
７
う
４
４
１
７
３
３
９
０
８
骨

０
７
３
７
８
７
７
１
６
２
２
０
骨
４
８
３
１
２
う
う
７

８
７
８
２
号

ｅ
Ａ
骨
３
３
３
３
７
う
２
う
ｌ
８
３
７
ｅ
７
１
７
う
Ｏ
２
３
０

Ｕ
３
０
４
骨

０
９
６
７
う
４
う
入
３
０
６
０
骨
う
う
６
５
７
４
う
う
う
う

６
７
骨

各
Ｈ
骨

Ｃ
Ｏ

Ｄ
。

。
。

Ｃ
ｏ

ｏ
。

。
。

骨
。

。
０

．
．

０
０

．
．

．
，

０
号

。
。

・
０

０
０

。
。

ｏ
０

０
．

号
。

。
ｑ

０
ｏ

・
Ｄ

Ｃ
。

。
。
。
骨

吾
Ａ
号
７
７
７
６
１
１
７
５
７
４
３

８
骨
４
２
３
１
２
７
２
１
１
０
０
６
骨
２
０
１
０
０
６
４
３
４
２
２
８
骨

Ｏ
７
０
７
１
０
Ｏ
７
０
７
１
０
各

骨
号

１
１

１
什

１
１
】

岳
１

－
１

』
岳
１

１
１
１
１

１
１
１
骨

骨
む
ら
骨
笹
谷

寺
骨
暑
骨
谷
分

骨
凸

骨
暑

凸
各

仔
骨

仔
骨

骨
毎

分
告

仔
骨

暑
ら

号
骨

“
骨

○
分

骨
告

ｑ
骨

缶
。

毎
号

“
吾

骨
凸

号
骨

仔
骨

骨
号

骨
仔

丑
守

骨
骨

骨
号

。
骨

岳
骨

凸
骨

骨
う

４
３

９
４

２
骨
０

ｂ
３

３
０

Ｏ
ｅ
９

０
８

０
４

３
骨
７

７
８

７
６

１
寺

骨
骨
８

９
９

９
０

う
骨
８

３
８

４
７

２
骨
も

Ｌ
６

８
う

ｚ
骨
う

Ｕ
ｂ

９
６

う
骨

骨
ｋ
⑤

３
う

６
２

３
ｌ

ｅ
２

ｂ
３

う
３

２
骨
２

ｂ
０

４
０

１
骨
４

１
９

３
う

３
号

骨
Ｗ
骨

０
７

３
３

８
３

岳
６

７
０

０
５

７
骨
２

４
６

７
２

４
骨
８

８
６

３
２

８
骨

号
Ｄ
ｅ

３
２

４
３

２
う

骨
３

３
６

０
９

７
谷

４
４

５
６

６
う

号
６

６
６

７
７

６
骨

缶
骨

８
●

。
、

。
◆

骨
Ｕ

●
●

令
。

。
●

、
Ｄ

◆
０

，
ｇ

骨
、

。
●

由
Ｃ

Ｇ
仔

骨
各

０
０

０
０

０
Ｏ

骨
０

Ｊ
Ｏ

１
０

Ｏ
谷
０

Ｏ
Ｕ

０
０

Ｏ
骨
０

Ｕ
Ｕ

０
０

Ｏ
骨

骨
骨

昏
箸

号
廿

骨
ｌ
針
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

’
’

’
’

’
１
１
１

１
１
１
１

件
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ

骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

抄

骨
号

９
う

１
り

う
３

骨
７

１
８

１
９

う
骨
７

７
２

３
ｂ

９
骨
７

う
１

３
７

６
骨

笹
替
う

７
０

３
６

５
号
７

１
０

２
う

３
骨
７

４
６

・６
３

３
骨
８

３
７

２
２

う
骨

告
骨
５

６
４

８
２

６
骨
う

・
Ｕ

６
６

９
０

谷
１

４
今

３
０

２
号

４
６

８
３

７
１

骨

●
Ｈ
替

鼻
２

３
６

４
４

骨
０

３
９

９
９

３
骨
１

１
１

２
１

７
骨
２

９
９

２
０

う
毎

件
骨

８
８

８
８

８
８

岳
７

７
６

８
８

７
骨
８

８
６

９
９

６
暑
１

０
０

３
３

２
暑

骨
骨

ロ
●

６
■

。
Ｃ

骨
ｂ

ｅ
。

●
０

０
骨

。
０

，
●

。
■

骨
Ｄ

Ｄ
。

。
。

●
号

骨
幹
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
骨

骨
令

骨
分

骨
暑

善
ｌ
鉾

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｏ
ｌ

Ｉ
Ｉ
骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

母

骨
各
８

０
４

。
う

７
各
３

６
９

９
３

４
骨
１

０
０

８
３

３
骨
６

９
８

９
４

う
号

暑
Ａ
骨

８
９

ｂ
９

８
う

骨
７

８
１

０
０

８
谷

ｕ
４

７
２

３
４

骨
０

２
２

６
０

６
替

廿
岡
骨

１
７

う
３

２
１

骨
８

４
０

８
７

４
骨
う

４
７

２
７

０
骨
７

７
７

２
３

６
件

ぜ
。
谷

１
１

１
０

１
１

骨
０

Ｃ
ｌ

６
６

０
弁
９

り
２

ｂ
ｂ

２
分
６

ｂ
ｂ

ｂ
６

ｂ
骨

骨
ｌ
骨

１
１

１
１

１
１

号
１

１
１

Ｃ
ｕ

１
掛
り

Ｕ
ｌ

０
０

ｌ
骨
０

Ｕ
Ｏ

０
０

０
骨

拝
ら
件

‐
。

。
。

。
。

谷
。

。
。

・
０

・
母

。
。

，
。

。
。

昼
。

。
。

０
０

・
骨

幹
善
０

０
０

０
０

Ｏ
各
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

０
件
０

０
０

０
０

０
骨

甘
曇

骨
骨

彊
舎

針
ｌ
骨

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

長
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

号
ｌ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

舎
件

骨
？
０
９
１
６

０
谷

う
う

９
４
１
２

号
０
１
１
９
３
３

骨
う
２
２
う
３
３
件

枠
骨

７
７
８
４
１

４
骨

２
０
０
２
〃
Ｕ
６
件

５
６
６
う
１
６

骨
。
り
７
１
９
６
骨

骨
骨

７
８
１
７
う
・
廿
骨

８
１
９
９

１
４

借
８
１
Ｕ
７
２

６
骨

ｌ
ｂ
８
３

４
６
廿

骨
Ｔ
骨

今
ｂ
ｂ
Ｊ
ｊ

Ｊ
衿

９
６
入
７

３
７

骨
ｂ
・
ｊ
ｙ
上
３

９
谷

Ｂ
ｌ

Ｕ
Ｕ
Ｕ
今
勢

廿
Ａ
骨
・
Ｏ
０
０
０
０
０
ム
０
３
４
３
２
件

０
０
０
０
０
０
８
１

６
９
３
８
号

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
７
９
９
７
９
谷
０
０
０
０
０
０
２
１
２
０
１
１
替

骨
Ｈ

○
ｏ

ｏ
０

ｏ
ｏ

ｂ
ｏ

。
。

。
。

‐
骨

・
０

．
．

，
。

，
。

・
・

・
・

母
・

０
も

。
。

Ｄ
・

・
。

。
・

・
畳

。
。

・
・

・
・

０
。

。
。

。
。
骨

骨
Ｋ
骨

Ｏ
０
０
０
０
０

Ｃ
３
０
２
Ｃ
２
骨

Ｕ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
６
０
う
０
１
骨

０
０
０
０
０
０
１
う
０
４

０
１

谷
０
０
０
０

０
０
０
２
０
２
０
１
骨

骨
暑

二
』

つ
一

一
二

卦
一

』
二

一
一

一
骨

』
』

一
二

一
二

骨
】

己
一

室
一

寺
牲

廿
廿

令
暑

牲
骨

骨
骨

廿
替

掛
掛

骨
Ｉ
骨

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｏ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

特
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
告
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

１
１
１
１
１

分
骨

骨
ｂ
４
１
ｏ
７
７
７
う
１
３
り
１
骨

う
２
１
う
３
７
１
９
う
６
７

８
番
３
３
８
６
１
６
２
３
７
０
４
２
骨

２
７
Ｃ
う
う
７

Ｕ
１
３
１
．
６
４
骨

分
骨
１
９
ヲ
８
１

４
７
９
７

９
６
０
分
０
う
３
１
０
６
１
４

０
７
９
８
骨

７
９
８
６
３
８
８
６
９
８
６
８
骨
１
う
４

１
８
９
４
４
２
う

４
６
●

骨
名
２
９
１
４

７
４
１
０
６
２
２
２
骨

３
０
８
う
８
９
５
９
７
２
７
７
衿
う
１
１
９
９
１
７
１

０
８
９
２
谷
２
６
う
４
０
う
７
６
７
５
７
０
幹

骨
Ｔ
骨

７
６
１
４

０
う
Ｊ
Ｏ
ｊ
７
１

４
骨

と
Ｕ
４
ｊ

ｂ
４

６
７
ｊ
７
う
う
骨
ど
ど
７
８

８
７
３
１
７
２
２
７
廿
３
１
２
５
３
６
・
上
、
。
１
７
４
１
件

毎
Ａ
骨
３
７
４
９
４
ｚ

う
り
う
う
う
７
号

う
Ｕ

ｂ
４

ｊ
９
９
ソ
－
１

４
Ｊ

骨
ｂ
Ｏ
７
０
ｂ
Ｏ
ｂ
９
７

ｙ
ｂ
Ｕ
谷

Ｕ
ｂ

Ｕ
４
０
４
ｌ
Ｕ
ｌ
７
Ｕ
う
骨

骨
Ｈ

骨
０

．
。

０
０

０
０

．
．

．
．

，
号

，
。

・
・

・
。

・
・

０
．

。
・

骨
。

。
・

・
。

。
，

。
。

‐
・

◇
骨

。
．

．
。

０
，

．
０

ｏ
ｏ

０
０
骨

毎
８
特

０
１
０
０
０
１
０
９
０
８
０
８
骨
０
５
０
う
Ｏ
４
０
ｑ
，
ｉ
Ｏ
Ｏ
う
骨

Ｄ
７
０
７
０
４
０
０
Ｏ
９
０
３
伸
０
０
０
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
０
１
０
０
ｐ

谷
毎

入
１

１
●

１
骨

入
骨

室
一

件

ザ
号
。
骨
分
骨

暑
骨
谷
笹
谷
サ

サ
１
骨

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

毎
Ｉ
Ｉ

Ｉ
１

ｌ
ｌ
ｌ

１
ｌ

Ｉ
１
１

特
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ

ｌ
ｌ

幹

掛
特
２
←
ｊ
７
３
８
う
り
う
ぅ
９
３

ｂ
谷

４
９

４
０
つ
Ｇ
う
・
う
う
９
２
う
０
缶

鼻
Ｕ
ｂ
Ｏ
ｂ
う
け
７
３
う

４
４

骨
ｂ
５
０
ｌ

ｂ
４

４
ｂ
７
２
９
８
件

令
各
２
う
９
２
６
６

４
９
４
７
２
う
ｅ
１
２
ｂ
８
９
ｂ
７
７
６
１
う
３
骨
９
２
３
８
４
７
う
う
１
０
う
７

骨
０
９
９
６
う
７
７
１
２
１
う
９
骨

谷
骨
２
９
６
０
８
３
２
３
４
８
９
４

岳
う
２
２
２
８
４
う
３
１
２

０
３
ぞ
う
う
２
８
２
３
１
２
３
１
２

５
寺
う
Ｏ
９
２
７
１

ｊ
Ｕ
８
４
９
３
笹

骨
Ｔ
各

４
う
８
０
う
７
う
３
３
２
０
６
抄
９
０
う
７
６
２
１
３

８
２
う
２
告
９
う
ｌ
ｂ
６
８
Ｅ
２
０
３
１
０
骨
２
２
０
６
１
９
４
７
６
０
２
６
骨

牲
Ａ
各

７
Ｊ
且
ソ
ｊ

け
し
ど

う
ｂ

Ｕ
ｂ
抄

９
４
う

Ｕ
ｂ
Ｕ
３

ｊ
う

４
９
Ｕ
暑

７
ｂ
ｌ
６
７

Ｊ
ｂ
上

Ｕ
Ｕ
７

と
件
り
う

Ｕ
ｂ

ｂ
と
４
７

４
う

ど
ｂ

骨
骨

Ｈ
告

。
。

。
。

０
０

０
０

．
０

０
．

谷
。

。
０

０
．

。
・

０
。

。
●

・
●

。
。

０
０

０
．

０
．

。
。

Ｏ
・

侭
・

・
・

０
・

Ｃ
ｏ

ｏ
。

。
◇
・
骨

善
Ａ
骨
う
う
う
１

６
８
う
２

４
８
６
６
骨
３
３
２
１
６
０
０
０
１
１

６
０
骨
２
２
１
０
３
２
４
６
３
３
５
３
件

９
う
Ｏ
う
０
７

９
４

９
４
０
４

毎
暑

幹
１

１
１

１
１

缶
１

一
一

１
幹

骨
１
１
１
１
１

１
１
１
１
号

骨
廿
分
骨
骨
骨

谷
苗
●
牲
谷
●

榧
号

骨
抄

廿
衿

廿
骨

骨
骨

幹
や

卦
骨

骨
骨

各
骨

幹
令

毎
秒

令
骨

佇
骨

凸
骨

骨
各

骨
骨

骨
骨

骨
缶

缶
谷

骨
件

骨
骨

低
待

号
骨

骨
幹

●
抄

骨
骨

各
骨

己
侵

特
尚

亡
Ｉ

胸
仁

Ｉ
骨

埆
Ｃ

Ｉ
胸

仁
Ｉ

骨
冑

Ｅ
Ｉ

駒
亡

Ｉ
骨

Ⅳ
に

Ｉ
殉

Ｃ
１

件
能

谷
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

Ｊ
骨
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
件

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
Ｊ

特
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
骨

斜
骨
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

丁
幹

Ｙ
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｙ
Ｔ

骨
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

丁
暑

Ｙ
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｙ
Ｔ

骨

甘
．

骨
Ｅ

Ｅ
Ｈ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
号
Ｅ

Ｅ
Ｒ

ｆ
Ｅ

Ｈ
毎
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
に

Ｒ
骨
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
骨

廿
骨

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｎ
０

件
Ｎ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

Ｏ
谷

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｎ
０

号
Ｎ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

Ｏ
骨

古
昔

Ｕ
し

牌
Ｑ

○
Ｐ

抄
Ｕ

Ｕ
Ｐ

じ
じ

Ｐ
谷
○

Ｕ
し

Ｑ
Ｕ

脾
骨
・
Ｕ

Ｏ
・牌

、Ｕ
Ｏ

Ｐ
号

骨
骨

Ｈ
Ｈ

岡
Ｍ

岡
Ｈ

骨
Ｈ

Ｈ
Ｈ

Ｈ
桐

岡
缶

間
Ｈ

岡
Ｍ

Ｈ
Ｈ

骨
側

Ｈ
Ｈ

岡
側

Ｈ
暑

脅
Ｙ

○
Ｉ

骨
１

１
傍

Ｉ
ｌ

岳
１

１
岳

暑
Ｌ
骨

２
３

号
２

ａ
ｐ
２

３
件
２

３
骨

排
Ａ
骨

一
一

骨
一

骨
一

傍
一

谷

骨
丁
骨

Ｕ
し

骨
入

上
骨
２

ど
谷
３

。
骨

谷
Ｉ
骨

骨
廿

谷
骨

骨
暑

卦
暑

骨
骨

骨
骨

暑
分

骨
骨

牲
任

骨
骨

骨
骨

骨
件

分
骨

仔
号

岳
骨

好
番

廿
骨

骨
骨

骨
骨

骨
骨

骨
衿

件
衿

骨
骨

幹
骨

替
骨

待
骨

讐
谷

寺
特

倭
骨

幹

い
←
函

蹄

智

頚

器



仔
骨

骨
骨

吾
骨

分
谷

岳
骨

号
骨

号
○

伶
昼

●
骨

号
骨

骨
●

筈
骨

骨
骨

骨
骨

骨
骨

告
岳

。
骨

。
谷

缶
谷

廿
毎

件
骨

笹
谷

毎
朴

骨
骨

件
骨

骨
骨

毎
Ｎ

八ｂ
》

》
泌

心
邪

”
犯

泌
》
花

碩
調

刃
恥

卿
》
”

心
叫

泥
皿

嘘
諦
埋

め
恥

弱
那

弱
吟

一
》
恥
》
和
恥
潅
叫
唖
皿
》
迦
起
羽
恥
麹
睡
》
郡
蝉
岬
群
恥
坤
》
埋
錘
和
恥
池
獅
》

ワ』
語

》
い

い
０

ル
辿

小
》
い

い
い

い
い

い
》
い

い
四

ａ
印

辿
》
聾

聖
山

込
聖

仙
飛

号
骨

吾
杉

件
骨

廿
Ｉ
低
ｌ
Ｉ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
谷

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
侍
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
号

骨
抄
３

９
３

０
８

ｂ
骨

４
ｌ

ｌ
１

８
Ｌ

骨
９

６
４

う
う

Ｕ
骨
１

入
０

０
２

３
骨

骨
各
３

２
９

と
４

ｂ
骨
１

１
う

７
う

１
骨
８

９
９

０
と

し
骨
１

７
う

ｂ
８

９
畳

骨
骨
１

１
８

９
う

６
畳
９

８
３

７
９

０
幹
９

８
３

４
６

２
．
５

５
３

う
４

２
廿

仔
Ｒ

骨
６

７
３

６
６

ｌ
谷
２

う
７

６
２

８
外
０

６
９

う
９

７
件
３

５
９

７
９

５
号

骨
骨
０

０
入

２
２

２
骨
１

１
１

１
２

１
件
０

０
１

２
０

２
谷
６

７
２

８
７

１
骨

骨
骨

、
、

、
、

。
、

骨
。

●
も

り
。

。
骨

■
。

。
ｏ

Ｕ
■

骨
●

①
●

凸
●

。
暑

件
骨
０

０
０

０
０

０
番
０

Ｏ
Ｃ

Ｃ
Ｏ

Ｃ
轡
０

０
０

０
０

０
各
０

０
０

０
０

０
奇

骨
骨

侵
骨

骨
骨

骨
ｌ
骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
栓

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
傍

。
骨
０

９
９

２
２

４
砦
２

３
４

２
３

１
骨
６

ｂ
３

７
う

９
骨
３

７
１

６
３

３
骨

骨
Ａ
各

７
４

入
４

う
８

妙
７

６
３

２
４

６
合
０

９
１

８
７

３
骨
８

７
２

０
１

６
骨

骨
凹
骨

９
９

８
う

う
ｂ

善
２

２
う

２
４

３
骨
２

１
１

１
０

１
骨
３

６
７

３
０

８
骨

廿
⑤
昏

９
９

９
９

９
９

骨
う

う
う

う
う

６
侵
も

６
６

６
６

６
各
５

７
２

う
８

３
件

各
１
件

０
０

０
０

０
０

骨
０

０
０

０
０

０
紳
０

０
０

０
０

０
件
工

１
１

１
１

１
骨

掛
Ｓ

骨
。

。
。

。
。

。
谷

。
０

０
。

。
・

骨
。

０
０

．
。

。
岳

。
・

０
◇

。
‐

骨
骨

骨
０

０
０

０
０

０
骨
。

０
０

０
０

０
句
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

０
骨

骨
骨

幹
骨

骨
廿

号
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
各
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
骨

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨

３
１
１
７
７
１

骨
７
４
２
０
９
３

丹
６
６
８
０
２
７

岳
５
４
６
４
６
う
針

谷
缶

３
３
３
３
０
５
骨

７
９
１
７
１
９
骨

７
９
０
１
７
０

野
５
２
６
４
７
１
碁

骨
骨

９
０
２
１
９
３
骨

７
０
４
９
４
０
骨

Ｌ
７
う
０
８
１

骨
６
８
７
１
２
９
骨

骨
Ｔ

件
３
う
ｌ
９
６
ｂ
件

７
１
２
２

６
９
辞

う
ょ
９
３
４
６

骨
う
７
９
２
３
１
骨

骨
Ａ
侍

０
０
０
０
０
０
７
２
７
１
う
７
骨
０
０
０
０
０
０
４

６
５
７
う
う
骨

０
０
０
０
０
０
３
２
３
４
２
９
骨
０
０
０
０
０
０
７
０
６
８
７
０
骨

幹
Ｈ

●
０

．
０

０
。

。
・

・
・

ｏ
ｏ

０
ｅ

Ｄ
Ｃ

・
・

０
．

０
０

０
。

Ｃ
Ｏ

骨
。

。
。

。
。

。
・

・
０

０
・

・
告

０
．

６
。

Ｃ
ｏ

Ｃ
ｏ

。
。

。
。
岳

骨
Ｒ
骨

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
０
ｚ

Ｏ
ｚ
Ｏ
ｌ
缶
０
０
０
０
０
０

０
１
０
１
０
１
骨

０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
０
０
各
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｌ
骨

分
骨

一
凸

一
一

一
一

骨
二

一
ロ

一
・

凸
●

一
一

一
一

・
一

骨
や

』
一

一
一

一
廿

骨
骨

幹
分

骨
●

廿
骨

各
骨

号
特

骨
ｌ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
各
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｅ

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｅ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

凸
件
８
１

４
う
７
３
７
２
６
４
７
１
句
９
う
９
５

９
９
９
６
う
９
６
２
谷
２
う
６
１
０
２
う
う
２
８
７
７
骨
３
２
１
う
う
８
３
４
２
６
４
１
缶

号
吾
６
２
３
う

８
２
２
８
１
１
２
６
骨
６
う
０
９
う
９
５
０
７

４
４
８
骨

３
４
６
６
４
１
１
７
４
６
６
０
母

４
３
６
７
３
１
９
０
２
５
７
３
件

骨
号
２
７
５
９
８
６
８
９
４
６
８
８
骨
９
４
１
７
３
０
２
う

８
７
４
９
骨
７
７
５
１
０
自
工
８
５
０
１
４

●
０
４
３
０
２
６
９
９
９
５
０
９
毎

号
Ｔ
令
１
９
１
２
８
３
６
６
８
６
１
う
骨
６
２
０
６
１
２
２
２
４
９
２
８
骨
０
４
う
う
う
４
２
う
８
９
２
４
骨
９
０
９
４
９
０
６
７

４
０
６
う
骨

廿
Ａ
抄
２
０
２
１
２
４
２
４
２
う
２
１
骨
０
６
１
７
２
３
１
９
１
９
１
６
廿

０
０
０
３
１
９
１
６
１
９
１
７
骨
９
う
１
７
９
８
１
８
４
う
７
２
谷

特
Ｈ

骨
０

。
。

。
。

。
ｏ

ｏ
ｏ

０
６

０
ｅ

。
。

０
．

・
６

。
。

。
。

ｏ
・

骨
・

・
Ｃ

Ｏ
。

０
０

。
、

。
◆

ロ
号

。
Ｃ

ｏ
ｏ

Ｄ
ｏ

ｏ
ｏ

ｏ
０

０
．
分

牡
Ｂ
令
０
１
０
１
０
１
０
１

０
１
０
１
骨
０
０
０
０
０
１

０
０
０
０
０
０
骨

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
幹
１
７
２
う
０
１
２
８
２
６
０
１
骨

骨
骨

一
亘

寺
一

骨
一

】
字

一
分

写
写

一
一

一
二

骨
口

一
一

一
骨

骨
骨

号
分

骨
吾

骨
骨
骨
骨
骨
号

仔
Ｉ
各
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
号

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
号

骨
各
８
８

４
８
う
４
１
う
１

６
Ｏ
う
そ
８
８
う
Ｕ
３
６
０
０
ｂ
ｌ
Ｏ
２
骨

う
７
８
う
７
６

８
６
１
う
う
７
台

１
１
２
６

６
４
０
９
う
１
９
１
句

骨
骨
９
７
６
９
１
９
９
２
２
４
８
９
骨
１
う
う
３
９
３
う
６
１
６
３
３
骨
７
６
１
う
８
７
２
９

２
０
０
０
各
３
０
９
８
０
２
１
８
う
う
６
４
廿

岳
缶
３
３

４
３
１
６
７
７
８
２
８
４
骨
８
３
６
９
３
２
７
２
３
０
４
７
丹
う
８
６
８
２
０
６
１

４
２
８
６
分
６
１
６
１
３
９
４
７
６
２
う
１
件

吾
Ｔ
骨
０
０
９
７
３
９
１
１
２
６
８
１
．
９
７
う
１
２
０
５
８

０
１
６
う
Ｇ
８
０
７
３
７
１

う
３
２
４
０
３
●
８
う
う
７
３
０
０
９
４
３

８
２
幹

骨
Ａ
骨
４
３
４
２
７
０
０
２

０
Ｌ
６
７
凸
０
う
７
３
８
７
２
０
１
ｕ

９
９
各
８
１
１
３

０
４
９
入
３
７
２
３
合
２
４
１
う
４
９

０
１
６
１
０
２
谷

告
Ｈ

骨
・

０
０

０
。

。
。

０
０

０
．

０
缶

０
，

０
０

０
．

０
．

．
０

０
．

。
。

。
０

０
．

０
、

。
０

．
・

・
分

。
。

。
。

。
。

．
。

。
。

。
。
骨

抄
Ａ
●
４
２
４
２
９
６
６
３

６
３
０
６
各
８
６
７
う
０
７

８
６
８
５
１
う
Ｇ

８
う
８
４
０
７
７
４
７
３
０
７

分
４
４
６
３
３
３
う
う
７
４
０
３
暑

骨
骨

一
一

宇
一

】
１
二

③
１

１
号

一
二
１

凸
一

一
１
－
号
１
－
入
ロ
２

１
－
１
口
２

骨
毎
号
缶
分
骨
．
一
一
一
缶

骨
骨

骨
各

●
暑

骨
昼

号
骨

●
＆

骨
凸

●
岳

凸
骨

谷
●

缶
骨

号
●

骨
岳

●
骨

号
骨

凸
各

骨
吾

告
岳

③
骨

仔
骨

告
凸

骨
各

骨
丹

や
骨

骨
骨

。
号

骨
谷

号
骨

告
毎

毎
号

骨
缶

各
３

９
う

９
３

５
号
１

８
０

３
７

８
分
２

０
０

８
３

１
骨
７

７
５

７
７

６
号

骨
骨

４
８

２
９

０
８

分
９

７
２

０
７

４
凸

４
１

７
０

４
８

骨
０

３
８

４
ｂ

９
句

骨
Ｈ

骨
６

１
６

０
う

２
骨
７

８
０

う
３

９
骨
９

１
６

７
１

う
各
う

２
８

う
う

Ｕ
岳

骨
Ｗ
号

８
１

０
６

４
９

骨
９

６
３

２
９

。
●
２

３
う

３
う

９
骨
６

う
７

１
８

７
骨

骨
Ｄ
●

０
１

１
１

２
１

告
２

３
４

う
６

６
骨
３

３
３

４
４

３
。
８

１
２

０
２

４
骨

骨
骨

■
日

日
■

０
争

卦
Ｃ

Ｇ
●

①
巳

。
骨

■
９

９
◆

■
、

骨
ロ

。
０

０
。

。
●

令
告
０

０
０

０
０

０
分
０

０
０

０
０

Ｏ
ｅ
０

Ｕ
Ｏ

０
０

Ｏ
ｅ
０

１
０

１
１

Ｏ
告

骨
骨

骨
長

暑
倭

骨
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
谷
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
●

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

各
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

９
１
１
号

●
谷
３

３
８

９
１

３
畳
０

４
う

７
４

０
ぜ
ぅ

ｂ
７

う
３

４
．
７

う
３

８
ｂ

う
骨

特
骨
う

７
７

２
１

９
骨
７

６
４

う
０

３
骨
１

６
６

８
１

６
件
７

７
７

７
２

７
号

骨
号
６

４
７

９
６

５
幹
う

２
８

４
８

８
骨
８

３
４

２
７

６
骨
う

０
１

９
３

８
令

骨
Ｒ
骨

２
３

９
６

７
２

廿
３

６
６

３
４

０
号
う

６
６

６
４

う
件
６

６
４

６
６

６
畳

分
号
８

８
７

８
８

８
骨
７

７
７

８
８

８
骨
３

３
３

４
４

３
各
９

９
８

９
９

８
争

骨
骨

①
争

●
、

■
Ｇ

丹
争

。
Ｂ

■
ｂ

ｇ
骨

●
、

●
■

。
●

骨
日

争
４

。
■

●
缶

骨
丑
０

０
０

０
０

０
号
０

０
０

０
０

０
号
０

０
０

０
０

Ｏ
毎
０

０
０

０
０

Ｏ
ｅ

ｅ
骨

骨
骨

骨
骨

骨
１
号
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
各
０

２
９

６
１

９
缶
９

７
う

６
６

９
分
９

４
９

２
７

ｂ
骨
２

３
う

７
う

６
骨

骨
Ａ
骨

１
０

う
７

７
６

骨
２

４
１

１
１

３
骨

９
７

６
４

３
０

傍
８

２
３

３
６

１
骨

骨
岡
廿

２
４

８
６

８
２

骨
９

３
２

う
１

２
骨

９
９

９
４

う
０

号
２

６
１

１
９

８
号

骨
Ｇ
骨

７
６

９
２

入
７

缶
２

２
２

０
０

１
骨
０

Ｕ
Ｏ

０
０

１
告
９

０
０

６
９

６
件

骨
１
分

３
３

３
３

３
３

骨
１

１
１

１
入

入
骨
１

１
１

１
１

入
骨
１

２
４

入
１

３
号

号
Ｓ

号
。

。
・

０
Ｇ

Ｏ
暑

・
。

。
。

。
、

丹
。

。
・

０
。

。
衿

０
。

。
。

。
・

号
骨

分
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

０
号
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
勺

③
骨

骨
骨

骨
巷

骨
ｌ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
廿
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
骨

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
谷

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
令

特
什

７
０
６
０
１
７

件
７
３
９
４
６
１

岳
８
４
２
９
３

８
骨

４
６
０
７
９
８
骨

骨
骨

６
２
２
７

う
７

骨
０
９
４
う
６
９
抄

う
０
１
６
４
８

骨
４
１
１
４
２
９
号

骨
骨

６
６
４
６
７
０
骨

９
３
３
１
１
２
骨

１
４
７
０
３
６

骨
３
１
３
う
９
９
幹

骨
ｒ
谷

８
２
０
７
７

ｂ
毎

３
４
２
７

今
１

号
ｌ
Ｕ
Ｏ
４

４
１

骨
３
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ

等
骨

骨
Ａ
ｅ
０
０
０
０
０
０
８
１

８
１
う
９
告
０
０
０
０
０
０
２
６
１
う
７
３
缶
０
０
０
０
０
０
７
９
６
７
２
９
●

０
０
０
０
０
０
９
０
８
６
う
３
骨

骨
Ｈ
抄

・
・

・
。

・
・

・
‐

口
。

。
、
骨

。
・

・
・

、
０

０
，

０
０
．
０
傍

・
・

０
．

０
‐

・
・

０
．
，
０
号

◇
Ｄ

・
０

．
．

０
．

，
．

．
．
暑

谷
Ｒ
分
０
０
０
０
０
０
１
４
１
４
１
２
骨
０
０
０
０
０
０
１
３
１
３
０
２
丹

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
１
０
１
０
０
●

０
０
０
０
０
０

０
２
０
１
２
２
骨

骨
特

一
一

画
』

二
】

谷
・

二
】

口
一

一
一

骨
一

一
一

一
一

画
骨

一
一

一
再

一
』

骨
暑

骨
骨

号
谷

暑
骨

●
己

谷
骨

号
骨
Ｉ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
告
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

号
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

１
１
暑

缶
骨
９
７
４
０
１
３
７
３
３
３
２
８
台
０
１
３
う
２
２
７
８
う
９
９
９
骨

８
２
９
０
う
う
９
４
０
９
７
う
骨
０
う
０
３
３
４
１
う
９
８
し
じ
暑

仔
サ
ー
う
７
５
５
４
３
４
３
ｂ
５
６
骨
０
３
７
４
４
１
１
８
６
３
４
７
各
４
０
２
２
８
７
７
８
１
１
４
１
岳

１
４
９
２
６
０
６
う
０
６
７
７
分

骨
ｅ
４
う
０
６
６
３
６
１
１
３
う
う
骨
１
２
４
９
３
７
２
０
う
３

８
４
分

Ｏ
３
８
３
９
８
８
９
９
５
４
５
丑

９
３
６
４
３
９
１
う

８
２
０
９
◆

号
Ｔ
ｅ
７
Ｊ
３
８
Ｌ
６
上
８

８
５
６
う
傍
２
２
１
７
３
８
４
０

８
１
６
１
骨

９
ｂ
６
９
９
９
０
８
う
８
３
３
骨

７
４
５
４
４
う

Ｕ
９
９
６
Ｋ
９
舎

骨
Ａ
骨
８
９
２
２
０
６
う
６
０
２
６
９
分
斗
う
６
９
う
Ｏ

６
４
８
８
ｂ
７
各
１
１
２
１
１
ｌ
ｂ
う
７
４
３
９
谷

２
６
じ
み
う
８
４
４
ｌ
ｂ
１
０
骨

骨
Ｈ

谷
。

。
‐

・
・

・
・

・
・

・
・
０
骨

０
．

．
．

０
‐

・
’

’
０
０
，
号

０
０

０
０

・
・

・
０

，
．
．
．
骨

・
・

’
０

０
．

．
０

８
．

０
・
骨

骨
８
谷
Ｏ
Ｏ
１
１
１
９
１
８
２
９
１
６
ｅ
０
う
０
う
０
６
０
７
０
７
０
６
分

０
２
０
２
０
２
０
２
０
２
０
１
分
２
８
３
７
２
７
２
６
３
６
３
８
骨

骨
骨

１
１

缶
骨

幹
１

１
入

上
骨

佇
骨

骨
谷

骨
缶

。
骨

告
凸

骨
分

骨
ｌ
丹
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
丹
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ

Ｉ
骨
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
ｌ
暑

骨
骨
３
０
５
０
６
４

６
６
６
６
６
７
分
３
９
ｂ
Ｏ
６
３
６
０
３
７
０
７
ｅ
２
３
・
Ｊ
７
４
２
６
１
６
９
３
ｌ
骨
４
１
０
３
う
４

８
６

８
《
と
．
上
《
笙
号

骨
ｅ
う
う
３
９
９
３
０
３
２
２
７
０
ｅ
３
４
３
７
う
１
３
２
４
０
４

６
缶
８
３
０
３
６
０
１
７

２
２
６
う
谷

９
９
４
２
１
７
２
４

８
う
６
０
抄

骨
骨
７
う
７
３

』
４
１
５
９
３
０
９
骨
２
７
０
４
１
う

８
５
６
１
６
う
骨
８
０
４
１
１
８
８
３
う
８
７
４

号
１
３
２
８

６
７
９
２
８
３
９
０
骨

骨
Ｔ
骨
３
１
０
８
９
１
９
７
０
う
６
３
件
８
４
３
０
０
７
８
７
０
１
う
ｌ
ｅ

２
７
６
２
５
３
３
８
１
４
７
７
岳
２
９
０
０
３
６
０
う
０
７
８
７
骨

骨
Ａ
骨
８
９
Ｕ
５
１
２
９
８
今
９
８
１
骨
１
０
０
８
３
８
う
１
７
７
２
３
骨
７
ｂ
８
２
Ｌ
９
１
４
ｊ
４
３
４
骨

７
・
Ｕ
３
７
０
ｂ
４
う
今
ふ
う
ど
扮

什
Ｈ
ら

Ｄ
０

０
ｏ

ｏ
ｏ

ｏ
ｏ

・
ｏ

ｏ
０
ｅ

ｏ
ｏ

ｏ
ｏ

０
ｐ

ｏ
ｏ

ｏ
０
ｏ
０
骨

・
・

・
。

。
。

・
・

・
・

・
・
骨

日
。

。
。

．
。

。
、

。
。

。
・
岳

各
Ａ
ｅ
Ｏ
Ｏ
４
３
０
０
４
３
ｌ
う
２
２
ｅ
４
５
２
１
４
５
３
う
Ｏ
０
４

６
ｅ
６
６
う
４
７
８
３
１
１
０
６
５
号
７
２
６
２
４
４
７
２
６
３
４
う
号

骨
骨

一
口

一
口

一
一
入
口
ロ
国

分
岳

骨
１
１
２
１
１
－
１
１
２
１
１
凸
骨

仔
●

一
骨

分
倍

一
一

一
一

二
一

一
一

口
寺

仔
骨

ｅ
ら

吾
ら

骨
。

●
己

廿
缶

ｅ
丹

骨
骨

件
ら

骨
骨

○
○

告
骨

分
什

ｅ
令

●
骨

骨
●

骨
缶

分
各

己
骨

仔
骨

骨
骨

号
谷

骨
廿

低
仔

号
骨

骨
。

骨
骨

。
抄

●
件

骨
岳

骨
号

谷
骨
胃

Ｃ
ｌ

脚
Ｃ

Ｉ
ｅ

Ｗ
Ｃ

ｌ
胃

仁
１

分
Ｗ

Ｃ
Ｉ

Ｗ
Ｃ

Ｉ
岳

冑
ｃ

Ｉ
Ｗ

ｃ
ｌ

骨
凸

缶
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
骨
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
毎
Ｊ

ノ
ノ

ノ
ノ

Ｊ
骨
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

Ｊ
侍

。
件
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
骨
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
●
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
特
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
骨

》
Ｎ
》
峨
睡
癖
岬
睡
崎
》
峨
峨
碑
峨
峨
耐
》
睡
唖
癖
唾
睡
幟
》
唖
価
州
砿
祉
幟
》

１
１

骨
Ａ
各
２

３
分
２

３
骨
２

３
骨
２

１
３

件

》
妙
》
卜

卜
”
歩

歩
》
詮

季
蝿
韮

３
恥

骨
Ｊ

骨
骨

◆
凸

骨
骨

告
骨

谷
ら

缶
分

骨
分

骨
凸

ら
●

旬
扮

畳
骨

●
骨

骨
骨

骨
各

岳
分

分
骨

旬
骨

“
●

。
缶

谷
合

骨
凸

ｅ
ｅ

ｅ
骨

旬
骨

●
骨

骨
分

。
●

骨
仔

什
骨

骨
伶

画
謂
臨
鴎
ｓ
荊
墹
両
翌
寺
か
聿
滞

い
←
の



い
、
つ

岳
骨

骨
凸

骨
暑

抄
骨

骨
●

号
邑

骨
句

骨
骨

各
昏

昏
告

号
仔

骨
岳

③
号

号
仔

骨
缶

◆
各

吾
骨

骨
分

骨
骨

骨
丹

缶
骨

台
各

吾
仔

谷
分

骨
谷

ら
骨

侍
骨

骨

門
ｆ
－
Ｒ
》
恥
恥
埋
加
却
却
》
癖
麹
郵
郵
酔
唾
》
呼
哩
哩
坤
和
皿
》
埋
埋
麺
暉
暉
岬
》

一
聖
山
》
お

お
弧

嘘
砺

叩
》
恥

酔
犯

騨
鰯

心
錨
鮠

鮠
濟

“
“

“
》
池

地
峡

弛
辨

必
砕

○
』
》
》
恥

醒
辿

叫
必
し
諦
辿

ル
ル

ル
ル
ェ
》
批

出
叫

避
辿
叫
》
坐

詮
幽

ル
ル
ａ
》

骨
骨
骨

谷
Ｉ
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
缶
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
１
１
骨
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
各

１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨

号
各

６
６

う
３

３
１

骨
０

０
９

う
う

９
ｅ
０

０
０

と
２

６
骨
８

８
９

６
６

７
件

岳
骨
０

０
４

８
８

４
谷
８

８
２

ｂ
ｂ

う
ぅ

４
４

４
８

８
４

骨
０

０
う

４
４

０
号

岳
骨
２

２
２

２
２

３
骨
８

８
５

７
７

７
骨
う

う
３

６
６

う
骨
８

８
２

４
４

７
秒

岳
Ｒ
骨

８
８

う
０

０
１

件
６

６
９

１
１

８
骨
１

１
８

２
２

１
骨
０

０
９

１
１

２
骨

甚
凸
う

う
１

６
６

４
骨
３

３
１

う
う

２
骨
６

６
１

６
６

３
．

４
４

０
７

７
６

号
号

骨
●

。
●

０
０

自
骨

●
８

。
●

Ｑ
■

抄
。

■
。

０
日

０
分

●
●

ｇ
■

。
。

令
骨

号
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

０
畔

骨
骨
骨
骨
骨

骨
Ｉ
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
骨
’
’
１

１
１
．
１
１
．
１
１

１
１
１
丑

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
・
Ｉ
‘
１
１

１
１
１
骨

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
暑

骨
骨

『色
へこ

”ロ
“４

今
司ざ

骨
９

Ｑ〃
旬ゴ

へ』
旬》

、上
骨

ｒｂ
〃ｂ

７，
４

４
県三

長
Ｑ夕

９
民グ

へご
ヘエ

〈Ｕ
骨

岳
Ａ
谷

う
具ノ

７
句上

１
８

廿
司》

３
６

３
３

４
幹
へ
姪

《色
６

負ゴ
う

９
件

４．
‐４

８
８

８
９

骨
低
Ｈ
骨

７
７

６
７

７
７

骨
凸
上

ｑ上
７

２
２

８
骨
２

２
へ踵

へご
２

２
骨
３

旬》
国〃

９
９

〈Ｕ
骨

骨
６
骨

４
４

４
“４

４
４．

骨
４

４．
４

４
４

４
骨
３

３
３

３
３

３
骨
う

ＥＪ
〃４

“４
４．

民ジ
抄

骨
０
１
骨

（Ｕ
（Ｕ

（Ｕ
（Ｕ

（Ｕ
Ｏ

暑
（Ｕ

（Ｕ
〈Ｕ

（Ｕ
《Ｕ

（Ｕ
骨
〔
Ｕ

《Ｕ
〈Ｕ

八〕
（Ｕ

《Ｕ
骨

〔Ｕ
小Ｕ

くり
〈Ｕ

〔Ｕ
〈Ｕ

骨
骨

←ご
骨

■
■

●
０

凸
●

号
●

５
０

。
■

。
骨

凸
。

。
■

０
，

骨
■

、
、

■
■

●
骨

骨
特

０
０

八Ｕ
０

０
〈Ｕ

骨
０

〈Ｕ
Ｃ

Ｏ
０

０
骨
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
骨

骨
辱

各
骨

骨
畳

号
１
件
１
．
０
１
・
’
１
．
１
１
１
１
１
１
１
骨
’
’
’
’
１
１
１
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
骨
１
１

－
‐
１
１

１
１
１
１
０
．
１
１
骨

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
任

号
碁

６
０
６
０
７
４
骨

沁
諏
沁
訂
型
泌
羅

頤
⑪
”
⑯
醗
兎
恥

光
”
光
夘
酔
い
》

骨
骨

１
５
１
ぅ
４
４
骨

う
９
う
９
３
４

号
７
９
７
９
７
７

骨
４
３
４
３
７
８
骨

骨
骨

２
３
２
３

８
８
畳

８
４
８
４
８
３

号
２
６
２
６

９
１

骨
う
８
う
８
０
７
骨

各
Ｔ
骨

０
４
０
４
う
０
骨

号
Ａ
骨
０
０
０
０
０
０
２
４
２
４
２
９
号
０
０
０
０
０
０
１
９
１
９
０
４
骨

０
０
０
０
０
０
１
８
１
８
１
３
骨

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
う
８
う
８
６
１
骨

骨
Ｈ

岳
。

。
．

。
。

‐
。

’
。

‐
。

Ｄ
骨

ｂ
ｏ

０
ｏ

ｏ
ｏ

ｏ
０

０
‐

ｏ
０

ｅ
‐

、
。

。
Ｄ

０
０

０
０

，
．

０
抄

０
．

０
。

。
‐

，
０

０
０

０
・
分

骨
Ｈ
骨

０
０
０
０
０
０
０
１

０
１
Ｕ
Ｌ
骨
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｅ

０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｌ
●

０
０
０
０
０
０
０
２

０
２
０
３
昔

骨
岳

二
一
口一

】
一
骨

凸
】癖

口
』
画
』
二
←
》

画
】

ロ・
一
画
恥

骨
骨

件
等

分
骨

令
●
骨

吾
ｌ
ｐ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
告

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨
６
８
ｂ
８
４
０
１
７
１
７
６
７
ｅ
３
９
３
９
３
２
う
４
う
４
う
０
骨
７
８
７
８
１
４
２
６
２
６

９
０
骨
８
う
０
ぅ
４
７

０
８
０
８
３
１
骨

骨
骨
２
２
２
２
６
６
９
２

９
２
０
７
骨
う
８
う
８
４
０
０
４
０
４
３

８
骨
う
４
う
４
６
７
７
０
７
０
４
７
う

９
３
９
３
９
９
０
１

０
１
８
７
う

こ
号
４
４
４
４
５
１
１
２
１
２
９
８
骨
１
５
１
う
９
７
３
う
う
う
１
６
缶
３
３
３
３
９
４
う
０
う
０
４
９
句

０
７
０
７
７
５
６
１

６
１
９
８
骨

毎
Ｔ
告
２
う
２
う
４
１
２
２
２
２

０
９
昔
３
８
３
６
３
９
９
１
９
１
１
う
骨
２
う
２
う
９
９

０
４
０
４
８
１
骨
７
０
７
０
６
４
９
３

９
３
８
１
骨

仔
Ａ
骨
７
３
７
３
１
う
ｂ
Ｏ
ｂ
Ｏ
２
２
廿

ｂ
Ｌ
ｂ
ｌ
２
３
９
１
９
１
２
１
骨

ｂ
９
６
９
０
８

ｂ
７
６
７
１
６
骨
５
４
う
４

０
４
４
１
４
１
１
３
骨

号
Ｈ
骨

。
。

、
‐

・
’

０
．

．
０

０
。
●

、
。

・
・

・
，

。
。

・
・

・
、
幹

。
・

・
・

ｏ
ｂ

ｏ
０

・
口

・
・

暑
Ｄ

・
０

．
，

．
０

，
Ｃ

Ｃ
Ｏ
Ｏ
件

骨
８
骨
０
う
Ｏ
５
０
１
０
４
０
４
０
２
骨
０
２
０
２
０
１
０
３
０
３
０
１
》
０
３
０
３
０
０
０
３
０
３
０
１
外
Ｏ
２
０
２
０
０
０
２
０
２
０
１
骨

谷
骨

骨
缶

骨
ロ
ロ

》
骨

骨
そ

号
鋸

骨
号

暑
骨

骨
１
畳

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
骨

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

骨
ｌ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
１
１
１
骨

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
１
１
ｅ

弁
骨
７

６
７
６

４
９
０
３
０
３
８
２
岳

Ｏ
９

０
９
３
９
０
３
０
３
８
３
廿

４
８

４
８
７

８
７

４
７
４

１
０

替
４
０
４
０
０
８
１
３

１
３

６
４
骨

伸
丹
２
３
２
３

ｂ
ｂ
９
３
９
３
４

う
号
６
８
ｂ
６
７
０
９
ソ
９
ソ
９
０
缶

２
３
２
３
う
３

４
う
４
う
０
７
骨

０
４
０
４
９
り
う
９

う
９
５
６
分

骨
号
３
９
３
９
４
１
６
３

６
３
８
４
骨
４
０
４
０
１
４
６
０
６
０
７

８
骨

８
０
８
０
９
６
１
９
１
９
３
０
分
１
８
１
８
６
７

０
２
０
２
１
９
骨

岳
Ｔ
号

０
６
０
６
０
６
７
９
７
９
４

６
骨
９
４
９
４
４
７
３
２
３
２
０
う
サ

７
１
７
１
０
６
９
３
９
３
９
９
件

６
３
６
３
ぅ
６
７
０
７
０

８
０
骨

毎
Ａ
岳

８
１
８
１
９
ｌ
ｂ
７
６
７
０
７
号

１
８
１

８
３
９
９
う

９
ぅ
６
０
廿
２
６
２
６
０
４

う
７
う
７
９
２
骨

６
３
６
３
２
７
９
１
９
１
７
７
骨

骨
Ｈ

骨
Ｄ

０
０

ｏ
ｏ

０
。

．
０

。
０

・
凸

‐
。

・
０

，
．

・
・

０
．

０
．

骨
‐

。
。

。
６

．
Ｄ

，
０

０
．

，
骨

０
。

。
。

・
０

，
．

・
・

０
０
骨

骨
Ａ
号

０
１
０
１
３
９
１
１
１
１
４
７
骨
１
０
１
０
３
４
０
０
０
０
３

４
号
１
１
１
１
４
８
１
１
１
１
３
８
号
１
１
１
１
う
６
２
２
２
２
４
ぅ
告

骨
谷

骨
一
二

一
二

諦
骨

需
骨

暑
骨

骨
》

骨
骨
暑
骨

骨
骨

暑
骨

骨
●

分
令

骨
笹

谷
吾

岳
合

そ
七

件
骨

争
仔

骨
仔

幹
号

暑
吾

骨
骨

号
毎

分
暑

缶
昌

骨
骨

骨
骨

暑
骨

幹
母

骨
餐

争
谷

骨
骨

号
骨

骨
針

岳
毎

暑
号

廿
３

３
６

６
６

う
号
９

９
２

４
４

２
特
０

０
７

４
４

１
畳
０

０
３

３
３

８
骨

骨
骨

４
４

９
４

４
う

号
４

４
１

９
９

２
分
９

９
４

９
９

１
号

４
４

７
８

８
４

骨
骨
ｋ
件

９
９

９
６

８
０

骨
７

７
う

ｂ
ｂ

う
骨
う

う
６

１
１

６
骨

４
４

ｂ
３

３
３

骨
骨

Ｗ
骨

２
２

１
６

６
う

そ
９

９
４

６
８

今
谷
１

１
４

う
う

５
暑
９

り
３

３
３

０
骨

俳
Ｄ
号

７
７

４
７

７
６

件
６

６
８

８
８

６
骨
３

３
８

３
３

９
廿
９

９
３

３
３

２
号

毎
骨

■
、

。
Ｇ

Ｂ
ｇ

昏
ｂ

●
■

凸
■

●
骨

０
や

り
６

■
ｇ

骨
Ｄ

Ｂ
Ｂ

凸
■

巳
各

骨
谷
０

０
０

Ｏ
ｏ

Ｏ
骨
Ｕ

Ｕ
Ｏ

Ｏ
Ｕ

Ｕ
骨
１

１
０

１
１

Ｏ
骨
０

Ｕ
Ｕ

１
１

１
畳

骨
骨
骨
分
骨
骨

廿
１
件

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ
七

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

卦
ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

谷
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
骨

９
９

６
７

７
７

骨
入

Ｌ
７

２
２

７
谷
３

３
４

ｂ
ｂ

２
特

ソ
９

３
７

７
８

骨
号

骨
８

８
７

７
７

８
骨
０

０
６

２
２

４
骨
３

３
３

３
３

７
号
１

ｌ
ぅ

１
１

今
谷

骨
丹
５

う
３

８
８

９
骨
０

０
７

８
８

２
骨
２

２
１

６
６

１
骨
３

３
１

２
２

ぅ
骨

谷
Ｈ
せ

う
う

２
う

う
４

善
０

０
８

１
１

８
谷
９

９
４

９
９

７
卦
０

０
う

４
４

３
骨

骨
件
９

９
９

９
９

９
特
９

９
８

９
９

８
番
２

８
８

８
８

８
骨
９

９
７

９
９

９
廿

廿
骨

■
●

。
Ｄ

Ｂ
９

件
固

凸
■

●
■

■
骨

の
町

町
ｑ

①
■

幹
Ｄ

Ｂ
早

●
◇

■
外

骨
番
０

０
０

０
０

０
秒
０

０
０

０
０

０
付
０

０
０

０
０

Ｏ
雑
０

０
０

０
０

０
骨

骨
吾
骨
骨
骨

骨
ｌ
骨

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

社
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
丑

９
９

１
ｂ

ｂ
９

谷
７

『Ｉ
７

６
８

４
各
１

副▲
４

『Ｉ
７

Ｃ
骨
０

０
３

６
ｂ

８
令

骨
Ａ
骨

へと
２

１
１

１
４

件
１

入
う

ｂ
６

９
谷
１

入
２

４
４

２
件
ら

６
４

う
う

４
特

争
Ｍ

骨
う

う
う

３
３

９
号
０

０
３

４
４

４
缶
６

６
３

う
う

９
骨
８

８
う

３
『』

６
骨

骨
ｂ
抄

６
．◎

Ｕ
ｂ

６
６

骨
も

ｂ
も

具諄
氏ダ

ｂ
幹
３

３
４

Ｊ
ｊ

３
各
６

ｂ
Ｕ

う
員ノ

呉尹
替

骨
。
１
番

（ｖ
０

０
Ｕ

Ｏ
Ｕ

も
（Ｕ

Ｕ
Ｕ

（Ｕ
〈Ｕ

Ｏ
骨

ハＵ
０

０
Ｕ

ｎｖ
Ｕ

性
Ｕ

ハＵ
、人

Ｕ
〔Ｕ

Ｏ
番

号
合ご

号
。

。
Ｄ

Ｃ
。

。
弁

０
。

。
０

０
０

件
，

４
。

◆
Ｄ

Ｃ
件

０
０

日
Ｄ

Ｂ
Ｑ

件
骨

谷
０

０
０

０
０

Ｏ
斜
０

０
０

０
０

０
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
骨
０

０
０

０
０

Ｏ
外

吾
牲
骨
普
営
骨

骨
Ｉ
卦

ｌ
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
谷
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

骨
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
餐

吾
骨

０
７
０
７
１
３
号

４
う
４
５
９
１
件

６
４
６
４
２
１
衿

諏
沁
諏
沁
沁
刃
耀

暑
骨

９
４

９
４
う
ｌ

骨
う
８
ぅ
８
６
６

骨
ソ
３
９
３
７
ぅ

曇
２
う
２
う
７
７
骨

骨
悟

う
７
う
７
３
２
軒

６
２
８
２
０
３
谷

”
、
”
、
弧
知
識

７
４
７
４
７
ｂ
件

廿
丁

菩
３
ｂ
３

ｂ
ｊ
９

件
ｂ

ｂ
ｂ
ｂ

Ｕ
Ｕ
廿

衿
Ａ
『
骨

〔
Ｕ
八
〕
（
Ｕ
ｎ
）
《
Ｕ
《
Ｕ
《
ど
Ｔ
Ｌ

７
一
句
上
唱
ジ
つ
」
令

ｎ
》
（
Ｕ
戸
Ｕ
、
〕
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
必
．
４
．
４

４
ハ
リ
ハ
Ｕ

特
〔
Ｕ
ハ
リ
ハ
〕
〔
Ｕ
〔
Ｕ
〈
Ｕ
Ｑ
‐
上
へ
Ｊ
、
ム
ヘ
コ
ヘ
ど
ん
守

骨
（
Ｕ
八
Ｖ
八
〕
（
Ｕ
（
Ｕ
（
Ｕ

４
〈
Ｕ

４
．
（
Ｕ
元
画
Ｉ
Ｔ
Ｉ

骨
骨

Ｈ
針

。
Ⅱ

。
０

。
。

。
‐

０
。

０
。

骨
’

。
。

。
。

，
０

。
Ｃ

Ｄ
０

．
件

Ｃ
Ｄ

“
０

。
。

。
。

巳
，

’
０

骨
。

Ⅱ
‐

。
０

０
。

。
‘

。
。

。
廿

秒
Ｈ
骨
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｕ
Ｏ
０
０
２
０
２
０
う
骨
０
０
０
０
０
０
０
２
０
２
０
０
》
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
ｌ
Ｏ
１
Ｏ
２
骨
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
０
０
０
４
Ｑ
４
０
７
分

骨
暑

二
・

酋
口

二
一

骨
骨

一
一

二
二

二
』

蝿
一
一

■
一

口
一
恥

什
抄
昼

谷
骨
幹
骨
令
暑

骨
１
秒

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

谷
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
件
ｌ
１

１
１

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

各
Ｉ
Ｉ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
骨

骨
谷
０
９
０
９
９
６
７
７
７
７
７
６
特
３
２
３

２
６
う
《
と
７
２
７
う

６
毎
６
ｂ
６
ｂ
１
６
ｚ
４
２
４

り
う
骨

９
３
り
ａ
Ｕ
６
３
３
ｊ
３
９
１
骨

谷
。
７
６
７
６
２
６
８
う
８
う
８
１
丑

０
７
０
７
６
４
２
３
２
３
８
８
倍
２
９
ｎ
９
６
２
４
８
４
８
６
９
分
３
２
３
２
８
１
９
７
９
７
３
８
令

骨
衿
６
４
６
４
２
８
う
６
う
６
う
１
骨
４
２
４
２
７
０
９
６
勺
６
７
３
句
７
４
７
４
１
６
７
２
７
２
も
９
号

０
８
０
６
０
３
６
３

６
３
０
５
廿

骨
Ｔ
好
７
う
７
う
４
入
２
０
２
０
９
７
骨

１
７
」
上
７
１
９
３

０
ｊ

Ｕ
７

ｂ
骨

ｂ
３
６
３
１
４
９
６
９
８
ｂ
Ｏ
件
２
６
２
ｂ
６
６
ｂ
８
ｂ
６
Ｕ
３
骨

暑
Ａ
も
１
１
１
入
う
り
ｏ
２
０
２
ｊ
６
骨
ｑ
３
４
３

ｂ
ｂ
７

ｂ
７
ｂ
ｂ
６
骨
９
９
９
９
４
６
８
２
８
２
３
２
せ
ぅ
う
３
う
ぅ
７
９
３
９
３
４

５
暑

号
Ｈ

号
。

‐
、

０
，

。
。

。
，

。
、

９
分

。
。

。
。

０
。

。
’

，
。

。
‐

骨
，

。
。

。
。

。
０

。
◇

。
Ｄ

０
ｅ

０
。

。
，

ｏ
‐

。
。

。
０

’
・
傍

特
６
句
１
４
１
４
０
７
１
２
１
２
０
０
骨
’
０
１
０
０
９
１
９
１
９
０
７
告
Ｏ
９
Ｕ
９
０
７
０
８
０
８
Ｏ
７
》
１
ｍ
１
，
０
ぅ
０
７
０
７
０
６
廿

傍
骨

２
２

１
１

入
１
骨

１
入

昏
骨

件
骨

。
廿

骨
号

蹄
暑
骨
骨
卦
令

廿
１
打

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

骨
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
Ｉ

Ｉ
号
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
１
件

廿
骨
８
４
８
４
２
９
ｂ
７

ｂ
７
Ｕ
ｄ
骨

１
６
．
Ｊ
ｂ
ｂ
う
う
４
Ｄ
４
２
４
骨
う
Ｏ
う
じ
’
２

６
４
８
４
１
入
廿
ｂ
２
６
２
Ｃ
２
Ｕ
ｂ
Ｕ
ｂ
９
３
抄

舎
谷
Ｏ
８
０
６
０
８
６
ｂ
６
６
２
１
骨
Ｏ
Ｏ
０
０
１
０
９
Ｕ
９
８
１
４
缶

０
０
０
０
う
う

０
８
０
８
１
う
骨

０
１
０
１
９
１
０
３
０
３
７

８
谷

骨
骨
８
０
８
０
１
７
６
９
６
９
Ｏ
う
そ
３
１
３
１
０
４
４
７
４
７
８
９
酢
２
う
２
５
う
０
１
８
１
８
８
９
特
４
８
４
８
７
３
４
３

４
３
９
８
件

骨
Ｔ
骨
Ｏ
６
０
６
４
０
２
４
２
４
１
１
号
５
０
う
０
３
８
２
７
２
７
２
９
秒
う
２
う
２
９
６
７
う
７
う
９
６
件
６
９
６
９
う
２
７
う
７
ぅ
９
７
谷

替
Ａ
谷
う
上

う
１
１
９
３
う
・
』
う
７

６
骨

ｂ
Ｕ

ｂ
Ｏ

ｂ
Ｕ
ｌ
・
ｊ
ｌ

ｊ
ｂ
う

谷
４

９
斗
ソ

ｂ
ｊ
ｌ
ご
’
２
３
８
骨

２
４
２

４
９
３
ｊ
４

３
４
Ｕ
ｌ
廿

骨
Ｈ

骨
’

。
。

。
。

。
。

０
。

。
０

。
骨

。
０

０
．

Ｃ
Ｑ

０
口

Ｄ
Ｃ

０
０

什
。

’
口

。
０

’
０

。
０

０
。

。
分

。
。

。
。

０
０

．
‐

。
。

０
．
暑

骨
Ａ
号
１
６
１
６
２
６
０
０
０
０
３
１
骨
２
４
２
４
１
６
う
め
う
４
１
２
谷
０
０
０
０
２
２
０
０
０
０
３
９
句
２
３
２
３
１
４
０
０
０
０
４
皿
無

骨
骨

一
・

一
－

４入
画

一
一

・
。上

笹
一

一
一

一
一

一
一

一
畳

。
一

一
画

“上
谷

一
一

一
一

幹
骨
仔
骨
骨
サ

骨
骨

②
甘

卦
各

骨
缶

各
骨

骨
●

骨
骨

骨
骨

骨
骨

骨
骨

骨
笹

曽
暑

骨
廿

骨
骨

号
鉢

牡
骨

幹
骨

骨
骨

骨
骨

骨
骨

幹
骨

骨
昏

骨
●

骨
号

骨
替

骨
骨

号
骨

号
骨

骨
骨

骨
付

番
骨

昼
‐
肉

Ｃ
ｌ

Ｗ
ｃ

ｌ
暑

憤
く

Ｉ
Ｗ

Ｃ
Ｉ

甘
‐
閃

ｃ
Ｉ

Ｗ
仁

Ｉ
骨

脚
く

Ｉ
ｗ

Ｃ
Ｉ

骨
骨
〆
ご

骨
ノ

〃〃
ｊ〃

ｄノ
ノ

ノ
骨
‐
〃

“〃
／

ｄノ
ａｆ

ｄ″
骨

ｊ〃
ｊ〃

ｊ〃
ｄノ

〃〃
／

骨
“〃

ノ
ノ

ノ
ノ

〃〃
骨

讐
．
Ｕ
骨

Ｙ
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｙ
Ｔ

骨
Ｙ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

丁
骨
Ｙ

Ｙ
－Ｉ

Ｙ
Ｙ

Ｔ
骨

Ｙ
Ｙ

Ｔ
Ｙ

Ｙ
Ｔ

骨
牲

Ｎ
骨
Ｅ

《上
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
廿
戸
上

Ｅ
Ｈ

Ｅ
Ｆ』

Ｒ
も
Ｅ

戸上
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
骨
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
骨

骨
Ａ
件

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｎ
０

号
Ｎ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

○
毎

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

Ｎ
Ｏ

骨
Ｎ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｎ

０
号

骨
Ｌ
骨

０
Ｑ

僧
０

０
Ｐ

ｅ
ｏ

Ｕ
Ｆ

○
０

伊
骨
０

。
Ｐ

Ｕ
Ｏ

Ｆ
骨
Ｑ

Ｑ
Ｐ

Ｕ
Ｕ

Ｐ
骨

骨
．
Ｋ
谷

Ｈ
Ｈ

Ｍ
Ｈ

岡
岡

号
Ｈ

Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ

Ｈ
衿

間
間

Ｈ
Ｍ

Ｈ
Ｍ

骨
岡

Ｍ
Ｍ

尚
岡

Ｈ
骨

廿
上
骨

，Ｉ
骨

‐１
骨

１１
。↓

骨
，１

９１
廿

骨
Ｈ
骨

〔と
可ざ

件
司匹

《』
谷

晶低
ヨジ

谷
【
ど

３
骨

骨
守Ｉ

骨
ロ

一
骨

一
仔

一
骨

。
谷

廿
上
谷

０
Ｕ

衿、上
司上

骨恥と
Ｌ型

鑑ａ子
一Ｊ

露
衿

Ｎ
笹

骨
骨

骨
令

替
衿

骨
件

特
号

外
廿

骨
昏

昏
号

骨
骨

骨
骨

替
件

骨
骨

骨
骨

骨
骨

幹
谷

骨
そ

骨
骨

骨
仔

骨
件

骨
号

廿
骨

骨
廿

骨
昏

昏
抄

件
廿

糾
餐

件
骨

骨
骨

骨

吟

習
頚

器



2－8

骨骨号骨ら骨骨分骨毎号分骨骨骨骨骨骨毎骨骨讐凸各骨骨筈骨号号仔骨幹骨骨各骨骨骨骨骨骨岳骨骨号骨骨仔骨暑骨骨暑紳畳骨岳骨分骨骨号骨骨骨骨弄骨骨骨骨丑骨号骨骨各丹号骨骨各凸骨仔骨替号岳骨骨骨骨号骨骨骨号骨令号令e骨骨骨骨骨岳骨仔骨骨骨暑骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨号骨骨骨骨骨各

号SWEDEN 骨 AHAT BHAT RHAT l SI(jHA I R AHAT BHAT RHAT I SIGHA I R………………………醤……………………………….…噸瞥番:.……………………………僻僻………………黙.骨：
件O=2MONEY/we Oo29786I Oo69う981 0,0 1 0.2206910.2“8610032662缶 4.028961 =ODO3863I OoO I OoO8399I OoO56751ﾕ0う063ﾕ骨
令 骨 002019ﾕI 20276641 0.0 缶 8．324う41 －0．4ユ38ユI 骨0．0

分 HONEY／C骨 00297861 0069う98I O0O l Oo22069I Oo26う861 0.32662分 40028961 -0.038631 1 000839910．0567う1．ユ0う0631岳0．0

件 号 002019ﾕI 2.276641 0.0 侍 80324う41 －0，4138ユI Oo O 仔
号 IHPORT/I骨 20743“l Oo235291 000 1 0．22ﾕ2710.2う6うう1 0．ユ7394邑 4049”01 －0．ﾕう弱21 1 0．0827う1 0・ユユ7ユbl1。55706骨0．0

号 骨 6．62う01 1 2.207941 0.0 ･ 8074ｱﾕ21 -10323441 000 骨
幹 0－3 HONEY/w毎 －1．42う47I Oo86949I Oo4971910･20b731 0.429621 0･う0474。 408938う1 -0.0う3ううI －0．480ﾕ01 0．084う71 0.099421ﾕ｡32791骨
缶 骨 －0．948801 20973111 2.922721 骨 6bl7030I =0.う46341 ‐ﾕ･うう4ﾕ51 骨
骨 HONEY/C分 一ﾕ042う471 0.869491 0.497ﾕ910.206731 0.429621 00う0474岳 4.6938うI －000う3551 -0.480101 0.084う710.099421ユ032791号
骨 骨 -0.948801 2.9731ll 2．922721 骨 60ﾕ70301 －0.う46341 －10うう4ユ51 骨
仔 IMPORT/I骨 20823241 0.ﾕﾕ7991 0.2人04310.222971 0.22bb9100ﾕ6742骨 う｡46”61 画0012う321 国006067410.0810310.240ﾕ71ﾕ05188う骨
骨 骨 6.16“う1 00396うう1 004227うI 各 7.414721 =1．096601 －l09ユ0891
……………………………………………………………………………醤………………………………………：
ｻﾕｰ2HONEY/W骨 =1.218181 0,990031 0.0 1 0.l922810o466bう1 0.74”7缶 407う9341 -0.ﾕﾕ2981 0.0 1 0.0う89ﾕl Ool6う’61 1.38381骨
号 骨 －0．7ユ4961 2.821301 0C O 岳 80864821 -10293461 0.0 特
佇 HONEY（仔 一1,218ﾕ81 0.990031 0.0 1 0.ﾕ922600.4666うl U､74”7句 4.759341 -0･ユユ2981 I OoOう89ﾕ1 0.ﾕ6うlbIﾕ.3838ユサC、0

号 骨 =0．7ユ4961 2｡821301 0．0 号 80864821 -ﾕ。293461 000 骨
号 IHPORT/1分 0.2ﾕO91I Oo93ﾕ021 0.0 1 0.ﾕう81710.6860b1 0.8う8う6号 4.923うﾕl =0.2070c1 0.0 1 0.0うう971 0.354291ﾕ｡”602骨
骨 件 0.3007うﾄ 406l980I OoO 笹 10.うユ8う31 -2．108291 000 毎
分ユー3 MONEY/w骨 =ユ.202391 0.6う2971 0．9ﾂ32310,ユ700310.623ﾕう1 0.63209号 4.744ﾕ11 =0.120491 －0．2342l' 0.064461 0.276831ﾕ．01う93骨
骨 骨 －00798021 1．9う9341 2,773341 号 6.13うう21 －1。190951 -007う7091 守
廿 HONEY／C骨 一ﾕ｡202391 0.6う2971 0,993231 00ﾕ700310.623ﾕう10.63209号 40744111 -0.120491 -0.234211 0.Ob446I Oo27683I ル0ﾕう93骨
骨 骨 －00798021 109う9340 2.773341 骨 6.13うう21 －ユ｡1909うI －0，7う7091 骨
骨 I間PORT/I丹 0.222191 0.783901 0.320ﾕb1 0.1う9931 0.677371 0.73373骨 う.2239うI －0．ﾕ92441 =0.2847う1 0.0う6611 0.344661ﾕ．27305骨
骨 件 0.コユ32うI 24.『O8601 0.688861 骨 8.238ﾕ21 =ﾕ｡90う221 ロユ.038831 骨
骨暑衿骨令骨骨骨骨号骨件骨骨各件紳骨谷件抄骨号丑骨骨骨分骨骨ササ令号抄号号骨廿仔骨丑筈各骨幹骨骨番仔仔骨暑骨骨骨骨秒骨骨丑号骨骨幹骨骨骨仔骨骨暑骨幹号缶各号各骨各佇骨骨幹廿仔骨廿骨骨暑各骨骨岳吾骨骨告骨号骨昏骨骨骨幹骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨号暑骨骨骨骨骨谷廿谷骨骨骨骨骨

凸2=2 HONEY/胸号 6.027941 －0．4う8611 0.O I OoO9443I OD40ﾕう210.6うﾕ7うぞ 4口う4うbうI －0.ﾕ78”I OoO I O･O6bl910o2768blﾕ｡39う48骨
骨 骨 60う04361 -2.409361 0．0 骨 8.b56ﾕｭI 一ﾕ.729821 0．0 骨

骨 HONEY/〔骨 60027941 －0，4う8611 0．0 1 0．U9443I Oo40ﾕう21 0．6うﾕ7う骨 4.う4う6うI ■0.ﾕ78う31 0.O l OoOb6ﾕ9I Oo27b861l｡39う48骨
骨 幹 60うO43b l -2.409361 0.0 凸 806う6111 －1．729821 0．0 衿
ぞ IHPORT／I毎 30b34701 0．04ﾕ411 0‘0 ’ 0．10う081000う30b1 0.46618丑 4.977261 -0.310931 0.0 1 000649710.32う141ユ062010骨
特 骨 う｡88026 1 0．260311 0．0 そ 7．う62231 -1.9う8841 0.0 倭
骨Z－3HONEY/W骨 4.732ﾗﾗ' －Oo30492I O03U8う81 0.Q9167I Oo4う78010.う9けう8. 4.76ﾕ041 －0.ﾕ74771 －0．101281 0．0b7481 0.l7b9うIﾕ.3う383件
骨 骨 3．878211 =104う84b l loう71171 号 4.730う0 1 ■1．6269うI -0，211051 骨
骨 HQNEY/亡各 4.732”' -0.304921 0.308う810.0916710.4う7801 0.う98う8缶 40761041 =0.174771 -0.10入2810.0674810.ﾕ769う1 1.3う383骨
廿 骨 3．8782ユI －1．4う8461 ﾕ.57ﾕｭ71 卦 4.730う01 -ﾕ.b269うI -0.2ﾕ10うI 骨
骨 INPORT／I骨 4.324601 -0.bﾕ29b l loO43761000802210.628231 0.93066◆ 40163う41 -00407931 0.677691 0.0679う1 0.3う3441ﾕ034397骨
骨 骨 8．b69う41 -3.132131 4．2b424I 谷 6．180ﾕ21 ＝2.ﾕ96871 ﾕ.829361 岳
号骨骨暑骨骨暑骨号仔骨骨骨骨谷骨仔号毎骨骨骨幹谷抄骨骨骨骨告骨骨毎号骨廿分骨骨骨餐骨紳骨管号令暑骨告骨骨骨骨仔特各骨骨谷骨号骨骨骨号廿骨骨号号倭朴ら号毎号吾骨分骨廿骨特低骨骨骨幹骨骨骨齢骨号骨甚骨骨谷己骨骨骨骨件骨舛暑骨碁昏昏骨骨骨骨骨骨骨吾骨骨餐骨分骨件骨骨替骨廿骨

骨3-2 HONEY/w骨 －1．634881 l,l08821 0.0 1 0.218ﾕう1 0，3ｺ3841 0．う2う63骨 3．L33う21 0.ﾕ23491 0.0 1 0.1090410．1260b1 1.60う99特
骨 骨 －0・b2449I 20033661 0.0 骨 〕｡067721 0．609401 0.0 骨
骨 HONEY/仁骨 －10b]“61 坐108821 0.0 1 0.2181う1 0.”38410.う2う6〕谷 3.13〕う21 0.ﾕ23491 0.0 1 0,lO90410ol2bOblﾕﾛ60う99件
骨 伸 一0.624491 2.0J3bb 1 0．0 仔 3.067721 0．609401 0．0 骨

幹 IHPORT/1号 6.ﾕ94931 -0．bO844I O･O I O’2202210.307491 0.30ﾕ〕2谷 0.849う11 -0.039421 0.0 1 0.ﾕﾕﾕ6710.030781 1.63331骨
号 骨 4.b93681 =10900141 0．0 や －0．075481 -0．147691 0．0 谷

骨3-3 MQNEY/We 1.418201 00780761 -0,7b9291 0,215291 0.3b68ｼ'0.37616缶 6.入60441 0.078101 ←l，4基7991 0010ｺ3910.277011 106ﾕ009骨
骨 幹 0．403う41 ﾕ.310271 -1.281461 分 3,293.Fう1 0.403191 -1.892311 骨
替 HONEY/〔号 1．418201 00780761 ■O07b929I O,2ﾕう2910.3668ｿl Oo37bl6暑 6．160441 00078101 -1.4279910・lO339I Oo2770ユ11･6ﾕ009件
骨 骨 00403う41 ﾕ.310271 -ユ･251481 骨 3.2937う1 0.403191 －10892311 骨
佇 IHPORT／I骨 6．ﾕ71141 －0．2う6081 －0．743091 0．222201 0,279671 0.22りう4必 7．ﾕ49431 -0.031991 -ﾕ,5843う1 0.lO295l Oo304b2Iユ.65708号
骨 骨 40b32761 －0．4う2401 －007う8101 針 3．う37231 -0.1269うI －201ユ0う11 廿
骨骨骨号令骨令骨告骨骨骨骨骨各骨什紳侍●e令骨骨暑仔骨骨骨号骨骨サ●骨骨骨谷骨骨件令佳分骨分骨替暴件丹号骨骨骨骨昔骨骨骨骨骨骨骨骨替谷廿甚骨骨什廿谷暑幹ｻ骨谷骨侍骨骨替掛信骨骨骨曇廿骨暑骨骨骨廿旬骨骨毎号骨骨骨骨餐骨骨幹菩骨骨卦骨件暑骨骨骨暑件骨幹骨谷件骨骨針廿骨骨骨
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骨骨幹勢号骨針骨骨岳餐骨骨晶骨廿骨幹骨骨廿毎骨幹廿骨骨骨特骨母骨骨骨骨谷抄骨竹骨谷骨暑骨寸卜4トセ骨与丹暑暑骨侭･什件骨号骨号令骨缶仔舎碁骨暑廿サ缶谷廿骨骨廿骨令令各佇岳毎号幹長骨骨号岳骨毎号谷骨各廿骨骨谷妙骨卦骨骨分骨暑号骨骨分骨骨骨骨骨件骨骨骨骨骨谷廿骨骨骨骨丑e骨幹骨

件ご肉lTZ上HLANU 号 AHAT RHA T RHAT I SlCHA I H DwH 号 AHAT BHAT RHAT l Sl6HA I R DWR 妙
骨骨骨骨骨幹幹悟幹骨骨骨谷骨吾骨幹等件廿号舎抄骨骨ｻ暑骨毎仔特發昏骨骨仔谷令暑骨帯件骨谷骨骨毎番暑特骨番号骨廿骨骨や骨骨昏昏骨骨件暑替谷骨谷骨件骨暑暑号件苦廿も抄件廿廿衿暑骨骨号低骨号魯特告●●●缶骨骨号餐号与特骨骨畳骨骨骨骨骨件骨骨骨骨骨鉾骨骨昏骨守谷骨幹吾仔骨骨幹

骨0－2 側UNEY/胸骨 －1．632541 ﾕ｡1686うI 0.0 1 0,064う21 0.96う861 ﾕ｡04197谷 -2.38う871 1o30278I OoO I OoOう6う400．8949112028774号
号 骨 -6.9Q8う91 27,667ﾕﾕ1 0,0 幹 -4.6ユ293I l40770弱1 0.0 骨

幹 HuNEY/C秒 －1.b32う41 1．入b86うI Oo O l O･Ub4う21 0．96う8bI ル04197令 －2．38う871 ﾕ｡30278I Oo O l Oo0う6541 0..8949112028774骨
幹 斜 －6．908う91 27.b67111 0.0 や =40812931 ﾕ4.7703う0 0.0 骨

斜 lHI当'OHT/1号 2.どうb6り' 0.7244ｺ 1 0，0 1 0.udb4210･ｿ376510．90274凸 2.020731 0.787331 0.O I OpO7ﾕ071 0．8う742120ユう9うユサ
毎 件 l7ou64ZUl どC‘u720入1 0．0 各 8.う15011 ﾕ2．284ユ91 0.0 仔

骨し一j HUMY／胸骨 =2.う734うI 1.Jｼ7061 -0.24Zu1I O.Uフ94010.り7UうIﾕ.1う77Q暑 一〕･ﾕ60741 1．う10841 -0.279ﾕ20 0．0う39ユ1 0.92ユ2ﾕ12．2ユ864仔
廿 骨 －7.ユム09とI 入7．44ﾂﾑ70I -3.2747も I 毎 一う･うう9b7I L2､3607うI =2.う03931 令

件 NuNEv/ce －2･ぅ734うl lo3970bl -0.242011 0.0う94Q1 0.9711うlﾕ｡ﾕﾗ779分 －3.160741 l､5ﾕ0841 -002791210.0”9ﾕ1 0092ユ2ﾕ12.2ﾕ864件
骨 骨 －7．1409とI l7o4ﾂ47(ﾉI -3.274761 号 一う.うう9b7I l2o3bO7うI －2.う03931 毎

骨 IMF'QHT／I骨 l･ツ74ﾕう' 00923971 =0.J』ﾕ041 0.08ユ341 0.94うﾕ7l 1．0うう76谷 ﾕ.743入81 ﾕ．OOOl2I －003う9970 0.0683b1 0.90う1う12．17う40骨
性 畳 l20jう20b 1 11.7b70(ﾉi =2.848721 号 7．743831 9.7929うI －2.う40321 分
骨骨骨骨抄骨偲骨畳廿廿卦骨分骨畳骨幹●廿骨令幹件紳件谷谷も号母廿骨仔骨掛骨善骨骨骨骨骨骨菩件朴骨令$特特特骨昏昏蓄朴缶牲骨骨舛骨必掛低仔骨号番幹骨暑告号骨幹号令骨骨幹骨骨斜骨骨号号骨卦骨谷号令丑分骨廿骨●骨骨暑骨骨骨骨号骨骨谷骨骨骨骨骨骨骨暑骨骨畳骨骨骨骨骨骨骨骨ササ骨

衿L－2HuN上Y／w号 一ﾕo13809l 1．u78〕71 0.0 I OCUう717IC､9226710.87924笹 -2.3692R I l,303231 0.0 1 0.046631 0.8246611.869う9骨
骨 各 －2.”~/buI l2･U2”21 0．0 冊 －2．402191 702ユ2191 0．0 谷
骨 MuNEv/〔号 -1.人｡80ﾂ1 1.U78371 0‘O I C,しう7ﾕ710.922871u,87ﾂと4号 －20369Z8I ﾕ｡303231 0.0 1 0.O4663I U･824661必86”9骨
骨 骨 =2.j37bu I 上2．Oど〕121 000 缶 -2.402入91 702入？l91 0.0 佇
働 IHPORT/1件 2.フムョoul 0．b41841 0．0 1 0．(jb4bユ1 0．9003とll・12728骨 2.20う761 0.7383bl Oo0 1 0．0う4731008468212.04”う岳
骨 徒 12，1うOOb l LO,3ｼlぅ41 0，0 幹 6．862291 7.663うう1 0．0 仔
暑l-3MuNEY/w告 -1.7732.J' 1.2コ9”1 -0.2ｼ3U3l0.uぅ27b1 0.9347ll u､9927:jそ －2.b792ﾕ1 1.428161 -0.3065610.04う2210.8”2411.92ﾕ04e
骨 谷 =3．Jう2bｿI lO.(ｼb8.ルI -2.27bl舟I 衿 -2.888441 7．う48う31 =1．689761 邑
骨 間uMEY,（暑 一ﾕ.773271 1.2う9う31 =0.2ｿ3U3I O･りう2761 0.934711 0.99と73骨 -2.679211 ﾕ｡428161 =0.3Qb58I OoO4う221 0.8う3241ﾕ092ﾕ04毎
侍 卦 －3｡”2bり' 10.ﾌb87uI =2.276ユ21 幹 -20688441 7．う48う31 -ユ.689761 号
骨 IMl-'ORT／1件 2.>4ｺ991 0.b8428I -0.入2ﾕ741 0.ubう061 0.898841 ルユ．ﾉ716骨 2.204781 0.787031 -00ﾕｮ74210．0ううユ41 0.8572212･1ﾕ2ﾕﾕ骨
骨 毎 12.ub9751 8.440ﾑZl －006ﾕ6ﾕ71 争 7.208b41 7.180321 -0.804191 分
母据骨俳号緋毎秒骨暑谷昏廿善特脅暑卦傍外骨号号骨骨幹骨骨朴什替讐争幹脅件餐暑骨骨替廿廿骨廿牛舎茸学抄骨骨卦4トサ脅骨廿晏骨寺号骨曇骨骨骨幹ら号谷仔舎廿暑暑旬骨骨骨骨骨毎骨骨骨骨谷件吾骨骨骨骨暑骨骨骨骨合弁分替骨骨骨骨憎骨骨曇骨幹骨骨骨骨畳笹谷骨号骨骨響暑特骨善号岳岳骨幹

骨Z-Z HulwEY／w骨 -2.799731 1.J75821 0･O I O,U43う1 1 0．86うょJ1と.3う31う毎 －3.う96ll I ﾕ.うl792I OoO ’ 0．04うう91 0．84う9812.49713暑
骨 骨 －3･ユ6今bとI 8．b8?〕う1 0．0 廿 一3.323斗41 7.836551 0.C 骨

缶 f1uNEY／〔骨 -2.7997｣I 1．｣75821 0.0 1 0.u43う11 0.8bう1312.”｣15骨 －3.う96111 1．う17921 0.0 1 0.04”9I U084う9612.49713廿
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国際資金専門委員会

研究活動

第22回 石油危機と国際通貨問題

東京銀行参与 竹 内 一 郎

為替政策の諸問題

神戸大学教授 石 井 隆一郎

SDR金利について

同志社大学助手 伊勢田 慧

World Inflation and Monetary System

ハーバード大学教授 Hendrick Houthakker

（パネルディスカッション）

国際信用不安とわが国の金融政策

日本銀行調査役 鈴 木 淑 夫

日本興業銀行顧問 細 見 卓

神戸大学教授 藤 田 正 寛

The Role Exchange Policy in Economic

Development

ミネソタ大学教授Kruger Anne O.

最近の国際金融問題について

日本銀行参事 鈴 木 浩 次

ユーロ・ダラーとドル本位制

一橋大学教授 吉 野 昌 甫

最近のアメリカの金融政策と日本経済

一橋大学経済研究所長 伊 東 政 吉

最近の世界銀行の貸付活動について

世界銀行西アフリカ局課長 Marc Basin

ドイツ金融政策の教訓

神戸大学教授 藤 田 正 寛

1 974．2.2

第23回 1 974.2.23

第24回 1974.3.23

第25回 1974.9.24

第26回 1974.11.8

第27回 197a l2・10

第28回 1 975.1.18

第29回 1 975.7 .19

第30回 1975 . 1．4

第31回 1975. 11 .14

第32回 1975. 12.20



変動為替相場と国際準備

プリンストン大学教授 Peter B. Kenen

アメリカにおけるクラウデイングアウト問題

神戸大学教授 三木谷 良 一

第33回 1976. 1 .30

第34回 1976. 2 .21

金融研究会

研究活動（昭和49年度， 昭和50年度）

石油危機と国際通貨問題

東京銀行参与 竹 内 一 郎

為替政策の諸問題

神戸大学教授 石 井 隆一郎

金融政策と銀行行政

大蔵省金融制度調査官 窪 田 弘

最近の高金利論争について

神戸大学教授 則 武 保 夫

インフレーションと企業金融

大和銀行調査部長 永 吉 一 郎

World lnflation and Monetary System

ハーバード大学教授 Hendri ck Hout hakker

（パネルディスカッション）国際信用不安と

わが国の金融政策

日本銀行調査役 鈴 木 淑 夫

日本興業銀行顧問 細 見 卓

神戸大学教授 藤 田 正 寛

米国の最近の経済政策の動向

神戸大学教授 三木谷 良 一

最近の国際金融問題について

日本銀行参事 鈴 木 浩 次

第107回 1 974．2.2

＊第108回 1974.2.23

第109回 1974. 6 . 1

第110回 1974. 6 . 1

第111回 1974. 6 .15

＊第112回 1974.9.24

＊第113回 1974. 11 . 8

第114回 1974. 12 .21

第115回 1975. 1 .18



第116回 1975. 2 .22 わが国における信託機関の特色

一戦前戦後を比較して－

住友信託銀行東京調査部長 麻 島 昭 一

コストインフレと所得政策

大阪大学名誉教授 一 谷 藤一郎

最近のわが国の貿易動向

一特に国際競争力について－

日商岩井(株)調査室長 池 田 善 行

ユーロ・ダラーとドル本位制

一橋大学教授 吉 野 昌 甫

マネーサプライ雑考

神戸大学教授 矢 尾 次 郎

当面するわが国の金融政策について

－とくに金利政策と銀行法改正について－

大蔵省銀行局金融制度調査官 北 村 恭 二

マネー・サプライの重視と国債の大量発行

日本銀行持別調査課長 鈴 木 淑 夫

ドイツ金融政策の教訓

神戸大学教授 藤 田 正 寛

変動為替相場と国際準備

プリンストン大学教授 Peter B. Kenen

アメリカにおけるクラウデイングアウト問題

神戸大学教授 三木谷 良 一

第117回 1975. 5 .24

第118回 1 975.6 .21

第119回 1975. 7.19

第120回 1975. 9 .20

第121回 1975.10.18

第122回 1975. 11 .29

＊第123u 1975.12 .20

＊第124回 1976. 1.30

＊第125回 1977.2 .21

（＊印は，国際資金專門委員会と共催）

これ以前の国際資金專門委員会， 金融研究会については，

叢書（金融研究シリーズ）第3冊」を参照のこと。

｢経済経営研究
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